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    ヒストリーⅠ


    



    　すべての物事には始まりがあり、そして終わりがある。


    　もしも沖おき名な武尊たけるの物語に始まりがあるとすれば、きっと彼は幼き日のある記憶をすぐに思い起こすだろう。その記憶は天羽あもうミアとの関係の始まりでもあった。


    



    　天羽ミア。栗色の髪に、深い海のように蒼あおい瞳を宿した、とても泣き虫な女の子。そして武尊にとってかけがえのない幼なじみ。


    　多くの幼なじみがそうであるように、武尊とミアもまた物心がついた頃から隣にいて、一緒にいるのが当たり前のようになっていた。


    　それは武尊の父とミアの父が親友同士であったことも関係しているのかもしれない。とにかく武尊の記憶にあるミアはいつも武尊の後ろをついて歩いていた。


    　ミアは引っ込み思案で、周りからからかわれ、いじめられ、いつもひとりぼっちだった。だから武尊といつも一緒にいたがった。


    　タケちゃん、タケちゃん、タケちゃん。


    　不安そうな顔で袖そでを引っ張るミアを見るたび、武尊はミアを守らなければならないという使命感を強くしていた。この頃の武尊にとってのミアは家族のような存在で、家族なのだから守るのが当たり前なのだと信じ込んでいた。


    　あの日の夜までは。


    「ミアが、ミアがまだ帰ってこないの。タケちゃん、きょうは帰り一緒じゃなかったの？」


    　武尊が小学四年生のある日、ミアのママンが泣きそうな顔で武尊の家を訪ねてきた。


    　いつも登下校をともにしていた武尊とミアはその日に限り、些さ細さいなことでケンカをしてしまい、武尊だけが先に家へと帰っていた。


    　ケンカの原因は、ユキタローというウサギである。


    　当時、小学校の飼育小屋で大切に飼われていたその白ウサギを、飼育係だったミアはとても可愛かわいがっていた。そのユキタローが突然、飼育小屋からいなくなったのだ。


    　小屋の近くには抜け穴ができており、教師も生徒たちも、ユキタローはその穴から脱走したのではないかと話した。だが、ミアだけは顔を真っ青にしてつぶやいた。


    「ユキタローが自分から出るはずない……悪い怪人にさらわれちゃったんだ……」


    　そんなわけあるか、と武尊は反論した。わざわざ小学校に忍び込んで、ウサギを盗む怪人なんて聞いたことがない。怪人だってそこまで暇ひまじゃないだろ。みんなの言うとおり、ユキタローは小屋から脱走したんだ。いまさら捜してもきっと見つかりっこない。


    　武尊の説明に、ミアは納得しなかった。放課後、ミアはひとり校庭に出てユキタローを捜し続けた。武尊たけるは何度も帰ろうと声をかけたが、聞く耳を持たないミアの頑固さにやがて腹を立ててしまい、ミアを置いて先に家へ帰った。もう小学四年生なのだから、ひとりで登下校だってできる。だから問題ないだろうと武尊は思っていた。


    　そのミアがまだ家に帰ってきていない。月つき杜もり市で診療所を開いている水みず町まち佐さ和わ子こにも連絡を取ったが、そちらにもミアはいないようだった。


    　武尊は母親が止めるのも聞かず、家を飛び出した。


    　日が沈んだ街はいつもとは違う姿を見せる。街頭の明かりがかえって夜の暗さを浮き彫りにし、武尊の頭にありもしない者たちの姿を想像させた。


    　この街には怪人がいる。


    　人とおなじような姿形フオルムをし、人とおなじ言葉を喋しやべりながら、人を襲う、異形の姿をした怪物たち。怪人たちはみな、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンという組織に属している。


    　リヴァイアサンを率いる総そう帥すいの名前は、ヘルヴェノム卿きよう。


    　赤い髑どく髏ろの姿をした恐ろしい怪人であり、ほかの怪人たちを恐怖で支配しているのだと大人たちから聞かされていた。亡くなった父は死の直前まで、ヘルヴェノム卿やリヴァイアサンを追っていたらしい。これは母から聞かされた。


    　怪人のいる街、ヒーローのいる街。


    　それが沖おき名な武尊と天羽あもうミアが生まれ育った街、月杜市だった。


    　当時の武尊が怪人たち、そしてこの街のヒーローについて知っていたのはその程度のことだった。いずれ自分に待ち受けている宿命など、この頃の武尊にわかるはずもない。


    　しばらく走るうちに、武尊は石段の前にたどり着いた。


    　羽はね鷺さぎ神社、通称〝うさぎ神社〟。そこは武尊とミアの遊び場所であり、なにかあるとミアはいつもこの神社で泣きべそをかいていた。武尊は石段に足をかけ、鳥居をくぐる。暗闇に包まれた境けい内だいには誰の姿もない。石畳にはなぜか黒い染みがついていた。


    　染みの正体を見極めたようとしたとき、境内脇の茂みから、か細い声が聞こえた。


    「ヤミヨにせまるー、アクのかげー……だれかのひめいがこだまするー……


    　心が悲しみでぬれたとき……せいぎを照らすー、白き月光……」


    　湿った声が歌うのは、『ガイムーンのうた』。


    　この街のヒーローを讃たたえるために、月杜市の青年会が作詞した曲だった。


    　兎うさぎの仮面をつけた、リヴァイアサンの怪人たちと戦う謎なぞのヒーロー、ガイムーン。


    　どこの誰かはわからない。けど、月杜市の住民なら名前くらいは知っている。


    　そして『ガイムーンのうた』は、ミアにとってもお守り代わりのような歌だった。


    　境内脇にある茂みに入ると、茂みの中でミアがうずくまっていた。ミアが両腕に抱かかえたユキタローはぐったりとしたまま動かない。右足はおかしな方向に折れ曲がっていた。


    「お参りしようと、思ったの……、ユキタローが見つかりますようにって……そしたら、境内でユキタローがたおれているのを見つけて……」


    　ミアは振り返ろうとしない。声だけがわずかに震ふるえている。


    「ねぇ、タケちゃん。ユキタローのこのケガ、なんだと思う？」


    　武尊たけるはなにも答えられない。ミアは心に湧わき上がるものを抑え込むように続けた。


    「足も、耳もこんなにボロボロで……身体からだにさ、クツのあとがついてるんだよ？　これ、スパイクだよね？　佐さ和わちゃんがまだ小四でつけるのは早いって言ってたやつ……なんでかな？　なんでこんなヒドイこと、できちゃうのかな……？　なんで、こんな……」


    　それ以上の言葉はすすり泣きの声に消えていった。


    　ミアの言うとおり、ユキタローは連れ去られたのだ。怪人の手ではなく、ごく普通の人間、おそらくは当時の武尊たちとそう年が変わらない子供の手によって、ユキタローはその命を奪われたのだ。


    　肩を震わせるミアの隣に、武尊は座り込む。冷たくなったユキタローを見下ろすミアの瞳は真っ赤に腫はれて、まるで兎うさぎの目のようになっていた。


    「ごめんね、ユキタロー……守ってあげられなくて……もっと早く見つけてあげられなくて……痛かったよね……こわかったよね……。もう大丈夫だから、いまはゆっくりおやすみしていてね……」


    　ミアはポタポタと涙をこぼしながらユキタローの亡なき骸がらを抱いたまま、優しく語りかける。


    　ミアは正しかった。ミアだけはずっとユキタローの身を案じて、ここまで捜し続けた。


    　小さな命を、自分の手で必死に守ろうとしていたのだ。


    　それは武尊がいままでミアに対してしてきた義務感のような想いとはまったく違う。強い意志と優しさから発はつ露ろした行為だった。


    　泣いているミアを慰なぐさめることもできず、武尊はただミアの横にいることしかできなかった。ユキタローのために泣いているミアの涙を拭ふき取る術すべを知らなかった。


    　そしていまも武尊はその方法を探し続けている。


    



    　すべての物事には始まりがあり、そして終わりがある。


    　だからこそ、改めて沖おき名な武尊がたどってきた足跡ヒストリーを振り返らなければならない。


    　その足跡ヒストリーの果てに、沖名武尊の意志が存在するのだから。

  


  
    



    第一章　砕ける仮面


    



    　天羽あもうミアには二つの顔がある。


    　ひとつは月つき杜もり第一高校に通う女子高生・天羽ミアとしての顔。もうひとつは怪人たちから月杜市の平和を守る悪の天敵・ガイムーンとしての顔。


    　どちらもミアにとっては自分を構成するかけがえのない要素である。


    　するとどこからか意地悪な誰かがやってきて、こう問いかけるのだ。


    　──もしどちらかの顔しか選べないとしたら、はたして君はどちらを選択するんだい、天羽ミア。


    　幾度となく脳裏を掠かすめるその問いかけに、まだミアは答えを出せない。


    



    
      ＊

    


    



    　ファミレスの窓から見える空は冬の厚い雲に覆おおわれていた。もうすぐ雪が降るかもしれない。そんなことを考えながら、ミアは頬ほおづえをつき、窓の外を眺める。


    「それで、ミアちゃん。これからどうするんですか？」


    「え？」


    　突然声をかけられて、ミアは慌てて我に返った。すると向かい側に座っていた黒髪の少女が呆あきれたようにため息をついた。


    　彼女の名前は桜さくら井い花か音のん。ミアとは別の高校に通う一年上の先輩であり、大切な友人でもある。


    　知り合ったのは今年の夏だが、いつのまにかこうして会うのが当たり前になっていた。


    　もちろんミアがガイムーンであることまでは話していない。それでもいまのミアにとっては、素直な態度で接することができる数少ない相手だった。


    「『え？』じゃありません、私の話、完全にスルーしてましたね？」


    　その花音が形のよい眉まゆを寄せ、厳しい眼まな差ざしを向ける。


    「ちょっと花音ちゃん、顔が近い、近いよ……いや、ちょっとぼーっとしちゃって、っていうか、こんなところで受験の話なんか持ち出さなくても……」


    「ミアちゃんの危機感が足りないから言ってるんです。もういまは一二月なんですよ？　時間は有限です。光こう陰いん矢の如ごとしです。ちゃんと将来のことは考えなくちゃダメですよ」


    「……なんだか花音ちゃん、進路相談の先生みたい。あ、案外、教師とか向いているんじゃないの？」


    「もう、茶化さないでくださいっ」


    　花音はやや真ま面じ目めな口調でたしなめると、急に心配するような目でミアを見つめた。その視線に、ミアは思わずたじろいでしまう。


    「……それだけミアちゃんのことが心配なんですよ。なんだかこの頃のミアちゃん、自分のことに投げやりになっていませんか？」


    「いやいやいや、なに言ってるの、花か音のんちゃんってば。ちゃんと考えてますってば、ほんと、ほんと」


    「沖おき名なくんとは最近、なにか話しました？」


    　ミアは一瞬、息を飲んだ。少し考えてから、花音の目を正面から見つめて苦笑する。


    「……全然。ろくに会えてもないよ。あっちも忙しいみたいであんまり学校に来てないみたい。図書委員のほうにも顔を出してないって、後輩の子が怒っていて……。花音ちゃん、なにか聞いてる？」


    「……いえ。じつは私もあんまり会えていないので」


    「そっか。ほんと、なにやってんだろうね。タケちゃんのやつ……」


    　ミアはここにはいない幼なじみ──沖名武尊たけるに想いを馳はせる。最後に武尊と話したのはいつだったのかもよく思い出せない。


    　花音は表情を暗くするが、やがて思いきったようにテーブルに身を乗りだした。


    「もうこの際、受験勉強に頭を切り替えて、武尊くんのことは振っ切っちゃいましょ。失恋を忘れるにはなにかに打ち込むのが一番ですよ」
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    「ちょ、ちょっと、花か音のんちゃん！　失恋って、べつにわたし……！」


    「あら？　夏に神社で大泣きしていたのはどこのどなたでしたっけ？」


    　しれっと微ほほ笑えむ花音に、ミアは唇くちびるをぐっと噛かみしめる。夏頃、うさぎ神社で花音に〝本心〟を語った際の恥ずかしい姿を思い出し、悶もだえそうになった。


    「……失恋とか、付き合うとか、わたしの気持ちはそういうんじゃないもん。花音ちゃんだってわかってるくせに」


    「わかってるから言うんです。暗くなってるミアちゃんなんて見たくありませんから」


    　そのとき、花音のバッグからスマートフォンの着信音が響いた。スマートフォンを取り出し、画面を見た花音は急に顔を曇らせる。


    「どうしたの？」


    「あ、ごめんなさい、友達から急な用事で……。ちょっと席を外しますね……」


    「わかった。気にしないで」


    　スマートフォンを手に、店の奥へ急ぐ花音をミアは手を振って見送る。時折、花音はああして席を立ち、電話をするために一人になる。なにかと花音も忙しいらしい。


    　喫茶店にはＢＧＭとして『スタンド・バイ・ミー』が流れている。ふとミアの脳裏にあの記憶がよぎる。ミアの母親を殺し、自分を傷つけた怪人が口ずさんでいた曲。だが、すぐにミアの意識は日常に戻る。胸の傷も、この曲も、気にしなくなって久しい。


    　一人になったミアは大きく息を吐いた。このところずっとガイムーンとしての出動が続き、ろくに学校にも顔を出せていなかった。こんなふうに素直な態度で接することができる友人は、いまでは花音くらいしかいないのだ。


    　いまのミアには、「進路」や「受験」という高校生ならば切実なはずのワードにちっともリアリティを感じることができなかった。ミアはおもむろにスマートフォンを取り出し、画面をタップし、ネットニュースの記事の一覧を眺めた。


    『激化する怪人の抗争』『事故死の市会議員、怪人の疑惑浮上』『ＩＴ企業の爆破テロ、リヴァイアサンによる犯行声明か』『ガイムーン、小学生一〇名を救出』


    　ほんのすこし前まで、ガイムーンと怪人の話は人々の噂うわさにすぎなかった。ミアが子供の頃には、都市伝説の類たぐいと変わりがないくらいだったはずだ。


    　それがいまでは当たり前のように、怪人やガイムーンといった言葉がおおっぴらにメディアに取り上げられている。この半年ですっかり状況は変わってしまった。


    　ミアはニュースを見つめながら、唇を噛みしめる。


    　六年前、怪人の手によって愛する母親を殺され、自身も重傷を負ったミアは、父の知り合いの伝つ手てにより、オルタ神経節の移植手術を受けた。


    　オルタ神経節とは、怪人たちの力の要かなめである外装器官を生成するための器官である。


    　天羽あもうミアはこのオルタ神経節を移植されることで、怪人たちに対抗する力──ガイムーンの変身能力を獲得した。


    　昏こん睡すい状態から回復したミアは傍そばに付き添ってくれた父から自分の身体からだのこと、父に関する秘密を明かされた。ミアの父、天羽あもう新あらたこそが当時のガイムーンその人であるという秘密を。


    　ミアは父からガイムーンの仮面を受け継ぎ、三年前にこの月つき杜もり市に戻ってきた。


    　そして禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの総そう帥すい、ヘルヴェノム卿きようを激闘の末に打ち倒したのだ。


    　こうしてヒーローと怪人の戦いには終止符が打たれたかに思えた。


    　だが半年前、ミアはあの黒いヘルヴェノム卿に遭遇した。


    　黒い髑どく髏ろを被かぶった絶対悪アルケマルスの後継者──二代目ヘルヴェノム卿。


    　ＭＡＴビルでの激闘を皮切りに、幾度となくミアは二代目ヘルヴェノム卿が率いる新生リヴァイアサンと戦い続けた。


    　ミアの恩師であり、ガイムーンの協力者でもあった水みず町まち佐さ和わ子こも二代目ヘルヴェノム卿の手にかかり殺された。


    　二代目ヘルヴェノム卿を倒さない限り、ガイムーンの戦いが終わることはない。


    　この半年のあいだに戦いは激化し、この頃ではミアも高校生としての生活がままならなくなっていた。いまヒーローの仮面を脱ぐわけにはいかない。もう天羽ミアとガイムーン、どちらが本当の自分なのかもわからなくなっていた。


    　ニュースを眺め続けるミアはふとある記事に目を留める。それは怪人とはなんの関係もない記事だった。


    『月杜スタジアム、本日オープン。こけら落としはサッカーの国際親善試合』


    「……ああ、そういえばきょうだっけ、スタジアムのオープンって」


    　月杜市では初めて建てられる、大型のスポーツスタジアム。市の新しいシンボルとして、ニュースでも何度か取り上げられていた。


    　他愛もない記事なのに、ミアはなぜか目を離せない。


    　そのまま、ソファの隣に置いていたスポーツバッグに手を置く。


    　いつも持ち歩いているこのスポーツバッグの中に詰め込まれているのは、身体の各部に装着するプロテクター、兎うさぎの顔を模した純白のマスクなど、ガイムーンを構成する大切なパーツたちだ。いつ怪人たちが動くかわからないいま、ひと時もマスクを手放せなくなっていた。


    　ミアはある不安を抱き、窓の外に顔を向けた。


    　そのままミアは静かに瞼まぶたを閉じた。


    　そうしたところでなにも変化は起きない。それでもミアは目を閉じ続けた。


    



    
      ＊

    


    



    　沖おき名な武尊たけるが二代目ヘルヴェノム卿となり、半年が経たった。


    　すべてはガイムーンを倒すため。幼なじみである天羽あもうミアをガイムーンの呪じゆ縛ばくから解き放つため、武尊たけるは果てなき闘争を続けている。


    　六年前、怪人オルタの手にかかり重傷を負ったミアは【財団】と呼ばれる組織によって、オルタ神経節の移植手術と、マインドセットを施ほどこされ、二代目ガイムーンとなった。


    　ミアが変身するガイムーンの力は強大であり、それは三年前の初戦で旧リヴァイアサンと初代ヘルヴェノム卿きようを打ち破ってしまうほどのものだった。


    　だが『悪をなす者を滅ぼせ』というマインドセットを施されたミアは、戦うべき悪を見失ってしまうと、暴走するリスクを秘めている。


    　実際にミアは三年前、初代ヘルヴェノム卿を倒したあと、『悪』と認定した高校生たちを八人殺している。自分が犯した罪を、いまのミアは覚えていない。


    　ミアをガイムーンの呪縛から解き放つ方法はただひとつ。


    　ガイムーンに勝利し、その意志を挫くじくこと。


    　すべての怪人オルタおよびガイムーンの力の要である外装器官は意志の具現化でもある。そして、変身者の意志が挫けたとき、オルタ神経節は不活性化し、変身する能力は失われる。


    　だから武尊は、ガイムーンを倒すための『良き闘争』を開始した。


    　人間ネイテイブへの抵抗活動を続けていた次種ネクストの怪人オルタたちをまとめあげ、新生リヴァイアサンを結成。ガイムーンのみならず、その背後にいる【財団】や旧リヴァイアサンの怪人オルタたちと戦いを繰り広げたのだ。


    　月つき杜もりＭＡＴビルで繰り広げた、ガイムーンとの激しき闘争。旧リヴァイアサンの元幹部である第一種フアーストの怪人オルタビートリガたちとの殺し合い。その過程で、武尊は恩師であり、ガイムーンの協力者だった水みず町まち佐さ和わ子こを手にかけ、たくさんの骸むくろを築き上げた。


    　武尊の苛か烈れつな闘争はここ半年のあいだに、さらに激しさを増していった。


    　ビートリガを殺した二代目ヘルヴェノム卿の次の標的は、ビートリガに協力していたほかの元幹部の第一種フアーストたちだった。


    　第一種フアーストとは怪人オルタの始まりの世代にあたる。かつて初代ヘルヴェノム卿が率いた旧リヴァイアサンの中心でもあった彼らは、人間ネイテイブである二代目ヘルヴェノム卿率いる新生リヴァイアサンの存在を許容しようとはしなかった。


    　二代目ヘルヴェノム卿討伐を画策していた第一種フアーストたちの動きはビートリガの敗北により鎮静化したが、武尊はそれを好機チヤンスと捉え、ある戦略を実践した。


    　すなわち徹底的な殲せん滅めつ。


    　わずか半年のあいだに一二名いたリヴァイアサンの元幹部たちは三分の一が新生リヴァイアサンの傘下に下り、残りの三分の二は死体すらも残らなかった。


    　七名しかいなかった新生リヴァイアサンは、ほかの第一種フアーストたちの勢力を取り込むことで構成員の数を三桁にまで増やした。そのあいだに生じた犠牲者──怪人オルタと人間ネイテイブの区別なく──の数は、構成員数を優に上回っていた。


    　もはや二代目ヘルヴェノム卿きようは、名実ともに怪人オルタたちを束ねる絶対悪アルケマルスとなったのだ。
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    『……いま、ミアちゃんと月つき杜もり駅前のファミレスにいます。あなたの動きに気づいている様子はありません。いつものバッグは持ってきているので、なにかあったらすぐに出動すると思いますけど』


    



    　スピーカーから響く花か音のんの声には不安とわずかな苛いら立だちが籠こもっていた。


    　ここは武尊たけるが居住している阿あ久く津つ邸の地下に設けられた、ヘルヴェノム卿の装備を収納する管理ルーム。


    　武尊の見つめる部屋の中央には、強化ガラスで作られた収納ケースが設置されている。中に収納されているのは、黒髑どく髏ろを模したマスクと、黒衣のスーツ。


    　それは武尊がヘルヴェノム卿になるための剣であり、鎧よろいだった。


    『……でも平気なんですか。素す性じようがバレてるかもしれない私と連絡を取ったりして』


    「問題ありません。いま使っている通話アプリには特殊な暗号処理がかけられています。通信を傍ぼう受じゆされても着信先と通話内容が盗聴されることはありません」


    　武尊はケースのほうを向きながら答える。部屋に設置されたマイクが武尊の声を拾い、ミアの傍そばにいるはずの花音に声を届ける。


    　桜さくら井い花音、月杜市にある私立聖ジョージ学園高等部三年生。名門私立高の生徒である彼女にはもうひとつ、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンに所属する怪人オルタ、エコールという別の顔がある。


    　リヴァイアサンの構成員の中では唯一、武尊とミアの秘密を知る花音は、武尊とはいわば『共犯者』の関係にあった。だが半年前のビートリガとの戦いにより、花音の素性が敵にバレるという事態が発生した。それ以来、武尊は秘密保持のために花音を作戦から外すようになり、接触もほとんど断ち切っていた。


    　こうして彼女と話すこと自体、ずいぶん久しぶりだった。


    「とにかく天羽あもうミアの様子が確認できてよかったです。あなたはそのまま彼女の傍についていてください。あなたの安全のためにも、天羽ミアからは離れないほうがいいです」


    『……また、なにかを始めるんですよね。だから、わざわざ私に連絡してきたんですよね？　私がミアちゃんの傍にいることを見越して』


    　武尊は答えずに、鍵かぎを取り出した。そのままケースを開き、ヘルヴェノム卿のスーツとマスクに手をのばす。


    『わかってます……いまのあなたがなにも教えてくれないことくらい……。紡つむ生ぎさんたちにも私には作戦内容を黙っているよう口止めしてるそうですね。非難しているわけじゃありません。おかげで助かってますから。堕おちてく武尊たけるくんの姿を、見なくてすんでいますので……』


    　その場で着ているものを脱ぎ捨てた武尊は、代わりに黒衣のスーツを身に纏まとっていく。昔は嫌悪感を覚えたスーツの感触も、いまは本物の皮ひ膚ふのようによく馴な染じむ。


    『ミアちゃんから、聞きましたよ……。武尊くん、全然学校にも行ってないそうですね。ミアちゃんともほとんど会ってないって……。いいんですか、このままで……このままミアちゃんとすれ違い続けたままでいいと、本気で思ってるんですか……。これじゃあ武尊くん、本当に取り返しがつかないことに……！』


    「ほかに報告はありますか？　なければこれで電話を切りますが」


    　スピーカーの向こうで花か音のんが息を飲むのがわかった。何度か深く息をしたのち、彼女は静かに告げた。


    『気づいてます？　いまの武尊くんの声、仮面を被かぶってるときの声そっくりですよ。ミアちゃんに会わないのは正解ですね。きっとすぐに正体ばれちゃいますから』


    　それっきり花音からの連絡は途絶えた。


    　スーツを着用し終えた武尊はその場に立ち尽くす。ケースに置いたマスクを見つめた。


    「言いたい放題、言われてるじゃないか、お前さん」


    　武尊が後ろを振り返ると、阿あ久く津つ千ち代よが車椅い子すに腰かけてこちらを見つめていた。傍そばに世話係である不ふ破わ朱あけ美みの姿もあった。


    　武尊の祖母にして、初代ヘルヴェノム卿きようでもある千代の言葉に、武尊は頭を振った。


    「いまの彼女はあれで役に立ちます。彼女は自身の立場をよくわかっているし、情にも厚い。沖おき名な武尊と天羽あもうミアを裏切るような行動は取りませんよ」


    「つまりあの娘はリヴァイアサンのためにではなく、個人の正義を優先させて行動するということだ。案外、【財団】よりもそういう手合いのほうが大きな障害になるもんだよ」


    「……ご忠告痛み入ります、先代」


    　武尊は黒髑どく髏ろのマスクを手に取り、ゆっくり頭に被せていく。


    　スーツとマスクの着用を完了すると、マスクの内側で想起した。


    　──ＡＣＭシステム、起動。


    　次の瞬間、部屋中の空気が熱を帯び、残響にも似た駆動音が響き渡った。床と壁に埋め込まれた小型コンピュータ群が一斉にあるネットワークを活性化させる。


    　ヘルヴェノム卿の要たるＡＣＭシステム。武尊を絶対悪アルケマルスたらしめるそのシステムはヘルヴェノム卿のマスク、武尊に埋め込まれた脳内チップを経由して、ある力を与える。


    　武尊の全身を貫く恐怖の記憶、想起されるトラウマのイメージ。だがそれらのイメージが流れてきてもなお、武尊の心は凪ないだままだった。


    　まるで武尊の身体からだが恐怖の記憶に、完かん璧ぺきに適応してしまったかのようだ。


    　かつて武尊たけるが手にかけた水みず町まち佐さ和わ子この亡霊も見えなくなって久しい。


    　そして武尊の意識は、ヘルヴェノム卿きようへの変身を完了させる。


    「さぁ、そろそろ参りましょうか。ヘルヴェノム卿」朱あけ美みが声をかける。「あなたが定めた、決戦の舞台へ」


    「……ああ、無論だ」


    　ヘルヴェノム卿は生気を感じられない屍し人びとの声で答えると、そのまま部屋を出て行った。


    　すでに仕込みは終わっている。あとは発動の瞬間を待つばかりだ。


    　いまから三〇分後、新たなる闘争の舞台が始まる。あるいはそこが武尊の闘争の終わりの地となるのかもしれない。


    　なにが起きるかなんてわからない。ただ目的を果たすために為なすべきことを為すだけだ。
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    　武尊からの電話が切れ、花か音のんはうな垂だれた。


    　その拍子に涙の雫しずくがぽたぽたと床に零こぼれ落ちていく。ここはファミレスのトイレの個室の中。いまの会話が誰かに聞かれていることはない。花音の能力ですでに確認している。


    　しかししばらくトイレの中から出るわけにはいかない。この泣き顔をミアに見られでもしたら、なにかあったことを悟られてしまう。ましてやこの涙の理由に武尊が関係しているなんてこと、万が一にもミアに気づかれるわけにはいかなかった。


    　数年前まで、自分が怪人オルタだということすら知らなかった花音は己おのれのルーツを探し求めて、この街にやってきた。そこで人間ネイテイブと怪人オルタの共存を説く『異人塾』の面々と出会い、怪人オルタがなんたるかを知った。そして恩師の言葉に従い、花音は自分だけの『良き闘争』を見み出いだそうとしていた。


    　その矢先に恩師である十と雲ぐも能のう武むが人間ネイテイブの手によって殺された。


    　もともと仲間たちとともに新生リヴァイアサンを結成したのも、恩師を殺した人間ネイテイブ社会に抗あらがうためだった。その活動の最中で花音は二代目ヘルヴェノム卿と出会い、絶対悪アルケマルスの仮面を被かぶった少年と共犯者になり、正義の仮面を被った少女と友人になったのだ。


    　花音は二人の素顔を知ってしまった。


    　かけがえのないもののために戦う二人の姿に共感してしまった。


    　だから花音は誓ったのだ。


    　正義と悪に分かれ、すれ違い続ける二人を繋つなぎ止めてみせるのだと。


    　それこそ花音が自身に課した『良き闘争』だった。


    　だが、いまの花音は自分で定めたこの闘争に敗北しようとしている。


    　出会った頃の武尊はヘルヴェノム卿の仮面の奥に、心優しく誠実な素顔を隠す少年だった。


    　彼はその誠実さゆえに、幼なじみを救う闘争を開始し、自らの闘争を貫くために恩師である水みず町まち佐さ和わ子こまでも手にかけ、涙を流した。


    　そんな武尊たけるの姿を見てしまったがゆえに、花か音のんは武尊の共犯者となったのだ。


    　しかしビートリガとの戦いから半年が経たち、武尊の闘争は混迷と苛か烈れつさを極めた。


    　そのなかで武尊の素顔は、ヘルヴェノム卿きようの仮面と同化していってしまったのだ。


    　水町佐和子、ビートリガ、多くの怪人オルタたち、人間ネイテイブたち。


    　あまりに多くの命を武尊は奪ってきた。もう武尊は自らが築き上げた死者たちのために涙を流したりはしないだろう。目的を遂げるその日まで、武尊は歩みを止めはしないだろう。


    　いや、仮にガイムーンに打ち勝ち、ミアを正義の呪じゆ縛ばくから解放できたとして、本当に武尊は仮面を外すことができるのだろうか。たとえ目的を遂げたところで、そこに武尊自身の幸せがあるとはどうしても思えなかった。


    　気を落ち着けた花音は表情を整える。そのままトイレを出ると、まっすぐミアのもとへ戻った。席に座るミアは窓の外に顔を向けたまま、なぜか目を閉じている。


    「ミアちゃん？」


    　声をかけると、はっとミアは瞼まぶたを開いた。


    「ああ、ごめん、花音ちゃん。電話、終わったの？」


    「ええ、すいません、待たせて……。それよりもミアちゃん、大丈夫ですか？　なんだかぼーっとしてるみたいですけど」


    「うーん、ちょっと違うの。なんだろ、瞑めい想そうみたいな？」


    「瞑想、ですか？」


    　花音が尋ねると、ミアは恥ずかしそうにはにかむ。


    「なんか最近さ、すっごい勘が鋭くなったんだよね。こう、ピキーンとひらめくというか」


    「ピキーンと、ひらめく」


    「うん。あ、いま誰か階段から滑り落ちそうになってる、とか、あの角に泣いている子がいる、とか、そういうのがなんとなくわかるんだよね。すごくない？　超能力みたいだよね」


    「いつからですか？」


    「ん？」


    「ピキーンとひらめくの、いつから出始めたんですか？」


    「いつからって……あれ、いつからかな？　あ、あの、自分で言っておいてあれだけど、そんな大げさなものでもないよ？　虫の知らせのスゴイ版みたいなもんだからさ」


    　おどけているミアの表情になにかをごまかしている様子はない。本当に大したことがないことだと捉えているようだ。だが、花音の胸騒ぎは止まらなかった。


    　半年前、ミアはガイムーンとしてビートリガに立ち向かったとき、罠わなにかけられてしまった。そこで彼女はガイムーンの力を封じられ、絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチに陥ったのだ。


    【財団】は怪人オルタであるビートリガを裏でけしかけ、武尊たけるのみならず、自分たちが擁ようしているはずのミアまでも罠わなに陥おとしいれた。


    　結局それは、ヘルヴェノム卿きようが行ったおぞましい作戦により打破されたのだが、その際に花か音のんはミアが新たな力を獲得したのを目まの当たりにしてしまった。


    　暴走状態になった赤いガイムーン──強化エボル態とも呼ばれる強大な力をミアは完全にコントロールしてみせたのだ。


    　それ以降、リヴァイアサンが繰り出す作戦に何度かガイムーンが立ちはだかってきたと紡つむ生ぎたちから伝え聞いていたが、ガイムーンの力はいまも際限なく進化を続けているらしい。


    　果てしなく続く、正義と悪のイタチごっこ。


    　その中心にいる武尊とミアは互いにどんどん引き返せない道を突き進んでいるのだ。


    　もし、ミアのいう〝超能力〟が、ガイムーンの新たな力の発現だとしたら……。


    「どうしたの、花音ちゃん？　怖い顔して」


    　ミアに尋ねられ、笑って花音は首を振った。


    「ううん、なんでもないです」


    　花音はわきあがる不安を、笑顔の仮面の裏に閉じ込める。


    　たとえなにが起きようとも、ミアとともにいつもどおりの日常を送る。


    　それだけが、いまの花音にできる『良き闘争』の手段だった。
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    　ミアと花音がファミレスで談笑していたのとおなじ頃。


    　ひとつの祭りが月つき杜もり市で始まろうとしていた。


    　祭りの舞台となるのは、本日オープニグセレモニーを開催している月杜スタジアム。収容人数、三万人。整備されたグラウンドと二階構造になったスタンドを持ち、周囲にはショッピングモールまで併設されている。次世代の月杜市を象徴するシンボルとして建設された月杜スタジアムに対する市民の関心は高く、すでに会場は大きな賑にぎわいを見せている。


    　オープニングセレモニーには月杜市在住の市民たちが招待され、数多くのマスコミ関係者たち、そして市長や市議会議員の姿もあった。


    　やがて人気アイドルのコンサートも終わり、オープニングセレモニーの目玉である海外のサッカーチームとの親善試合がキックオフを迎えようとしていた。


    　もう選手たちはアップを終え、選手控え室に戻っている。やがて試合開始のアナウンスが響き渡ると、満席になったスタンドは沸き立ち、熱狂のボルテージは頂点に達した。


    　まもなく迎える選手たちの入場をいまかいまかと観客は待ち構える。高らかに鳴る入場曲。いままさにグラウンドに選手たちが足を踏み入れようとしたその瞬間──。


    



    「ようこそ、諸君。我が闘争の舞台へ」


    



    　観客たちの歓声が止まる。どこからか声が聞こえた。スタジアムの実況のように響き渡る声とは違う。しかし、スタンドに座る観客全員の頭にその声はたしかに聞こえていた。


    　凍いてつくような、まるで屍し人びとのようなその声が。


    「諸君は歴史の転換点の目撃者だ。これより、諸君の目は諸君の意識を離れ、いまより始まる新時代の光景を目撃することになる。誰ひとりここから逃のがれることはできない」


    　まだなにが起きたかわからない観客たちは戸惑い続ける。どれだけ待っても選手たちはグラウンドに姿を見せない。なかには悪いた戯ずらを疑い、怒ど号ごうを飛ばす者までいた。そんな観客たちの認識を吹き飛ばすように、いきなりスタジアムの入場口が爆破した。ようやく身に迫る危機に気づいた観客たちは一斉に悲鳴をあげる。


    　恐怖の嵐がスタジアムじゅうに渦巻くなか、なおも屍人は観客に語り続ける。


    「もう一度告げる。誰もこの舞台から逃れることはできない。逃げる者には死の制裁を下す」


    　誰もいないはずの、芝しば生ふの中央に人影がゆらめく。スタンド席に取り付けられたモニタが突如切り替わり、ゆらめく影を映し出していた。


    　漆黒の髑どく髏ろを模した、邪悪な仮面。騎士の甲かつ冑ちゆうにも似た、黒衣のスーツ。幾度となくニュースや中継映像で放送されてきたその姿に、月つき杜もり市の住民は総毛立つ。


    　ヘルヴェノム卿きよう。禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの総そう帥すいにして、この街の絶対悪アルケマルス。


    　人々は悲鳴をあげ、その場から逃げ出そうとする。だが、なぜか身体からだはスタンド席についたまま動けない。彼らの目は一様に、ヘルヴェノム卿の姿を認識してしまった。


    　月杜市の人々は知っている。


    　あの黒い髑髏がこの街でどれだけの事件を起こしてきたのかを。


    　月杜市の人々は知っている。


    　あの黒い髑髏がこの街にどれだけの死をもたらしてきたのかを。


    　観客たちの脳裏には怪人への恐怖が刻まれている。顕現したヘルヴェノム卿によってそれらの恐怖は否応なく増幅され、彼らの心を支配する。


    　ヘルヴェノム卿の持つ異能、〝恐怖支配テルール〟は対象者に恐怖の感情を想起させ、支配下に置くことができる。ヘルヴェノム卿が繰り出す〝恐怖支配テルール〟はいまやスタジアム全部を包み込むほどに成長していた。牢ろう獄ごくと化したこのスタジアムから、もう誰も逃れることはできない。


    　恐怖で縛りつけた囚しゆう人じんたちに、ヘルヴェノム卿は目もくれなかった。ヘルヴェノム卿の声明はいまカメラを通じて、月杜市のローカル局に中継されている。ほどなくあらゆるメディアに乗ってこの映像は伝でん播ぱしていくだろう。


    　そして、あのヒーローもこの映像を見ていないはずがない。


    「いまこのスタジアムには私の配下たちが潜ひそんでいる。キックオフの時間から、三〇分ごとにここにいる者たちを一〇〇〇人ずつ殺す。警察の介入は許さない。


    　私が求めているのは君だけだ、ガイムーン。いまここで起きていることに、君も気づいているはずだ」


    　ヘルヴェノム卿きようは語る。


    　電波の向こうにいる親愛なるヒーローガイムーンに向けて、呼びかける。


    



    「君がこの街の希望でありたいなら、早く来るが良い。


    　ヘルヴェノム卿はここにいる。君の倒すべき悪はここにいる」
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    　ヘルヴェノム卿がスタジアムをジャックし、宣言を行ったまさにその瞬間。


    　花か音のんと一緒にファミレスを出ようとしたミアの身にいきなり異変が起こった。


    「──っ!?」


    　店内の景色が急に霞かすんでいき、そのままミアの視界に映る光景は二重写しになっていった。


    　真新しい施設の外観は先ほどネットで見た月つき杜もりスタジアムのもの、スタンド席を埋め尽くす観客たちからは幾多の感情が湧わき上がる。


    　生命の危機に脅おびやかされる恐怖、理不尽な状況に追いやられたことへの憤ふん怒ぬ、そして嘆き。


    　声にならない感情の渦がエネルギーの奔ほん流りゆうとなって直接ミアの脳に流し込まれる。ミアの頭が他者の絶望と希望を求める声で満たされていった。


    　観客たちが視線を向けるのは誰もいないグラウンド、いや、違う、陽かげ炎ろうにも似たゆらめく影がグラウンドの中央に佇たたずんでいる。風に翻ひるがえる黒衣のコート、漆黒の髑どく髏ろのような仮面、幾度となくガイムーンが対面した宿敵の姿。


    　──早く来い、ガイムーン。君はこの街の希望なのだろ？


    　屍し人びとの声がミアの脳裏に反響し続ける。


    　──ヘルヴェノム卿はここにいる。君の倒すべき悪はここにいる。


    「ミアちゃん！」


    　はっとミアは我に返った。レジで会計を終えた花音が蒼白した顔でミアの肩を掴つかんでいた。店員も心配そうにミアの顔を覗のぞき込んでいる。


    「どこか具合が悪いんですか!?　顔が真っ青ですよ！」


    「ううん、違う、花音ちゃん……、そんなことよりもニュース、ニュースを……」


    「ニュース？」


    　花音が尋ねたそのときだ。「おい、やべーぞ」という声が店内に響いた。男性客がスマートフォンを見ながら、連れに話しかける。


    「月つき杜もりスタジアムに怪人だってよ。ヘルヴェノム卿きようも出たらしい」


    「え？　まじで？」


    「まじまじ。ネットニュースで速報が流れてる」


    　おそらく、おなじタイミングでニュースを見たのだろう。ほかの客からもおなじ反応があがった。花か音のんはみるみる顔を強こわ張ばらせている。


    　だが、いまのミアにはそれを気にしている余裕はなかった。スポーツバッグを肩にかけたミアは花音の制止も無視し、すぐにファミレスを飛び出した。


    　──ガイムーンに変身せよ。悪に怯おびえる者を倒せ。


    　身体からだじゅうを駆け巡る信念に押されて、ミアは走り続ける。


    　先ほど見た光景が本物であることをミアは確信していた。自分に流れ込んできた感情の嵐も、実際に月杜スタジアムに囚とらわれた人質たちが抱いている感情なのだ。


    　いつからこんな感覚がミアに宿るようになったのか、はっきりとは思い出せない。


    　おそらくは半年前、ビートリガに招かれた地下施設での戦いで、漲みなぎるようなパワーを自在に引き出せるようになったあとではなかったかと思う。協力者曰く、強化エボル態と呼ばれるガイムーンの力を引き出せるようになったことで、ミアは変身していない状態でも一種の超感覚を宿すようになっていたらしい。


    　助けを求める声を捉える超感覚。自分の身体に訪れた変化をミアは恐れていなかった。どれだけ普通の人間からかけ離れてしまうのだとしても、悪と戦うための力を拒む理由などない。


    　絶望する他者を救え。他者を脅おびやかす悪を打ち倒せ。


    　そんな思念に突き動かされるミアは、走りながらスマートフォンを取り出した。


    　スマートフォンに取り付けたフクロウを模した人形ストラップ──フクロウ型双方向通信端末に向けて叫ぶ。


    「ミネルヴァ、聞こえてるでしょ？」


    　しばらくの間を置いて、ノイズ交じりの声が通信端末から響く。


    『やぁ、ずいぶん慌てているね。きょうは巨乳先輩とのデートだろ？　ほっぽり出してよかったのかい？』


    　揶や揄ゆするような口調の主はミネルヴァ。ミアのガイムーンとしての活動をサポートしている協力者である。ミアの身体メンテナンスや情報収集を主に担当しているが、すべてのやりとりはこの端末を介して行われるため、ミアは一度もミネルヴァ本人と会ったことがない。


    「余計なことはいいから、答えて。月杜スタジアムはいまどういう状況なの？　怪人はどれくらいいるの？　向こうの要求は？　スタジアムの人たちは無事？　いまわたしもすぐに変身する──」


    『慌てない、慌てない。すぐに動く必要はないよ。タイミングが来るまで、キミはスタジアムの傍そばで待機してて』


    　予想外のミネルヴァの言葉に、ミアは走るのをやめて立ち止まった。


    　まわりに誰もいないことを確認してから、険けんのこもった声で尋ね返す。


    「なに言ってるの？　わたしが行かないで、誰があの人たちを助けるのっ」


    『キミだってわかっているはずだ。これは罠わなだよ。キミをはめるためのなんらかのトラップを〝総そう帥すい〟さんは仕掛けている。罠にかかったウサギになんてなりたくはないだろ？』


    　ミネルヴァの言葉に、ミアは反論できなかった。


    　初めてあの黒いヘルヴェノム卿きようと対面したとき、ヘルヴェノム卿はいくつもの狡こう猾かつな罠を張り巡らせ、ガイムーンを追い詰めた。


    　あの月つき杜もりＭＡＴビルでの戦いから半年。いくつもの事件を起こしながら、ガイムーンとの直接的な戦闘を避けてきたヘルヴェノム卿がいま、初めてガイムーンに呼びかけてきている。


    　当然、なんらかの罠を仕掛けていると見るのが妥当だろう。


    『三〇分だけ時間をちょうだい。総帥さんはキミをお望みだ。三〇分後に、人質を殺すことを宣言している。だからそれまでにつけ入る隙すきを作って、合図を送る』


    「つけ入る隙って……誰が？　どうやって？」


    『見てればわかる。んじゃ、そういうことで』


    　それだけ告げて、ミネルヴァは回線を切った。唐突な協力者の言葉に戸惑いながら、ミアはふとスマートフォンに花か音のんからの着信が来ていることに気づく。せめてその場から動かないよう花音に言うべきか迷ったが、結局着信には出ないことにした。


    　ひと息ついてから、ミアはふたたび走りだす。いくら超感覚を宿しても、これから先なにが起こるか、ミアにはまったく見通すことはできなかった。
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    　月杜スタジアムの制圧は速すみやかに完了した。


    　グラウンドの中央に立ち尽くしたヘルヴェノム卿は装着した仮面越しに、静かになったスタジアムを見渡す。


    　スタジアムの外ではパトカーのサイレン音が鳴り響いている。いま、スタジアムは出動した警察車両に取り囲まれているのだろう。観客・選手を含めて三万人という人質が取られた前代未聞のスタジアムジャックに、警察はすぐに動けない。彼らが動くとすれば、それはガイムーンが現れたタイミングだろう。


    　ヘルヴェノム卿はマスクのバイザーに表示される情報を確認する。


    『こちら、アラクネ。東側ゲート、異状なし』『レミオ、南側ゲート。こっちも異状なし』『ハトルだよー！　北側ゲート、おなじ異状ありませーん！』『マトル、えっと、西側ゲートも大丈夫、です……』


    　新生リヴァイアサン結成時からのメンバーを皮切りに、スタジアムに潜ひそむ構成員たちから続々と連絡が入る。今回の作戦に動員した構成員の数は延べ、五〇名以上。


    　構成員たちのほとんどは人間ネイテイブ態のまま人質たちの中に紛まぎれ、スタジアムの外や内部の動きを常に監視し続けている。エコールの超聴力のように周囲の索敵能力に長たけた怪人オルタたちを数多く配しているので、不審な動きをする者がいれば、すぐに動きを察知できるはずだ。


    〝恐怖支配テルール〟の常時発動はヘルヴェノム卿きよう自身にも負担がかかるため、いまは〝恐怖支配テルール〟を解除していた。それでも、スタンドの観客たちはうつろな表情になったまま椅い子すから立ち上がろうとはしない。


    　薔ば薇らを模した第一種フアーストの怪人オルタが撒まき散らした毒性の花粉により、観客たちは運動中枢が一時的に麻ま痺ひし、身動きを封じられていた。いまの彼らに抵抗することなど不可能だ。


    　頭上には報道ヘリがいくつも飛び交っている。


    　これから月つき杜もりスタジアムで行われるであろうヘルヴェノム卿とガイムーンの闘争をカメラに収めようと、熾し烈れつな報道合戦を繰り広げているのだろう。だがヘルヴェノム卿にはどちらでもいいことだった。


    　わざわざスタジアムの観客に〝恐怖支配テルール〟を発動させたのは、ガイムーンに向けての宣戦布告。天羽あもうミアが迷いなくガイムーンに変身できるよう、弱者を脅おびやかす悪の存在をアピールするのが狙ねらいであった。


    『倒すべき悪』の存在を認識して初めて、ミアはガイムーンに変身できる。だからこそ、ミアが自分の心を保ったまま、ガイムーンとなるためには、倒すべき悪が必要なのだ。


    　ヒーローが正義であるための絶対悪アルケマルスが。


    　そのときだ。ヘルヴェノム卿はバイザーに表示された着信通知表示に気づく。マトルからメッセージが来ていた。


    『五時の方向に近づく機体あり。ヘリじゃない。あれは、飛行機？』


    　ヘルヴェノム卿はマスクに内蔵された集音マイクのボリュームを上げ、周囲の音に注意を払う。ヘリコプターの旋回音に交ざって、空を切り裂くような別のエンジン音が聞こえる。しかも急激に接近しているようだ。


    「マトル、近づいているのはなんだ。警察のヘリか？」


    『ううん。違う。翼が見える……そんなに大きくない……もしかして、セスナ機かな？』


    　その答えを裏付けるように、ドームの上空に一機の機体がよぎった。


    　小型のセスナ機は報道ヘリよりも上の高度を飛行している。警察のものとも、マスコミのものとも違う。なぜこんなタイミングであんながセスナ機が来るのか。ヘルヴェノム卿が考えているあいだに、スタジアム上空を突っ切ろうとしていたセスナ機はいきなり方向転換した。


    　文字どおりの急転直下──真下のグラウンドに向けて。


    　つんざくような轟ごう音おんとともに機体がグラウンドに接近する。スタンドにいる怪人オルタたちがざわめき、動こうとするが間に合わない。真下に機首を向けたセスナ機は両翼についたプロペラを全速力で回転し、まっすぐヘルヴェノム卿きようの方向へ襲いかかる。


    「総員、衝撃に備えろ！」


    　ヘルヴェノム卿は全回線に向けて叫ぶと、その場から駆け出した。そのままセスナ機はグラウンドに衝突しかける。


    　次の瞬間、セスナ機が爆発した。


    　凄すさまじい衝撃がスタジアムを揺らす。あたりに撒まき散らされる爆炎と破片の嵐。武尊たけるは理解した。これは衝突による爆発ではない。機体に仕掛けられた爆弾によるものだ。


    　ヘルヴェノム卿はとっさにグラウンドに伏せ、衝撃をやり過ごす。爆発の衝撃でグラウンドの一部は崩ほう落らくし、セスナ機の残ざん骸がいも地下まで落下していた。


    　すぐにヘルヴェノム卿は通信回線を入れる。だが、開いた回線はノイズにまみれていた。


    　先ほどの衝撃のせいではない。ほかのシステムは正常に作動している。妨害電波によるものだ。ほかの構成員のもとへ向かうべく、起き上がろうとしたヘルヴェノム卿はくぐもった悲鳴を耳にした。


    　メインゲート側のスタンド席。毒性の花粉に呑のまれている観客たちに紛まぎれて、倒れている者の姿があった。額を撃ち抜かれ、正気のない目で虚こ空くうを見つめている。


    　北ゲート側にも、南ゲート側にも。怪人オルタ態に変身する間もなく殺された、リヴァイアサンの構成員たちの屍しかばねが転がっていた。


    「状況はどうなっている！　どこから敵が来た！」「すぐそばに襲撃者がいるぞ！　確認を急げ！」「ガイムーンか、ガイムーンが来たのか！」


    　難を逃のがれたほかの構成員はすでに変身を完了していた。怒ど号ごうを発しながら、彼らは血まなこであたりを見回す。だがどこにも敵の姿は見当たらない。


    　ヘルヴェノム卿はすぐに態勢を立て直すために怪人オルタたちに呼びかけようとする。だが、その前にいきなりヘルヴェノム卿の足元の地面が崩落した。


    「ヘルヴェノム卿！」


    　スタンド席からアラクネが飛び出すが、間に合わない。ヘルヴェノム卿の身体からだはそのまま重力に引かれ、冷たいコンクリートの床に落下した。建材の破片に埋もれかかるが、スーツの耐久性が勝まさったらしい。システムは正常に作動している。


    　地上の喧けん騒そうから引き剥はがされ、沈ちん鬱うつな奈落へと落とされた気分だ。


    　いまヘルヴェノム卿がいるのは、グラウンドの地下に設けられた豪雨対策の緊急貯水槽。すぐにマスクのバイザーを暗視モードに切り替える。


    　コンクリートの空間にわずかに反響する機械音があった。それも複数。飛び交う羽虫のように、ヘルヴェノム卿の様子を窺うかがっているようだ。


    　ヘルヴェノム卿きようは両手首から瞬時に機械仕掛けのチタン製の爪を展開。振り返りざまに宙を切り裂いた。爪から発せられた衝撃波に弾かれて、火花が散った。


    　床に転がったのは、熱を帯びた弾丸の破片だった。


    「へー、さすがの反応速度だ。スーツの性能は伊達じゃないってわけだね」


    　暗闇の空間に声が反響する。こちらを揶や揄ゆするような、少年とも少女ともつかない声。


    　ヘルヴェノム卿の〝恐怖支配テルール〟は正常に作動している。だが相手の声にはこちらを恐れている様子はない。ヘルヴェノム卿は尋ねた。


    「──【財団】の者だな？」


    【財団】。ミアをガイムーンに仕立てた組織の通称である。いったい彼らがなんのためにガイムーンを生み出し、なにを為なそうとしているのか不明な点は多い。確かなのは、ヘルヴェノム卿にとって【財団】は排除するべき敵だという事実だけだ。


    「どうも初めまして、〝総そう帥すい〟さん。ミネルヴァっていいます。よろしく」


    　ミネルヴァと名乗る声は空間の奥からとも、近くからとも聞こえるように思えた。


    　いまこの貯水槽にどれだけの刺客が潜ひそんでいるのかはわからないが、語りかけてくるのはどうやらミネルヴァ一人だけらしい。


    「姿を見せたらどうだ？　お前もこの場所に来ているのだろ？」


    「うーん、あいにくだけどお断りかな」ミネルヴァははっきり拒否する。「ボクの仕事は裏方専門、バックアップにして、サポート。確実に仕事を果たすのがモットーなの。派手なパフォーマンスはあのヒーロー様にお任せするよ」

  


  [image: ]


  
    　ヘルヴェノム卿きようの耳に、悲鳴にも似た怪人オルタたちの叫びが届く。天井にできた崩ほう落らく跡から響く喧けん騒そうは恐怖と殺気を孕はらんでいた。


    　誰が来たのか、ヘルヴェノム卿はすぐに察した。


    　ガイムーンが来た。


    　ミネルヴァは闇やみの中でほくそ笑むような口調で言った。


    「役者は揃そろった。さぁ、悪の終わりといこうじゃないか」
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    　新生リヴァイアサンの結成時からのメンバーである十と雲ぐも紡つむ生ぎは、セスナ機が爆発したとき、東側ゲートの哨しよう戒かい任務についていた。十雲紡生は蜘く蛛もの能力を有した怪人オルタ、アラクネに変身できる。そのアラクネの力で生成した糸をスタジアムじゅうに張り巡らせ、一種の振動センサーに仕立てることで、侵入者を感知することができた。事態が起きた瞬間も、紡生は人間ネイテイブ態の姿のまま、右手に握った『糸』に神経を集中させていたのである。


    　侵入者が来れば、すぐに察知できたはずだ。紡生だけではない。ほかの怪人オルタたちの超感覚を用いて、二重にも三重にもセーフティをかけたはずだった。


    　だがあのセスナ機の爆発により、紡生をはじめとする構成員たちの気が一瞬逸それた。その隙すきをつくように、一気に事態は進行した。通信の妨害、まだ怪人オルタ態に変身していなかった構成員たちの殺害。貯水槽へ落下したヘルヴェノム卿。すべては一瞬だった。


    　仲間たちの怒ど号ごうで事態を察した紡生はすぐにアラクネに変身する。


    　ヘルヴェノム卿と連絡が取れなくなった場合、現状の任務を破棄し、付近にいる構成員と五人一組のチームを組んで、個別に事態に対応するよう指示を与えられていた。


    　ゲートからアリーナ席に駆け込んだアラクネは黒煙が上がるグラウンドに衝撃を受けながら、すぐにまわりの仲間を捜す。


    　レミオは、ハトルたちは無事なのだろうか。ヘルヴェノム卿はどこへ行ったのか。


    　アラクネがスタジアムに視線を巡らせたそのとき、アラクネがスタジアムじゅうに張っていた糸からかすかな振動が伝わった。何者かが糸に触れたのだ。


    　作戦に参加しているメンバーたちには糸に触れないよう厳命している。仲間が誤って触れたのか、外からの侵入者か。


    　アラクネは反応があった糸を操作し、触れた者の正体を確認しようとした。だがそこでぷつりと糸から一切の感触が消失した。


    　何者かが鋼鉄の十倍の強度を誇るアラクネの糸をたやすく断ち切ったのだ。仲間ではない。侵入者だ。ほどなくして、アラクネは侵入者の正体を知る。


    　スタジアムの西ゲートから何者かが颯さつ爽そうと駆け込んでくる。人間ネイテイブのものとは思えない速度で移動する侵入者。心当たりはひとつしかなかった。東側のゲートから白い人影が現れる。ウサギを模した仮面、身体からだに巻きつけられた装飾、悪を打ち砕く純白のボディ。


    　ガイムーンだ。


    「誰かが悲鳴をあげたとき、心を守る白き親愛！」


    　ガイムーンは天を指差し、高らかに宣言した。


    「悪の天敵、ガイムーンここに参上！」


    　まるで子供じみたヒーローの宣戦に、怪人オルタたちは警戒を強める。過去、幾多の怪人オルタたちがガイムーンの前に敗れた。ガイムーンを倒した怪人オルタはかつて一度も現れたことがない。


    　ヘルヴェノム卿きようとの連絡が途絶えた。いまはガイムーンの相手をせず、ヘルヴェノム卿の捜索をするべきだ。アラクネはそう判断し、ほかの仲間たちに叫ぼうとする。


    　だが、その前に四人の怪人オルタたちが動きだしていた。


    「ちょっと、あなたたち！」


    　アラクネは呼び止めるが、怪人オルタたちは制止しない。動いたのは、最近リヴァイアサンに勧誘した元リヴァイアサン幹部の第一種フアーストたちだ。


    　もともと彼らは初代ヘルヴェノム卿が率いていた、旧リヴァイアサンに所属していた。


    　ガイムーンとの交戦歴も、アラクネたちとは比較にならない。旧リヴァイアサンを滅ぼしたガイムーンに対する恨うらみも。


    　ガイムーンに接近した第一種フアーストたち。ガイムーンの正面には紅い薔ば薇らを模した怪人オルタが、ガイムーンの背後にはサイの姿をした怪人オルタが、さらにガイムーンの左右にはそれぞれマンモスに似た巨きよ躯くの怪人オルタと両手に鋏はさみを備えたカニ型の怪人オルタが、四方を取り囲む。


    　第一種フアーストたちはほぼ同時に攻撃を仕掛けた。


    　薔薇怪人オルタが身体じゅうに咲いた薔薇から黄色のガスを噴出する。毒性を帯びた花粉が一気にガイムーンに襲いかかる。ガイムーンはとっさに右腕に生体シールドを展開し、ガスを防御。


    　サイ怪人オルタが雄お々おしき一本角から電撃を放ち、マンモス怪人オルタは毛皮に覆おおわれた鼻先から冷凍液を噴射する。カニ型の怪人オルタは口から溶解性の泡を吹き出した。


    　四人の第一種フアーストたちの猛攻撃をガイムーンは一身に受け止める。毒ガス、電撃、冷凍液、さらに溶解液の連撃を受け、ガイムーンはぴくりとも動こうとしなかった。


    　だが、その光景を前にしてもなお、スタジアムにいる怪人オルタたちの警戒は緩ゆるまない。これでガイムーンが倒せたなどとは、誰ひとり信じていなかった。


    　第一種フアーストたちはしばらくガイムーンから間合いを取り、様子を見つめる。そのまま油断せず、第二波の攻撃を繰り出そうとしたそのときだ。


    　ガイムーンの全身がいきなり紅あかく発光する。まとわりついていた泡が弾け飛び、ゆらりとその場から立ち上がった。


    　紅いガイムーン。この半年、ガイムーンが幾度も変身してきた強化エボル態の姿だった。


    　第一種フアーストたちは息を呑のみながらも、怯ひるんだ様子を見せない。第一種フアーストとしてのプライドゆえか、退くこともせず、ガイムーンに相対する。


    　薔ば薇らの怪人オルタが口を開いた。


    「まぁまぁ、噂うわさには聞いておりますわ、ガイムーン。強化エボル態といったかしら？　いったいどんな力をお持ちなのか私どもに拝見させては──」


    　言葉は最後まで続かなかった。いきなり第一種フアーストたちがスタンド席から吹き飛ばされる。


    　なにが起きたのか正確に理解できた者はおそらくいないだろう。


    　気がつけば第一種フアーストたちはグラウンドに叩たたきつけられ、外装器官も崩れようとしていた。外装器官の崩壊は変身能力の喪そう失しつを意味する。


    　第一種フアーストたちのあっけなさすぎる敗北を目まの当たりにし、愕がく然ぜんとするアラクネはガイムーンがいなくなったことに気づいた。怪人オルタたちに動揺が走る。アリーナ席にいた怪人オルタの一人が夢うつつの状態にある人質の胸に爪を突き立てて、叫んだ。


    「そ、それ以上、なにかしてみろ！　人質たちがどうなってもっ」


    　叫んだ怪人オルタの胸元にガイムーンが発射した生体弾丸が飛来し、その場で倒れ伏す。おなじく人質に害を加えようとした怪人オルタたちも続々と倒れ伏していく。まるで姿の見えない死に神に魂を刈り取られたかのようだ。


    　その光景にアラクネは慄おののいた。ガイムーンはこの街のヒーローなどではない。あれは怪人オルタにとっての災さい厄やくだ。決して倒すことも、抗あらがうこともできない破局なのだ。


    「アラクネ」


    　いつのまにかカメレオンの姿を模した怪人オルタ、レミオがアラクネの傍そばに寄っていた。レミオは新生リヴァイアサンの初期メンバーであり、異人塾の頃から付き合いが続く仲間だった。


    　レミオはそっとアラクネにだけ聞こえるように告げた。


    「ここは無理だ。ほかの連中も連れて撤退するぞ」


    「まだ作戦は継続しているわ！　せめてヘルヴェノム卿きようだけでも助けださないと……！」


    「こんな状況で作戦もなにもねえだろ！　放っておけ。人間ネイテイブを助ける道理がどこにある」


    「……レミオ、それ本気で言ってるの？　私たちのトップなのよ……？」


    　アラクネは怒りを滲にじませるが、レミオは発言を撤回しようとはしなかった。


    「わかってるさ。あいつのおかげで、オレたちはここまでやってこれた。だが所詮は人間ネイテイブだ。オレたちとは違う。あいつは失敗した。それがすべてだ！」


    　レミオは苛いら立だちながら、アラクネの肩を掴つかんだ。


    「議論している暇ひまはねえっ。ここにいるのはガイムーンだけじゃないんだ。さっさとしねーとオレたちも殺されっ」


    　レミオの言葉が途中で途絶えた。


    　いつのまにか、ガイムーンが二人の傍そばに降り立っていたのだ。


    　ガイムーンは瞳のない目でアラクネを見据え、構えを取っている。どんな攻撃を繰り出すつもりなのか、アラクネには予想もつかない。わかっていたのは、自分に迫る死の確信だけだ。ガイムーンの拳が動く。とっさにレミオがアラクネを庇かばおうとしたそのときだ。


    「止まりなさい、ガイムーン」


    　突然、呼びかける声がした。振り返ったアラクネはそこにいた人物を見て、息を漏もらす。


    　そこにいたのは『異人塾』の頃からの仲間である桜さくら井い花か音のん。


    　正確に言えば彼女が変身した怪人オルタ、エコールだった。


    　コウモリを模した姿の怪人オルタであるエコールは用心深く、ガイムーンと間合いを取りながら、ガイムーンに向けて言った。


    「このスタジアムには爆弾が仕掛けられています。もしあなたがこれ以上交戦を続けるのならば、爆弾を作動させますよ。ここにいる人たちが犠牲になってもいいんですか？」


    　エコールの言葉はハッタリだ。


    　もともとそんな爆弾など仕掛けられていない。そのハッタリが、このガイムーンに通用するとも思えない。するとエコールはガイムーンに向けてなにかを投げつけた。手帳のようだった。ガイムーンは避よけもせず、手帳を受け取る。


    　そのまま手帳の表紙を見たガイムーンは、その場で固まった。


    「……ここへ来る途中、女の子をひとり拉ら致ちしました。どうやらお友達を追ってきたみたいです。ここで私を倒せば、その人質も命は保証できませんよ？」


    　ガイムーンは固まったまま動けない。離れたところから様子を見ていたアラクネは、エコールが投げつけたものの正体を知り、怪け訝げんに思った。


    　ガイムーンが手にしているのは、聖ジョージ学園の生徒手帳。おそらくは桜井花音の手帳である。なぜエコールはわざわざガイムーンに自分の生徒手帳を投げつけたのか、疑問に思ったそのときだ。


    「……花音ちゃんっ」


    　ガイムーンがくぐもった声でつぶやいた。ガイムーンの口から花音の名前が飛び出し、アラクネは驚きよう愕がくを隠せなかった。


    　なぜガイムーンが花音を知っているのか。いや、もっと言えば、なぜエコールは花音の名前にガイムーンが反応すると確信していたのか。


    　ゆっくりとガイムーンは生徒手帳からエコールへ視線を向け直す。ガイムーンのマスクには表情こそないが、それでもアラクネにはガイムーンが内に宿している感情が理解できた。


    「あれ……ガイムーン……？」


    　夢ゆめ現うつつから覚めた客のひとりが、ガイムーンに気づく。薔ば薇らの怪人オルタがやられ、花粉の効果が切れてしまったらしい。次々と目覚める人々はガイムーンに視線を向ける。


    　ガイムーンだ。ガイムーンが来てくれた。私たちを、助けに来てくれたんだ。


    　あれほど絶望にあえいでいた人々から希望が湧わき上がる。どれだけ人々が恐怖にあえごうとすべてをひっくり返してしまう存在、それがガイムーンなのだ。


    　ガイムーンコールが巻き起こる中、それでもエコールはガイムーンに対たい峙じし続ける。


    　エコールの真意がどこにあるのか、アラクネにはわからない。


    　それでもアラクネの目には、いまのエコールがガイムーンを必死に守ろうとしているように見えた。
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    　ガイムーンとエコールが対峙していたのとおなじ頃。


    　ヘルヴェノム卿きようは地下貯水槽で、静かな闘争を続けていた。


    　ミネルヴァは一向に姿を現そうとしない。だが、そこにいるのだけはわかる。わずかに反響する足音、息遣い。そばにいるようにも、離れているようにも感じられ、この闇やみのどこにいるのかまではわからない。


    「ねー、〝総そう帥すい〟さん。いつまでそうやってじっとしているつもり？　さすがに退屈してきちゃったんだけど。あ、〝恐怖支配テルール〟の効果を期待しているなら無駄だからね。人間の感情なんてさ、ちょっと脳をいじくれば簡単にコントロールできちゃうもの。前にキミが会った外種エクストラたちが受けていた恐怖キャンセルのバージョンアップ版がボクにも施ほどこされているわけ」


    　ミネルヴァの言葉に、ヘルヴェノム卿は答えない。


    　なにを狙ねらっているのか。なにを仕掛けているのか。


    　それがわかるまでは動くわけにはいかない。


    「キミのスーツの特性は知っているよ、〝総帥〟さん。もともとそいつは怪人オルタの力を模倣するために開発されたものさ。【財団】側のテクノロジーによってね。だからキミになにができるか、どう動くはよーくわかるんだ」


    　ヘルヴェノム卿はつい反射的に反応する。闇の中で、ミネルヴァが笑う気配がした。まるでこちらの反応を面白がっているかのように。


    「本当にキミとはもっと早く会いたかった。そうしたらもっと早く、キミを消すことができたのにさ」


    「ならば、なぜさっさとそうしなかった。機会はいくらでもあったはずだ」


    「それはね、キミの有用性を評価していたからだよ」


    　ミネルヴァは嬉しそうに言った。


    「ガイムーンの特性は知っているんだろ？　あれの力はヒーローという使命を全まつとうするために無限に進化する。そのためにはヘルヴェノム卿きようという存在が重要なファクターになっていたのさ。こういうのなんていうんだっけ、進化的軍拡競争、だったかな？　ガイムーンが進化するためのピースとして、まさにキミはうってつけだったというわけさ」


    　ヘルヴェノム卿は黙って話を聞いていた。


    　ミネルヴァは話を続ける。


    「ありがとう、〝総そう帥すい〟さん。キミのおかげでガイムーンは次のステージへ昇ることができた。ずっと暴走状態になっていた強化エボル態をコントロールし、さらにまた新しい扉を開けるだろう。だけど、キミは力をつけすぎてしまった。これ以上、キミを放置すれば貴重なサンプルを今度こそ本当に失いかねない。だからキミにはここで、退場してもらうことにしたってわけ」


    　よく話し続けるミネルヴァだったが、その実、ヘルヴェノム卿にとって新しい情報はなにも含まれていない。ミネルヴァの言葉には挑発以上の意味はないのだ。それでも、これまで推測に過ぎなかった事柄が【財団】の者の口から直接話されている。


    　ヘルヴェノム卿が【財団】について知っていることはごくわずかだ。


    　かつて阿あ久く津つ千ち代よが関わりを持っていたらしいこと、付き人である朱あけ美みが元【財団】の人間であり、スーツの開発や装備などを援助してくれていたこと。すでに【財団】内部は複雑に分裂しており、さまざまな思惑が絡んでいること。【財団】はあくまですべてをコントロールしているつもりなのだろう。ガイムーンも、ヘルヴェノム卿も、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの怪人オルタも、すべては自分たちが描いた絵を実現するための要素にすぎない。


    　ヘルヴェノム卿は爪を構える。


    　頭はひどく冷静だった。だからこの判断に間違いはない。このミネルヴァと名乗る者は、いますぐ、確実に、ここで仕留めなければならない。


    「──〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟、発動」


    　スーツに仕込まれたインナーマッスルが膨張し、身体からだ全体が獣のように膨ふくれ上がる。全身の感覚はクリアになり、ヘルヴェノム卿の身体と思考は闘争のために最適化される。


    　スーツに内蔵された強化形態、〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟。無敵の力を誇るガイムーンに対抗するための切り札であり、獲物を確実に仕留めるまで止まらない。


    　鋭くなったヘルヴェノム卿の感覚に周辺の環境情報が一挙に流れ込んでくる。空気のゆらめき、壁を伝って走る水道の水、地上で起きる喧けん騒そう、そして暗闇に蠢うごめく駆動音。


    　ヘルヴェノム卿は唸うなり声をあげて疾しつ駆くする。手足の爪から放った振動波でブーストをかけ、気配がするほうへ、敏びん捷しようなチーターのごとく飛びかかる。


    　そのまま爪を振るい、暗闇に紛まぎれるものを斬きり裂さいた。


    　次の刹せつ那な、固い感触の物体が弾け飛び、あたりは閃せん光こうに包まれる。熱風と衝撃により、ヘルヴェノム卿は後方へと吹き飛ばされた。


    　すぐに着地したヘルヴェノム卿だが、スーツの反応が鈍くなっていた。いまヘルヴェノム卿が切り裂いたのは電磁パルスを放出する機雷ロボット。獲物が飛び込んでくるようわざと気配を放ち、ヘルヴェノム卿きように手を出させたのだ。


    　まだあたりにひしめく機雷型ロボットの気配に紛まぎれたミネルヴァは嘲あざけるように笑った。


    「はは、景気よくぶっ飛んでくれたじゃないか、ヘルヴェノム卿。思ったより動きのキレが悪いね。意外とキミって直情的なタイプなんだね。頭にカッと血が上っちゃうタイプなのかな？」


    　騒がしいノイズをまるで鳴き声のように発しながら、機雷型ロボットたちがヘルヴェノム卿を取り囲む。


    　機雷ロボットたちはそれぞれスピーカーから擬似的な足音を生成していたのだ。


    　先ほどからミネルヴァの声の距離感がつかめなかったのも、このスピーカー越しに発声していたからだろう。いわばこれらのロボットはミネルヴァの気配を拡散させるための囮デコイなのだ。


    　いきなり機雷ロボットが動いた。ヘルヴェノム卿に向かって突撃してくる。すぐにヘルヴェノム卿は敏びん捷しような動きで回避した。


    　次の瞬間、続けざまに鈍い発砲音が響く。


    　壁を跳ねながら光る閃せん光こうが、ヘルヴェノム卿の体に次々に襲いかかった。


    　縦じゆう横おう無む尽じんに跳ね回る弾丸がスーツの表皮を削る。ただの弾丸ではない。特殊警察機動隊が用いる対怪人オルタ用の特殊弾丸に似たもののようだ。特殊弾丸が外装器官を貫くように、この弾丸はヘルヴェノム卿の強化スーツを貫く威力を秘めている。


    〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟で身体能力を向上させていたヘルヴェノム卿も機雷ロボットを回避した隙すきを突かれ、弾丸を一、二発、受け止めてしまう。


    「その〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟ってさ、結構身体からだへの負担もやばいんじゃないの？　君、中身はただの人間なんでしょ？　いつまでも耐えられるとは思えないけどねー」


    　プレッシャーをかけているつもりなのか、ミネルヴァの語りは止まらない。


    　おそらくミネルヴァの狙ねらいは〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟の時間切れだ。


    　ヘルヴェノム卿を怪人オルタたちから引き離し、囮デコイを用意する。自分は姿を現すことなく、確実に獲物を仕留める。まるで闇やみ夜よの森を飛び交い、獲物を狙う梟ふくろうのように。


    　だがヘルヴェノム卿は梟に食われる鼠ねずみではない。


    　すべての獣を従わせる龍なのだ。


    　ヘルヴェノム卿は闇に目を凝らす。囮デコイは無視し、どこかに潜ひそむミネルヴァの気配に全神経を研とぎ澄ませ、同時にＡＣＭシステムのデータバンクにアクセスする。


    　阿あ久く津つ邸の地下にあるＡＣＭシステムとヘルヴェノム卿のスーツは量子力学を応用した通信ポータル装置によって結ばれており、通信妨害の影響を受けない。いままでの戦いを記録してきたＡＣＭシステムからヘルヴェノム卿はビートリガ戦のメモリーにアクセスする。


    　ＡＣＭシステムはそのアクセスに従い、ヘルヴェノム卿に新たな戦術を獲得インストールさせる。


    　ヘルヴェノム卿は両手、両足に生やした爪を床に突き立てた。


    　四し肢しの爪から微弱な振動波を発する。かつてビートリガが使っていた戦闘スタイルの模倣だ。


    　振動波を通じて空間じゅうの情報を自分の手足のように知覚する。蠢うごめく機雷ロボット、揺れるスタジアム、そしてヘルヴェノム卿きようの後方十メートルの天井にぶら下がる人影。


    　ヘルヴェノム卿は振動波の出力を強めた。コンクリートの床から壁、天井へと伝播した振動波は屋上に張り付いた人影へ到達すると一気に爆発。天井の建材が剥はがれ落ちた。


    　そのまま飛翔する人影。もはやヘルヴェノム卿の知覚は囮デコイに惑わされない。床を蹴けり上げると、体たい躯くを躍らせ、獲物へと飛びかかる。


    　人影は空中で身をひねり、銃を突き出した。メタリックな外観に、鳥の翼にも似た複雑な装飾が施ほどこされた拳銃。だが相手が引き金を引く前に、ヘルヴェノム卿は腕を振り下ろした。


    　ヘルヴェノム卿の鋭い爪が、相手の手の表皮を切り裂いた。さらに連撃を繰り出す前に、空中にいたはずの人影がいきなり瞬時に動いた。人影は腰元からワイヤーを発射していたのだ。コンクリートの床にアンカーを打ち付け、自分の身体からだを巻き取ったらしい。


    　人影が降り立ったのは、最初にグランウンドが崩ほう落らくし、ヘルヴェノム卿が落下した地点。


    　地上から差し込む陽光によって、人影──ミネルヴァの姿が晒さらされる。


    　おなじく床に降り立ったヘルヴェノム卿はミネルヴァと対たい峙じし、話しかける。


    「やっと対面できたな、ミネルヴァ」


    「……その姿でしゃべらないでくれる？　犬に話しかけられているみたいで気持ちが悪い」


    　陽光に照らされるミネルヴァは、ガイムーンによく似ていた。


    　梟ふくろうを模した仮面に、スーツとも皮ひ膚ふともつかない独特の質感の表皮には蒼あおいラインが走っている。両腰には拳銃を納めたホルスターを備えていた。外装器官と装着パーツが融合した姿はまさしくガイムーンと同一のコンセプトを持った存在であることを窺うかがわせた。


    「【財団】が作り出した、第二のガイムーン……いや、劣化品といったところか。お前が飛び立つ先は黄たそ昏がれではない。虚無の暗闇へ叩たたき落としてやる」


    「ハッ、言ってくれるね、このポエマー総そう帥すい！」


    　ミネルヴァはホルスターからもう一丁の拳銃を取り出す。両手に構えし拳銃。


    　だが、相手の発砲よりも早く、獣の体勢をとったヘルヴェノム卿は四肢に力を込めた。コンクリートの床が割れ、破裂した手しゆ榴りゆう弾だんのごとく、ミネルヴァに襲いかかる。


    「ビートリガの真ま似ねか……劣化品なのはどっちだよ！」


    　ミネルヴァは左手に握った黄金の銃、右手に握った白銀の銃、それらの引き金を一気に引いていった。デタラメにも見える構えで、襲いかかる破片の群れをすべて撃ち落とす。薬やつ莢きようとコンクリートの残ざん骸がいが床に溢こぼれ散った。発射した弾丸は両手の拳銃合わせて計一六発。


    　ミネルヴァは腰元の両側につけたホルスターにもう一度、拳銃を差し込む。


    　ミネルヴァのホルスターにはすぐに弾丸のカートリッジを交換する機構が備わっていた。瞬時に弾丸を再装填リロードし、拳銃を構え直す。


    　接近するヘルヴェノム卿きようを前にし、ミネルヴァは狙ねらいもつけず、壁や床に向けて発砲する。弾丸の群れは生き物のように壁、天井、床を跳ね回る。


    　それはミネルヴァが意図して作り出した、跳弾の群れだった。


    　ヘルヴェノム卿はそれを避よけ、あるいは払いのけながらも、あくまでミネルヴァから目を離さない。やがてすべての跳弾は退けられ、床に転がる。


    　あれほどの攻撃をしのぎつつ、ヘルヴェノム卿の意識はなおもミネルヴァに集中していた。これらの銃弾でヘルヴェノム卿を仕留められるとは思っていない。


    　だが意識を逸そらすノイズの役目は果たせるはずだ。


    　ヘルヴェノム卿が気づいたときには、すでに機雷ロボットは寸前まで迫っていた。回避する間もなく、機雷ロボットたちはヘルヴェノム卿の傍そばで爆破。


    　衝撃波と熱風以上に、凄すさまじい電磁パルスがヘルヴェノム卿に襲いかかった。


    　スーツの全身が痙けい攣れんし、バイザーの画面表示にノイズが走る。


    「現代戦闘において電子戦は基本だよ、〝総そう帥すい〟さん。これだけの電磁パルスを浴びれば、君のスーツだって無事じゃあすまない」


    　ミネルヴァは囁ささやくように言いながら、銃弾を再装填リロードするとヘルヴェノム卿に銃口を向ける。無防備な姿を晒さらす闘争の獣に銃弾を叩たたき込んだ。


    　ヘルヴェノム卿のスーツには耐電磁波対策が施ほどこされているはずだ。完全に破壊できたわけではない。それでも、もう身体からだを制御することはできないだろう。


    　銃弾はスーツの装甲を突き破り、手足の関節を撃ち抜く。ヘルヴェノム卿は焼けるような痛みに悶もだえながら、床に膝ひざをつけた。ＡＣＭシステムとの連動が乱れている。〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟モードを保つのが難しくなっていた。


    　ミネルヴァはなおも銃を向けながら、ヘルヴェノム卿ににじり寄る。梟ふくろうを模した仮面が笑っているように見えた。


    「さて、〝総帥〟さん。そろそろ君の仮面を剥はがそうか。君がいったいどこの誰で、なんのためにボクたちの前に立ちはだかってきたのか。その答えをそろそろ晒してもらうよ」


    　近づくミネルヴァに、ヘルヴェノム卿は息も絶え絶えになっていた。近づく足音を聞きながら、おもむろにヘルヴェノム卿は爪を突き立てる。最後の衝撃波を放つために。


    　だがミネルヴァはそれを許さなかった。


    　あっさりと拳銃の引き金を引くと、ヘルヴェノム卿の仮面を撃ち抜いた。


    　バイザーに罅ひびが走り、ヘルヴェノム卿のマスクから血が滴したたり落ちる。確実に銃弾は額を撃ち抜いた。中身が怪人オルタでない限り、確実に絶命しただろう。


    「……あーあ、あの人には生きて連れてこいって言われてたのに。ま、いっか。なんか思ったより大したことなかったなー。〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟とか、マジしょぼすぎて笑えたし」


    　ミネルヴァはぼやきながら、ヘルヴェノム卿の屍し体たいにしゃがみ込む。わざとらしく手を合わせてから、


    「よし、じゃあ、君の死に顔、拝おがませてもらいますよー」


    　そう言って、ミネルヴァがマスクに手をかけたそのときだ。


    　いきなり熱風と衝撃波がミネルヴァを襲った。ヘルヴェノム卿きようの身体からだが爆発し、まともに爆風を受けたミネルヴァは後方へ吹き飛ばされる。


    　衝撃で拳銃を取りこぼし、ミネルヴァは床に転がった。なにが起きたのか、とっさには理解できなかった。そしてなにが起きたのかを理解した途端、次なる衝撃が襲いかかった。


    　獣のうめき声とともに、ミネルヴァの背中が切り裂かれる。


    　ミネルヴァは回避も、防御もできず、続けざまに攻撃を受けた。スーツが、外装器官が切り裂かれ、破片となって飛び散る。


    　眼前にいるのは、絶対悪アルケマルスたる黒い獣だった。


    



    「言っただろ、ミネルヴァ。君が飛び立つのは黄たそ昏がれではない。虚無の暗くら闇やみだと」


    



    　ヘルヴェノム卿の仮面を被かぶりながら、沖おき名な武尊たけるは告げた。


    〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟によって高揚した気分だったが、思考は極めて冷静だ。なにができるか、なにをなすべきか、すべてが自明となっていた。


    　ああ、とミネルヴァはなにかを悟ったように息を吐いた。


    「……いままで相手してたのは影武者か。ずいぶん手の込んだものを用意してくれたね」


    「影武者？　違うな、そいつは餌えさだよ。お前たちのような者たちが食いつくためのな」


    　もともとはビートリガの拠点から接収した外種エクストラのデータが始まりだった。


    　人間ネイテイブに後天的にオルタ神経節を移植することで生み出された人工怪人オルタ、〝外種エクストラ〟。ビートリガはこの外種エクストラを制御するために、人間の自由意志をコントロールする技術を開発していた。


    　いま、ミネルヴァが撃ち殺したヘルヴェノム卿の正体はその技術を応用し、自由意志を奪った一般市民である。武尊は自らの脳内に仕込んだチップを経由し、一般市民の意識と同期させることで、影武者をあたかもヘルヴェノム卿であるかのように振る舞わせたのだ。


    　わざわざヘルヴェノム卿のスーツを二着用意してまで。


    「だからって、そっくりおなじ性能のスーツを用意する？　わざわざ〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟の機能までつけてさ。本当に、本当に君は恐ろしい奴だね……」


    「お互い様だろ。お前たち【財団】も、ガイムーンを進化させるために、どれだけの実験を繰り広げてきた。どれだけの犠牲を出してきた」


    　ヘルヴェノム卿はミネルヴァに近づくと、いきなり相手の腹を爪で突き刺した。


    「っ!?」


    「本題に入ろう、ミネルヴァ。【財団】はガイムーンを使ってなにをしようとしている？　痛いのは嫌だろう？　早く答えたまえ」


    「地獄に、落ちろ……黒髑どく髏ろ……！　お前なんか、ガイムーンが覚かく醒せいしたら、すぐに消されるんだからな……！」


    「覚醒？」


    　ヘルヴェノム卿きようはさらに強く爪を押し込めた。ミネルヴァは悲鳴をあげ、腹から血が噴き出し続ける。それでも武尊たけるは動きを止めない。


    「それがどういう意味なのか、私にもわかりやすく教えてくれないか？」


    「誰が、言うか……お前、なんかに……！」


    「なら私ではなく、彼女にだったら、どうだ？」


    「え？」


    　ミネルヴァは痛みも忘れて、惚ほうけたように息を吐いた。


    「なぜ私が、お前のような小物を捉えるためにここまでの舞台を整えたと思う？　お前は弾丸なのだよ。彼女の仮面を打ち砕く、銀の弾丸なのだ」


    　崩ほう落らくした天井の穴から、スタジアムの放送が響いている。電子音を伴ともなったその声は、いまミネルヴァの目前にいるヘルヴェノム卿とおなじ声、おなじ言葉を話していた。


    　いまの会話はすべてスタジアムじゅうに放送されていた。


    　そしてスタジアムのスタンド席にはいまガイムーンがいる。


    「ヘルヴェノム卿っ!!」


    　痛みを忘れて、ミネルヴァは怒ど号ごうを発した。だがヘルヴェノム卿の仮面をつけた武尊は目の前の梟ふくろうにではなく、この放送を聞いている幼なじみに向けて問いかける。


    「これでわかっただろ、ガイムーン。君の正義は誰かによって作られた正義だ。


    　君の意思は誰かによって騙かたられた正義だ。それでもまだ君は、戦うというのかね？」


    



    
      ＊

    


    



    　その放送が流れたとき、エコールとガイムーンはスタンド席で対たい峙じし続けていた。


    



    　桜さくら井い花か音のんが月つき杜もりスタジアムに駆けつけてきたのは、ミアを止めるため、そして武尊にミアを傷つけさせないためだった。


    　ニュースでヘルヴェノム卿の姿を見たとき、花音は直感したのだ。また武尊は多くの人を道連れにして、悪をなそうとしている。ミアを助けるために、ミアを傷つける矛む盾じゆんを犯そうとしている。


    　だから花音は怪人オルタエコールに変身し、こうして月杜スタジアムに駆けつけてきた。正体が露見するリスクを犯してまでガイムーンに相対し、このまま退却するよう説得しようとした。


    　実際、ガイムーンの動きを止めることには成功したのだ。あとは慎重にミアの心に語りかけるだけでよかった。


    　そのときだった。月つき杜もりスタジアムのスタンド席じゅうにある放送が響いたのは。


    『──本当に、本当に君は恐ろしい奴だね』


    　少年とも少女ともつかない声だった。怪け訝げんに思うエコールだったが、ガイムーンは小さく顔をあげて、「ミネルヴァ？」とつぶやいた。


    　その声に応えるように、屍し人びとの声が語りだす。


    『お互い様だろ。お前たち【財団】も、ガイムーンを進化させるために、どれだけの実験を繰り広げてきた。どれだけの犠牲を出してきた』


    　紛まぎれもなくそれはヘルヴェノム卿きようの声だった。ガイムーンの身体からだが急に強こわ張ばる。無敵のガイムーンとは思えない、無防備な戸惑いが浮かんでいた。


    　アラクネも、レミオも、観客たちにも事態の成り行きが飲み込めていないようだった。もちろんエコールにもわからなかったが、ひとつの確信がエコールの頭を貫いた。この放送をこれ以上ミアに聞かせてはいけない。


    　ミネルヴァと呼ばれた相手が苦く悶もんの声を発する。内臓を抉えぐるような生々しい音とともに、ヘルヴェノム卿はなおも語り続ける。


    「本題に入ろう、ミネルヴァ。【財団】はガイムーンを使ってなにをしようとしている？　痛いのは嫌だろう？　早く答えたまえ」


    『地獄に、落ちろ……黒髑どく髏ろ……！　お前なんか、ガイムーンが覚かく醒せいしたら、すぐに消されるんだからな……！』


    　その後も、ミネルヴァは苦悶の悲鳴をあげた。だが、いかなる悪意にも立ち向かうはずのガイムーンは呆ぼう然ぜんとしたまま立ち尽くす。


    　悪を打ち砕くその拳が宙ぶらりんのまま下ろされていた。まるで突きつけられた現実に、どう戦えばいいのかわからないとでもいうように。


    『──これでわかっただろ、ガイムーン」


    　急にヘルヴェノム卿が呼びかける。ガイムーンは怯おびえる子供のように肩を震ふるわせた。


    　エコールはようやく武尊たけるの思惑を知る。


    　ガイムーンと対たい峙じしていないヘルヴェノム卿はいま、たしかに天羽あもうミアに致命的な一撃を与えていた。ガイムーンの仮面を打ち砕く、強烈な一撃を。


    『君の正義は誰かによって作られた正義だ。君の意思は誰かによって騙かたられた正義だ。


    　それでもまだ君は、戦うというのかね？』


    　ガイムーンの拳がわなわなと震える。その仮面の瞳が、もうもうと黒煙をあげるグラウンドのほうへ向いた。ヘルヴェノム卿とミネルヴァがいるのはグラウンドの地下。


    　冷静さを失ったガイムーンはグラウンドへ飛び出そうとしている。おそらく武尊はそれさえも見越しているだろう。自分の正義に疑念を抱いだいたガイムーンを誘い込み、今度こそ、本当に勝利するつもりなのだ。


    　エコールはなんとしてでも止めたかった。だがその方法がわからなかった。やがてガイムーンの足が動き、このままヘルヴェノム卿きようのもとへ向かおうとした、そのときだ。


    『来るな、ガイムーンっ。来る必要はない。キミがなにかをする必要はないんだ』


    　きぃと甲かん高だかい声がスタジアムじゅうに反響する。ミネルヴァは呻うめき声を交じらせながら、どこか余裕を浮かべている。


    　まるで追い詰める側と追われる側、その立ち位置がいま切り替わったかのように。


    



    『どうせヘルヴェノム卿は、もうすぐ終わるんだから』


    



    
      ＊

    


    



    「私が、終わる？」


    　仮面の下で、武尊たけるは目を細める。


    　痛みにあえいでいるはずのミネルヴァは、クフッと哄こう笑しようの声をあげた。


    「ああ、そうだよ、ヘルヴェノム卿。キミはここで終わりだ。キミがここに来た時点で、初めからキミの敗北は確定していたんだ」


    　武尊は冷静に考えを巡らせる。いま自分が置かれている現状を、足元に転がるミネルヴァの現状を。まだミネルヴァはなにか手段を隠しているらしい。


    　武尊は再び〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟モードを発動させようとする。なにを企たくらんでいようと関係ない。バラバラの肉塊に変えてやれば、もう手出しなどできないのだから。


    「ね、ねぇ……ヘルヴェノム卿。キミはボクを罠わなにはめたつもりだろう……。ガイムーンに一いつ矢し報むくいたつもりだろう……。けれど、それは違う……。全然違う、大間違いさ」


    　ミネルヴァは話し続ける。熱に浮かされた調子で、陶とう酔すいとした口調で。


    「ボクの役目はね、ただの時間稼ぎだよ。キミの仮面を剥ぎ取るためのね」


    　武尊は思考を続ける。ミネルヴァの言葉の意味。仮面を剥はぎ取るという意味。


    　ミネルヴァはこのスーツの特性を知っている。スーツの能力、システム構成、そのすべてを。


    　自分に置き換えて仮定する。もしも武尊がヘルヴェノム卿を完全に倒そうとするならば、どこを狙ねらうか。どんなプランを打ち立てるだろうか。


    　答えはすぐに出た。とてもシンプルな答えだった。


    「さよなら、ヘルヴェノム卿。もう、お前にできることは、なにもない」


    　仮面の下でミネルヴァがほくそ笑んだように思えた。


    　武尊はすぐに思考を切り替える。ミネルヴァを絶命させ、この場から離脱しようとする。ガイムーンとの勝負どころではない。一刻も早く、リヴァイアサンをスタジアムから撤退させ──


    



    『ACM-SYSTEM TERREUR MODE OFF』


    



    　突如、バイザーに文字が表示される。〝恐怖支配テルール〟の解除を告げる表示だ。武尊たけるはそんなアクションは要請していない。脳内チップを経由し、〝恐怖支配テルール〟を起動させようとする。


    　要請は拒絶された。


    『アクセス権拒否』『ACM-SYSTEMリンク解除』『ヘルヴェノムスーツ、全機能ロック』


    　矢や継つぎ早ばやに表示される緊急事態の情報。


    　ほどなくして、バイザーの視界がブラックアウトした。手足が金縛りにあったかのように動かなくなる。自分の呼吸音と心臓の鼓動音がやけに耳に響いた。金縛りにあったのではない。スーツの運動性能を司つかさどるインナーマッスルの機能が完全に停止した。


    　武尊の思考は冷静だった。いまの現状も正確に把握している。


    　ＡＣＭシステムが掌握された。


    　沖おき名な武尊は、ヘルヴェノム卿きようとしての力を喪そう失しつしたのだ。


    　ミネルヴァは自分に突き刺さった爪を無理やり引き抜く。ヘルヴェノム卿のスーツに閉じ込められたまま動けない武尊を興味深そうに眺めると、床に視線を移す。

  


  [image: ]


  
    　ミネルヴァの拳銃は二丁とも大破していた。


    「二丁ともか。まいったな、トドメを差すにはあの方法しかないわけか」


    　床に血を垂らすミネルヴァの体はもう回復が始まっているのか、傷口からは蒸気が吹き上がっていた。仮面の右耳に手を添えると、軽く手首をひねる。


    　ピッ、ピッ……、と小気味良いリズム音がコンクリートの空間に響く。武尊たけるがその音がもたらす意味を察し、スーツから抜けようとする。だが、スーツは変わらず武尊を拘束し続けた。


    「ガイムーン、聞こえるかーい？」


    　ミネルヴァは気安い口調で語りかける。


    「この貯水槽には爆弾が設置されていんだ。もうすぐこのスタジアムは吹き飛ばされる。キミはすぐにそこから離れるべきだ。キミにとって、ボクはヘルヴェノム卿きようと変わらない悪に見えるだろう。それは否定しない。キミのその感覚は間違っていない」


    　するとミネルヴァは急に穏やかな態度になって言った。


    「世界に必要なのは絶対悪アルケマルスなんかじゃなく、正義のヒーローだ。こっちの勝手な言い分で悪いけれども、ボクはキミがヒーローの資格を持った人間だと信じている」


    　ガイムーンはヘルヴェノム卿とミネルヴァが地下にいることを知っている。いまの彼女の力をもってすれば、ここまで駆けつけることなど容易たやすいはずだ。


    　しかしガイムーンがここへ来る気配はない。一連の事実に、立ち尽くしているガイムーンの姿がありありと武尊の脳裏に浮かんだ。


    　不意に地下の空間に響くリズムが、悲鳴のような電子音に変わった。


    「それじゃあ、あとは頼んだよ。ヒーロー」


    　ちょうどセスナ機の残ざん骸がいが転がる床から閃せん光こうがほとばしり、強烈な熱が噴き上がる。


    　武尊は身動きが取れないまま、まばゆい光に呑のみ込まれていった──。
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    　ＡＣＭシステムの中枢は阿あ久く津つ邸の地下室に設置されている。


    　いわば阿久津邸そのものがヘルヴェノム卿の要かなめを握る心臓部といってもよかった。


    　そう、これまでは。


    　ＡＣＭシステムのサーバールーム。車椅い子すに座る千ち代よは仏ぶつ頂ちよう面づらで黙り、そばにいる朱あけ美みの顔からはいつもの柔和な笑みは消えている。


    　サーバールームにいるのは二人だけではなかった。性別も年齢もばらばらな複数の男女が端末を開き、作業を続けている。


    　彼らが行っているのは、ＡＣＭシステムのハッキング。


    　いま、千代たちの目の前でシステムが着実に書き換えられていた。月つき杜もりスタジアムで作戦を続行している武尊たけるはまだ阿あ久く津つ邸の異変を知らない。それを知らせる術すべもない。


    　千ち代よたちの後ろでは、タクティカルベストを着用した男が二人、後頭部に銃を突きつけていた。おかげで身じろぎひとつ取ることができない。


    「お久しぶりね、ドクター阿久津。こうしてお会いするのは四〇年ぶりかしら？」


    　唯一、千代たちと対たい峙じするのは、ひとりの少女だった。


    　年の頃は一〇歳頃だろうか。少女は透き通るような銀髪で、生気のない真っ白な肌をしていた。瞳はルビーのように赤い。童話のヒロインのようなロリータドレスを着て、ひらひらとレースを翻ひるがえしている。幼い容よう姿しに似合わず、声はしわがれ、妖よう艶えんさを振りまいていた。千代は彼女が誰か知っている。だが、いまの名前は知らない。


    　だから千代は、自分が知る彼女の名前を呼びかけた。


    「そっちはちっとも変わらないようだね、カーミラ。本当に、昔のままの姿だ……」


    「いまは上かみ良ら真ま耶やと名乗っているわ。あなたたちで言うところの人間名ネイテイブ・ネーム、かしらね。これでも私なりに、緩ゆるやかに変化はしているつもりよ」


    　真耶はにこりと笑いかけるが、千代と朱あけ美みは態度を崩さない。


    　ふーっと、千代は息を吐いた。


    「わざわざお前さんが動いたということは、そちらのプロジェクトも大詰めということか」


    「ええ、あなたが子飼いにしている二代目のおかげで、あの子の覚かく醒せいが促進されたから。そういう意味では、あなたにもお礼を言わなくてはいけないわね、不ふ破わ朱美さん」


    　朱美は能面のような面おも持もちで、真耶を見つめる。だが、真耶はそんな朱美の反応すらも面白がっているようだった。


    「あなたなんでしょ？　凍結していたＡＣＭシステム開発を再開させ、ここに持ち込んだのは。わざわざダミー企業まで用意して、システムの開発を続けていたなんてね」


    「他の方々はどうされたのですか？　粛しゆく清せいなんてしたら、上層部が黙っていませんよ」


    「【財団】の唯一の掟おきてをお忘れ？　設定された目的に対し、最善の選択をなすことよ。個人の選択はやがて全体の意思に収束される。安心なさい。散っていったあなたの仲間の意思もまた、全体の意思に組み込まれていくでしょう」


    　真耶は唇くちびるの端を吊つり上げた。


    「我らの目的はひとつ、人類という種の可能性の拡張。


    　そのための怪人オルタであり、そのための月つき杜もり市、そしてそのためのガイムーンなの。あなたたちが祭り上げた二代目ヘルヴェノム卿きようは計画を推進するための一要素でしかない」


    　ハッキング作業を続けていた彼らの端末から作業完了を告げるビープ音が鳴った。


    　それはつまり、ＡＣＭシステムの停止を意味していた。


    「これで二代目ヘルヴェノム卿は死んだ。禍か嶽がく社しやリヴァイアサンも終わりね」


    「それは、どうでしょうか」


    　いきなり朱あけ美みはほくそ笑むと──。


    「千ち代よ様、いままでお世話になりました」


    　直後、サーバールームじゅうが振動した。


    　この部屋の壁はちょうど三重構造になっている。第一層に埋め込まれた、ＡＣＭシステムを構成するコンピューターネットワーク。そして第二層に埋め込まれた、自爆用の電磁パルス発生装置。


    　密閉されたサーバールームの壁からいま高圧の電磁波が発せられた。サーバールームは一気に巨大な電子レンジに変わり、部屋の中にいた人間の体液を瞬時に沸ふつ騰とうさせる。


    　ハッキング作業に当たっていた者たちも、朱美の和装も燃え上がり、あっという間に朱美の肢体を肉塊へと変えた。一瞬のうちに、朱美はその命を絶った。


    　千代もまた彼らとおなじ運命を辿たどる、そのはずだった。


    「ずいぶん大掛かりな仕掛けを用意してくれたじゃない、ドクター阿あ久く津つ。おかげで、私の召し物も燃えてしまったわ」


    　あっという間に真ま耶やのドレスが燃え上がる。にもかかわらず、彼女は真っ白い裸体を晒さらして、平然と立ち尽くしていた。


    　真耶の銀髪が異様に膨ふくれ上がり、巨大なドームを形成する。それは千代と真耶をすっぽりと包み込み、電磁波を遮断するシールドとなっていた。


    　ドームの暗くら闇やみで、千代は真耶と対たい峙じする。


    「たいしたものね。これで手がかりは抹消したってところかしら。そこまでして、あの二代目を守りたかったの？」


    「さてね。ご推察にお任せするよ」


    「そんな時間はないの。だから、どうか私に教えてくださらない？　二代目ヘルヴェノム卿きようはまだ生きているのかしら？」


    　真耶の瞳が金色に輝き始める。千代は表情こそ変えないものの、額から脂汗がにじみ出た。体内で別の生命が勝手に蠢うごめいているような感覚が千代に襲いかかる。


    　ほとんど死滅しかかっていたはずの千代のオルタ神経節が疼うずきだしていた。


    　上かみ良ら真耶──史上最古の怪人オルタであるカーミラが持つ異能、〝完全支配インペリアル〟。すべてのオルタ神経節を感知し、自在に働きかけることができる絶対的な支配者の力。


    　たとえ人の姿を取ろうとも、彼女は人間ネイテイブと怪人オルタを見分けることができる。相手がオルタ神経節を宿している限り、何者も干渉を免まぬかれることはできない。


    「……変身能力を失っているのは本当だったようね。残念だわ、もっとオルタの神経細胞が生き残っていたら、あなたの口をすぐに割らせることができたのに。これだとせいぜい、焼けつくような痛みを与えるのが限界だわ」


    「……老人をいたわるって言葉を知らんのかい……。あ、あいにく、年をとると、い、痛みにも、鈍感になるんでね……」


    「おあいにくさま。私のほうがあなたより生きている年数は長いわ。女吸血鬼カーミラなんて名前をもらうくらいにね」


    　少女の姿をした鬼は、金色の目を輝かせて笑う。笑い続ける。


    「お互いに積もる話もあることだし、ゆっくり語らいましょう。私たちが生み出した者たちの結末を一緒に見届けなくちゃならないもの」
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    　ガイムーン──天羽あもうミアはスタンド席に立ったまま動けなかった。ミアの脳裏にはずっとヘルヴェノム卿きようとミネルヴァの問答がこびりついて離れてくれなかった。


    　真のヒーロー？　覚かく醒せい？　進化？


    　違う。わたしはそんなことのために戦ってきたんじゃない……。わたしはみんなを守りたかった。悪によって生まれる悲しみと戦いたかった。そのためにガイムーンになった。


    　だけどそれは全部、作られたものだったの？


    　全部、誰かの筋書きどおりに動いていただけだったの？


    『ガイムーン、聞こえるかーい？』


    　ミネルヴァの声が、がらんどうになったミアの心に響く。


    『もうすぐこのスタジアムは吹き飛ばされる。キミはすぐにそこから離れるべきだ。キミにとって、ボクはヘルヴェノム卿と変わらない悪に見えるだろう。それは否定しない。キミのその感覚は間違っていない』


    　なに？　なに言ってるのか、全然わかんないよ。吹き飛ばすって、なに言ってんの。


    『世界に必要なのは絶対悪アルケマルスなんかじゃなく、正義のヒーローだ。こっちの勝手な言い分で悪いけれども、ボクはキミがヒーローの資格を持った人間だと信じている』


    　ふざけるな。なに勝手なこと言ってるの。そんなの押しつけないでよ。


    　父さん、父さんは全部知ってたの？　わたしがなんのためにガイムーンの力を与えられたかすべてわかっていたの？


    　──許してくれ、ミア。こうするしかお前を助けることはできなかったんだ……。


    　手術を受けたとき、父さんはそう言って謝ってた。あれって、本当はどういう意味で言ったの？　そもそもお父さん、あなたはいま、生きているの？


    　ここにはいない父に問いかけるミアの脳裏に、ふと一冊の本の存在がよぎった。


    　以前に父が手紙で、読むように勧めてくれた小説『アルジャーノンに花束を』。


    　天才になる手術を受けたネズミのアルジャーノンと青年チャーリーがたどる運命を描いた物語。あの小説で、チャーリーは天才的な知能を獲得するが、やがてアルジャーノンは手術の影響で脳に変調をきたし、死に至る。そしてチャーリーは自分の運命の結末を知ってしまうのだ。


    　父はどういうつもりで、あの本を読むように勧めたのか。


    　いったい誰がアルジャーノンで、誰がチャーリーなのか。


    『それじゃあ、あとは頼んだよ。ヒーロー』


    　一方的な通告ののち、悲鳴のような電子音が響く。


    　直後、スタジアムじゅうを強烈な震動が襲いかかる。グラウンドが破裂し、熱とコンクリートの破片がばら撒まかれる。


    　まるで火山の噴火だ。人々は阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴をあげ、立ち上がる。怪人への恐怖は目前に迫った脅威によって上書きされた。


    　落成したばかりの月つき杜もりスタジアムはいま、地獄と化していた。


    「逃げるわよ、エコール！」「で、でも、まだヘルヴェノム卿きようがあそこに……！」「助けるのは無理だ！　オレたちが巻き込まれるぞ！」


    　怪人たちも怯おびえ、逃げ惑う。


    　人間も、怪人も問わず、無数の悲鳴がミアの心に流れ込んでくる。それは自分が助けるべき他者の声だ。自分が救うべき他者の声だ。


    　助けるべき？　救うべき？　いったい、なんのために？


    「ママー!!」


    　遠くのスタンド席から子供の悲鳴が聞こえた。ミアの心の反応が遅れる。


    　それにもかかわらず、ガイムーンの体は動いた。


    　あっというまにスタンド席を駆け抜け、悲鳴を上げた子供のもとへたどり着く。子供にふりかかったコンクリートの塊かたまりを瞬時に蹴けり砕いた。


    　ミアは勝手に反応する体を俯ふ瞰かんして眺めていた。この感覚は初めてではない。こんなふうに身体からだが勝手に動くのを、何度もミアは経験していた。


    　まだ佐さ和わ子こが生きていた頃に相談すると、こんな答えが返ってきた。


    「プロのアーティストはね、自分が身につけた技術を無意識レベルで披露できるっていうでしょ？　それとおなじことよ。あんたはもう無意識下で、ヒーローとしてなにをなすべきかをちゃんと理解しているのよ。だから誇りなさい、ミア」


    　あの言葉がとても嬉しくて、それ以来、ミアは特に疑問を抱いだくことはなかった。


    　だけど、もしもこの行動すらも、誰かの手で仕組まれたものだとしたら？


    　もしも、それを水みず町まち佐和子が知っていたのだとしたら？


    「ありがとう、ガイムーン！」


    　助ける子供が目を輝かせて、ヒーローを見つめる。だがミアはなにも答えられなかった。


    　子供が不思議そうにガイムーンを眺めていると、恐怖に顔を引きつらせた母親が子供を引っ張っていく。


    　ヒーローになる。どれだけ普通の人間からかけ離れてしまうのだとしても、悪と戦うための力を拒む理由などない。それはミアが自ら望んで決めたことだし、いままで自分に起きていた変化を恐れたこともなかった。


    　だがミアがそう望むことを、仕向けた者がいた。


    　なんで、なんで、なんで。


    　ミアの想いとは無関係に、ガイムーンは正義を為なすためにふたたび動きだす。


    　グラウンド全体が崩ほう落らくし、地下へと落ちる。ミアの中に眠るガイムーンの意識はどこまでも冷静だった。助けるべき弱者のために動き続ける。まるでロボットのように。


    　仮面の下で、頬ほおを伝う涙を拭ふき取ることもできないまま、ミアの身体からだはヒーローとして為すべきことをなしていく。


    　もうミアの意志では止めることなどできなくなっていた。
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    　いま自分がどこを歩いているのかわからない。しかし、どうやらまだ生きているらしい。


    　武尊たけるは全身を引きずりながら、下水路を歩いていた。


    　本当に、間一髪のタイミングだった。システムから切り離されたスーツは装着者を守るために緊急保護モードへと移行。爆発の衝撃と熱を感知し、あらかじめスーツの内部に仕込まれていた緊急プログラムを発動させた。


    　スーツと武尊の身体のあいだに衝撃を和らげる液体ジェルが流し込まれ、インナーマッスルに吸入された空気の層がエアクッションの役割を果たす。いわば即席の耐爆スーツだ。


    　おかげで瓦が礫れきに埋もれてもなお、武尊は生き残ることができた。爆発の衝撃で下水路への道ができ、逃げのびることに成功したのだ。


    　ミネルヴァがどうなったのかはわからない。いまは自分の生存を図ることを優先するべきだった。ヘルヴェノム卿きようのスーツも、仮面も、瓦礫のもとに置いてきた。


    　武尊は本当にヘルヴェノム卿としての力を失ってしまった。


    　ここにいるのは絶対悪アルケマルスではない。ただの人間ネイテイブの、沖おき名な武尊だった。


    



    　──もう認めたらどうなの。あんたは負けたのよ、二代目ヘルヴェノム卿さん。


    



    　武尊は霞かすみがかった視界で、『彼女』の姿を幻視した。


    　水みず町まち佐さ和わ子こ。ガイムーンの協力者にして、武尊とミアの古くからの恩師であり、武尊が自らの手で殺した最初の人物。佐和子の幻は謳うたうように告げながらクスクスと笑っている。


    　武尊は亡霊を見つめたまま、なにも答えない。


    　──あら、つれない態度ね。せっかくの再会だっていうのに。私がこうして出てきたことの意味、わかっていないあんたじゃないはずよ。


    　佐さ和わ子この亡霊は、武尊たけるの心が生み出す幻。だからこそ、いまの佐和子の言葉はそのまま武尊が意識の底に閉じ込めた思考そのものでもある。


    　亡霊は容よう赦しやなく、武尊を糾きゆう弾だんし続ける。


    　──結局、あんたの戦いは報われなかったわね。あれだけ多くの人を殺し、傷つけ、最後にはあの子が持っていた信条も誇りも踏みにじった最後の結末がこれ。だから私は言ったのよ。あんたはヘルヴェノム卿きようなんてものじゃなく、あの子との幸せを掴つかむべきだったって。あの子との優しい日常を送るべきだったって。


    　佐和子の幻影がかすんでいく。いきなり武尊の身体からだがぐらついた。全身に血が流れている。スーツに守られていたとはいえ、やはりダメージは負っていた。


    　消え入りそうな視界の中で、佐和子は微ほほ笑えみながら告げた。


    　──もうあんたを守る剣も、鎧よろいもなくなった。素顔になったいま、あんたは己おのれの罪に晒さらされ続ける。この生き地獄で苦しみながら、あんたは生き続けるのよ。


    　そして佐和子の亡霊はいなくなる。


    　見届けた武尊は壁に寄りかかってから、ずるずると崩れ落ちた。


    　以前にもこんなことがあったのを思い出す。月つき杜もりＭＡＴビルでガイムーンとの決戦を繰り広げたあとで、やはり武尊はヘルヴェノム卿のスーツを着たまま、下水道に逃げ延びたのだ。


    　あのときはリヴァイアサンのメンバーによって助け出された。


    　だがいまの武尊を助けてくれる者たちもいない。


    　薄れゆく意識の中、ひとつの足音が近づいてくる。敵か、味方か。武尊には確認する術すべはない。誰の足音かもわからないまま、武尊の意識は暗くら闇やみに埋まい没ぼつした。


    



    
      ＊

    


    



    　その夜、ほぼすべてのテレビ局が月杜スタジアムの事件について報道した。


    　テレビでは爆破されたスタジアムが延々と映し出され、怪人オルタの脅威をアピールし続ける。ヘルヴェノム卿については行方不明と報道されたままだった。


    　伊い雅が路る加かことリヴァイアサンの構成員、イカルガは自分が経営する探偵事務所でテレビを眺めながら、携帯電話を握りしめる。


    『だから、いま伝えたとおりですよ。ヘルヴェノム卿は爆発に巻き込まれてそれっきりで。オレたちにもなにがあったのかわかんねーっす。ただあの状態で生きているとは──』


    「……なるほどね」


    　携帯電話越しにレミオがパニックになりながら報告を続ける。今回、作戦から外されていたイカルガは、作戦について報告するようにレミオにあらかじめ指示をしていたのだ。


    　もっともこんな報告を受けるとはイカルガ自身、想定外ではあったのだが。


    『イカルガさん、オレたち、これからどうなるんすか……。ヘルヴェノム卿きようはいなくなった。いまの禍か嶽がく社しやリヴァイアサンをまとめられる奴は誰もいない。もしかして、ほかの第一種フアーストの誰かが取り仕切って、オレたち次種ネクストを締め出すつもりんじゃ──』


    「余計な心配はしなさんな。大丈夫、言ったはずだろ。俺がついている限り、お前たちに手出しはさせないって」


    『……ああ、そうだった、いえ、そうでしたね。すいません、取り乱したりなんかして』


    「アラクネたちのほうは無事なのか？」


    『はい。アラクネも、双子も……あ、あとエコールのやつも、無事に脱出して』


    「エコール？　あの嬢ちゃんも作戦に参加してたのか？」


    『いえ、急に駆けつけてくれたんすよ。あいつが来てくれなかったら実際、やばかったです。ガイムーンにやられそうになったところを、エコールが引き止めてくれたんで』


    「ふーん、ガイムーンを、ね」


    『あの、それがなにか？』


    「いんや、なんでもないよ。報告ご苦労さん。きょうはいろいろあっただろうから、ゆっくり休みな。これからのことは、またあとで指示を出すからよぉ。んじゃ」


    　イカルガは電話を切り、事務所の古ソファに腰をかけた。スプリングの軋きしむ感触を受けながら、タバコの箱を掴つかむ。だが、吸う気にはなれなかった。


    　ヘルヴェノム卿が負けた、あるいは死亡した可能性がある。


    　ずっとイカルガはそのことばかりを反はん芻すうし続ける。


    　リヴァイアサン所属、第一種フアーストの怪人オルタイカルガ。旧リヴァイアサンでは幹部を務め、次なる闘争を求めて新生リヴァイアサンの初期から加わっていたイカルガにとって、二代目ヘルヴェノム卿は自分が倒すべき獲物だった。


    　人間ネイテイブのくせに怪人オルタたちのトップに立ち、人間ネイテイブのくせに無敵のガイムーンに挑み、人間ネイテイブのくせに絶対悪アルケマルスの称号に近づこうとしている。


    　絶対悪アルケマルスという言葉は、始まりの世代である第一種フアーストにとって特別な意味を持つ。それは第一種フアーストが自らの手で作り上げた文化であり、信仰だった。


    　怪人オルタは始まりの世代である第一種フアーストと、その子供世代である次種ネクストに大別される。


    　もともと怪人オルタとは人工的に作られた存在である。月つき杜もり市の地下にある研究施設で生まれ育ち、人間ネイテイブたちの社会とは隔絶された価値観を確立してきた。初めから人間社会の中で育った次種ネクストとはその点で異なる。


    　その絶対悪アルケマルスの称号を、人間ネイテイブに汚させるわけにはいかなかった。だから、いずれイカルガは自らの手で二代目ヘルヴェノム卿を倒すつもりでいたのだ。


    　イカルガは二年以上前のことを思い返す。


    



    　──おい、イカルガ。知ってるか？　ドクモルの娘がやろうとしている計画。


    



    　禍か嶽がく社しやリヴァイアサンが壊滅し、拠より所を失った第一種フアーストが生き方を模索していた頃。


    　イカルガの事務所に、第一種フアーストの怪人オルタフレイガが訪れた。


    　炎を操る異能を持った、虎型の怪人オルタフレイガ。豪ごう快かい奔ほん放ぽうを絵に描いたような性格で、その単純さゆえに幹部にはなれなかったものの、不思議とイカルガとの親交は深かった。お互いの性格が相反したことで、かえって馬が合った面があるのかもしれない。


    　そして事務所のソファに座ったフレイガは開口一番、アラクネたちが進めている新生リヴァイアサン結成の話を持ち出したのだ。


    　フレイガは親を亡くした双子の次種ネクストを引き取って育てており、アラクネたちの計画も、その双子の経由で誘いがかかったらしい。


    　フレイガはその話に乗るつもりでいたが、イカルガはあまり興味を持つことができなかった。


    　ヘルヴェノム卿きようのいないリヴァイサンなどリヴァイアサンではないし、人間ネイテイブたちに殺された怪人オルタドクモル──人間名ネイテイブ・ネームでは十と雲ぐも能のう武むだったか──の敵かたき討うちにこだわる次種ネクストたちの姿勢がナンセンスに思えた。


    　自然死であれ、他殺であれ、死の責任は死んだ者にこそある。


    　それは運命というものとの闘争に敗北した結果に過ぎないのだ。だから誰かの死の原因を他者に求め、報復するという行為の意味がイカルガには理解できなかった。


    　だがイカルガのその疑問に、フレイガはごくシンプルにこう答えた。


    　──おもしろそうだからだ。人間ネイテイブども相手にハデな大立ち回りができるんだぞ。それこそまさに、オレの求める『良き闘争』というものだ。


    　そしてフレイガが放った『良き闘争』。その言葉がイカルガにとっては重要だった。


    　イカルガたちに必要なのは感傷でも、大たい義ぎ名めい分ぶんでもない。


    　自分たちが失ってしまった闘争を取り戻すための火種だった。だからイカルガとフレイガはわざわざほかの第一種フアーストたちの許可も得て、アラクネたちの計画に乗っかった。


    　結局、フレイガは最初のバスジャック事件におけるガイムーンとの戦闘で敗北、そのまま自決した。二代目ヘルヴェノム卿という格好の獲物を見つけ、自らの『良き闘争』を見定めたはずのイカルガもいま、新たな選択を迫られている。


    　イカルガはこれから起きることを考える。


    　二代目ヘルヴェノム卿が生死不明の状態に陥ったいま、リヴァイアサンは実質的に機能できなくなる。あとはガイムーンの出方次第だろうが、こちらも作戦に参加した者たちの証言によれば、深刻な精神的ダメージを受けた可能性がある、ということらしい。


    　状況によっては、重しを失くした第一種フアーストの怪人オルタたちが、いままでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように闘争と破壊に満ちた騒ぎを引き起こすかもしれない。そうなれば、この月つき杜もり市という街も終わりを迎えるだろう。


    　イカルガはテレビを見つめながら、考える。


    　まだ事態がどう推移するかはわからない。


    　だから、せめて決着はつけるべきだ。


    　まだ二代目の遺体は見つかっていない。だが、あの爆発だ。無傷というわけにはいかないだろう。満まん身しん創そう痍いの身体からだで遠くに行けたとも思えない。


    　ならばなぜ二代目はまだ見つからないのか。──誰かに助けられたからだ。


    　それが誰なのか、まだ確証はない。しかし、ある程度の見当はついていた。人手に関しては問題ない。イカルガにはこのときまでに温存していた兵力もあるのだから。


    「二代目よ。約束しよう。俺は必ず、お前を見つけて殺してやるよ。たとえいまのお前に獲物としての価値がなくなっていたのだとしてもな。近いうちにご対面といこうじゃないか」


    　そしてイカルガは天井を見上げながら、誰にともなく告げるのだった。


    



    「すべては我らの、良き闘争のために」

  


  
    



    ヒストリーⅡ


    



    　沖おき名な武尊たけるが二代目ヘルヴェノム卿きようとして活動を開始する六年前。


    



    　天羽あもうミアの家を怪人たちが襲撃した。ミアの母親は死亡、ミア自身も重傷を負って昏こん睡すい状態となり、やがて治療のために海外へと渡った。


    　ミアを襲った怪人についてはほとんど手がかりが残されていなかったが、襲撃を受けたと思われる時間の前後、不審な三人組の男たちが目撃されていた。


    　男の一人は『スタンド・バイ・ミー』を口ずさんでいたという。だがその目撃情報だけでは犯人を特定することは叶かなわず、捜査は一向に進まなかった。怪人が絡んだ事件において、犯人が検挙された例はほとんどない。そのことを武尊はニュースなどで朧おぼろげに知っていた。


    　武尊にとってずっと当たり前にあると思っていたものが失なくなった。その頃に感じた喪そう失しつ感の正体をいまでも武尊はうまく言葉にできない。


    　弔とむらいや、敵討ちといったことを考えていたわけではない。


    　ただ、ミアのいない日常に埋まい没ぼつしそうになる自分自身が怖かった。だから武尊は自らの手で怪人を追うことに決めた。


    



    　亡くなった武尊の父はもともと警察官で、月つき杜もり市の怪人たちの事件を担当していた。


    　捜査資料のほとんどは警察に引き継がれていたが、たったひとつだけ家に残されたものがある。父親の捜査手帳だ。


    　武尊の父は当時、怪人の実態についてずいぶん細かいところまで調査していた。


    　悪筆と断片的な項目だらけのメモを解読する中で、武尊は怪人について多くの知識を得た。


    　その中でも特に印象に残った項目がある。


    　そのひとつが、アルケマルス。


    　この言葉がなんなのか、武尊の父もよくわかっていなかったらしい。怪人たちの信仰する神のようなものとメモにはあったが、なぜか手帳に走り書きされた〝アルケマルス〟の横にはイコールの記号をつけて、【絶対悪？】と表記がされていた。


    　そしてもうひとつが『加か賀が里りオデオン』という映画館。


    　どうやら武尊の父は『加賀里オデオン』こそが、リヴァイアサンの怪人たちの溜まり場ではないかと推測していたようだ。その推測が正しいのかはわからない。仮に正しくても、そこにミアの仇かたきである怪人がいるのかはわからない。


    　それでも当時の武尊はこの手がかりに賭かけた。


    　それから武尊は放課後になると、バスに乗って加賀里区へと向かい、映画館に通い詰めるようになった。


    　加か賀が里りオデオンはいわゆる名画座であり、観客の姿はほとんど見られなかった。時折すれ違う観客もみな、ハタ目にはどこにでもいる普通の人間であり、誰が怪人なのか見分けがつくはずもなかった。結局なんの手がかりも見み出いだせないまま、四か月が経たった頃のことだ。


    　その日も武尊たけるは加賀里オデオンを訪れ、ロビーのソファに座り込んでいた。もはやなんの手がかりを掴つかむこともできず、武尊は張り込みをきょうで終わりにしようと決意していた。


    　そんな決意を固めながら、どれくらいの時間が経っただろうか。


    　上映の途中で、一人の男がロビーへと出てきた。その男は映画館の常連客だった。


    　どこにでもいる、特徴のない男である。


    　だから武尊は男がロビーに現れ、手洗いに向かったときも特に注意を払わなかった。


    　男が気まぐれに吹いた、『スタンド・バイ・ミー』の口笛を聞くまでは。


    　最初、武尊は自分の耳を疑った。ありもしない幻聴を聞いているのかと思った。しかし、たしかに口笛は聞こえる。レクイエムにも似た哀愁を帯びたメロディがロビーに響いている。


    　やがて映画の上映が終わった。


    　武尊はまっすぐ家に帰らず、男の正体を確かめるために、そのあとを追いかけた。


    　結論から言うと、男は怪人だった。


    　そして武尊は怪人たちの仲間にあっさり気づかれ、追い詰められてしまった。


    



    「坊や、最近よく見かけるねー。どうして僕らのあとを追いかけてきたんだい？」


    　街の狭はざ間まにあるような、細い十字路。武尊はその中心に立っていた。前方の道も、右も、左も、男たちによって塞ふさがれる。


    　前方に立ち塞がる男は、額に生はえた雄お々おしき角に、爛らん々らんと輝く血走った目、緑色の肌と、まるでおとぎ話に出てくる鬼のような外見をしていた。ほかの男たちも、まるで自然界の生き物をグロテスクに継つぎ接はぎしたような異形の姿をしている。


    　さっきまで彼らは普通の人間だった。それがいきなり、別の姿に変身してしまった。


    　初めて目まの当たりにした怪人の姿に、武尊は恐怖した。


    「まさかこんな人間ネイテイブの子供に嗅かぎつかれていたなんてねぇ。いったい誰の差し金なのかな。お兄さんたちに教えてくれないかな？」


    　諭さとすような鬼の口調に、武尊は歯の根が合わなくなった。


    　無理やり恐怖心が引きずり出されたような感覚。こうして向かい合っているだけで、理性をバリバリと貪むさぼり食われるような感覚。怖かった。そのときの気持ちを武尊はいまでも覚えている。それでも当時の武尊は怖がっている自分を認めたくなくて、自じ棄きになりながら叫んだ。


    「お、お前ら、なんだろ……。ミ、ミアと、おばさんたちを襲ったのは……！」


    「ミア？　天羽あもうミアのことか？」


    　鬼はまるで武尊たけるを値踏みするように眺めると、呆あきれたように頭を振った。


    「そっかぁ。坊や、天羽あもうさんの知り合いなんだ。そっか、そっか。へー」


    　いきなり鬼は動き、武尊の腹を蹴けり上げた。武尊の小さい身体からだは鞠まりのようにバウンドして、あっけなく転がった。すぐに武尊の身体が壊れないよう、しっかり力加減は調整されていた。


    「人間ネイテイブの学校教育はこれだからいけない。『余計なことに深入りするな』って教訓は義務教育に含まれていないのかな？」


    　鬼はそう嘯うそぶきながら、武尊の身体を踏みつけた。ほかの怪人たちも暴行に加わる。


    　このとき初めて、武尊は間近に迫る死を実感した。


    　ここで死ぬ。自分は死ぬ。命を絶たれる。ミアの仇かたきも、取れないまま。ミアにもう、会えないまま。いやだ、いやだ、そんなの、いやだ。


    　すると鬼は楽しそうに口笛を吹いた。『スタンド・バイ・ミー』を軽快に鳴らしながら、鬼はそのまま、爪の生えた腕を振り下ろさんとする。


    　武尊はぎゅっと瞼まぶたを閉じた。けど、すぐにやってくるはずの痛みはこなかった。


    　ん、誰だ、お前──……ちょっと、待って、なぜあなたが……──違うんだ、聞いてくれ、僕たちは、決してあなたを裏切ったわけじゃっ。


    　短い悲鳴が聞こえたかと思うと、生温かい液体が顔に飛び散った。なにが起こったのかわからない。しかし武尊は怖くて、どうしても目を開けられなかった。


    



    「いつまで震ふるえているつもりだ、沖おき名な武尊」


    



    　腹の底が冷えるような、ぞっとする声が耳に響いた。まるであの世から語りかけてくるような、屍し人びとの声だ。武尊は恐る恐る瞼を開き、その光景を目まの当たりにした。


    　十字路に倒れ伏す三体の怪人たち。突き破られた胸のあたりからは止めどなく血が流れ、起き上がる気配もなかった。


    　そんな屍し体たいの傍そばに、赤い髑どく髏ろの怪人が立っていた。


    　コートを翻ひるがえし、虚こ空くうにも似た虚無の瞳で武尊を見つめ返す赤髑髏。武尊の身体は震えが止まらなかった。恐怖も行き着くところまで行くと、崇拝へと変わるらしい。


    　このとき、武尊はようやくアルケマルスの意味に気づいた。


    　目の前にいる赤髑髏、この怪人こそがアルケマルスなのだ。


    　そしてこの怪人の名前を、武尊は当時から知っていた。


    



    　これが最初の出会い。


    　リヴァイアサン総そう帥すい、初代ヘルヴェノム卿きよう──この街の絶対悪アルケマルスとの出会いだった。

  


  
    



    第二章　正義を照らす白き月光


    



    　沖おき名な武尊たけるが瞼まぶたを開けると、木張りの天井が目に入った。


    　ぼんやり眺めるうちに、自分が布ふ団とんに横たわっているらしいことに気づく。


    　身体からだを動かそうとすると、鈍い痛みが走った。全身に包帯が巻かれている。ダメージを負ってはいるが、動けないほどではない。


    「武尊くんっ」


    　包帯が巻かれた武尊の手を誰かが優しくさする。横を見ると、そばには花か音のんが座り込んでいた。花音は張り詰めた顔で武尊を見つめ返している。


    「花音、先輩……どうして…‥」


    「……久しぶりに先輩って呼んでくれましたね」


    　花音はうっすら涙を浮かべながら、安あん堵どした顔で答えた。


    「ここは紡つむ生ぎさんの家です。私と紡生さんで下水路に倒れていた武尊くんを見つけて、ここに運びました。もう三日も眠りっぱなしだったんですよ？」


    「……そう、ですか」


    　花音の怪人オルタとしての異能は超聴力。わずかな反響音の差異をもとに空間を知覚し、視界には映らない情報までも察知する。どうやら花か音のんはその力で、下水路に倒れた武尊たけるを見つけ出してくれたらしい。

  


  [image: ]


  
    　武尊は身体からだを起こし、周りを窺うかがおうとする。


    　すると花音は武尊の心情を察してか、先回りして答えた。


    「紡つむ生ぎさんなら出かけています。いまこの家には私と武尊くん以外、誰もいません。だから、お話ししても大丈夫ですよ」


    　武尊は頷うなずくと、知りたいことを問いかけた。


    「あのとき、花音先輩もスタジアムに？」


    「はい。ミアちゃんを追いかけて、スタンド席に。武尊くんと【財団】の人の会話もすべて聞いていました」


    「……俺がここにいること、ほかに知っている人は？」


    「私と紡生さんですね。一応、紡生さんには私の知り合いとだけしか話していませんけど」


    「……阿あ久く津つ千ち代よさん、もしくは朱あけ美みさんからの連絡はありましたか？」


    「なにも連絡はないです。ただ……」


    　花音は言いづらそうに言葉を切ったが、やがて覚悟を決めたように一息で話した。


    「スタジアムの事件があった日、ちょうど武尊くんの家で大きな火災があったそうです。屋敷が全焼して、何人も死亡者が出たってニュースで言っていました。発見された遺体の身元確認はできていないそうですが、おそらく……」


    「……気にしなくていいです。覚悟はしていましたから」


    「……武尊くん、見つけ出したときにはヘルヴェノム卿きようの仮面も、スーツも着ていませんでした。あのとき、グラウンドの地下にいたんですよね？　なにがあったんですか？」


    　武尊は手短に、ミネルヴァとの交戦、そしてＡＣＭシステムが停止したこと、爆発に巻き込まれたことを伝えた。おそらくある程度、事情の察しはついていたのだろう。花音は顔を強こわ張ばらせつつも、気丈な態度で最後まで話を聞いてくれた。


    「ヘルヴェノム卿の力はもともと、ＡＣＭシステムのサポートがあってはじめて成り立っていました。システムが停止したいま、俺に戦う力はありません」


    　淡々と武尊がそう結ぶと、花音は唇くちびるを強く噛かみしめる。しかし、胸中の思いを吐き出すように、息を震ふるわせた。


    「武尊くん、いま、なに考えてますか？」


    　花音は居住まいを正し、武尊を直視する。


    「武尊くんは負けたんです。千代さんの家も襲われた。帰る場所もない。そのミネルヴァって人のいうとおり、いまの武尊くんにできることはなにもありません」


    「なにが言いたいんですか？」


    「そういう状況なのに武尊くん、全然諦あきらめていませんよね？」


    　花か音のんは問いかけながら、力なく笑った。


    「これでも私なりに、武尊たけるくんのことは見てきたつもりです。どんなに追い詰められても、武尊くんはあらゆる手を考えて、戦い続ける。あなたはそういう人です」


    「ずいぶん高く評価してくれるんですね」


    「ええ、高く評価してますよ。武尊くんのそういう、バカなところは」


    　花音の笑顔は変わらない。だが、彼女の声はわずかに震ふるえていた。


    「私、何度も、何度も言いましたよね。このままいけば、必ず取り返しがつかないことになるって。これが結末ですよ、武尊くん。あなたは、闘争に負けたんです。もう仮面は壊れてしまったんです。これ以上、あなたは戦ってはいけないんです」


    　武尊くん。もう一度、花音は呼びかけた。


    「いま、武尊くんが考えるべきはヘルヴェノム卿きようのことじゃない、どうやってここから日常に帰るかです。そのためなら私、いくらでも協力します、だから……」


    「帰るって、どこにですか？」


    　武尊の問いかけに、花音の顔が固まった。さらに武尊は続ける。


    「俺がどれだけ殺してきたか、知ってるはずでしょ。そんなやつがいまさら、どうやって日常に帰れるっていうんですか。無理ですよ、俺には帰る場所なんてない」


    　いきなり武尊の頬ほおに熱い衝撃が走った。


    　頬を叩たたいた花音は唇くちびるを噛かみしめながら、大粒の涙をぽたぽたとこぼした。苛か烈れつな眼まな差ざしで武尊をひとしきり睨にらんだのち、そばに畳んで置かれた衣服を武尊に押しつける。


    「……汀てい子こ川がわグラウンド」


    「えっ？」


    「いますぐ、そこのグラウンドに行ってきてください。どうせ私が口で言ったってわからないんでしょ？　だから、あなたが帰る場所を、ちゃんとその目で確かめてきてくださいっ」


    「行ってきてくださいって、いまの状況で外に出られるはずが……」


    「だったら、私が肩貸します。襲われたら、全力であなたを助けます。知らないかもしれませんが、エコールになった私、これでも結構強いんですよ？　あのガイムーンと戦って生き残った率、一〇〇パーセントなんですからっ」


    　なぜか無理やり自慢するように、花音は胸を張った。


    「……そりゃ、生きて帰ればみんな一〇〇パーセントですよ」


    「いいんです。何事も生き残ったらそれで勝ちです。幸せに生きられたら、完全勝利なんです。武尊くんがどれだけ殺してきたかって？　ええ、もちろん知ってますとも。なんたって私は『共犯者』なんですからね。武尊くんの悪党ぶりは誰よりも知ってます。たくさんいろんな人を不幸にした絶対悪なんですから、せめてその分幸せを掴つかもうってどうしてあがこうとしてくれないんですかっ！」


    　一気にまくしたてた花か音のんは、そのまま武尊たけるに背中を向けた。細い肩を震ふるわせながら、何度もこらえるように洟はなをすする。


    　武尊は受け取った衣服をまじまじと見つめる。男物のセーターにワイシャツ、スラックス、灰色のチェスターコート。年季は入っているが、どれも上質な代物だった。これがもともと誰の衣服なのかはあえて尋ねなかった。


    「外を出歩く分にはなんとかなりそうなので、ひとりで大丈夫です。そっちのほうがかえって目立たなくてすみそうですから」


    「また、あなたはそうやって……」


    　花音は言いかけるが、やがて諦あきらめたように肩を落とす。そのまま袖そで口ぐちで目元を拭ふきながら、後ろを振り返った。


    「自分の帰る場所を確認したら、またここに戻ってきてください。私、紡つむ生ぎさんと待ってますから。それで、これからのことを話し合いましょう」


    　そのまま花音は立ち上がると、部屋を出ようとする。振り返らずに、花音は言った。


    「素顔のミアちゃんを支えてあげられるのは、私でも、ヘルヴェノム卿きようでもない。沖おき名な武尊くんだけなんです。仮面をつけるだけが闘争じゃないってこと、覚えてください」


    　それだけ言い残すと、ぴしゃりと襖ふすまを閉め、花音は部屋を出ていった。


    　なんとか身体からだを動かした武尊は用意された服に着替えると、立ち上がる。傷に響かないよう歩いてから、廊下に出た。


    　花音は台所で洗い物をしているのか、水を流す音が聞こえる。花音の耳なら、武尊が部屋を出たことにも気づいているだろう。


    　だからわざわざ台所には向かわず、廊下から花音に向けて言った。


    「あとで戻ります。紡生さんによろしく伝えてください」


    　花音からの答えはなかった。武尊が玄関に向かうと、上質な革かわ靴ぐつが一足置かれていた。ややきつい革靴に足を納めると、武尊は外へ出た。
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    　玄関が閉まる音を聞いても、花音は食器を洗う手を止めなかった。何年も通ってきた家なので、台所の勝手はよくわかっている。洗った食器を丁てい寧ねいに拭き、所定の場所へしまっていく。


    　かつてこの家では、第一種フアーストの怪人オルタドクモルこと十と雲ぐも能のう武むによる『異人塾』が開かれていた。


    　花音に、十雲の娘である紡生、ほかにも多くの次種ネクストたちがここに集い、喧けん々けん諤がく々がくの議論を繰り広げたりしながら、温かな時間を過ごした。


    　ここで学んだこと、過ごした時間が花音のいまを形作っている。


    　蛇口をひねり、冷たい水で皿を洗い流していると、心にこびりついた染みも一緒に洗い流された気になる。人間の心は複雑なようで意外に単純だ。


    「ただいまー、花か音のん。まだいるのー？」


    　ふたたび玄関を開く音がした。家の主あるじが帰ってきたらしい。古くなった廊下をぎしぎしと鳴らし、十と雲ぐも紡つむ生ぎが台所に入ってくる。


    「ごめんね、洗い物までさせちゃって。いまお茶入れるから、待ってて」


    「あ、大丈夫ですよ、紡生さん。あと、これだけやったら、すぐに帰りますから」


    　花音は振り返り、紡生と目を合わせる。


    　怪人オルタアラクネの人間ネイテイブ態である十雲紡生は眼鏡めがねをかけた知的な美人顔をしている。その彼女がなぜか眼鏡越しに、意外そうに目を見開いていた。


    「なにかあったの、花音」


    「あっ」


    　慌てて花音は自分の目元を拭ぬぐった。だが、いまさら取り繕つくろったところでもうごまかせない。


    　紡生はため息をついてから、腕を組む。じっと和室のほうを眺めながら、花音に尋ねた。


    「あなたが連れてきた例のお友達、目を覚ました？」


    「えっと、はい、おかげさまで。いまはちょっと出かけてっちゃいましたけど」


    「……出かけた？　あの怪け我がで大丈夫なの？」


    「平気みたいです。彼、怪我には慣れっこなんですよ。あ、先生の着替えと靴くつ、勝手に出して貸しちゃいましたけど……」


    「べつにそれは構わないけど……。もしかして痴ち話わ喧げん嘩かでもした？」


    「ちがいます！　武尊たけるくんと私は、そんなんじゃ！」


    「でも気はあるんでしょ？　大丈夫、いざとなったらあんたのその飛び道具巨乳を使えば、男なんて一発コロリ……」


    「……いい加減にしないと怒りますよ？」


    「冗談よ。葉は斗と子こと麻ま斗と子こがここにいなくてよかったわねー。あの二人、特に葉斗子がいたら、いまごろ速攻でいじられまくっていたわよ」


    　いつもハイテンションな葉斗子の姿を思い浮かべ、花音はさもありなんと納得する。


    　猫の怪人オルタの双子、ハトルとマトルの人間ネイテイブ態である猫ねこ宮みや葉斗子と猫宮麻斗子。彼女たちは育ての親である第一種フアーストの怪人オルタフレイガを失なくし、一時紡生の家に身を寄せていた。


    　いまはリヴァイアサンの構成員として、いつでも動けるようにと、装備が用意されているリヴァイアサンの秘密拠点に寝泊まりしている。


    　だからここに武尊がいることは、花音と紡生の二人だけしか知らない。


    　からかうように笑っていた紡生は不意に笑顔を引っ込めて、尋ねた。


    「あの子が、二代目ヘルヴェノム卿きようなのね？」


    　しばしの沈黙が流れた。蛇口から垂れた水滴がシンクに静かに落ちる。


    　花か音のんは紡つむ生ぎをまっすぐに見返しながら、黙って頷うなずいた。


    　思っていたよりも、紡生の反応は淡々としていた。ただ、疲れたようにため息をついた。


    「……まぁ、そうでしょうね。このタイミングであなたが泣きながら私に匿かくまってくれるように頼むんだもの。ただの知り合いじゃないだろうとは思っていたけど」


    「あんまり驚かないんですね」


    「十分驚いてるわよ。驚きすぎて、なんかもう感情が一周しちゃってるの。いったい、世の中どうなってるのかしら。あの子、あなたよりも年下なんでしょ？」


    「一学年下です。実際、市内の高校にも通っていますし」


    「……怪人オルタたちを従えるヘルヴェノム卿きようの中身が高校生か。世も末とはこのことね。父さんが生きていたら、なんて言ったのかしら」


    　紡生は頭を振りながら、こめかみを押さえた。しばらくして「それで？」とふたたび花音に問いかける。


    「このことを知っているのは、あなたと私だけ？」


    「はい。武尊たけるくんがここにいることも誰にも話してません。紡生さんは誰かに話したりは……」


    「あなたに口止めされたんだもの。話すわけないでしょ。しばらくはこのまま黙っているしかないわね。特に第一種フアーストの構成員に気づかれるわけにもいかないもの」


    　紡生の指摘に、花音の背中に悪お寒かんが走った。


    　武尊の敵は【財団】だけではない。リヴァイアサンから犠牲者も出したあの作戦で、ヘルヴェノム卿は大敗北を喫きつした。いまの武尊の状態が知られれば、間違いなく武尊は狙ねらわれる。


    　自分が率いていたはずのリヴァイアサンそのものが敵になる。


    「二つほど、確認させてほしいことがあるの」


    　紡生にじっと見つめられ、花音は黙って頷いた。感情を交えない理知的な紡生の態度に、言い知れぬプレッシャーを感じ取る。


    「あなたはヘルヴェノム卿の正体をどれくらい前から知っていたの？」


    「……まだ新生リヴァイアサンを結成したばかりの頃に。ヘルヴェノム卿がガイムーンと対決したあのときにです」


    「そう。じゃあもうひとつ質問」


    　なぜか質問する紡生も緊張した面おも持もちになる。


    「あなたは、ガイムーンとつながっているの？」


    　花音は息を呑のんだ。おそらく月つき杜もりスタジアムでのガイムーンとエコールのやりとりを気にしているのだろう。あの件について、いままで紡生から追及がなかったので、紡生は気にしていないものだとばかり思っていた。


    　そんなはずはなかった。なにしろガイムーンは、間接的にとはいえ、自分たちの運命を歪ゆがめた原因でもあるのだから。


    　十と雲ぐもはリヴァイアサンから離れ、人間社会に溶け込み、静かに暮らしていたはずだった。


    　だが三年前、ミアが変身したガイムーンがリヴァイアサンを壊滅させ、警察の怪人オルタに対する取り締まりも強化された。その結果、十雲も死に追いやられた。


    　天羽あもうミアという少女の人となりを知ったいま、花か音のんはミアに対して恨うらみなど抱いだいていない。だが、十雲の娘である紡つむ生ぎからすれば、ガイムーンは父親の死の遠因でもある。いままで紡生がそれを口にしたことはなかったが、ガイムーンを恨んでいないはずがなかった。


    　花音は目をつむる。


    　思い返したのは、かつて十雲が自分に投げかけた言葉だった。


    　──いま君は、君だけの『良き闘争』を見つけられていますか？


    「……私、知っています。ガイムーンが誰なのかも。彼女は私の正体までは知らないですけど」


    　さすがにこの答えは予想外だったのか、紡生は目を見張った。なんとか自分の中で花音の回答を消化するように深呼吸を繰り返す。


    　それから鋭い声で問いかけた。


    「いったいどこの誰なの？　答えなさい」


    「できません」


    「どうしてっ」


    　剣幕を強くする紡生に、花音は意を決して答えた。


    「大切な、友達だからですっ」


    　間かん髪はつ容いれずに花音は答える。さらに声を張り上げようとしていた紡生は急になにも言わなくなった。呆あつ気けにとられたように、花音を見つめる。


    「……友達？　誰と、誰が？」


    「私と、ガイムーンに変身している子が、です」


    「……それ、ヘルヴェノム卿きようは知っているの？」


    「はい。報告はしてましたから」


    「……ちなみにそれはあれ？　スパイ活動とかそういうことではなく？」


    「スパイも、任務もありません。正しよう真しん正しよう銘めい、ガイムーンと私は友達です」


    「そう……友達……花音とガイムーンが……へー……へー……」


    　紡生は頭痛でもしたようにこめかみを押さえたのち、急に唇くちびるを噛かみしめて、花音にずかずかと近づく。花音は頬ほおを張られるのを覚悟したが、ビンタは来なかった。


    　その代わり、紡生に思いっきり抱きしめられた。


    「あの、紡生さん？」


    「……ほんと、あんたっておとなしい顔して時々とんでもないミラクル起こしてくれるわよね……。父さんが言ってたとおりね」


    「……先生が？」


    「あの子は頑固で根性がある。自分の戦う場所を見つけたら、きっと化けるに違いないって、前からよく言ってたのよ。その点は、私も同感」


    　花か音のんが息を飲んでいると、紡つむ生ぎは安心させるように言った。


    「まさかあのガイムーンと友達になるなんて、たいしたものね。なんだかわからないけど、あなたはあなたの闘争をやっと見つけたってことなのね」


    「紡生さん……あの……」


    「言いたいことはいろいろあるけれど……辛い戦いだったわね。もう一人で背負いこまなくていいのよ。よく頑張ったわね、花音。本当に、よく頑張った」


    「……はい、ありがとうございます、紡生さん。ありが、とっ」


    　そこで急に熱いものがこみあげ、花音はなにも言えなくなった。紡生はなにも言わずに、花音を抱きしめ、背中をさする。


    　それはまだ花音が失っていない、優しい日常の感触だった。人間ネイテイブでも、怪人オルタでも、この温もりがなければ、生きていくことなどできはしない。花音は胸中でつぶやいた。


    　武尊たけるくん。あなたにも、まだ帰れる場所はあるんです。


    　違う闘争の形があることに、お願いだから、どうか気づいて──。
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    　あのスタジアムでの戦いから、三日が経たった。


    　昼間の汀てい子こグラウンドに響く、元気なかけ声。地元の少年サッカーチームである汀子ＦＣの子供たちがボールを追いかけ、練習に励んでいる。


    　ミアは離れた土手に腰を下ろし、練習の様子を眺めていた。現役である子供たちはまだミアのことに気づいていない。気づかれたら、いろいろ面倒なことになる。


    　コーチである水みず町まち佐さ和わ子こも亡くなり、いまはミアも知らないＯＢの大学生がチームの練習を見ているようだった。


    　つい半年前まで、あの光景にミアや佐和子も交ざっていたのが信じられない。


    　ガイムーンになって、自分はどれだけのものを守れたのだろう。水町佐和子が殺されたときにも、ミアは似たような自問を繰り返したことがあった。


    　あのときは、なにも守れない自分を恐れた。


    　けどいまは、なんでも守れてしまう自分を恐れている。


    　スタジアムでの戦いのとき。真実を知って動揺してもなお、ミアの身体からだはガイムーンとして人々を助け続けた。自動的に、あるいは機械的に。


    　ミアの意思とは無関係に、ガイムーンは動くことができる。ミアの心には、ミア自身にも制御できない異物が組み込まれているのだ。


    



    　ねぇ、佐さ和わちゃん。わたしのこと、佐和ちゃんはどこまで知っていたの？


    　わたしの中にいるもの、【財団】がわたしをどんなふうに扱っていたのかも。わたしが受けていた定期検診って、本当はなんのためなの？　ガイムーンとしてどれだけ進化したのかを調べるため？　本当は佐和ちゃん、わたしのことをどんなふうに見ていたの？


    



    　いつも出かけるときは持ち歩いているはずのスポーツバッグも、部屋に置いてきた。ミネルヴァの通信端末は三日前に壊して捨てた。あのマンションの部屋自体、もともとは【財団】が用意した部屋だ。部屋に閉じこもっても、常に監視されているような気がして、落ち着くことができなかった。


    　誰も信じられない。【財団】も、佐和ちゃんも、なにより自分自身のことが一番。


    　月つき杜もり市はまだ混乱の中にある。怪人たちの脅威に人々は怯おびえ、苦しんでいる。ニュースなど見なくとも、いまのミアはそれを肌で理解できた。


    　助けて、ガイムーン。この街を、悪の手から守って。


    　虫の知らせと思っていたこの感覚は、スタジアムの戦い以降、はっきりとした幻聴となって知覚された。たぶんこれが、ミネルヴァの言ったガイムーンの進化の兆候なのだろう。


    　ガイムーンの力が少しずつ強まっている。


    　協力者がいないいま、天羽あもうミアとしての素顔がガイムーンという仮面に侵食されている。


    　一度はそれを受け入れたはずだった。受け入れたつもりだった。しかしミアはガイムーンになるという本当の意味を、ちっともわかっていなかったのだ。


    　いままでのミアはただあの絶対悪アルケマルス、ヘルヴェノム卿きようを倒すことだけ考えていればよかった。ヘルヴェノム卿を倒せば、そこで初めてガイムーンは役割を終えられる。心のどこかで、そんなふうに考えていた。


    　そのヘルヴェノム卿も、あの爆発によって瓦が礫れきに埋もれた。ミアは倒すべき敵さえ見失った。それでもなお、人々はガイムーンを求める。


    　せめて戦う敵さえはっきりしていれば。なにを倒すのかさえ理解できれば。


    　そこまで考えて、ミアは我に帰る。


    　……いま、自分はなにを考えてた？


    「……もしかして、わたし、戦う敵が欲しいの？」


    　いつのまにか敵のことを考えていた自分を自覚し、ミアは膝ひざを抱かかえ、頭を埋うずめた。


    　もうなにも見たくない。なにも聞きたくない。なにも考えたくない。


    　この馴な染じみ深いグラウンドの景色さえ、ミアの逃げ場所にはなってくれない。


    　そうやって絶望に沈みながら、ミアはどれだけ膝を抱え続けただろうか。隣に誰かが並び立つ気配がした。誰であろうと気にはしなかった。いまさら誰が来ようと関係なかった。


    「ＯＧなんだから交ざってきたらどうだ？」


    　思わずミアは顔を上げた。


    　灰色のチェスターコートを着た武尊たけるが、ぶっきらぼうな顔でミアを見下ろしている。眼鏡めがねをかけていないせいで、眼光の鋭さが余計に際立っていた。


    　驚いているミアをよそに、武尊はゆっくりと腰を下ろす。覗のぞき見えた武尊の襟えり元もとや手首には白い包帯が巻かれている。


    「……大したことはない。ほんのかすり傷だ」


    　ミアの視線に気づいてか、武尊はしれっとそんなことを告げる。ごまかしにもなっていない言い訳に、ついミアは口を開いた。


    「いや、あの、かすり傷ってレベルじゃないと思うけど……。なにがあったの？」


    「階段から転んで、猫に噛かみ付かれて、トラックに轢ひかれた。それだけだ」


    　真ま面じ目めな顔で武尊は堂々と言い切る。呆あきれるミアはそのままそっぽを向いた。


    　本当になんて、なんてタイミングで現れるのだろう。


    　湿っぽくなるのをこらえながら、ミアはわざと明るい声を出して言った。


    「学校サボりまくったバチが当たったんだね。沖おき名なくんの普段の行いが悪いからだよ」


    「……たしかに。そうかもな」


    「そこは否定するところでしょ……。この場所は、花か音のんちゃんから聞いたの？」


    「べつに。たまたま通りかかったら、膝ひざを抱かかえて泣いてる奴を見つけた。それだけの話だ」


    　あのスタジアムの一件のあと、傷心しているミアのもとに何度か花音は電話をかけてきてくれた。そのとき一度だけミアは電話に出て、花音と言葉を交わしたのだ。


    　こちらの異変を察してか、花音は会いたそうにしていたが、ミアは誰とも会う気分になれず、断っていたのだ。そのときに、このグラウンドに来ていることをぽろりと話したような気がする。本当に花音はお節介焼きだと、改めてミアは実感した。この心遣いがいまのミアにはとてもありがたくて、同時にとても迷惑だった。


    　ミアのいまの苦しみを、武尊に話すわけにはいかない。知られるわけにはいかない。いままでのミアだったら、秘密を抱えることにも耐えられた。けどいまは、それすらも耐えられそうにない。


    　武尊とミアは並んで座る。なにも話すことが見つからず、武尊の顔を見ることもできず、ただグラウンドでボールを蹴ける子供たちを眺める。


    　グラウンドでは赤いゼッケンをつけた子供が果か敢かんにゴールを狙ねらってシュートする。だがボールの狙いは外れゴールバーに弾かれてしまった。


    　ミアの視線は自然とシュートした子供を追っている。練習で何度も一緒になった子だ。ミアがいたときよりも背が伸びて、プレーにも積極性が出ているように見えた。


    「いま、シュートしたの、知ってる子？」


    　武尊たけるの唐突な問いかけに、ミアは目を瞬またたかせる。


    「う、うん。練習で何度か一緒になったから」


    「うまいの？」


    「そうでもないよ。不器用な子で、ドリブルも、シュートもあんまり上手じゃない。ただ、誰よりも走る子だけど。でも、なんで？」


    「いや、昔のお前にそっくりだなと思って」


    　武尊はまっすぐグラウンドを見つめながら、言った。


    「視野が狭くて全然スペースに走り込まないくせに、バカみたいにボールに食らいつくところ、昔のミアにそっくりだ。お前は昔からまわりが見えていない」


    「……昔のわたしはそんなんじゃないもん。もっとクレバーにプレーしてたもん」


    「出た、クレバー。佐さ和わちゃんの口くち癖ぐせだったな。お前、クレバーの意味全然わかってなくてさ、しばらくクレープの一種と勘違いしてたよな。あれはすげー笑ったな」


    「はぁ？　違うよ！　それ、悪いのはそっちじゃん！　わたしがクレバーの意味聞いたら、タケちゃんが意地悪して──」


    　そこではたとミアは口を閉ざした。つい勢いで、もう封じ込めていたはずの呼び名を口にしてしまった。武尊は黙って、ミアを見つめている。眼鏡めがねをかけていないせいで、剥むき出しになった眼まな差ざしがミアをまっすぐに見返す。


    　昔と変わらない、ぶっきらぼうな眼差しだった。


    　ミアの中でなにかが決壊しかけた。


    　もういっそのこと、なにもかも打ち明けてしまっていいのではないか。


    　そんなことを考え、ミアがひゅっと息を吸い込みかけたそのとき、武尊の人差し指がミアの唇くちびるに優しく押し当てられる。


    「それを口にして後悔しないなら、打ち明ければいい。本当にお前はいま思っていることを口にして、後悔しないと言い切れるか？」


    　まっすぐに、ミアの心によく言い聞かせるように、武尊は告げる。ミアは頭の奥がじんと痺しびれたようになって、言葉の代わりに息を吐いた。


    　いつもの武尊とは違う。武尊の言葉のひとつひとつに、温かい優しさが込められている。それがとても嬉しかった。


    　嬉しがっている自分に腹が立った。


    「……いまさら、なんなんだよっ」


    　ミアは武尊の手を払った。腹の中で煮えくり返っていた苛いら立だちや怒りがない交ぜになって、激しい感情が言葉となって吐き出される。


    「いままでさんざん、さんざんわたしを避けておいて、なに急にこんなタイミングでしれっと現れてるの。王子様にでもなったつもり！　来るのが遅いんだよ！　なんでいま来ちゃうの。なんでいま現れるの。佐さ和わちゃんの墓参りのときといい、ほんとにやめてよ……」


    　ああ、やばい。これじゃあ、別れ話しているカップルだ。


    　冷静に自分でツッコミを入れながら、ミアは泣きじゃくる。子供みたいに盛大に泣きじゃくる自分に、ちょっと引いてしまった。


    　武尊たけるはといえば、なにも言わずにミアに寄り添ってくれる。これまでと変わらない態度で、ミアを見守り続ける。


    「……なんできょうはこんなに怒鳴られ続けないといけないんだ」


    「っ？　なんの、はなしっ？」


    「こっちの話だ」


    　そう言って武尊は、ミアに白いハンカチを差し出した。佐和子の墓参りの日、おなじく泣きじゃくったミアに差し出したときとおなじように。


    「汚すなよ。人からの借り物なんだから」


    「……なんでそんなの貸そうとするの」


    「その顔でこのまま街を歩けると思ってるのか」


    　ミアは黙って武尊の手からハンカチをひったくり、涙を拭ふき取る。ついでに鼻をかもうとしたが、借り物だと聞いたのでやめた。


    「……今度は受け取ってくれたか」
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    　武尊たけるが安心したように微ほほ笑えむ。優しさと寂しさが入り混じった笑みに、ミアは胸がつまりそうになった。


    「だからさ、いつも言ってるじゃん……。こういうのは彼女さんにやれって、ほら花か音のんちゃんとかにさ…‥」


    「それ、先輩の前では絶対に言うなよ。俺が先輩に殺される」


    「なんでタケちゃんが殺されるの？　っていうかさ、そのコートどうしたの？　タケちゃんの趣味じゃないよね？」


    「まぁ、ちょっといろいろあってな。っていうか、ミア」


    「ん？」


    「呼び方、もとに戻ってるけど、いいのか？」


    　ミアは濡ぬれたハンカチを丁てい寧ねいに折りたたむ。それからニッと笑った。


    「タケちゃん」


    「なんだよ」


    「タケちゃん、タケちゃん、タケちゃんっ」


    　何度も何度も、ミアは確認するように武尊の名前を連呼する。連呼するたびに、ミアは胸の奥がぎゅっと熱くなったような気がした。


    　武尊はなにか眩まぶしいものを見るように目を細めてから、呆あきれたように答えた。


    「……そんなに呼ばなくても、俺はここにいるよ」


    「うん、そうだね。そのとおりだ」


    　なにも状況は変わっていない。


    　月つき杜もり市を取り巻く状況も、ミアも取り巻く状況も、なんら好転はしていない。


    　それでもミアはひとつ、確かなものの存在を再確認した。どれだけ自分が変わっても、決して変わらない確かな気持ち。


    　ふと遠くから自分の名前を呼ぶ声が聞こえた。グラウンドを振り返ると、汀てい子こＦＣの子供たちが手を振っている。


    「あんなに大声出すから、気づかれたみたいだな」武尊はからかうように言った。「行ってきたらどうだ、ＯＧさん。身体からだを動かせば、少しくらい悩みだって晴れるだろ」


    「うっさい、タケちゃんだってＯＢでしょ」


    　それに、とミアは付け加えた。


    「もうだいぶ吹っ切れてきたところだからさ」


    　そう言って、ミアは勢いよく立ち上がる。吹きすさぶ冬の風にも負けず、ビシッと武尊を指出して宣言した。


    「見てろ、タケちゃん！　もともとクレバーだったわたしが、さらにクレバーなサッカーができるようになったとこ、よーく目に焼きつけておくがいい！」


    「おう。言われなくてもそうさせてもらうよ」


    　武尊たけるの返事に、ミアは嬉しさを噛かみしめながら、駆けだしていく。


    　確かなものはここにある。


    　たとえガイムーンの仮面に蝕むしばまれようと、この気持ちだけは変わらない。


    　わたしが、タケちゃんのこと大好きだって気持ちは、変わらない。


    



    
      ＊

    


    



    　武尊は地面に腰を下ろしながら、子犬のように駆けだすミアを見送る。


    　ミアの足取りからはもう、先程までの憂うれいが消えていた。それでも自分の気持ちにいっぱいいっぱいなのは確かなのだろう。おかげで、武尊の変調に気づかれずに済んだ。


    　──『本当にお前はいま思っていることを口にして、後悔しないと言い切れるか』、ねぇ。ふふ、それはミアに言ったの？　それとも自分自身に？


    　さっきまでミアがいた場所に、佐さ和わ子この亡霊が座り込む。武尊はなにも答えない。ただグラウンドで子供たちと交ざってボールを蹴けるミアの姿を見つめた。


    　──でもよかったじゃない。あのとき渡せなかったハンカチを渡すことができたんだから。ついでにあの〝厄やく除よけうさぎ〟もあげたらどう？　もともとミアのために買ってあげたものなんでしょ？　タケちゃんからの贈り物なら、きっと喜ぶわよ。


    　武尊は亡霊から顔を背そむける。


    〝厄除けうさぎ〟とは、かつてうさぎ神社で売られていた厄除けのお守りだ。桃色のうさぎの形をしたマスコット人形の厄除けを、以前武尊はミアのために買い、巡り巡って、佐和子のもとへ送ったことがあった。佐和子の正体を探るための盗聴器を中に仕込んで。


    　その〝厄除けうさぎ〟は武尊の部屋にしまわれていたが、いまはどうなっているかわからない。どのみち渡すことなどできはしない。


    　──まぁ、どっちでもいいけれどね。自分でさんざんあの子を苦しめておいて、どのツラ下げて王子様ぶっていられるのか、意外に思っただけよ。


    　亡霊の声はなおも耳にこだました。亡霊は武尊の心の影だ。その声は決して武尊を逃がしてくれず、縛り続ける。


    　──ねぇ、武尊。あなたはいつまでこの平穏に浸っているつもり？　どうしてさっさと仮面を取り戻しに行こうとしないの。


    　華麗な足さばきでボールを操るミア。巧たくみなミアのテクニックに子供たちが歓声をあげる。三日前の騒ぎが嘘うそのように、平穏な光景が視界に映る。


    　──武尊もわかりやすいわね。あの子の泣き顔を見てときめいちゃった？　タケちゃんって呼んでもらえて嬉しかった？　自分の帰る場所とやらを実感して、迷いが生じたのかしら。


    　ミアはサイドにいた子供にパスを送ると、相手ＤＦデイフエンスの裏をかいて疾しつ駆くする。ミアが走る軌道を武尊たけるは静かに目でたどる。


    　──教えてあげるわ。いまあなたが感じている気持ちは錯覚よ。あなたが抱いだいている温もりはまやかしなの。あなたの望む願いだけが真実。あなたのその願いを叶かなえるのは絶対悪アルケマルスという概念のみ。さっさと目を醒さましなさいな。


    「目ならとっくに覚めてる」


    　初めて、武尊は亡霊に答えた。せめてすこしでも亡霊に抵抗するかのように。


    「眠るべきはあんただよ。いつまで俺の心の代弁者を気取るつもりだ。いつまであんたは俺につきまとうんだ」


    　──お前の命がいずれ虚無に落ちるそのときまでだ、沖おき名な武尊。


    　亡霊水町佐和子の声が、屍　人ヘルヴエノム卿の声に変わる。


    　武尊は決して隣を振り返らない。それでも虚無に満ちた影の気配を肌で感じ取っていた。


    　壊れたはずの仮面はささやき続ける。


    　まるで武尊の心を、恐怖で支配するかのように。


    　──お前は知っている、この平穏がやがて灰かい燼じんに帰すことを。


    　──お前は知っている、あの娘がいずれ怪物として目覚めることを。


    　──お前は知っている、私をもっとも欲しているのはお前自身であることを。


    　ボールを運んだ子供が左サイドからパスを送る。高く上がったボールをワンタッチで受けたミアは、そのまま強烈なシュートをゴールに叩たたき込んだ。ゴールネットを揺らすボール。だが武尊の意識はもうグラウンドのほうには向けられていない。


    　最後通告のように、黒い影は武尊に告げた。


    　──我は忘れぬI do not forget.。我は許さぬI do not forgive.。我の来るのを震えて待てExpect me.。


    　ゴールを決めたミアがグラウンドから手を振っていた。いまにも褒めてほしいと言わんばかりにはしゃぐミアに、武尊は苦笑を浮かべながら手を振り返し、小さくつぶやいた。


    「……せめてお別れくらい、させてくれてもいいだろ？」


    　武尊はわかっていた。


    　いまの自分に帰る場所はない。この懐かしい光景からも旅だたなければならない。


    　もう屍し人びとの声は聞こえてこなかった。隣からも亡霊の気配は感じられない。


    　ただ胸に残る温かさがどうしようもなく鬱うつ陶とうしかった。
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    「……さて、ひとまず準備はこんなものでいいかしらね」


    　紡つむ生ぎは切りそろえた鍋の具材を皿に盛り付け、満足そうに頷うなずく。花か音のんは物置からガスコンロを取り出し、テーブルに置いた。


    「それにしてもこの家で鍋をするなんて、ずいぶん久しぶりですね。先生がいた頃はよく、みんなで囲んで食べてましたけど……」


    「そうね、あの頃はほんと大変だったわよ。覚えてる？　礼れ央おのバカがやたらと闇やみ鍋なべをしたがって。それに葉は斗と子こも悪ノリして、麻ま斗と子こが泣いて……みんなで必死になって止めて……」


    「ああ、ありましたね。あれって、紡つむ生ぎさんの大学合格祝いのときでしたっけ？」


    「そうそう。昔はここに来る人も多かったから、鍋ひとつ用意するのも一苦労だったわ。今回は三人分だから、楽でいいわね」


    「……また、みんなで鍋を囲める日、来るといいですね」


    「来るといいじゃなくて、来るように努力するのよ。父が生きていたら、きっとそう言ってたはずよ。まずは主役の帰りを待って、いろいろ話し合わないとね」


    　花か音のんの告白でだいぶ吹っ切れたのか、紡生の口調はやけに前向きだった。心強い仲間ができたことに花音は喜ぶ反面、これからの道のりの過酷さを思い、顔をしかめる。


    「でも、これからどうしましょうか。いまの武尊たけるくん──二代目ヘルヴェノム卿きようを助けてくれる人なんて、もうどこにも……」


    「まったく、アテがないわけでもないわよ」


    　紡生は得意げな顔で言った。


    「さっき第一種フアーストには警戒するように言ったけれど……おそらく次種ネクストならばまた話は変わってくる。ガイムーンとの攻防、そして私たちを見下し続けていた第一種フアーストに一いつ矢し報むくいた二代目を支持する仲間は潜在的にも多いわ」


    「じゃあ、その人たちをまとめていけば……」


    「可能性は開ける。もっともそのためには信頼できる相手かどうかをよく見極めないといけないけれども……。あるいは……」


    　冗談めかした口調で紡生は付け加える。


    「あなたの友達のガイムーンに守ってもらうよう頼んでみる、とか」


    「つ、紡生さん、それは……」


    「わかってる、冗談よ。なんだか、ガイムーンのほうもややこしいことになってるみたいだし。ただ戦力的にいって、ガイムーンの傍そばにいるのが一番安全なのも確か。さすがにガイムーンもヘルヴェノム卿の正体までは知らないんでしょ？」


    　実を言うと、花音もその可能性は何度か考えた。武尊が怪人オルタに狙ねらわれているらしいと伝えれば、ミアはなにがなんでも武尊を守ろうとするはずだ。【財団】の追っ手からも。


    　だが、それはヘタをすればミアにヘルヴェノム卿の正体が露見するリスクも孕はらんでいる。


    　もっといえば、花音はもう、武尊にも、ミアにも、戦ってなどほしくなかった。


    　第一、いまのガイムーンは武尊の策略により、自分の正義を疑い始めている。はたして以前のように戦う意思がミアに残されているのか、花か音のんにはわからなかった。


    　そんな花音の不安を察知してか、紡つむ生ぎは話題を変えた。


    「とりあえず先にあっためちゃいましょうか。花音、ガスボンベつけてくれる？」


    「あ、そうですね」


    　花音はガスボンベがしまわれているクローゼットに向かい、扉に手をかけた。そこで、ふと足元に視線を落とす。


    　床が不自然に濡ぬれていた。油にも似た、粘性のある液体だった。


    「紡生さん、タオルあります？　床に油みたいなのがこぼれてて……」


    「え？　そうなの？　おかしいわね、午前中に掃そう除じしたばかりなのに」


    「でも、確かに──」


    　言いかけた花音はひとつの事実に思い至る。


    　すぐに頭の中である曲を想起する。ベルリン交響楽団の演奏による『白鳥の湖』だ。花音が怪人エコールに変身するための変身様式セレモニー。


    　完全に怪人オルタ態に変身するためには、この曲を実際に聞く必要があるが、身体からだの部位のみの変身に留めるならば、ただ曲のフレーズを想起するだけでよい。


    　花音の耳が外装器官に覆おおわれ、肥大化する。超聴力が発現し、エコーロケーションで周囲の状況を立体的に認識する。


    　わずかな音の反響が、肉眼では捉えられないものの姿を花音に伝えてくれる。


    　たとえば、クローゼットの中にしまわれた家電品。たとえば、天井を伝って歩くハエトリグモ。そしてたとえば──いま紡生の隣に立っている怪かい人じんの影。


    「紡生さん！」


    　花音の叫びに、紡生は「えっ」と声を発した。


    　次の瞬間、紡生の腹が槍やりのように繰り出された触手によって貫かれる。ぱくぱくと唇くちびるを動かした紡生の身体から血ち飛沫しぶきがあがり、床に倒れこんだ。


    　花音は自分がなにを見ているのかわからなかった。すべては一瞬だった。動くことすらできなかった。頭の中が真っ白になった花音は、紡生の名前を叫ぼうとする。


    　だが声を出す前に、強い力が花音の首を絞めあげた。


    　息を喘あえがせる花音の前で、蜃しん気き楼ろうのように空気がゆらめき、異形の存在がその姿を現す。


    「まったく、無用心にもほどがあるねぇ。こういう大きな家は侵入経路には事欠かないんだよ。もっとセキュリティにコストをかけるべきだったねぇ」


    　イカのフォルムをした頭部、背中から生えたいくつもの触手を蠢うごめかせ、照明光に照らされててかてかと半透明の体表を光らせる。


    　リヴァイアサンに所属する第一種フアーストの怪人オルタ、イカルガ。


    　イカルガは触手で花音の首を絞めながら、歩み寄る。


    「ドクモルのやつも、机上の哲学ばかりじゃなく、もっと実践的なことを教えればよかったんだ。そしたら娘も、こんな目に遭わずに済んだ」


    「イカ……ルガ、さ……」


    「で、一緒に鍋をつつきあう予定だった二代目はいつになったら帰ってくる？」


    「なっ……」


    　花か音のんが反応を示した途端、無理やり花音はイカルガの眼前まで引き寄せられる。


    「君たちが鍋の準備をしているあいだにしていた会話は聞かせてもらったよ。タケルくん、だったかなぁ。ずいぶん仲がいいんだね。まったく、そんな大事なことを仲間にも秘密にするなんて、いけない子だなぁ。我々は協力し合わないといけないのに」


    　花音の目はずっと紡つむ生ぎのほうに向けられていた。紡生からどんどん血が溢あふれている。彼女の肌から血の気が引いてきている。


    「おねが……です……紡生さんを……紡生さんを助けてっ」


    「安心しな。あっちの急所は外してある。早く治療を受ければ、助かるかもしれんよ。誰かさんの心がけ次第だがな」


    　イカルガの触手の先端が花音の頬ほおを撫なでた。ねっとりとした粘液が花音の白い肌になすりつけられる。


    「もう少しすれば、二代目はここに姿を現すんだろ？　そのとき君は何事もなく、彼を出迎えてくれればいい。なにが起きたか悟られず、笑顔で語らいながら、食卓まで座らせる。子供にだってできる簡単なお仕事だ。あとはこっちで料理するからよぉ」


    　早く、なんとかしてこの事態を武尊たけるに知らせなくてはならない。スマートフォンはテーブルに置いたまま。イカルガに遮さえぎられ、手を伸ばすこともできない。このままどうやってイカルガを出し抜き、脱出するか。しかし、そうなったら、紡生が──。


    「逃げようだなんて考えないほうがいい。この家はとっくに取り囲まれている」


    　イカルガがこちらの思惑を見透かしたように囁ささやいた。


    「それとも、お友達のガイムーンにも助けてもらうか？　これをリヴァイアサンの怪人オルタに伝えたら、みんなどんな反応をするんだろうなぁ」


    　花音は頭を振った。どこにも逃げ場はない。このままイカルガに屈するしかないのか。


    　武尊とミアを守る。決して、彼らの素顔を失わせない。


    　そう心に決めたはずだったのに。恩師の十と雲ぐもにもそう誓ったのに。


    　いったいどうすればいいんですか。教えてください、先生──。


    「うわあああああああああああああっ！」


    　いきなり咆ほう哮こうが部屋に響き渡った。花音でも、イカルガのものでもない。その隙すきに花音は右手に外装器官を発動、現出したコウモリの爪でイカルガの触手を引き裂いた。


    　反撃しようとしたイカルガがなにかに引っ張られたように、後方へ引き倒される。イカルガの身体からだがテーブルに打ちつけられ、スマートフォンが床に転がった。


    　イカルガの胴体には白い糸が巻き付けられていた。強きよう靭じんなる蜘く蛛もの糸だ。


    　その糸を吐き出した紡つむ生ぎの怪人オルタ態、アラクネは荒い息を吐きながら叫ぶ。


    「行きなさい、花か音のんっ！　あなたの闘争を貫くために！」


    　蜘蛛を模かたどったアラクネの腹からは血が溢あふれ出ている。外装器官の治ち癒ゆ能力をもってしても、塞ふさがらない深い傷跡。花音は唇くちびるを噛かみしめてから、スマートフォンを拾うと、全速力で部屋を駆けだした。


    　振り返りもせず、裸足で家を飛び出す。


    　十と雲ぐもの家から響く喧けん騒そうと短い悲鳴、そしてなにかを引き裂くような音。


    　夜の路地を走りながら、花音は声もあげずに泣いた。


    　泣きながら、武尊たけるのもとへ走った。
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    　月つき杜もり市にあるホテルのスイートルーム。


    　その一室に監禁された千ち代よは車椅い子すに腰かけながら、夜の月杜市を見下ろしていた。


    　いまだに千代は生かされている。【財団】はまだ二代目ヘルヴェノム卿きよう──武尊を見つけだせていない。ＡＣＭシステムを破壊してもなお、【財団】は安心ができないらしい。屋敷は焼失し、朱あけ美みもこの世にはいない。すべての情報を知る者はもう、千代しかいなかった。


    　ホテルの傍そばを通る国道には車のヘッドライトが行儀よく並び、最近建て直された商業ビルにはいまだ明かりが灯ともっていた。


    　月杜市という街に自分が根を張って、どれくらいの月日が流れたのだろう。この街の歴史は怪人オルタとともにあった。月杜市の歴史の裏側で、リヴァイアサンは発展を続けたのだ。


    　怪人オルタのいる街、それが月杜市という街のそもそもの基本設計コンセプトだった。


    「もともと怪人オルタとは、『人間とコミュニケーションが取れる心を持ちながら、異形の肉体を持つ者』として開発された新世代の人類。オルタ神経節を宿した私の細胞をもとにし、たくさんの子供たちが生み出された。そしてこんなところまできてしまった……」


    　真ま耶やがベッドに腰かけながら、懐かしそうに話す。もっとも永遠を生きるこの幼い怪物に『過去を懐かしむ』という気持ちがあるのか、千代にはわからない。


    　千代が知る限り、真耶は百年を超える年月を生きている。だから初めて真耶と接触した【財団】は、古典小説の女吸血鬼になぞらえて、『カーミラ』の名前を彼女に与えた。


    　カーミラを起点に、怪人オルタのプロジェクトはスタートした。


    　千代は軽くため息をついた。


    「老人をこんなホテルに閉じ込めて、思い出話かい？　お前さんに過去を振り返る趣味があるとは知らなかったよ」


    「過去と言えるほど、昔でもないでしょ。たかだか半世紀前のことなんだから」


    　真ま耶やは嘯うそぶきながら、ベッドから降りる。黒いレースのスカートをなびかせ、窓に顔を近づけた。彼女の金色の瞳が月つき杜もり市を見つめる。


    「しかし、当初の予定からはずいぶんこの街の形も変わってしまったわね。本当だったら今頃、『怪人オルタと人間ネイテイブの共存』がなされていたはずだったのに。誰かさんがリヴァイアサンなんてものを立ち上げるから」


    「なにを言う。すべてを捨てたのはお前さんのほうだろう。私らは自分たちの都合であの子たちを生み出し、自分たちの都合であの子たちを破棄した」


    　どこで計画が変更になったのか。どこで思惑がすれ違ったのか。


    　当時、一介の研究者に過ぎなかった千ち代よには全ぜん貌ぼうが見えていなかった。


    　次世代の人類となるはずだった怪人オルタの子供たちはいつの間にか、能力テストと称して、殺し合いをさせられていた。当時、人間ネイテイブと怪人オルタの共存を前提にしていた月杜市の建設計画からは、いつのまにか怪人オルタを居住させる話が消え、代わりに怪人オルタを軍事目的に転用する計画が進行するようになっていた。


    　そしてある日、【財団】からの一方的な通告により怪人オルタのプロジェクトは終了となり、生み出された第一種フアーストたちは破棄されることとなった。


    　だから千代は自らの身体からだにオルタ神経節を移植しヘルヴェノム卿きようとなり、リヴァイアサンを結成した。居場所を失なくした第一種フアーストたちを導くために。


    「皮肉なものね。本来は怪人の平穏を守るために結成されたリヴァイアサンが、やがて怪人の組織的な行動を促し、文字どおり『悪の結社』と化していったなんて。それもある意味においては『怪人オルタと人間ネイテイブの共存』のあり方だったのかもしれないけれども」


    　白々しい言葉を吐く真耶に、千代は問いかけた。


    「共存？　違うね。こないだ、お前さんも自分で言っていたじゃないか。【財団】の目的は、人類という種の可能性の拡張。そのための怪人オルタであり、そのための月杜市、そしてそのためのガイムーンなのだと」


    「ええ、それがなにか？」


    「あれが本当にお前さん方の望んだ、人類の可能性の拡張なのか？　自分の意思に応じて姿形を変える。あんなものは生物じゃない。あれじゃあ、まるで──」


    「そう、生物じゃない、あれは一種のシステムよ。私の中に巣食った細胞から生み出された、この社会を刷新するためのシステム」


    　真耶は色素の薄い唇くちびるでそっと笑みの形を作る。


    「正義や悪という概念は確かに相対的よ。でも人類はそもそもそ自らの魂の根本に道徳的な感情を備えている。他者の死を忌き避ひする本能、他者を助けたいと願う本能。時代によって、あるいは文化によって正義とされるイデオロギーは形を変えてきたけれども、正義を求める人の本能そのものはどの時代、どの民族にも共通する普遍的な概念なの。そしてまもなく、人類は有史以来初めて、絶対正義のシステムを手に入れる」


    「……そのために三年前、あのガイムーンにリヴァイアサンを潰つぶさせたのか？」


    「あれはあなたたちも悪いのよ？　あなた、水面下で怪人オルタを月つき杜もり市から移住させる構想を立てていたのでしょ？　怪人オルタによる怪人オルタのための独立国家、だったかしら。だから正義の制裁を受けてしまったのよ」


    「その絶対正義のシステムとやら、はたしてうまくいくもんかね。肝心のガイムーンがいま、己おのれの正義を疑い始めているのではないのかねっ」


    「うまくいくかどうか、じゃない。うまくいかせるのよ」


    　突如、千ち代よの喉のどが強く絞めつけられる。しわだらけの手で喉を押さえながら、千代は真ま耶やの瞳を見た。千代の中にわずかに残ったオルタ神経節に干渉する〝完全支配インペリアル〟を発動させながら、真耶は尋ねる。


    「二代目ヘルヴェノム卿きようの生死がいまだに確認されていない。彼はまだ生きているの？　まだ彼は私たちに戦いを挑むつもりでいるのかしら？」


    「さぁ、ね……私には……なにもわからん……」


    「この数日、何度も繰り返した質問をまた投げさせてもらうわ。ドクター阿あ久く津つ、二代目ヘルヴェノム卿の目的はいったいなんなの？　なぜ彼は人間ネイテイブの身でありながら、ガイムーンに挑み続けるの？」


    「お前、さんには、わからんさ……人間をやめた、お前さんには……」


    　掠かすれそうな呼吸で、千代は言った。


    「やつを侮あなどるな……やつは私が見つけた、絶対悪アルケマルスの後継者……わしらがこの街に打ち立ててきた朽ちた神話を壊す、怪物にして、人間だ……」


    　しばらく真耶は千代を見つめる。やがて窓の外へ目を向けた。


    　そのときである。


    　窓から見えた国道の車が突如、爆発する。赤と橙色の火花をあげ、撒まき散らされる残ざん骸がい。さらにそれに続くかのように、ビルの窓が吹き飛ばされる。


    　か細い人々の悲鳴が街じゅうにこだました。地上で吹き荒れる花火と騒乱を眺める真耶は〝完全支配インペリアル〟を解除する。


    　解放された千代は息を戻し、真耶を見返す。


    「……いったいなにを始めた、お前さんたち」


    「月杜市をあるべき姿に返しただけよ。ホッブズの唱える自然状態、万人の万人に対する闘争というところかしら」


    　真耶は逃げ惑う人々を見下ろしながら言った。爆発現場から複数の人影が現れる。ここからではシルエットもよく見えない。


    　だが、彼らが人間のフォルムをしていないのは確かだった。


    　まぎれもない、怪人オルタである。


    「ヘルヴェノム卿きようがいなくなり、怪人オルタたちは自分たちを縛る絶対的な力から解放された。怪人オルタたちの天敵であるガイムーンもまた精神的ダメージを負って動けない。怪人オルタたち、とくに第一種フアーストと呼ばれた者たちは常に闘争の火種を探しているの。


    　もう闘争の火種は燃え上がったわ。自分たちを支配する力の不在を知った彼らは、本能に突き動かされたまま、その役割を全まつとうする。──『悪』としての役割をね」


    　真ま耶やの口調は陶とう酔すいの色を帯び始める。興奮のためか、上気した頬ほおには朱が差し込んでいた。


    「ドクター、あなたは言ったわね。二代目ヘルヴェノム卿は朽ちた神話を壊す、怪物にして、人間だと。だったら、私はこう言うわ。


    　ガイムーンは新たな神話を創る、英雄にして神であると。そう、ガイムーンは英雄ヒーローなのよ。古今東西どのような物語においても、ヒーローは必ずある運命を背負ってきた」


    　それはね、と真耶は年相応の子供のように無邪気な口調で告げた。


    「逆境を乗り越えて試練に打ち勝つ、ということよ」


    



    
      ＊

    


    



    　台所に座り込んでいたイカルガはスマートフォンを握りながら、画面を見つめる。すでに怪人オルタ態を解除し、人間ネイテイブ態に戻っていた。


    　イカルガは自分の人間ネイテイブ態時の姿を気に入っている。怪人オルタ態のままでは、タバコが吸えないからだ。


    　画面に映し出された月つき杜もり市の地図上には、リアルタイムで動く光点が表示されていた。桜さくら井い花か音のんを取り逃がしてしまったものの、彼女の身体からだにＧＰＳ発信装置を取り付けることには成功した。花音は二代目ヘルヴェノム卿と合流するはずだ。


    　もともと以前よりイカルガは花音と二代目ヘルヴェノム卿のつながりに疑いを向けていた。


    　あれほど人間ネイテイブの論理に染まっていたはずの花音がなぜ、いまも禍か嶽がく社しやリヴァイアサンに残り続けているのか。そこにイカルガは二代目とのつながりを見み出いだしていた。


    　この三日間、花音が十と雲ぐも邸に出入りしていると聞き、今回の侵入に踏み切ったのだが、どうやら肝心の獲物とはすれ違ってしまったらしい。あと少しで二代目の帰還を待つことができたのだが、最後の最後で詰めを誤ってしまったようだ。


    　このまま花音を追うのはたやすい。だが、もうひとつ気になる要素がある。


    　花音とガイムーンのつながり。


    　どうやら花音は本気でガイムーンを友人と捉えているらしい。


    　イカルガにはまったく理解できない感覚だが、いまここで下手に花か音のんを追い詰めれば、ガイムーンが出てくる可能性は十分に考えられる。


    　ここは自分が出向くよりも、兵隊を動かすほうが確実だろう。


    　顔見知りにも声をかけておくか。もちろん獲物を横取りされないよう、標的の詳細についてはいくらか情報を伏せておく必要があるが。


    　それにしても、とイカルガは台所の窓に目を向けた。


    　家の外から断続的に、落雷に似た音が響く。パトカーのサイレンや消防車も忙せわしなく行き交っていた。街の厳戒態勢を物語っているかのように。


    　イカルガはスマートフォンをタップし、ネットニュースを呼び出す。そして五分前に更新されたばかりの速報記事を見つけた。


    『怪人グループ、月つき杜もり市の国道を襲撃』『リヴァイアサンによる同時集団テロか』


    「あーあー、派手にやってくれてるねぇ」


    　イカルガは呆あきれながら肩をすくめた。あのスタジアムの事件から、怪人オルタたちのあいだに漂う妙な空気は感じていた。


    　ヘルヴェノム卿きよう、そしてガイムーン。禍か嶽がく社しやリヴァイアサンという組織が設立されて以来、怪人オルタを抑制していた力が消失し、怪人オルタたちのタガが外れようとしている。


    　いや、外されたというべきか。


    　この状況を煽あおっている何者かがいる。その煽りに、怪人オルタたちはまんまと乗せられている。


    「どこの誰かは知らんけど、俺たちを使って、お祭り騒ぎでも始めようって魂胆かね。気に入らねぇ」


    　イカルガは何者かの煽りに加わるつもりなどなかった。


    　他人の意志の介在のもとで動くなどまっぴらごめんだ。あるいは、イカルガのいまの行動すらも、そのシナリオに含まれているのだろうか。


    「……まぁ、考え始めたところでキリなんかねぇわな」


    　口にくわえたタバコもすっかり短くなっていた。


    　イカルガは吸い殻をテーブルに押しつけて、火元を消す。


    　他人のシナリオを気にしたところで仕方がない。己おのれの本能に従え。己の意志の奴隷となれ。それが拠より所を持たない怪人オルタに残された、最後の矜きよう持じなのだ。


    「お前もおなじだろ、アラクネ。最後の望みをあの嬢ちゃんに託したってところか？」


    　そう言って、イカルガは台所の床に目を向けた。


    　床に広がる血ち溜だまりはもう乾き始めている。その血だまりの中でズタズタに身体からだを引き裂かれた十と雲ぐも紡つむ生ぎが仰向けになって倒れていた。


    　半開きのまま硬直した彼女の唇くちびるは、イカルガに抗議しているようにも見えた。


    「そう怖い顔しなさんな。あんたの死は無駄にせん。せいぜい有効に利用させてもらうよ」


    　イカルガはそのままスマートフォンで電話をかける。


    　しばらくの着信音ののち、通話相手のレミオが出た。


    「ああ、俺だ。まずい知らせがある。ちょっと十と雲ぐも紡つむ生ぎの家に来てもらえないか。できればあの双子も呼んでくれ。ああ、見てほしいものがある」
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    　怪人オルタたちの一いつ斉せい蜂ほう起きが起きる少し前。


    　汀てい子こＦＣの子供たちが練習を終え、グランドを引き揚げていく。すっかり汀子川の土手も夜の闇やみに覆おおわれようとしていた。そして武尊たけるとミアも土手で別れるところだった。


    「怪け我が、ほんとに大丈夫？　途中まで送っていこうか？」


    「平気だ。多少、一人で歩いたほうがリハビルにもなる」


    「……うん、そっか」


    「あんまり無理しちゃダメだよ、タケちゃん。なんだかこの頃のタケちゃん、怪我が絶えないみたいだしさ……」


    　寂しそうな笑顔を浮かべるミアに、武尊は尋ねる。


    「回復が早いのが取り柄だ。お前だって知ってるだろ？」


    「はは、そういえばそうだね」


    「それじゃ」


    　振り返り、歩き出そうとした武尊は袖そでを引っ張られた。弱いながらも、しっかりと握り締められた袖に、武尊は立ち止まる。


    「……きょうはありがと。なんか、ちょっとは楽になれた、かな」


    　ミアが無理に明るさを装った声で言った。まるでこみ上げる寂しさを押さえつけているかのように。


    「俺はなんにもしてやしない。話だって、ろくに聞いちゃいない」


    「なんにもしてくれなくても、なんにも話してくれなくてもいいよ。こうやって傍そばにいてくれるだけで、十分だよ。だからさ……」


    「ん？」


    「もしタケちゃんもなんかあるんだったら、いつでも相談してくれていいからね」


    　ミアの表情も、体温もわからない。掴つかまれた袖の感触だけが、確かな実感として武尊に伝わってくる。


    「……きょうのタケちゃん、なんか妙に優しいしさ。その怪我も、なにかあったんでしょ？　わたしが言えたことじゃないけど、人に言えない事情があるんだよね？」


    「ミア、俺は……」


    「いいよ、無理して言わなくても。お互い様だもん」


    　振り返らずとも、武尊たけるにはわかった。いまのミアは怯おびえている。突きつけられた事実に、あるいは武尊にすらわからないものを怖がっている。


    「だけど、もしもタケちゃんが辛くなったら、いつでも相談してよ。愚ぐ痴ちくらいなら聞いてあげるよ？」


    　久しぶりに聞くミアの素直な言葉は、武尊の心のやわらかい部分を刺激する。


    　武尊はなにも答えなかった。やがて裾すそを掴つかんでいたミアの指がゆっくりと、武尊から離れていく。


    「じゃあね、タケちゃん」


    　そしてミアの足音は武尊から遠ざかっていった。武尊は自分の表情を見せることができず、最後まで振り返らなかった。


    　しばらくして武尊は暗い土手を歩きだす。夜空はいつのまにか雲が覆おおっている。突き刺すような冷気を肌で感じながら、満まん身しん創そう痍いの身体からだをひきずる。


    　目指すは花か音のんが待つ、十と雲ぐも邸である。いまごろ、紡つむ生ぎも帰宅している頃だろう。紡生は自分の正体を疑っているだろうか。おそらく疑っている。疑わないはずがない。


    　もしかしたら、もう花音はある程度、紡生に打ち明けているかもしれない。


    　これからどうするか、紡生も交えて、話し合わなければならない。


    　だが、いったいなにを話せばいいのだろう。なにを考えればいいのだろう。


    　武尊の目にはプランも、未来も見えない。漠然と続く暗い道ばかりが視界に映る。


    　そうやってどれくらい歩いたのだろうか。


    　武尊は歩道橋へと差しかかった。この歩道橋を渡り、路地を歩いた向こうに紡生の家がある。国道をかける歩道橋は車の通りも少なく、まわりに人の気配もなかった。


    　そのまま歩道橋を渡っていく武尊は、歩道橋の向こうから誰かのむせび泣くような声を耳にする。はじめは気のせいかと思ったが、駆け寄ってくる足音を聞き、ただごとではないことを悟る。道の向こうから人影が見えてきた。


    　人影は武尊のほうを向いて、「武尊くんっ」と叫びながら駆け寄ってきた。


    　間違いない、花音だった。


    　花音はこの気温だというのに、上着を羽織っておらず、ブラウスもスカートも、長い黒髪もめちゃくちゃに乱れていた。さらに脚を覆うタイツはあちこち破れており、しかも靴くつも履いていなかった。決定的なのは、花音の耳が外装器官に覆われ、肥大化していたことだ。


    　真っ青な顔になった花音は武尊を見ると、いきなり胸に飛び込む。彼女の肩が小刻みに震ふるえていた。花音のその態度だけでなにが起こったのか、武尊は察した。


    「い、イカルガさんが、家に侵入してきて……武尊くんを匿かくまってることがばれて……そ、それで、紡生さんが、私を、逃がすために……」


    　花か音のんの言葉はもうあとが続かなかった。武尊たけるは花音の肩を抱きながら、いまの状況を思考しようとする。


    　イカルガ。武尊が二代目ヘルヴェノム卿きようとして姿を現したときから、ずっと敵意を向けてきた第一種フアーストの怪人オルタ。一度、イカルガははっきりと二代目ヘルヴェノム卿に対する宣戦布告をしたことがあった。それ以来、武尊はイカルガの動きに常に警戒を払ってきた。この頃はおとなしくしているように思えたが、ヘルヴェノム卿の敗北を機に動きだしてきたらしい。


    　はたしてイカルガの襲撃が単独なのか、誰かと組んでいるのかはわからない。だが、どちらにしろ、いまの武尊たちでは勝ち目がない。


    　いまは逃げる以外の選択肢がない。


    「……走りましょう。ここから早く離れないと」


    　花音からの反応はなかった。武尊は震ふるえる花音の肩を強く掴つかむと、目を合わせて告げる。


    「走るんだっ。まずは俺たちが生き残らないと。そうでしょっ」


    　焦しよう点てんが合わない目で、花音は力なく頷うなずいた。そのまま武尊は彼女の手を取り、走りだそうとするが、急に花音がこちらの手を強く引っ張る。


    　耳をピンと張ったまま、花音は唇くちびるを震わせていた。


    「誰か、上ってきます……私たちを、取り囲んでる……！」


    　武尊は歩道橋の両端を見渡した。


    　前方からも、後ろからも、ぞろぞろと通行人が上ってくる。合わせて五人ほどだろうか。背丈も格好もバラバラで、一見すると普通の人間ネイテイブにしか見えない。


    　だが彼らはみな、おなじ仮面を手にしていた。


    　クチバシのように突き出た部位を持つ、中世のガスマスクにも似た仮面。武尊と花音はその仮面に見覚えがあった。


    【財団】と手を組んだビートリガが作り上げた、人工の怪人オルタ。ミアとおなじように、後天的にオルタ神経節を移植された、驚異的な再生能力と身体能力を備えた、量産型ガイムーン。


    　彼らの呼称は外種エクストラ。


    「ど、どうして……！　この人たちは、前に武尊くんが……！」


    「あれが全部じゃなかったってことなんでしょ……」


    　武尊の脳裏に浮かんだのは、イカルガだった。


    　ビートリガとの戦いの際、武尊はイカルガに外種エクストラの殲せん滅めつを指示した。そのときにほぼすべての外種エクストラを駆逐したはずだったが、あるいはそのときひそかに外種エクストラを自分の勢力として取り込んでいたのかもしれない。


    　外種エクストラは仮面を被かぶると、一斉に怪人オルタ態へと変身する。屈強な肉体となった彼らは、瞳のない仮面の眼光で武尊たちを見定める。


    　花音は自分のスマートフォンを取り出して、言った。


    「私が、エコールに変身します……そしたらこの人たちも……」


    「無理です」


    　武尊たけるはすぐに否定した。


    「以前、紡つむ生ぎさんたちが戦ったとき、外種エクストラに追い詰められた。こいつらを躊躇ためらいなく殺す覚悟がなければ、絶対に勝てない」


    　外種エクストラの包囲網は鉄壁のようで、一分の隙すきもない。


    　武尊は花か音のんを引き寄せ、歩道橋の手すりに背中をもたれかける。


    「タイミングを合わせてください。もうすぐですから」


    「えっ？」


    「いきます、三、二、一……」


    　一台のトラックバンが国道を通りかかる。牽けん引いんする直方体の荷台が歩道橋の下に差しかかった瞬間、武尊は花音を引き寄せ、歩道橋から飛び降りた。


    　アルミ製の荷台に身体からだを打ちつけながら、武尊と花音は着地。トラックは二人を乗せたまま、歩道橋から離れていく。


    　歩道橋の上にいる外種エクストラたちは飛びかかることもできず、武尊たちを見送った。


    　着地の衝撃で、満まん身しん創そう痍いの身体に激痛が走った。だが耐えられないほどじゃない。まだ運転手は武尊たちのことに気づいていないのか、減速する気配はなかった。


    　このままトラックが停車した隙に道路に飛び降り、安全なところに身を潜ひそめれば──。


    「ダメ……武尊くん……」


    　いきなり花音はつぶやく。青白い顔で、トラックの進行方向を見つめている。


    「花音先輩？」


    「早く、ここから降りないとっ！」


    　武尊たちを乗せたトラックが交差点に差しかかる。信号は青のままで、トラックは減速もせずにそのまま交差点を直進した。


    　次の瞬間、トラックの前方部キヤビンに、横から別のワゴン車が衝突してきた。


    　キャビンの窓が砕け、運転席から血けつ漿しようとガラスが飛び散った。衝撃の慣性により、荷台部分はスピン。武尊たちも振り落とされそうになる。


    　花音はスマートフォンをタップし、曲を流した。ベルリン交響楽団演奏の『白鳥の湖』だ。スピーカーから高らかに鳴るフルートの調べとともに、花音はエコールに変身。


    　コウモリの翼に似た両腕で武尊を抱きかかえると、荷台から飛び降りた。道路に着地した武尊とエコールは呆ぼう然ぜんと、衝突されたトラックを見つめる。


    　キャビンが潰つぶされ、トラックは交差点の中心で大きくスピンした格好で停止した。そして衝突したワゴン車から、続々と人影が降りてくる。


    　外種エクストラたちだ。


    　さっきとは別の外種エクストラたちが武尊たけるたちを完全に取り囲んでいた。


    　エコールは震ふるえながら、外種エクストラたちを睥へい睨げいする。


    「武尊くん、逃げてください」


    「でも、花か音のん先輩……」


    「いいから逃げて。私はもう、大丈夫ですから。絶対にあなたを逃がしてみせます。絶対に、です」


    　湿った声で、エコールは告げる。


    「耳を塞ふさいで。それでタイミングを見て走ってください。いいですね？」


    　外種エクストラたちが動きだす。もう反論する時間もなかった。すぐに武尊は耳を塞ぐ。直後、エコールは口を開き、声帯を震わせる。


    　広範囲の指向性を持って、撒まき散らされる超音波のパルス。平へい衡こう感覚を喪そう失しつさせる威力の超音波に、外種エクストラたちはぐらつく。


    　その隙すきに武尊は走りだした。外種エクストラたちは追いすがるが、エコールが気合いの叫びを発し、外種エクストラに飛びかかる。


    　包囲網を潜くぐり抜け、武尊は走りだした。


    　どこへ逃げればいいのか。思考はまとまらない。


    　とにかく怪人オルタたちがいない場所へ。どこか遠くへ。


    「あー、見つけた、見つけた」


    　投げかけられた声に、武尊は立ち止まる。外種エクストラたちと交戦するエコールも愕がく然ぜんとなって、振り返った。


    　ある者は猿に似た姿をしていた。純白の体毛に骨をもへし折る屈強な筋肉を宿していた。


    　ある者は亀に似た姿をしていた。頑強な甲こう羅らから凶悪な頭部を覗のぞかせていた。


    　ある者は鮫さめに似た姿をしていた。魚類のフォルムを宿し鋼鉄の歯をカチカチ鳴らしていた。


    　外種エクストラたちではない、生きつ粋すいの怪人オルタたち。彼らはみな、武尊に狙ねらいを定めている。


    「イカルガが言ってたコウモリ、もうバトり始めてる？　こっちの人間ネイテイブも獲物でいいんだっけ？」「エコールと同伴している人間ネイテイブを生け捕り。イカルガからの伝達」「ようは殺さなきゃいいジャンよぉ、腕の一本か二本か三本喰くらわせてもらうじゃん」


    　どうやらイカルガから連絡を受けてきた、第一種フアーストたちらしい。武尊の正体までは知らないらしい。だが、こちらの正体を知らずとも彼らの行動は止まらない。


    「やめてください！　その人に、手を出さないで！」


    　エコールは叫ぶが、外種エクストラたちに行く手を阻はばまれる。


    　武尊を嬲なぶるように、ゆっくり近づく第一種フアーストたち。


    　もはや逃げ場などどこにもない。


    　武尊はそれでも、最後まで考え続けた。自分たちが生き残る術すべを。
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    　汀てい子こ川の土手で武尊たけると別れたのち。


    　ミアはマンションに向かって、ぶらぶらと歩いていく。夜空はすっかり雲に覆おおわれ、星ひとつ見えはしない。予報によれば、雪が降る可能性もあるらしい。


    　だけど、いまのミアはこの曇どん天てんも、この肌寒さも、あまり気にはならなかった。


    　久しぶりに武尊とたくさん言葉を交わせた。ただそれだけのことがどうしようもなく嬉しかったのだ。


    　きょうのことを花か音のんに話したら、いったいどんな反応をするだろう。呆あきれるだろうか、それとも応援してくれるのだろうか。


    　バカだなぁ、わたし。


    　タケちゃんとは距離を置くって、決めたはずなのに。


    　ミアは胸中でつぶやいた。武尊とあんなふうに話したのが果たして正しかったのか、ミアにはわからない。ガイムーンでいる覚悟を揺るがされるのが怖くて、同時にガイムーンにこだわり続ける理由が果たしてあるのかという思考もまた否定できなかったからだ。


    　ヒーローは自分の幸せではなく、誰かの幸せのために戦う。


    　いままでミアはその思いを胸に秘めて、戦ってきた。


    　だが、ガイムーンの存在自体が誰かの野心のために生み出されたとわかったいま、そんなものにこだわる理由はどこにもない。


    　誰かの幸せではなく、自分の幸せのために。


    　普通の人がしている生き方をミアも目指していいのかもしれない。いますぐ仮面を外すことはできなくても、すこしずつ、すこしずつ軌道修正していけば。


    　いきなりミアの脳裏に鋭い頭痛が走る。


    　ミアは呻うめき声を発しながら、こめかみを押さえた。


    　視界が暗転を繰り返す。なにかの発作が起きたのか。混乱するミアの意識に、やがていくつものヴィジョンと感情のエネルギーが流れ込んでくる。


    　最初に見えたのは爆発する商業ビルだ。オフィスに取り残された会社員が炎に巻き込まれ、悲鳴をあげる。それを嘲あざわらっている甲殻類にも似た怪人の影。「やめて」高速道路を走っていた自動車が玉突き事故を起こし、「やめて」ドライバーたちは血を流し、悲鳴をあげる。「やめて」そんな彼らを嬲なぶるように象の姿をした巨大な怪人が「やめて」車ごと人々を踏み抜いていき、「やめて」月つき杜もり市のあらゆる場所で「やめて」怪人たちが暴れ「やめて」人々は「やめて」絶望の中でガイムーンの名前を──


    「やめてーーーーーっ！」


    　自分の見えているものを振り払うように、ミアは叫んだ。


    　それでもミアの目からは涙が溢あふれて止まらない。他者の感情の奔ほん流りゆうがミアの中に流れて暴れ狂っているせいだ。いま感じている気持ちが他者のものなのか、自分のものなのか、わからなくなる。


    　不特定多数の人々の嘆きと恐怖を追体験し、ミアはその場で嘔おう吐とした。胃液を吐き尽くしてもなお、感情のうねりは収まってくれない。


    　戦え。


    　心臓の鼓動が大きく跳ねる。


    　変身して、戦うのだ。


    　弱者を救うために。弱者を脅おびやかす、悪を振り払うために。


    　身体からだじゅうの細胞が火傷やけどしそうなほど熱を帯びているように感じた。身体全体がガイムーンに変身するよう訴えかけていた。だが、ミアは頭を振って否定する。


    「いまのは全部幻なんだ。現実じゃない。わたしの中のガイムーンが、ただ敵と戦いたがっているだけ──」


    



    「残念ながら、事実だよ。天羽あもうミア」


    



    　少年とも少女ともつかない声を聞き、急いでミアは後ろを振り返った。


    　そこに立っていたのは、蒼あおい姿をした仮面の怪人だった。フクロウを模かたどったマスクに、スーツとも表皮ともつかない滑らかな外観。姿は似ていないが、ミアの目にはまるでその怪人がガイムーンのようにも見えた。


    　そしてミアはその蒼いガイムーンの名前を知っていた。


    「ミネルヴァ……生きてたの……」


    「ご挨あい拶さつだなあ、やっと対面できたっていうのに。ボクがいなくて寂しがってたんじゃないの？」


    「……誰が、あなたなんかと」


    「おっといまはケンカしているときじゃないよ。街は大変なことになってるんだから」


    　吐き捨てるミアだったが、ミネルヴァはまるで気にした様子を見せない。代わりに淡々とミアに話し続ける。


    「五分前に、怪人たちが決起し、月つき杜もり市内でテロを仕掛けている。ヘルヴェノム卿きようがいなくなったせいかね、もう怪人たちは自分たちを統治する法を失った。状況はこうして話しているいまもなお進行している。君もその超感覚で理解しているはずだ」


    「わたしは、戦わないっ。どうせあなたたちが仕掛けたんでしょ。どっちが『悪の組織』かわかりやしないっ」


    「多少の情報操作はした。それは認めるよ。しかしそれで行動を起こしたのは間違いなく怪人たちの意志だ。彼らの存在は本質的に悪なんだよ。いや、怪人だけじゃない。怪人よりも悪い奴らなんてこの世にはごまんといる」


    　向こうに見える空が赤く光った。落雷のような重低音が空気を震ふるわせる。また爆発が起きたのだ。


    　鋭い頭痛とともにミアはまた泣き叫ぶ親子の姿を幻視する。


    「ヘルヴェノム卿きようなんてただのシンボルさ。巨大な悪が崩れれば、悪はさらに目に見えない形で浸透し、拡散する。それは歴史が立証している。どんな時代でも理不尽な暴力に泣いている人がいる。だからどんな時代でも、どんな世界でも、彼らを救うヒーローが必要なんだ」


    「だったら、あなたがやればいいでしょ……。どうしてわたしなの……どうしてわたしをガイムーンに選んだの！」


    「最初に選ばれたのは君じゃない、天羽あもう新あらた。君の父親だよ」


    「父さん？」


    　ミアの問いかけに、ミネルヴァは頷うなずく。


    　それからミネルヴァが話したのはおぞましい事実の羅ら列れつだった。


    「かつて禍か嶽がく社しやリヴァイアサンが起こしたテロで失った家族の復ふく讐しゆうのために──フランスの特殊部隊に入隊までして、戦闘スキルを──帰国後、ガイムーンとしての活動を──」


    　長々としたミネルヴァの説明は、ミアの頭を上滑りしていった。


    「【財団】と天羽新の関係はフランス時代に──はじめは財政的な支援にとどまっ──けれども戦いは激化──深い傷を負い、常人のままで戦えない──だから、オルタ神経節を移植された」


    　母と父から受け継がれた血がミアの体を駆け巡っていく。


    「人間の思考を具現化──恒常性ホメオタシスを弱められた──プロト版──当時、君は生まれたばかり──家族を守るために──」


    　他人から語られる父の経歴に、ちっとも現実感を感じられない。


    「だけど、プロト版のオルタ神経節にはいろいろと欠陥──適合するヒト白血球型抗原ＨＬＡ型にも制約──天羽新とＨＬＡ型が一致する──そうして選ばれたのが天羽ミア、君なんだよ」


    　ただ、いまの話でどうして確認しなければならないことがあった。


    「父さんは……どこにいるの……いま、生きてるの……？」


    「いや、もう死んだらしいね」


    　ミネルヴァはあっさりと答えた。


    「海外にある【財団】の施設で、三か月くらい前かな。遺体を娘には見せないでくれって、最後まで言ってたって」


    「そう」


    　不思議と悲しみは湧わき上がってこなかった。


    　ただ心を蝕むしばむような喪そう失しつ感がミアの身体からだを飲み込んだ。


    　自分は怪物に成るべくして選ばれた。そういう存在だったのだ。


    　ふとミアはもうひとつ、頭をよぎったことを問いかける。


    「ねぇ、ミネルヴァ。わたしはこの力で、誰かを、怪人以外の人を殺しちゃったことってあるのかな？」


    　今度はミネルヴァも答えるのに間があった。


    　それから首を横に振った。


    「君が戦ってきたのは、悪だけだ。君の戦いで多くの人が救われた。そのことを君はもっと誇るべきだ」


    「……なに言ってるの、わたしはあなたたちの茶番の中でヒーローを演じていただけ。それで、いまさらなにを誇れっていうの？　ねぇ、教えてよ。わたしは、なにを信じて戦えばいいのっ！」


    　ミアが叫んだそのときだ。


    　ふたたび新たなヴィジョンが頭に流れ込んできた。


    　炎上するトラックのそばで、誰かが幾人もの怪人に取り囲まれている。くちばしを宿した不気味な形状のマスク。ミアはその怪人たちに見覚えがあった。ビートリガと交戦した際に出会った人工の怪人オルタ、たしか外種エクストラといったか。さらにあのリヴァイアサンのコウモリ怪人をはじめ、何人もの怪人の姿も見える。


    　襲われている者の声、感情がミアの頭で反響する。


    　武尊たけるくん、逃げてください。でも、花か音のん先輩……。いいから逃げて。絶対にあなたを逃がしてみせます。絶対に、です。


    「うそ」


    　耳に響いた声に、ミアは頭を押さえた。聞き覚えのある声だ。馴な染じみ深い声だった。だってついさっきまでミアは言葉を交わしていたばかりなのだから。


    　武尊の苦痛と呻うめき。さらに姿も見えないが、花音の嘆きも交ざっている。


    　そこに花音ちゃんもいるの？　どうして、なんでこの二人が怪人に襲われているの？


    　ミアの全身が熱くなる。


    　衝動がミアの身体じゅうを駆け巡る。ちりちりと頭を襲う疼とう痛つう。この痛みをミアは知っている──悪を滅ぼせ──心に反響する冷たい囁ささやき──悪を滅ぼせ、悪を滅ぼせ──この囁きをミアは知っている。


    



    　──悪を滅ぼせ、悪を滅ぼせ、悲しを振り払うために、悪を滅ぼせ──


    



    「だまれぇっ！」


    　無む我が夢む中ちゆうでなにもわからないまま、己おのれの奥深くに潜ひそむマインドセットを否定した。


    　ああ、そうか。ミアは自覚する。これまで何度も、自分はこうやって意識の鎖を手放してきた。自分の中に潜むガイムーンを解き放ち、ただ誰かを救うために動いてきたのだ。


    　やりたいことも、やるべきことも決まっている。


    　みんなを助けたい。


    　目の前で泣いている誰かの悲しみを振り払いたい。


    　願っていたのは、それだけだ。それはきっと正しい願いのはずだった。


    　だけど、そのせいでミアはどんどん大事なものを失っている。


    「天羽あもうミア、君には二つの顔がある」


    　ミネルヴァがミアの足元にスポーツバッグを投げてよこした。ガイムーンに変身するための、マスクとベルトが入ったスポーツバッグだった。


    「ひとつは月つき杜もり第一高校に通う女子高生・天羽ミアとしての顔。もうひとつは怪人たちから月杜市の平和を守る悪の天敵・ガイムーンとしての顔。どちらも君にとってはかけがえのない、天羽ミアというアイデンティティーを構成する重要な要素だ」


    　ミネルヴァは問いかける。


    　それはこれまで幾度となく、ミア自身が問いかけてきた事柄だった。


    「だけど、もう君はすべてを知ってしまった。天羽ミアとして生きることの尊とうとさを。ガイムーンとして生きることの真実を。だから君はここで選択しなければならない。


    　さぁ、選びなよ。教えてよ。君はいったい、何者でありたいんだ？」


    　ミアはよろめきながら、スポーツバッグを開いた。


    　ファスナーを開いたバッグの中に入った、ウサギを模した仮面と目が合う。これまでミアの顔の一部となっていた仮面の下に、いままでミアはたくさんの想いを封じ込めてきた。


    　哀しみも、怒りも、勇気でさえも。


    　まだミアの脳裏には響き渡る。


    　怪人に虐しいたげられる人々の悲鳴が。その中にいる武尊たけると花か音のんの姿が。


    　ミアは目を閉じ、歯を食いしばる。


    　拳を白くなるまで握りしめ、そして、


    「うわあああああああああああああああああああああああ！」


    　咆ほう哮こうの叫びをあげ、拳を振り下ろした。


    　ガイムーンのマスクが割れ、レンズ部分が破壊される。強度のあるフレームを殴りつけ、ミアの拳からは血が流れた。


    　荒く息を吐き、うなだれるミアに、ミネルヴァは言う。


    「あーあ、せっかくのマスクが台無しだ。それが君の答えなのかい？」


    　ミアは答えない。


    　顔を上げたミアの目を見て、ミネルヴァは息を飲んだ。ミアの眼光に一切の迷いはなくなった。マスクにもミネルヴァにも目もくれず、荒く息を吐くと、一目散に駆けだした。


    　あっというまにミアの姿はいなくなる。ミネルヴァは置き去りにされたスポーツバッグと、地面に転がるマスクを見つめた。


    　そしてミネルヴァは悟った。


    「そうか、もう仮面は必要ないってことか」


    



    
      ＊

    


    



    　武尊たけるは流血する腕を押さえ、ビルのショーウインドーにもたれかかった。朦もう朧ろうとする意識の中、道の真ん中で倒れ伏せる花か音のんに目を向ける。


    　外種エクストラたちに蹂じゆう躙りんされ、怪人オルタ態を解除された花音はボロボロになったまま動かない。まだ息はあるが、このまま放ってはおけない。


    「人間ネイテイブが怪人オルタの心配じゃんかよ？」


    　迫り来る鮫さめの顎あごを、武尊はぎりぎりのタイミングで回避。鮫の怪人オルタはガラスに突っ込み、飾られていたマネキンを服ごと噛かみちぎる。


    　そのまま武尊は這はいつくばりながら離れようとするが、眼前に猿の怪人オルタが立ちはだかる。そのまま武尊の頭髪を鷲わし掴づかみにし、起き上がらせた。


    「ちょっとちょっと、逃げるのなんてナッシングだよ。もうちょいうちらと遊んでけって」


    「目標、捕獲。イカルガ、伝達する？」


    「連絡はまだじゃん！　まだオレがこいつの手足を食ってないじゃん！」


    　怪人オルタたちは銘々、勝手な議論を交わす。武尊は考える。考え続ける。これだけ怪人オルタが暴れているのに、なぜ警察はこないのか。


    　パトカーのサイレンは鳴り続けている。だが、武尊たちのもとへは向かってこない。まるでこちらよりも対応を優先すべき案件があるとでもいうように。


    「警察なら来ねーよ。あちこちでうちらの仲間が暴れまわってるからさ」


    　猿の怪人オルタが牙を剥むき出しにして笑った。


    「ニュースで見ただろ？　三日前のスタジアム、あれでうちらのボスがおっ死んじまったからさ、みんなで祭りやってんの、祭り」


    「ヘルヴェノム卿きよう、生死不明。ガイムーンも、ポンコツになったと噂うわさ」


    「だからさー、オレたちで暴れまくっちゃおうって話じゃん？　人間めちゃくちゃにして、どんどん食い散らかしてやりたいじゃん？」


    「街で、暴れて……」


    　武尊はこの街で起きている事態を知った。


    　怪人オルタたちを束ねていた、ヘルヴェノム卿きようという絶対的な力の消失。その結果がいま、武尊たけるに降りかかっている事態であり、月つき杜もり市という街そのもので進行している災さい厄やくだった。


    　自じ業ごう自じ得とく、因いん果が応おう報ほう、悪あく因いん悪あつ果か。


    　いまの武尊を形容するならば、そういうことになるのかもしれない。


    　だからこそ、武尊はいまなにを優先すべきかを理解する。


    　いまやるべきはこの場からの脱出ではない。目の前の事態に恐怖しないこと。怒りを抱いだかないこと。いままでやってきたように、情動と感情を切り離すことだ。


    　そうやって、ガイムーンがここへ現れないようにしなければならない。


    　そういえば、あの夜も武尊を襲った怪人オルタは三人だった。


    　六年前、武尊が初めて怪人オルタという存在と接触し、初代ヘルヴェノム卿と出会ったあの夜。


    　もう武尊は昔の怯おびえている自分とは違う。無力な自分とは違う。


    　いま月杜市を襲う災害に、ミアが怯えてくれていることを祈った。いま月杜市を覆おおう悲しみに、ミアが臆おく病びように耳を塞ふさいでくれることを願った。


    「おい、人間ネイテイブ。ちっとはなにかリアクションとれや」


    　猿の怪人オルタの握力がさらに強くなった。頭ず蓋がい骨こつに激痛が走るが、武尊は反応を示さないようにする。それが面白くないのか、怪人オルタはますます暴行を激しくした。


    　このまま意識を失ってしまうのが理想だったが、怪人オルタたちはもっと苦しむ様子を見たいのか、武尊が失神しないように絶妙な加減を施ほどこしてくるのだ。


    　だが武尊は弱者ではない。ヒーローに救われる弱者になるつもりはない。


    　なぁ、ミア。


    　頼むから、こんなところにカッコよく助けになんて現れないでくれよ。


    　もうお前がその拳を振るう正当性は崩れた。お前のヒーローは茶番によって作られたものだってわかったはずだ。ガイムーンがいなくたって、この社会はそう簡単に壊れはしない。月杜市に限った話じゃない。俺たちが生きていく上で、ヒーローなんてものは必要ないんだ。


    　だから来るな、ミア。来ないでくれ、絶対に来ないでくれ──。


    



    　タケちゃんっ


    



    　どこかで声が聞こえた。武尊はゆっくりと振り返る。


    　そこに立っていたのは、ガイムーンではなかった。


    　息を切らし、いまにも泣きそうな顔でこちらを見ている、天羽あもうミアだった。


    　花か音のんを取り囲んでいた外種エクストラたちも、武尊をリンチにかけていた怪人オルタたちも、一斉にミアのほうへ向き直る。


    　ミアは拳を握りしめる。怪人オルタたちを睨にらみつけながら、叫んだ。


    「二人から手を離せ、怪人！　花か音のんちゃんに、タケちゃんに手を出すなぁっ！」


    　ミアはさっき武尊たけると別れたときとまったくおなじ格好だった。


    　変身するためのマスクを持っている様子もない。ここではガイムーンに変身するつもりはないのか。だが武尊は嫌な予感を抑えきれなかった。


    　なぜなら、身体からだを震ふるわすミアの瞳には一切の迷いがなかったからだ。


    　まるでなにかの覚悟を決めたかのように。


    「余計なのまで相手する気ぃないんだけど。なんなの、チミィ」


    　怪人オルタのその一言を受け、ミアは動いた。


    



    「──心が悲しみで濡ぬれたとき、正義を照らす白き月光ッ」


    



    　天羽あもうミアの姿のまま、高らかに天を指差し、宣言する。


    



    「悪の天敵ガイムーン、ここに見参！」


    



    　武尊は息を呑のむ。怪人オルタたちは一瞬、怯ひるんだように後ずさりするが、やがてバカにするようにせせら笑った。


    　なに？　人間ネイテイブの新しいギャグ？　失笑。あの人間ネイテイブ、ちょっと頭がハイ。めんどくせーじゃん。まとめて胃袋に放り込むじゃん。


    　怪人オルタたちが口にする言葉も、武尊の耳には遠く聞こえた。


    　武尊の意識はミアだけに注がれていた。


    　一瞬、ミアの目が武尊のほうを向く。武尊は首を振った。やめろ、来るな、来るんじゃない。いまなら聞かなかったふりもできる。


    　だから、変身するなっ、ミア！


    　ミアは武尊を見ながら、ふと優しく微ほほ笑えみかけた。亡くなったミアのママンにそっくりな、陽の光が溢あふれるような微笑みだった。


    　そのまま握った両の拳を腰に当てた。


    　そして、叫ぶ。──「変身ッ！」


    　発現する外装器官、ミアの身体はみるみる白い表皮に覆おおわれていく。マスクをつけていない頭部だけが、ミアの素顔を無防備なまでに晒さらす。


    　第一種フアーストだけでなく、外種エクストラも、態度を一転させ、警戒を露あらわにする。ミアは悪への怒りを包み隠さず、気合いの叫びをあげると、怪人オルタたちに突撃する。


    「なに……んだよ、お前……」


    　武尊の口から、無意識に言葉が漏もれる。ミアは目にも止まらぬ速さで襲いかかる外種エクストラを薙なぎはらう。剥むき出しになった感情のためか、ミアの拳の切れはより苛か烈れつさを増していた。


    「なん……戦っ…んだよ……」


    　ミアが必殺のキックを外種エクストラたちに叩たたき込む。竜巻のごとく繰り出される回転蹴げりは衝撃となって外種エクストラたちを倒した。雄お叫たけびをあげながら、亀の怪人オルタと鮫さめの怪人オルタが突撃する。猿の怪人オルタは武尊たけるの頭を掴つかんだまま、片手でタブレット端末を操り、連絡をとっていた。


    　ミアは恐れもなく、向かいくる怪人オルタたちに躍りかかる。


    　この声はミアに届かない。そんなことは十分承知の上で、武尊は叫んだ。


    「なんでお前がここで戦ってるんだ、ミアッ!!」


    　武尊の叫びも虚むなしく、ミアと怪人オルタたちは戦い続ける。


    　亀の怪人オルタは頭と手足を甲羅に収納、そのまま大車輪のごとく回転する。甲羅の孔あなからは鋭い水の刃が噴射、円輪の形状となってミアに襲いかかる。


    　ミアはいつものように生体シールドを展開しなかった。


    　拳を紅ぐ蓮れんの色に赤熱させ、向かいくる甲羅めがけて殴りかかる。


    　自身が傷つくのも厭いとわずに放たれる拳打は甲羅の孔から内部へと貫通した。ミアの動きが止まった隙すきを狙ねらい、鮫の怪人オルタがすかさず食らいつきにかかる。


    　だがミアは気合いの雄叫びをあげながら、掴んだ甲羅を鮫の怪人オルタめがけて叩きつけた。同時に叩きのめせられる二体の怪人オルタ。ミアは無造作に、動かなくなった亀の怪人オルタの甲羅を捨てた。
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    「おい、ガイムーン！　こいつの頭がかち割られてもいいのか！」


    　猿の怪人オルタが武尊たけるを掴つかみながら、ミアの眼前に突き出す。


    「お前、マスクの下はそんな面つらだったんだな。その面は覚えたぞ！　これから先、お前はどこにいようと、俺たちからは逃げられな──」


    　暑い熱風が武尊のこめかみを掠かすめた。ミアの拳から放たれた火球が猿の怪人オルタの右腕を燃やす。悲鳴をあげた猿の怪人オルタは反射的に武尊を手放した。


    　一瞬でミアは間合いを詰める。懐ふところに潜り込んだミアの放つ拳が猿の怪人オルタの胴体にめりこんだ。悶もん絶ぜつしながら、猿の怪人オルタはその場に倒れる。


    　武尊は地面にへたりこみながら、ミアを見上げた。ミアは肩で息をしながら、自分が倒した怪人オルタを見下ろす。


    　やがてなにかを察知したように、明後日あさつての方向を向き、歩きだした。


    「……どこへ行くんだっ」


    　どうにか武尊はそれだけを絞り出して言った。立ち止まったミアは雲がかかった夜空を見上げる。それからなんでもないような声で答えた。


    「まだわたしを待ってる人がいるの。だから、行かなくちゃ」


    「それで答えてるつもりなのか……なんの説明にもなってないだろ……」


    　武尊は冷静になろうと努める。いま、やるべきはミアを引き止める方法だった。ここでなんとしてもミアを引き止めなければ、もうミアは絶対に引き返せなくなる。


    　とにかく時間を稼ごうと、言葉だけが出てくる。


    「なんでお前、そんな格好をしているんだ……なんでそんなふうに戦ってるんだ……」


    「さっきも言ったじゃん。わたしはガイムーン、この街の平和を守る正義のヒーロー。いま街ではたくさんの怪人たちが暴れている。だから、行かなくちゃいけないの」


    「だから、聞きたいのはそういうことじゃないっ。なんでお前が……！」


    　冷静になろうと努めた。感情を高ぶらせないように頑張った。


    　しかしその言葉を口にしようとした途端、武尊の奥底から熱い激情が湧わき上がった。


    「なんで、お前がガイムーンになって戦わなくちゃいけないんだっ！」


    　ほかの知らない誰かならよかった。


    　それならガイムーンも、アルケマルスも、武尊にとっての現実ではなく、おなじ街に存在するファンタジーのままでいることができた。


    　武尊が戦う理由はただひとつ。ガイムーンがミアだから。


    　ほかならぬ武尊の幼なじみ、天羽あもうミアだからだ。


    　そんな武尊の言葉にミアは短く答える。


    「たぶんね、それが運命だからだよ」


    「……運命？」


    「うん。わたしの、わたしだけの運命。これはわたしだけにしか果たせない役目なの。だから、行かなくちゃいけないんだよ」


    「そんなの、お前の思い込みだろ」


    　どこかで爆発音が響く。街の不ふ穏おんな空気に逆らうように、武尊たけるは叫んだ。


    「運命なんて言葉で、全部諦あきらめようとしてるだけだろ……。なんで抗あらがおうとしないんだ……。なんで天羽あもうミアでいることを諦めるんだ……！　わかってるのか！　お前がガイムーンだってばれたら、怪人たちはみんなお前を狙ねらう！　お前の帰る場所はもうなくなっちまうんだぞ！」


    「帰る場所ならここにあるっ」


    　ミアの澄んだ声が街じゅうに響いた。


    　武尊は言葉を失い、押し黙る。こちらを振り向いたミアは、精一杯の笑顔を浮かべながら、自分の胸元に手を当てた。


    「わたしがなんになったって、わたしの中には変わらないものがある。変わらない気持ちがある。だからへっちゃらだよ、タケちゃん。天羽ミアだろうと、ガイムーンだろうと、どっちだって変わらない。わたしは、わたしだもん」


    「ミア、俺はそういうこと言ってるんじゃなくて……」


    「タケちゃんはさ、この街が好き？」


    　ミアの言葉が、武尊の言葉を塞ふさぐ。それは武尊に語りかけているようでもあり、自分に問いかけているようでもあった。武尊の答えを待つことなく、ミアは続けて言った。


    「わたしはこの街、好きだよ。古い石段にかわいい狛こま兎うさぎがいるうさぎ神社も、サッカーの練習の帰りに眺めた汀てい子こ川の景色も、こっそり通りかかった人に紙飛行機を投げ飛ばせる月高の階段の踊り場も、街を隅から隅まで見渡せる月つき杜もりタワーの展望台も、みんなみんな大好き」


    　ミアは限りない愛いとおしさをこめて言葉を紡つむぐ。


    「辛いことも、悲しいことも、たくさんあったけど、でもおんなじくらい嬉しいこともあった。楽しいこともあった。素敵なことも、いっぱい、いっぱいあった」


    「やめろよ、ミア……そんなお別れみたいなこと、言ってんじゃねぇよ……」


    「だからさ、わたしは誰かにこの街を壊されたくないの。みんなの悲しみを振り払いたいの。それはわたしの望みなんだって、気づいた。それを実現できる力が、わたしにはある」


    「そんな力なくてもお前の望みは叶かなえられるだろ！　俺も一緒に探してやるから、だからっ」


    　武尊の口にミアの右拳が突き立てられる。


    　金属のように硬い拳が柔らかく武尊の唇くちびるに触れた。ミアは悪いた戯ずらを成功させた子供みたいに笑いながら、涙を流している。それからゆっくりミアは言葉を発さず、唇を動かした。


    　武尊の耳にはなにも聞こえない。でもなにを言っているのかはわかった。


    「ミア、ちゃん？」


    　意識を取り戻したのか、花か音のんがゆっくり頭を起こした。


    　するとミアは慌てたように拳を引き、花か音のんのほうへ向き直る。


    「なんで、ここに……っていうか、その格好……！」


    「……ごめんね。さんざん心配してくれたのに、もう受験する必要もなくなっちゃった」


    「え？」


    「いままでありがと。大好きだよ、花音ちゃん。それじゃあ、元気でね」


    「ちょっと、ミアちゃんっ」


    　慌てて花音は立ち上がろうとするが、ミアは無視した。


    　そっと右拳に唇くちびるをつけると、高らかに拳を突き立て、呟つぶやいた。


    



    「──ガイムーン、ゴー」


    



    　次の瞬間、ミアの全身が黄金の輝きを放った。


    



    
      ＊

    


    



    　やっぱり、タケちゃんは優しいね。


    　あんなに必死に止めてくれるなんて思ってもなかったよ。

  


  [image: ]


  
    　でもね、タケちゃん。


    　わたし、確かに誰かに利用されてばかりだけど、全然不幸じゃないんだ。


    



    　助けられなかった人たちもいた。失われたものもたくさんあった。


    　けれど、だからこそ、わたしはこれから傷つく人たちを守っていきたいの。


    



    　わたしの中にはたくさんの人たちの悲しみや、恐怖が流れ込んでいる。


    　それに耳を塞ふさいで生きていくなんて、やっぱりできないよ。


    　この街にはタケちゃんと一緒に過ごしてきた思い出がいっぱいある。


    　その思い出を、悲しみで塗りつぶされたくなんかない。


    



    　運命を受け入れる。言葉にしてみるのは簡単だけど、本当にしんどいね、これって。


    　運命に抗あらがうのとどっちが楽だったかな？


    



    　ガイムーンになって見えた世界はとても残酷だったよ。


    　けれど確かに、この世界は守る価値があるものだった。


    　それを心で感じ取れる人がこの世でどれくらいいると思う？


    



    　だからわたしはガイムーンになる。


    　天羽あもうミアじゃなく、ガイムーンそのものになるの。


    　って、カッコつけてみたけど、じつはよく意味がわかってないんだよね。


    



    　でもさ、確信していることがあるよ。


    　ガイムーンになったわたしはきっとみんなの幸せを守る、正義の味方になる。


    　それでさ、ずーっとタケちゃんを守っていくの。


    　だっていまのわたしは、変わらないものがあるってちゃんとわかってるから。


    



    　……ああ、ごめん。ひとつ嘘うそをついた。


    



    　わたしは不幸じゃないんじゃない。すっごく幸せなんだ。


    　だってこの世界で、タケちゃんが生きてくれるんだから。


    



    　幸せに生きてね、タケちゃん。


    　それがわたしの望む最後のわがまま、だからさ。


    



    
      ＊

    


    



    　一二月一四日、午後七時一七分。


    　そのとき、月つき杜もり市に住む者たちは人間ネイテイブや怪人オルタの区別なく、おなじ光を目撃した。


    　黄金の光の柱の正体がなんなのか。ほとんどの人間にはわからない。


    　ただひとり、悠ゆう久きゆうの時を生きた怪物を除のぞいて。


    



    「……ついに巡り合えた。私はあなたの誕生を、ずっと待っていた」


    　月杜市を一望できるホテルの一室で、真ま耶やは歓喜の声を漏もらした。


    　窓の向こうにある月杜市の一画から、黄金に輝く光の柱が立ち上がる。


    　千ち代よは目を細め、光の柱を見つめる。そんな千代の隣で、真耶は一筋の涙を流した。


    「ゆきなさい、ガイムーン。


    　あなたの光で、この街を、悪に満ちたこの世界を救済するために」


    



    
      ＊

    


    



    　武尊たけるは呆ぼう然ぜんと、ミアを飲み込んだ光の柱を見つめた。


    　すべての悲しみと恐怖を振り払うような神聖なる光に、武尊は恐怖と畏い怖ふの念を抱いだいた。光に飲まれたミアを引きずりだそうと、身体からだを動かし、手を伸ばす。


    　だが、満足に身体は動いてくれず、輝きに触れることはできない。やがて光は消失し、ひとつの人影に集束する。


    　その者は白銀の姿をしていた。全身に黄金の文様が走っている。そして顔には鼻や口がなく、代わりに月光にも似た瞳が輝いている。頭頂部にはウサギの耳に似た黄金の飾りが神こう々ごうしく輝きを放っていた。


    　そこに天羽あもうミアの面影はない。いままでのようにマスクをつけず、まるで怪人オルタのように完全な変身を遂げる。


    　武尊は震ふるえながら、その者の名を呼びかける。


    「ガイムーン……！」


    　新たな形態へ進化したガイムーンは武尊を一いち瞥べつする。一切の意志が窺うかがい知れぬ瞳に、武尊は拳を震わせた。


    　打ち壊すべき正義の仮面が目の前にある。ミアの選択も、進化した正義も、知ったことではなかった。ただなにか一いつ矢し報むくいたくて、武尊は雄お叫たけびをあげ、動かぬ身体を奮い立たせながら、拳を振り上げようとした。


    　すっとガイムーンが武尊たけるに向けて、右手を掲げる。なにかの攻撃だろうか。武尊は覚悟を決め、発動のタイミングを見計らうべく、いまこの瞬間に意識を集中させた。


    　攻撃は来なかった。その代わり、武尊の拳が動かなくなる。はじめは気のせいかと思った。


    　次に金縛りを疑った。だが、そのどれも間違っていることに気づく。


    〝恐怖支配テルール〟とおなじ、他者の意識に干渉する力。


    　いま武尊の意識はガイムーンによって干渉ハツキングされているのだ。頭ではおかしいと感じている。違和感を覚えている。しかし一切の恐怖はない。


    　代わりに湧き上がるのは、途方もない安らぎだった。このガイムーンを敵だと認識しているのに。武尊の中にあれほどあった敵意も、怒りも潮を引くように弱くなっているのだ。


    「俺から、怒りを取り上げるな……」


    　必死に武尊は声を振り絞る。そうやって無理やりにでも、怒りを捻ひねり出そうとした。


    「俺の心に、触れるな！」


    　するとガイムーンの顔に変化が生じた。ちょうど唇くちびるがあるべき箇所に、横一文字の陰影が浮かび上がる。


    　いままで能面のようだったガイムーンの貌かおに初めて浮かんだ表情、それは微笑だった。


    　すべてを慈じ悲ひで包み込むような微笑を浮かべ、銀色の唇が動いた。


    　すると武尊の頭になにかの声が聞こえた。直接心に響く、祈りのような声だ。


    



    　闇やみ夜よに迫る、悪の影　誰かの悲鳴がこだまする


    　心が悲しみで濡ぬれたとき　正義を照らす、白き月光


    



    　それは歌だ。ミアがよく口ずさんでいた『ガイムーンのうた』だ。


    　どれだけ耳を塞ふさいでも、『ガイムーンのうた』が直接頭に響き渡る。


    



    　ガイ、ガイ、ガイムーン　みんなの悲しみぬぐうため


    　ガイ、ガイ、ガイムーン　月の街を駆け抜けろ


    　悪の天敵　ガイムーン


    



    　ガイムーンの歌を聴くにつれ、武尊の心から悲しみが振り払われていく。闘争の意思が根こそぎ奪われていく。やがてガイムーンは空を見上げる。じっとなにかを見据えるように佇たたずんだのち、ふわりと宙に舞い上がって、飛翔した。


    「ダメ、ミアちゃん！」


    　花か音のんが立ち上がり、追いすがろうとする。しかしもう天高く飛翔したガイムーンに、花音の手は届かない。


    　そのままガイムーンはいずこかへ飛び去っていく。ガイムーンが見えなくなるにつれ、あの歌も聞こえなくなり、あたりには街の喧けん騒そうだけが響き続ける。


    　あの歌が示すように、みんなの悲しみを振り払うために、この街を駆け抜けるのだ。


    　いまのガイムーンはこの街に潜ひそむ悪や、怯おびえる弱者を見逃したりしない。


    　多幸感から解放された武尊たけるは呆ぼう然ぜんと空を見上げ、そのまま膝ひざから崩れ落ちた。


    　──これでわかったはずだ。いまのガイムーンはお前を敵などと思っていない。


    　屍し人びとの声が聞こえた。武尊はゆっくりショーウインドウーのほうを振り返る。


    　ショーウインドーのガラスに映り込むのは黒い髑どく髏ろの姿。


    　武尊の心に巣食う黒髑髏が虚無に満ちた瞳で語る。


    　──彼女の選択はなされた。彼女は怪物となる生を選択した。いまのお前に、あの正義の怪物を止める力はない。


    「……だったら、どうすればいい。お前は俺になにを望むんだ」


    　武尊が答えると、黒髑髏の顎あごが動いた。その口がわずかに笑ったように開かれる。


    　──私の望みではない。お前が望むんだ。それにもうお前は自分の願いを叶かなえる方法を知っている。もう目を瞑つむることも、耳を塞ふさぐことも許されない。


    　さらに黒髑髏は告げる。


    　──選択のときだ、沖おき名な武尊。


    　──お前の望みを言え。お前の望みを叶える方法はここにある。


    　──さぁ、唱えろ。お前はいったい何者でいたいのだ？


    　武尊は目を閉じ、心臓に手を当てる。


    　すでに選択はなされていた。


    　この闘争を始めると決めたときから、武尊は地獄の生を歩んでいた。


    「……ああ、そうか。そうだったな」


    　呟つぶやいてから、武尊の口から漏もれたのは、笑いだった。


    　はじめは浅く息を吐くようなかすかな笑い声だったのが、次第に哄こう笑しようへと変わり、やがて街じゅうに響く高笑いになった。


    　立ち上がった花か音のんは恐怖に顔を戦おののかせながら、武尊の襟えりを掴つかんだ。


    「しっかりしてください、武尊くん！　はやく、ミアちゃんを止めに行かないと──」


    「……そうですね、だから協力してください」


    　笑いを止めた武尊は虚無の表情で告げた。


    



    「絶対悪アルケマルスの力を、取り戻しに行きます」

  


  
    



    ヒストリーⅢ


    



    　いまでこそ二代目ヘルヴェノム卿きようを名乗る沖おき名な武尊たけるだが、小学生の当時、武尊は禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの実態をほとんど知らずにいた。


    　そしてミアを傷つけた怪人を追っていた小学生の武尊は、あの初代ヘルヴェノム卿との邂かい逅こうを果たしたのだった。


    



    　加か賀が里りオデオンの十字路で初代ヘルヴェノム卿に助けられたその夜。


    　武尊は初代ヘルヴェノム卿にそのまま月つき杜もり市内にある日本家屋へと連れて行かれた。初代ヘルヴェノム卿は当時、市内にいくつもの拠点を持っており、その日本家屋もそれらの拠点のひとつだった。そこで武尊は初代ヘルヴェノム卿の付き人である、不ふ破わ朱あけ美みと出会った。


    　家の中で初代ヘルヴェノム卿はあっさりと変身を解除し、武尊に素顔を晒さらした。


    　ヘルヴェノム卿の正体は女性だった。


    　燃えるような紅ぐ蓮れんの髪をなびかせた、ぞっとするほど美しい女の人だった。


    　このとき初めて武尊は自分が初代ヘルヴェノム卿と血が繋つながっていることを知らされた。


    「その昔、私はひとつの実験をしたんだ。オルタ神経節を移植した人間の子供は、はたしてオルタ神経節を宿すのか。そうして生まれた赤ん坊は、ただの人間ネイテイブだった。それがお前さんの父、沖名大和やまとだ。私が育てるわけにもいかなかったから、その子供は施設に預けたがね」


    　初代ヘルヴェノム卿はおかしそうに笑いながら言った。


    　キセルを持ちながら話す姿は、普通とまでは言いがたいまでも、人間らしさを覗のぞかせており、武尊の目にはとてもこの街を支配する悪の結社の総そう帥すいには見えなかった。


    「……しかし、風の噂うわさで息子が刑事になったとは聞いていたが、まさか孫のほうと出くわすことになるとは。本当に大したものだ。それで、なぜお前さんは私を捜していたんだ？」


    　武尊は口をつんでいた。正座をしたまま、一言も口を開かないようにした。


    　ヘルヴェノム卿はキセルの煙を吐き出し、煙草盆に灰を捨てる。もう一度、問いかけた。


    「答えなさい。なぜ、私を、捜していた？」


    　その瞬間、武尊の身体からだに強烈な「圧」がのしかかった。


    　息をすることもままならず、頭の中がじんと痺しびれたようになにも考えられなくなる。まるで武尊の魂そのものが鷲わし掴づかみにされたような感覚だ。


    　ヘルヴェノム卿は微ほほ笑えみを絶やさない。まるで冥めい界かいの神の微笑みだった。


    　確信する。


    　やはりこの人は悪だ。


    　この街に根づく、絶対悪アルケマルスなのだ。


    「そ、それ、それは……」


    　怖こわくて、涙が溢あふれて、止まらない。悪に従わされる心が、勝手に言葉を紡つむごうとしている。


    　見えない暴力が武尊たけるの意志をねじ伏せる。恐怖の記憶が武尊の身体からだを駆け巡る。


    　──ごめんね、ユキタロー……守ってあげられなくて……。


    　武尊の脳裏にいつかのミアの言葉が蘇よみがえる。


    　本当に怖いものがなにか、武尊は理解する。


    　──もっと早く見つけてあげられなくて……痛かったよね……怖かったよね……。


    　武尊は忘れない。


    　無残に傷つけられたミアの姿を。


    　武尊は許さない。


    　大切なものを傷つけられたこの痛みを。


    　──もう大丈夫だから、いまはゆっくりおやすみしていてね……。


    　この恐怖に震ふるえたままなんて、まっぴらだった。


    「あな……あなたが……あなたが、あいつらに、やらせたのか。ミアを、ミアをあんな目に遭わせたのかっ」


    　武尊の声は震えていた。それでも、言葉はしっかり口から飛び出した。


    「そうだと言ったら、どうするつもりだ？」


    　ヘルヴェノム卿きようが冷たい眼まな差ざしを向ける。目の前の女性が、人の姿をした龍に見える。


    　龍の吐く炎に身を焼かれそうになりながら、武尊は言った。


    「絶対に……殺してやる……たとえ何年かかったとしても……」


    　いきなりヘルヴェノム卿が立ち上がる。ほんの一瞬のうちに、美しかった女性の顔は赤い髑どく髏ろに変へん貌ぼうした。体温を感じない冷たい手が武尊の首を掴つかむ。


    「ガハッ」


    「苦しいか、沖おき名な武尊。それはお前がまだ生きているからだ。あらゆる暴力に抗あらがって生きようとしているからだ。生きるとは自らの内面に地獄を形成する行為だよ。その地獄から解放されるためには、すぐに死ねばいい。死はいいぞ。苦しみもなく、安住でいられるのだから」


    　ヘルヴェノム卿の言葉の意味はわからない。


    　呼吸が、できないっ。意識が、遠くなる。


    　頭の中でおなじ言葉がぐるぐる回る。苦しい、苦しい、苦しい。それしか考えることができない。苦しい、苦しい、苦しい、苦しい。


    「さぁ、沖名武尊。お前に問いかける。地獄の生か、安住の死か。お前ならいったいどちらを選ぶ？」


    　まるで幽霊のようなヘルヴェノム卿のささやきは武尊の耳に優しく響いた。


    　死んだら、楽になるのか。死んだら、この苦しみから解放されるのだろうか。


    　息をあえがせながら、武尊たけるは選ぶ。


    　答えなど、初めから決まっている。


    「地獄だっ。ぼくが選ぶのは、ぼくが生きるこの地獄だ！」


    　そこで急に呼吸が楽になった。


    　いつのまにか赤い髑どく髏ろは消え、ヘルヴェノム卿きようはまたあの美しい女性に戻っていた。


    「朱あけ美みさん、ＡＣＭシステムのテスト起動の準備をしといてくれ。この坊やを試してみたい」


    「かしこまりました。ああ、でもその前に……」


    「うん。そっちの替えも頼むよ」


    　なにがおかしいのか、ヘルヴェノム卿は面白がるように口元をほころばせていた。


    「パンツが濡ぬれたまんまじゃ、かっこもつかんからね」


    　そして武尊はヘルヴェノム卿に案内され、地下室へ足を踏み入れた。


    　ヘルヴェノム卿の後継者を生み出すためのＡＣＭシステム。それを形にした、漆黒のスーツと黒髑髏のマスク。そして初代はこう持ちかけたのだ。


    「お前さんが望みを叶かなえたいのなら、まずはこいつを使いこなしてみせるんだ。でなければ、お前さんに私は絶対に殺せない」


    　最初は、初代ヘルヴェノム卿を殺すためだった。


    　ミアの母と、ミアの仇をとるために。


    「私を倒したければ、己おのれの恐怖を飼い慣らせ。それができたとき、お前さんはこの絶対悪アルケマルスを超える者となるだろう」


    



    　後に武尊は何度もこのときの出来事を回想する。


    　おそらくこのとき、ヘルヴェノム卿はいずれ来る敗北を予感していたのかもしれない。そのために後継者を育てるべく、自分を殺そうとする子供にＡＣＭシステムを与えたのだろう。


    　武尊はヘルヴェノム卿の思惑に薄々気づきながら、自分の望みを叶えるために、母のもとを離れ、初代の隠れ家で暮らし始めた。母はいま海外で自分の仕事に邁まい進しんしている。息子が普通に、平凡に暮らしているものだといまも信じて疑っていない。


    　恐怖を飼い慣らすために受けた特訓。それはまさに地獄の生にふさわしい時間だった。脳内にチップまで仕込み、武尊は虎こ視し眈たん々たんとヘルヴェノム卿を殺す準備を進めていた。


    　だけど結局、初代ヘルヴェノム卿を殺すことはできなかった。


    　このときより三年後。


    　初代ヘルヴェノム卿は敗北し、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンは瓦が解かいした。


    　この街に帰還したヒーロー、ガイムーンの手によって。

  


  
    



    第三章　誰がための絶対悪


    



    　街は静寂に溢あふれかえっていた。


    　いつもは車の往来が激しい国道には誰の姿もなく、そのためか一台のベンツは止まることなく、快調に走行を続けていた。


    　ベンツの後部座席には、真ま耶やと千ち代よが並んで座っていた。


    「今度はどんな拷ごう問もん場所に、わたしを連れていくつもりだい？」


    「心配しなくても、もっと見晴らしのいい場所に移るだけよ。私たちのプロジェクトの完かん遂すいを見届けなくてはならないもの」


    「私たちのプロジェクト、か」


    　真耶はまるで子供のようにはしゃいでいる。千代はそんな真耶の姿を初めて目まの当たりにする。もしかすると、こちらの姿こそ彼女の本質なのかもしれない。


    　人間の精神は身体からだと分かち難がたく結びつけられている。どれだけの時を生きたのだとしても、生来の真耶は外見どおり子供っぽい心の持ち主なのだろう。思えばガイムーンの素顔である天羽あもうミアも、ずいぶん子供っぽい性格をした少女だったという。


    　いつの時代も、ヒーローに憧れるのは子供の特権だ。


    　だから子供の心を宿した彼女たちが、ヒーローの仮面を被かぶるのは必然なのかもしれない。


    　そのとき、車の向かう先から騒音が響き始める。


    　道の真ん中で、轟ごう々ごうと燃える炎があった。炎の周囲には数人の怪人オルタたちが集つどっている。堂々と路上にスピーカーを置き、重低音のビートを大音量で鳴らす。


    　電柱を見れば、警察官と思おぼしき人間ネイテイブたちが縄で縛り付けられていた。まだ生きているらしく、弱々しく息をしている。怪人オルタの集団は電柱にくくった獲物を見上げながら、サバトのごとく狂乱の騒ぎを続けた。


    　車が停車した。怪人オルタたちが一斉にこちらを振り返る。新しい獲物を見つけたかのように、彼らの目には好奇の光が宿っていた。


    「お前さん、止めなくていいのか？」


    「いいわ。彼女がやってくれるもの」


    　怪人オルタたちはゆっくりとベンツに近づいてくる。だが、その足がいきなり立ち止まった。一様に、彼らは空を見上げる。真耶は窓を開け、頭を出した。


    　星ひとつない夜空に、白銀の天使が浮上していた。


    　ガイムーンだ。


    　白銀のガイムーンが地上の怪人オルタたちを見下ろしている。怪人オルタたちは気け圧おされながらも、敵意を向けている。空中のガイムーンを葬ほうむるために、攻撃を始めた。


    　カエルの姿をした怪人オルタが舌を伸ばす。ハリネズミの怪人オルタが背中の針を飛ばす。ほかにもいくつもの遠隔攻撃がガイムーンに襲いかかった。


    　ガイムーンは攻撃を受け止め、反抗しようしない。白銀の身体からだには傷ひとつつかない。やがてなにかの合図をするように右手を掲げた。


    　怪人オルタたちがいきなり行動を止める。


    　まるで突然凪なぎが訪れたように、怪人オルタたちは沈黙し、変身を解除した。


    　人間ネイテイブ態となった彼らは膝ひざをつき、一様に涙を流す。ガイムーンはそのまま電柱に近づくと、縛られていた警官たちを解放し、路上に下ろす。警官たちの顔から恐怖が消え失うせていた。


    　この場に渦巻いていたはずのあらゆる恐怖が、怒りが、敵意が、消え去る。


    　千ち代よはガイムーンと怪人オルタたちの光景を見届ける。


    　これが真ま耶やの思い描いた、絶対正義のシステム。


    「原理そのものは、私やあなたが宿していた、〝完全支配インペリアル〟、〝恐怖支配テルール〟と変わらない。他者の意識への共感と干渉よ」


    　千代が抱いだいた疑問に先回りするように、真耶は答えた。


    「ガイムーンは他者が感じる恐怖に共感する。そして恐怖の要因となっている事象を排除しようとする。といっても武力による排除じゃないわ。敵意、怒り、闘争の要因となる感情を鎮しずめる。それがガイムーンの最大の力なの」


    「感情か。それが、ガイムーンの倒そうとする『悪』の正体なのかい？」


    「というよりも、天羽あもうミアの考える『悪』ね。彼女は理不尽な暴力を振るうものを許さない。しかし同時に自分が暴力の化身となることも恐れている。天羽ミアの気質と、彼女に施ほどこしたマインドセット、さらに天羽ミアに移植したオルタ神経節。これら三つの要因が影響し合って生まれたのが、あの『正義の味方』、ガイムーンなのよ」


    　白銀のガイムーンはふたたび夜空に向かって飛び立つ。


    　ああやってガイムーンは月つき杜もり市で巻き起こる争いの火種を鎮めているのだろう。


    「いかなるイデオロギーにも、人種にも左右されず、正義に味方する。救いを求める者すべてを救い、災いを運ぶ者すべてを鎮める。それがガイムーンのあるべき姿。もう誰にもいまのガイムーンを止めることはできない。たとえ、あなたご自慢の二代目がなにをしようともね」


    　どこか誇らしげに、真耶は胸を張ってみせる。


    　まるで自慢のおもちゃを見せびらかす子供のようだ。あるいは子離れできない母親のようでもあるかもしれない。


    　ふたたびベンツは走りだす。千代はベンツが向かう先に目を向ける。


    　ビルの合間にある車道のその先に、ひとつのタワーがそびえたつ。この街で最も高い建造物にしてシンボル、月杜タワー。


    「ご自慢のヒーローの活躍を高いところから見物、というわけかい。相変わらずいい趣味をしているじゃないか」


    「あら、見晴らしがいいことに越したことはないでしょ？」


    「なんでもいいさ、付き合ってやるよ」


    　千ち代よは皮肉を交えながら答えた。


    「この街の結末を見届けたいのは、私もおなじだからね」


    



    
      ＊

    


    



    　ガイムーンがこの街の騒ぎを鎮しずめていた頃。


    　武尊たけるは電動スクーターに乗って、静まり返った道を走っていた。


    　窓ガラスが割られたバイクショップから盗んだスクーターで、二人は快調に走行を続ける。武尊の後ろにはヘルメットをつけた花か音のんが座っている。スクーターとおなじく、花音もまた別の店から灰色のコートとスニーカーを持ち出していた。ほかにも護身用の道具を持ち出している。備えはあるに越したことはない。


    　スクーターを窃せつ盗とうし、さらに無免許で走行を続ける二人を取り締まる者もいなかった。怪人オルタたちの暴動に追われ、警察も余裕をなくしているようだ。


    　武尊は以前、千代と交わした約束を思い返す。


    



    「こいつは万が一のときのための『バックアップ』ね。なんらかの事情でＡＣＭシステムが稼働できなくなり、お前さんがヘルヴェノム卿きようとしての力を失い、それでもなお、己おのれの望みを叶かなえたいのであれば、こいつを使いなさい」


    　千代は『バックアップ』を示しめながら言った。


    「保管場所は、旧リヴァイアサンの拠点──加か賀が里りオデオン。お前さんにとっても馴な染じみ深いあの場所まで取りに行くがいいさ」


    



    「……到着しましたよ」


    　武尊はスクーターを止め、後ろにいる花音に告げた。花音は、スクーターから降り、建物を見つめる。


    　月つき杜もり市加賀里区にある小さな映画館、加賀里オデオン。


    　そこは武尊にとっても、また花音にとっても、馴染みのある場所だった。


    「……懐かしいですね。最初は私たち、よくここに集まっていたんでしたっけ」


    「ええ。もう必要なくなってから、使わなくなってましたけど」


    　武尊は頷うなずきながら、周囲を見渡す。どこにも怪人オルタたちの姿は見当たらない。


    「平気です。ほかの怪人オルタはいないみたいです……」


    　ヘルメットを脱いだ花か音のんは、いつのまにか耳を肥大化させていた。彼女の白い顔は疲れきっており、その言葉にも力がない。


    「武尊たけるくんが取りに行きたいもの、確か場内の観客席に隠してあるんですよね。鍵かぎは持ってますか？」


    「いまさらここのドアを破って入っても、誰も気にしないと思いますよ」


    「あ、それもそうですね……。いまさらなに言ってんですかね、私……」


    　花音は自じ嘲ちよう気味に笑った。それから顔を伏せて、嗚お咽えつが混じりそうになるのをどうにかこらえる。紡つむ生ぎを殺され、ミアの現状を目まの当たりにし、もはや花音の心は擦すり切れそうになっていた。武尊は花音が落ち着くのを、黙って待っていた。


    「ごめんなさい。もう、落ち着きましたから。泣いている場合じゃないですよね、ミアちゃんを止めないといけないのに」


    「……もう少しだけ、力を貸してください。そうすれば、あとはこっちでなんとかしますから」


    　花音は黙って頷うなずきながら、手の甲で目め尻じりを拭ぬぐうと、武尊の肩を持った。そのまま花音に肩を支えられる武尊は映画館の入り口までたどり着く。


    　ガラス張りの扉からは薄暗いロビーが見渡せた。武尊はロビーの様子に目を配りながら、ドアノブに手をかける。しっかり扉は施錠されていた。


    　花音は扉に超聴力を宿した耳を扉につけ、中の様子を探る。


    「……こっちも大丈夫そう、ですね。なんの音も聞こえません」


    「じゃあ、行きましょう」


    　武尊は何度もドアの鍵穴の近くを蹴ける。もともと頑丈な作りでなかったためか、数度の蹴りでドアは破られた。


    　薄暗いロビーには誰の気配もない。


    　壁には青いシートが張られ、設置された自動販売機も、非常灯も明かりは消えたままだった。


    　花音は眉み間けんにしわを寄せながら耳をそばだてる。薄暗くても周囲の状況を把握できる花音に引っ張られる形で、武尊は観客席ホールの扉にたどり着いた。


    　もう一度、花音は扉に耳をつける。緊張しながら呼吸する花音だったが、こちらも問題はないらしく、大きく頷いた。


    　武尊は扉を開き、ホールの中に入った。奥に設置されたスクリーンは暗幕が下ろされ、一切の光を閉ざしている。陳列する観客席にも当然人の姿は見当たらない。


    「客席にあるんですよね。どの席を見ればいいんですか？」


    「Ｍの11番。その座席シートにあるはずです」


    　緩ゆるやかに傾斜がつけられた通路を歩きながら、武尊たちは該当の席の列まで歩を進める。座席番号、Ｍ‐11はちょうどホールの中央に位置する。席の前後はあまり間隔がなく、一人ずつ通るほどのスペースしかない。先に花音が列を進み、それに武尊が続く。狭い通路に足を取られないよう、慎重に歩いていた武尊たけるはふと違和感を覚えた。


    「どうしたんですか？」


    「いえ……」


    　武尊はもう一度あたりを見渡す。だが明かりもついていない場内でいくら目を凝らしても、なにも見えはしない。結局、花か音のんの耳以上にこの場を把握できる手段はないのだ。


    　花音の耳？


    　そこで武尊は思い至る。


    　もしもここにいる何者かが花音の能力を把握していたとしたら、どんな対策手段を取るだろう。この映画館の、この場所で、花音の耳を封じる手段──。


    　もう一度武尊は目を凝らす。注目したのはスクリーンの暗幕だ。


    　もともとこの映画館の暗幕は左右に開くタイプだったはずである。だが、いま武尊が目にしているのは天井から吊つるすタイプのものだ。


    　たとえばあの暗幕が音を吸収する遮音シートだとしたら。


    　暗幕の裏側にいる人間の息遣いも鼓動もたやすく遮さえぎってしまうだろう。


    　おそらく花音の超聴力を欺あざむくことさえできるはずだ。


    「伏せて、先輩っ」


    「え？」


    　花音が答えたその瞬間、ホールのスピーカーから大音量の音楽が流れた。


    　凄すさまじい音圧がホールじゅうに響き渡る。鋭敏な聴覚を持つ花音は悲鳴をあげ、耳を押さえた。それでも花音は外装器官を解除しない。


    　いきなり天井の明かりがつけられる。急な明るさの変化に、武尊の目はくらみそうになった。スクリーンの暗幕を突き破って、なにかが勢いよく飛び出してくる。


    　しなるように繰り出されるムチ状の物体。その先は棍こん棒ぼうのように丸まり、表面にはくつもの突起物が走っている。よける間もなく、武尊は左肩を物体によって殴打された。突起物が武尊の皮ひ膚ふをえぐり、血が噴き出る。


    　その武器がなにか、武尊は知っていた。リヴァイアサンの怪人オルタ、レミオの舌先だった。


    「武尊くん！」


    「動かないで、花音ちゃん」


    　駆け寄ろうとした花音はその場で動きを止めた。いつのまにか花音の背後には小さい人影がにじり寄り、コンバットナイフの刃を首筋に当てていた。


    　リヴァイアサンのメンバーにして、猫を模した怪人オルタ、マトルだ。


    　破られた暗幕からは双子の妹であるハトルがスナイパーライフルの銃口をこちらに向け、隣には舌を繰り出したレミオが並び立っている。


    　新生リヴァイアサン結成当時からのメンバーであり、花音にとってはそれ以前から──『異人塾』の頃から親交が続く仲間でもある。そんな彼らが揃そろって、武尊たけると花か音のんに武器を向ける。二人を見つめる彼らは冷たい眼まな差ざしをしていた。


    　やがてスピーカーの再生が止まる。代わりに拍手する音が観客席の後方から聞こえた。


    「いやぁ、やっとご対面となったなぁ、二代目ヘルヴェノム卿きよう。お嬢ちゃんも、ここまでエスコートご苦労さま」


    　イカの姿を模した怪人オルタ、イカルガが触手をくねらせながら歩み寄ってくる。肩を押さえていた武尊はイカルガを睨にらむが、不意に視界がくらんだ。


    　膝ひざから崩れ落ちそうになるのをどうにかこらえるが、身体からだがガタガタと震ふるえ始める。


    「おいおい、あんまり無理をしなさんな。レミオの舌に毒が含まれているのは、お前だってよく知ってるだろ？」


    　イカルガの嘲あざける声が武尊の頭にガンガンと反響する。夢と現うつつの境が曖あい昧まいになり、武尊はこめかみを押さえた。毒が身体じゅうに回り、力を奪っていく。


    　レミオの毒は致死性のものではない。しかし相手の筋肉を弛し緩かんさせ、身動きを取れなくする効能がある。いまこの場から動くことはままらない。


    　弱りつつある武尊を、イカルガは愉快そうに眺めていた。


    「さぁ、どうした、二代目。いつか俺に武器を向けたときみたいに立ち上がってみろよ。それとも、あのスーツがなければなんにもできないのか？」


    　武尊は答えることさえできなかった。ただ意識を繋つなぎ止めるのに必死になっている頭では、思考をまとめるのすら難しくなっていた。


    　隣にいる花音はナイフを突きつけられたまま、震え続ける。


    　先ほどまで疲ひ弊へいしていた花音の顔にある感情がにじんでいた。


    　憎悪の感情だ。


    



    
      ＊

    


    



    　仲間から突きつけられるナイフの刃は硬く、そして冷たかった。


    　花音は身じろぎひとつできない。


    　一歩でも動けば、ハトルの刃か、マトルの弾丸か、あるいはレミオの舌先か。いずれかの攻撃により、花音の命は断たれるだろう。


    　どうして彼らがここまで花音に敵意を向けるのかわかない。それでも、いまの花音にはもっと優先すべきことがあった。


    　絶対に許してはいけない相手が目の前にいるからだ。


    「なんで……なんであなたが、ここにいるんですか……？」


    「なぜ？　おいおい、リヴァイアサンの拠点に俺らがいちゃいけない道理でもあるのか？　ＧＰＳ発信機にも気づかない、お間抜けな嬢ちゃんよぉ」


    「ＧＰＳ……まさか、あのときに……！」


    「油断しすぎなんだよ。敵を警戒するなんざ、当たり前のことだろうが。どうせお前らにはほかに頼れるあてもない。向かってる先を見て、ここだろうと踏んではいたが……いやぁ、おじさんの勘も捨てたもんじゃないだろ？」


    　イカルガがわざとらしくのけぞってみせる。怪人オルタ態の姿では表情はわからないが、嘲ちよう笑しようを浮かべていることは理解できた。


    　紡つむ生ぎの叫びと彼女の身体からだが引き裂かれる音が、花か音のんの頭に蘇よみがえる。


    「……ふざけないで、くださいっ」


    　自分の怒りが届かないことを知りつつ、それでも口に出さずにはいられなかった。


    「紡生さんを……よくも、よくも……！」


    「ああ、まったくだ。リヴァイアサンの同胞、十と雲ぐも紡生。偉大なる怪人オルタドクモルの娘である彼女を殺した者を俺たちは許したりしない。なぁ、裏切り者のお嬢ちゃん」


    　一瞬、イカルガがなにを言っているのかわからなかった。


    　しかし花音を見つめるレミたちの怒りに満ちた眼まな差ざしを見て、理解する。イカルガはよりにもよって、自分に紡生殺しの罪をなすりつけたのだ。


    「違うっ！」と花音は声を張り上げた。「紡生さんを殺したのは、あなたのくせに！　私は誰も裏切ってなんか──」


    「だが、ガイムーンと通じていたのは本当だろ？」


    　機先を制したイカルガの言葉に、花音は一瞬言葉を詰まらせる。それはこの状況において致命的な反応だった。


    「……ほんとう、だったんだ」


    　背後にいるハトルが小さく呟つぶやく。こころなしか、首筋に突きつけられたナイフが震ふるえているようだった。


    「聞いて、ハトルちゃん……紡生さんは、私をかばってあの人に殺されて……」


    「ちょっとだまってよ、桜さくら井い花音」


    　ハトルは渇かわいた声を出しながら、ナイフにさらに力をこめた。花音の白い肌にぷっくり血の玉が浮き出る。


    「怪人オルタ態に変身しても無駄だよ。このナイフは外装器官だって切り裂いちゃう特別製なんだから。一歩でも動いたら、すぐに引き裂く」


    「聞いて、みんな……お願い……私を信じて……」


    「信じる？　悪いが、いまオレたちはそんな判断ができるほど冷静じゃねーんだよ……」


    　カメレオンを模した姿になっているレミオの視線は花音と武尊たけるを忙せわしなく往復している。


    「もう、頭の中がぐしゃぐしゃなんだよ……二代目はそんなガキの人間ネイテイブだとか、街では怪人オルタがみんな暴走しているとか、またガイムーンが妙な力をつけやがってるとか全部ひっくるめてどうだっていい！　オレたちの仲間が！　紡つむ生ぎがあんなズタズタな姿にされて殺されたんだ！」


    　いつもは粗雑なレミオが、胸の内をさらけ出すように叫んだ。


    「オレだってお前を疑いたくねーよ！　信じたくねーよ！　でもなぁ、すくなくともお前がガイムーンと通じていたのは事実だろうが！　それが事実だってお前も認めちまったじゃねーか！　なんで敵と通じてたんだ！　ガイムーンを助けるために、紡生を殺したのか！」


    「だから、私じゃない……！　全部、この人が……！」


    「ガイムーンと通じ、こうしてひそかに二代目とも共謀していた。そんなやつの言葉を誰が信じると思う？　ま、嬢ちゃんへの尋問は後回しにするとしてだ」


    　イカルガは切り捨てるように告げると、武尊たけるのもとへ触手を伸ばす。毒がまわり、倒れ伏そうとしている武尊の首を掴つかみ、冷酷に告げた。


    「忌いま忌ましいねぇ、こんなガキが絶対悪アルケマルスを名乗っていたとは。できるならこの手であの仮面を剥はいでみたかった……本当に、本当に、残念だよ」


    「……なら、いまからでも……遅くはないぞ？」


    　武尊は顔を青白くさせながら、答える。


    「お前の獲物は、ヘルヴェノム卿きようとしての、俺なのだろう。ここに、力を取り戻す手段がある……そうすれば、お前の望みどおり、ここで決着をつけることも……」


    「だから、こうしているんだろうが」


    　イカルガの触手がさらに強まる。武尊が苦しげに呻うめき声を漏もらした。


    「ダサイ命いのち乞ごいをしてるんじゃねーよ、二代目。俺はずっと前から、お前に宣戦布告してたはずだぜ？　こんなボロボロの状態まで追い詰められやがってよぉ」


    「イカ、ルガ……」


    　触手の絞めつけが徐々に力を増していた。武尊の意識は遠くなりかける。


    「おっと、居眠りはだめだなぁ」


    「っ!?」


    　武尊の左太ももに向けて、触手の先から溶解液が噴射された。わずかな量だが、衣服ごと皮ひ膚ふを溶かし、蒸気を発生させる。武尊はついに膝ひざを立てて、床に座り込んだ。


    　あまりの惨状に、花か音のんは耐えられずに叫ぶ。


    「やめてっ！　やめてください！　なんでこんなひどいことができるんですか！」


    「ひどい？　こいつは慈じ悲ひだよ。俺はただ、こいつに自分の罪を懺ざん悔げさせてやってるだけだ」


    　イカルガの声こわ音ねに、面白がるような態度も、興奮している様子もなかった。冷静に、冷徹に、武尊に痛みを加え続ける。


    「たくさん殺してきたおかげでな、どこまで痛めつけると死んじまうか、調整がうまくなったんだ。すぐには殺さんよ？　お前が絶望し、すべてを諦あきらめるときまで、この『地獄の生』は続くんだぜ？」


    　誰かを殺すことなど、この怪人オルタにとってパンを食べるのとおなじくらい、ありふれた行為なのだ。花か音のんは理解する。


    　この怪人オルタは、本物の悪なのだと。


    　ならばこそある意味、勝機があるともいえる。


    　ガイムーンだ。


    　皮肉な話だが、超感覚を宿したガイムーンならばきっとこの事態にも気づく。そうなれば、きっとガイムーンが、この悪を討つ──。


    「ああ、頼みのガイムーンなら来ないよ。たぶんだけど」


    　花音が抱いだいた淡い希望を、イカルガはあっさりと打ち砕く。


    「いま街じゅうで暴れている怪人オルタたちの対応にあのヒーローは追われている。俺の兵隊たちが常に報告を入れてくれるんでね。だから、ま、ギリギリまで楽しむつもりだよ。ガイムーンが来そうになったら、すぐに殺さなきゃならないんでね」


    　花音はあの外種エクストラたちの姿を思い返す。イカルガは街じゅうに外種エクストラたちを解き放ち、混乱を撒まき散らしているのだ。


    　ガイムーンが駆けつけてくることはできないだろう。仮に駆けつけてきたとしても、その前にイカルガは武尊たけるを殺そうとするはずだ。


    　身体からだを蝕むしばむ毒と出血のせいか、武尊は荒く息をついていた。もはや戦うこともできない武尊に、イカルガはなおも執しつ拗ように降伏を迫る。


    　いまここで花音が動かなければ、誰も助からない。


    　──行きなさい、花音っ！　あなたの闘争を貫くために！


    　紡つむ生ぎの最後の言葉を思い返し、花音は息を吐く。


    　まだ武尊は諦あきらめていない。いままでそうしてきたように思考を続け、あらゆる手段を模索しながら、勝利の可能性を追求し続けているはずだ。


    『共犯者』である花音にはわかる。ずっと武尊の闘争を傍そばで見てきた。だから武尊がそうしてきたように、花音もまた情動を切り捨て、理性で考える。


    　イカルガはきっと、自分のことなど眼中に入れていない。やたら花音の裏切りを強調するのも、紡生の死で動揺しているレミオたちを繋つなぎとめる餌えさとしてだろう。


    　だからまずは、イカルガの目をこちらに向けさせる。


    　まだ耳にまとった外装器官は保持している。超聴力は生きていた。


    　意を決して、花音は口を開いた。


    「その人を殺して、それでどうするのですか？」


    　イカルガは花音の言葉に反応せず、触手は武尊の首を絞めつけたままだ。もともと怪人オルタ態の姿で表情など窺うかがえるはずもない。


    　しかし心音だけは偽れない。


    　イカルガの心臓は平常のリズムを保っている。


    　この状況に緊張も、動揺もしていない。花か音のんは注意を払いながら、言葉を続けた。


    「確かにその人を殺せば、あなたの気は晴れるかもしれない。でも、それだけです。ヘルヴェノム卿きようは敗北し、ガイムーンは三年前よりもさらに強大になった。これからますます怪人オルタは生きづらくなる。この人を殺しても、なにも変わりませんよ」


    「……なにが言いたいんだ、嬢ちゃん」


    「あなたは二代目ヘルヴェノム卿を戦うに値する獲物だと認めているんですよね？　それほどの力を持った人間との関係を築くことが、これからの怪人オルタに必要なのではないですか？　あなたの独りよがりで、怪人オルタの未来を壊すつもりですか？」


    「ハン、裏切り者が怪人オルタの未来を語るか？」


    「自分の欲望を満たすことしか能のない第一種フアーストよりは語れるつもりですけど」


    「へー……」


    　イカルガの心音は変わらない。


    　いまの花音の言葉は挑発にすらならないらしい。こちらの意図に気づいている可能性もある。


    　だが花音は言葉を紡つむぐ。言葉こそが、いまの花音が使える唯一の武器なのだ。


    　心音に耳を澄ませながら、言葉を当てる。


    　深海を探る潜水艦のソナーのように、イカルガの心を探り続ける。


    　とにかく少しでも武尊たけるの命を長く繋つながなければならない。武尊は戦うことはできない。レミオの毒により、武尊は弱りきっている。だからこそ、失敗は許されない。


    「あなたはほかの第一種フアーストとは違う。あなただけの望みがあるんですよね。いまその人を、みんなの前で殺すというのなら、そのための理由を語ってください。レミオさん、ハトルちゃん、マトルちゃん。みんなだって聞きたいはずですよね？」


    　三人は答えない。


    　しかしイカルガと違い、心拍は素直に反応した。態度にこそ出さないが、三人もまたイカルガの言葉を聞きたがっている。


    　そんな気配を察してか、イカルガは呆あきれたように肩をすくめた。


    「……おいおい、どーした、お前たち。裏切り者の言葉になに感化されてるんだ？」


    「ごまかすのはやめてください。イカルガさん、あなたが望むものはなんなんですか。あなたの『良き闘争』はいったいなんですか。ここで二代目ヘルヴェノム卿を殺して、あなたの望みは本当に果たされるんですか？」


    「もういい、ハトル。そこの嬢ちゃんを殺せ。いいかげん黙らせろ」


    「いま、私の口を封じてしまっていいんですか？　それでみんなを説得できると思っているんですか？」


    「……なにボサッとしてるんだ。マトルも、レミオも、誰でもいい。とっととこの裏切り者を殺せよ」


    　イカルガは感情を見せない声で告げた。


    「お前ら怪人オルタなんだろ？　この女のことを憎んでるんだろ？　なら、殺せ。怪人オルタなら怪人オルタらしく、気にいらねーもん全部ぶっ殺せ」


    　三人は迷っている。イカルガの言葉に惑わされ、揺れている。いままで次種ネクストはずっと怪人オルタと人間ネイテイブのあいだで揺れながら生きてきた。


    　第一種フアーストは人間ネイテイブを憎悪し、自分たちの居場所を作るためにリヴァイアサンを結成した。彼らの頭には人間ネイテイブとの共存という概念は存在しない。


    　だから怪人オルタたちは絶対悪アルケマルスという概念を作り、それにすがった。


    　しかし、花か音のんたちは別の選択肢を知っている。


    「私たちの生き方を、あなたたちが決めないでくださいっ」


    　花音は泣きそうになるのをこらえながら、叫んだ。


    「十と雲ぐも先生が教えてくれました……。私たちの武器は暴力だけじゃない。わかりあうための言葉も、わかりあえる心も持っている……。私たちはこの武器を使って、戦って生き抜いていく。気に入らないもん全部壊せ？　バカ言わないでください。私たちはあなたたちとは違う。わたしたちはヒーローに倒される悪なんかじゃない！」


    　その叫びに、三人が反応した。


    　共感か、驚きか、拒絶かはわからない。それでも花音は自分の言葉に、三人が反応してくれたのが嬉しかった。十雲の言葉が残っているのは花音だけじゃない。ちゃんと『異人塾』のメンバーにも残っているのだ。


    「……なに言ってんだろ、悪だろうが、俺たちは」


    　イカルガの声こわ音ねが一段、低くなる。花音の背中に凍りつくような悪お寒かんが走った。普段はおどけた口調に隠された、イカルガの敵意がいま花音に向けられる。


    「俺たちの存在は本質的に悪なんだよ。生まれも育ちも冗談みてーな存在の俺たちが生きるには全部ぶっ壊して、やり過ごすしかねーだろ。そのためのリヴァイアサンだ、そのための絶アル対ケマ悪ルスだ。それがわかってねーやつが、リヴァイアサンに関わろうとするんじゃねーよ」


    　顔を青白くさせた武尊たけるがふらふらと上体を揺らしている。


    　しかし花音の耳はイカルガの変化を聞き逃のがさなかった。


    　絶対悪アルケマルス、と口にしたイカルガの心拍がわずかに跳ね上がったことを。


    　花音は考える。


    　なぜイカルガは武尊をすぐに殺さないのだろう。


    　もういまの武尊に戦う力はない。


    　イカルガ自身が言ったとおり、武尊との決着はすでについているのだ。それなのにイカルガはなににこだわっているのだろう。なにをもって、決着をつけると考えているのだろう。


    　花か音のんは武尊たけるを見る。もう弱りきっている武尊だが、その目は絶望からは程遠い。まだ勝利を諦あきらめていない。ガイムーンを倒す、ただそれだけの意志を貫くために──。


    「あっ」


    　そこで花音は気づく。


    　イカルガが本当に勝とうとしているものの正体。


    「……あなたが倒したいのは、武尊くんじゃない」


    　花音は呟つぶやいた。


    「本当に倒したいものは、ヘルヴェノム卿きよう……絶対悪アルケマルスという概念そのもの……」


    　初めてイカルガが顔を上げた。ずっと武尊に向けられていた目がゆっくり花音に向き直る。瞳のない真っ黒い目を見据え、花音は語りかける。


    「……それがあなたの『良き闘争』なんですね、イカルガさん。あなたはずっと、絶対悪アルケマルスを倒そうとしていた……本当はヘルヴェノム卿を超えたかったんじゃ……」


    　ドックン。


    　イカルガの反応は劇的だった。


    　いきなり触手を動かし、花音の顔めがけて溶解液を噴射した。花音が反応する前に、いきなり何者かに床に押し倒された。ジュッと肉の溶ける音が聞こえた。


    「ハトル！」


    　スナイパーライフルを構えていたマトルは悲痛な声を上げた。


    　いつのまにかハトルが花音を床に押し倒し、花音に覆おおいかぶさっていた。さっきまで花音にナイフを突きつけていたハトルが苦しげに肩を押さえている。溶解液を浴びたのか、通路に血が垂たれる。


    　イカルガは一切躊ちゆう躇ちよせず、花音に第二射を向けようとする。


    　次の瞬間、発砲音とともに触手が弾け飛んだ。溶解液を噴射しようとした触手と、武尊を掴つかんでいた触手が続けざまに床に落ちて、崩れる。


    　弾丸を撃ち尽くしたマトルは怯おびえながら、次弾を装そう填てんし、狙ねらい撃とうとした。


    　その前にイカルガは全身を透明化、姿を晦くらませる。


    　次の瞬間、マトルは見えない触手のムチで殴打され、床に叩たたき伏せられた。


    「やめろ、やめろぉ！」


    　レミオが叫びながら、姿を消したイカルガに対抗しようとする。場内の明かりに照らされて、床にはイカルガの影ができていた。あたりをつけて舌を繰り出すレミオ。


    　だが舌先がヒットしようとした瞬間、いきなりマトルの体が引っ張られ、盾にされる。


    　まともにレミオの攻撃を食らったマトルはそのまま気を失った。


    「てめぇ！　イカルガァ！」


    「ダメ、レミオさん！」


    　激げき昂こうするレミオに花か音のんの声は届かない。そのままイカルガに向かって突撃するレミオは、張り巡らされた触手の罠わなに気づけなかった。四方から発射された溶解液を浴び、レミオは悲鳴をあげながら、床に倒れた。


    　急所は外れたようだが、四し肢しが溶解液に溶かされ、蒸気を発していた。


    　あっというまにイカルガは次種ネクストたちを蹂じゆう躙りんする。


    　あれだけの戦闘をこなしてもなお、イカルガの心音は平静そのものだった。


    「……バカが。バカが、バカが、バカが、バカが、バカが、このバカどもがっ」


    　映画館のホールに、感情のないイカルガの罵ば声せいが響く。


    「未来だ、仲間だ、絆きずなだと、どいつもこいつもくだらねー幻想にしがみつきやがって。怪人オルタがそんなもんを信じてんじゃねーよ。お前ら次種ネクストも、闘争に殉じゆんじず組織ごっこしている第一種フアーストもどいつもこいつもゴミばかりだな。俺たちの生き方はもっとシンプルだったはずだろうが。気にいらねー相手の意志を叩たたきのめし、そいつに打ち勝つ。俺は最初から絶対悪アルケマルスなんてものが大嫌いだった。いつかそいつをぶち壊すつもりでいたんだ。それを……ああ、クソがっ」


    「悪いが、お前に俺の意志を折らせはしない……」


    　いきなり聞こえた声に、イカルガがゆっくり振り返る。


    　武尊たけるは朦もう朧ろうとした意識で、なおもイカルガを睨にらみながら言った。


    「俺は最初から、お前のことなんて眼中にない。お前のために、俺は絶対悪アルケマルスになったんじゃない。だから、俺の闘争の、邪魔をするなっ」


    　ドックン。


    　イカルガの心臓がいままで一番大きく跳ね上がった。


    　動揺、拒絶、そして激しい怒り。


    　花音は次に起こることを予期する。


    　このままイカルガは殺すつもりだ。武尊を容よう赦しやなく、殺すつもりなのだ。


    「……あー、そうかい」


    　ゆらりとイカルガの身体からだが動く。透明化していても、花音の耳には見えている。イカルガの意識はもう武尊に注がれていた。


    　イカルガと戦うか？　いいや、花音が立ち向かったところできっと勝てはしない。やるなら一瞬、一瞬で決着をつけなければならない。


    　なにかないかと探した花音は、足元に転がる『それ』に気づいた。


    　花音の胸が締めつけられる。呼吸が急に荒くなる。


    　イカルガの触手が動く。花音のことに気づいていない。


    　決断のときは近づいていた。


    　花音が『それ』を拾ったのとおなじタイミングで、イカルガは叫んだ。


    「ならば、死ね！　二代目！」


    　武尊たけるの身体からだを貫かんと、触手が繰り出されそうになったその瞬間、花か音のんは走った。


    　激しく鼓動を続けるイカルガの心臓めがけて、『それ』──ハトルのナイフを繰り出す。


    　──このナイフは外装器官だって切り裂いちゃう特別製なんだから。


    　イカルガは武尊の動きに気を取られ、花音の動きに気づかなかった。


    　だからあっけないほど簡単に、決着はついた。ようやくイカルガが花音の接近に気づいたとき、イカルガの胸には深々と花音の握るナイフが刺さっていた。


    「…………へっ？」


    　先ほどの怒りが嘘うそのように、イカルガは間抜けな声を漏もらした。


    　なにかを確認するように胸元に手を当てようとして、いきなり崩れ落ちる。外装器官が塵ちりとなり、うつろな顔をした中年の男の素顔が晒さらされた。


    「おいおい、じょうだん……だろ……」


    　イカルガの瞳は刺した花音ではなく、最後まで武尊を見ていた。なにかを求めるように、イカルガはスラックスに手を突っ込んだ。震ふるえる手で取り出したのはタバコの箱とジッポだ。


    「はやく、へんしん……まだ、おれのとうそう、けっちゃく、は………」


    　イカルガの手からタバコの箱がこぼれ落ちた。


    　それっきり言葉は途絶える。もう心音も聞こえない。花音は呆ぼう然ぜんとナイフを刺した骸むくろを見下ろす。それからじっと血に濡ぬれた自分の手を見つめた。


    　いままでリヴァイアサンの怪人オルタとして、いくつかの犯罪には関わってきた。


    　人の死もたくさん目まの当たりにしてきた。


    　けれども、この手で誰かの命を奪ったのは、これが初めてだった。


    　犯した罪を実感した途端、花音は口を押さえた。猛烈な吐き気とめまいに襲われ、わけもなく涙が溢あふれた。


    　イカルガは紡つむ生ぎを殺した。みんなを傷つけた。紛まぎれもない悪だったといまでも思う。あそこでやらなければ、武尊は殺されていた。


    　それでも、罪は罪だ。決して許されるものではない。


    「花音、ねーちん……」


    　腹を押さえながら、ハトルが涙声で言った。


    　それで花音は我に返った。まだレミオも、マトルも、そして武尊も息はある。みんなまだ生きていた。


    「ハトルちゃん……みんな……どうして私を、助けて……」


    「わかんない……わかんないよ……ガイムーンのことだってわかんないし、正直許せないけど……やっぱり、花音ねーちんに、死んでほしくないもん……！」


    　ハトルはぐずぐずに泣きながら、尋ねた。


    「ほんとうに、ほんとうに紡つむ生ぎねーちん、殺してないの？　花か音のんねーちんを信じていいの？」


    「……もちろんです。紡生さんを殺すくらいなら、舌噛かみ切って死にますから」


    「そっか……へへ……よかった……」


    　ハトルの変身が解ける。人間ネイテイブ態の姿に戻ったハトル──猫ねこ宮みや葉は斗と子こは瞼まぶたを閉じたまま、動こうとしなかった。驚いた花音は葉斗子を起こそうとするが、寝息を聞き、安あん堵どする。


    　もう外装器官を保つのも限界だった。花音は限定的な変身を解除する。


    「ありがとうございました、花音先輩……。これで、どうにか……」


    「武尊たけるくんっ！」


    　慌てて花音は武尊に駆け寄った。武尊の身体からだは汗でぐっしょりと濡ぬれている。しかし体温は異常に冷たい。膝ひざにあびた溶解液で皮ひ膚ふがただれ、赤黒い筋肉が露出している。


    　もはや立ち上がることもできないだろう。すぐに病院に連れていかなければならないのは明白だ。


    　それでもいまはまずやるべきことがある。


    「……次はどうしますか、武尊くん」


    「座席の、Ｍの11番のシートを、壊してください…クッションの中に、入っているはずですから……」


    　動けない武尊の代わりに、花音はイカルガの屍し体たいからナイフを抜き取った。血でべっとり濡れた刃にも、感覚が麻ま痺ひしている。そのままシートのもとまで歩き、ナイフでクッションを引き裂いた。ガワを貫くナイフの刃先に硬い手応えが伝わってくる。花音はナイフでシートを切り裂き、中身を確認した。


    　出てきたのは小さな金属のカプセルだった。ただのカプセルではなく、指紋認証ロックがつけられている。


    「これで、いいんですか？」


    「……はい。ありがとうございます」


    　カプセルを受け取った武尊は手を震ふるわせながら、指紋認証キーに親指を押し当てる。するとカプセルの開閉機構が作動し、カプセルが開かれる。すると白いガスが噴き出し、液体の入った小さなピストン容器が現れた。ピストン容器には無色の液体が入っている。


    「武尊くん……これが武尊くんの探していた、仮面なんですか？」


    「そう、です……。それがどうかしました？」


    「だってこれ……薬ですよね？　『バックアップ』っていうから、スーツやマスクの予備だとばかり……」


    「薬じゃ、ありませんよ……。こいつは言うなれば……レトロウィルスです」


    「レトロウィルス？」


    　尋ねる花音に、武尊は頷うなずいてみせる。


    「宿主の遺伝子を組み換える機能を持ったウィルスです……。こいつを打ち込んだ人間は、ウィルスによって……新たな特性を獲得できるんです……。──たとえば全身のオルタ細胞化、とか」


    　武尊たけるの説明を聞くにつれ、花か音のんに悪お寒かんが走った。


    　外装器官はオルタ細胞によって構成されている。


    　変身能力を司つかさどるオルタ神経節によって、オルタ細胞が生み出され、外装器官を形成しているのだ。つまりオルタ神経節とは人間ネイテイブ態と怪人オルタ態の切り替えを行うためのスイッチの器官だともいえる。


    　もともと武尊はオルタ神経節を持たない普通の人間であり、聞くところによれば、先天的にオルタ神経節を移植することができない体質だったという。


    　だから武尊はオルタ神経節の代わりにＡＣＭシステムの力を借り、スーツと仮面を身に纏まとった。沖おき名な武尊とヘルヴェノム卿きよう、二つの顔を使い分けるために。


    　だから武尊が仮面を取り戻すと言ったとき、てっきり花音はここにヘルヴェノム卿のスーツの予備が隠されているのだと思っていた。


    　だが、それが思い違いなのだとしたら？


    　武尊はオルタ細胞を宿していない普通の人間だ。だからこそ、いままでマスクやスーツを身に纏って、戦ってきた。


    　だがもしもその前提を崩せるのだとしたら？


    　もっと別の手段で、ヘルヴェノム卿の力を取り戻せるのだとしたら？


    　武尊は焦点の合わない視線で、熱に浮かされたように言葉を吐き続ける。


    「スーツと仮面はいわば外装器官の模倣エミユレートです。この力を使うことで俺はガイムーンや第一種フアーストの怪人オルタたちと渡り合うことができた。だけど対抗する力を得るという目的に絞るのであればオルタ神経節やシステムの力を借りる以外にもうひとつ方法がある。これ以外に方法はありません。これ以外にミアを助ける方法はないんです」


    「武尊くん……ダメ、ダメです……それは……」


    　花音は武尊にしがみついた。武尊のコートを掴つかむ手がわなわなと震ふるえた。


    「なにをしようとしているか、わかってるんですか……。それが武尊くんのいうとおりのものだとしたら……つまり……」


    　武尊はひどく穏やかな声で、まるで殉じゆん教きよう者しやのような透明な笑顔を浮かべて、言った。


    



    「沖名武尊は完全な絶対悪アルケマルスとなる。もう二度と人間には戻れないでしょう」


    



    
      ＊

    


    



    　バックアップの開発は半年前に遡さかのぼる。


    　きっかけは半年前に死闘を繰り広げた元リヴァイアサンの幹部、ビートリガの拠点から回収した外種エクストラたちの研究データからだった。


    　外種エクストラはオルタ神経節を移植して生まれた人工的な怪人オルタである。しかし移植手術を受けるためには移植するオルタ神経節との適性が求められ、さらに手術を受ける側にも、執行する側にも多大な負担とコストがかかる。


    　だからビートリガは外種エクストラたちを量産する一方で、より効率的に人間を外種エクストラへと変える手段の開発も行っていた。


    　それが宿主の遺伝子を組み換え、体細胞をオルタ細胞化させるレトロウィルス──オルタライズ・ウィルスだった。


    



    「オルタライズ・ウィルスに感染した場合、通常の成人男性ならばおよそ三分で全身のオルタ細胞化が完了、宿主は完全に怪人オルタ態に変身する。オルタ神経節を持っていないため、宿主は人間ネイテイブ態に戻ることはできない。こういう表現が正しいのかわからないが、言ってみれば〝完全な怪人オルタ〟になるってことさ」


    　以前、武尊たけるは阿あ久く津つ邸の和室で千ち代よから話を聞かされていた。テーブルにはオルタライズ・ウィルスを収容したカプセルが鎮座し、重々しい存在感を放っていた。


    「ここにあるのは、朱あけ美みさんたちのグループがオルタライズ・ウィルス、および外種エクストラのデータを解析し、お前さん仕様に調整した代物だ。こいつを打ち込めば、お前さんの体はガイムーンのように、自らの意志に合わせて進化する能力を得ることができる。ま、うまくいけばの話だがね」


    「その、うまくいく可能性はどれくらいあるんですか？」


    「朱美さんの見立てによれば、およそ三一パーセント。度胸を試すには悪くない数字だ」


    「……もしもうまくいかなかったら？」


    「全身の細胞は悪性腫しゆ瘍よう──つまりガン細胞となる。運がよければ、即死できるだろうさ」


    　千代は面白がるように言って、キセルの煙を吐いた。


    　全盛期の姿からはすっかり老いてしまった千代だが、キセルを構えた姿だけは初めて会った頃の初代ヘルヴェノム卿きようとなにも変わらない。


    　武尊はひとつ懸念点を聞いた。


    「もしもそのウィルスを打ち込んで、無事に変身できたとして、ＡＣＭシステムと同等の力を得られると思いますか？　ただの怪人オルタ並みの力では意味がないんです」


    　しばらく千代は考え込んでから、ゆっくりと言った。


    「お前さんがＡＣＭシステムと接続して、もうどれくらいになるかね？」


    「……あなたと初めて会ったときからですから、六年ほどです」


    「六年か。まだそんなものしか経たっていなかったんだね」


    　千ち代よは自じ嘲ちよう気味に笑ってから、キセルの灰を落とした。


    「ＡＣＭシステムは意志を持たないサポートＡＩだ。あくまで装着者の意志を尊重し、それに応じて、最適な力を与える。お前さんはＡＣＭシステムの側に自分を近づけていくと考えているようだが、それはすこし違う。なぜならばシステムもまたお前さんの意志の影響を受けるからだ」


    「俺の、意志の影響？」


    「相互作用だよ。お前さんの心とシステムは互いに接近し、混ざり合う。長年、装着を続けていれば、両者は共鳴し、おなじものとなるんだ」


    「……つまり、どういうことです？」


    「お前さんの心に、すでにＡＣＭシステムは宿っているということだよ」


    　千代はまっすぐキセルの先端で武尊たけるを指した。


    「おそらくお前さん自身は意識していないだろう。だがシステムはずっとお前さんの心を判定してきた。深しん淵えんを覗のぞくものは深淵に覗かれている。お前さんが覚えていなくても、無意識下ではシステムの振る舞いもまた記憶されているのさ」


    　武尊は自分の胸元に手を当てた。


    　自分の身体からだに脈打つ、悪を感じ取ろうとする。


    「オルタライズ・ウィルスを打ち込んだとき、お前さんの中に眠れるＡＣＭシステムが覚かく醒せいし、ヘルヴェノム卿きようとしての力を与えるだろう。いや、もはやそれはヘルヴェノム卿とも呼べないかもしれないね。


    　外装器官は意志の具現化だ。ならば、きっとお前さんは変身するはずだ。沖おき名な武尊の中にある絶対悪アルケマルスそのものの姿にね」


    　武尊は黙って、オルタライズ・ウィルスのカプセルを見つめる。


    　やがて千代は深々と息を吐いて言った。


    「ただし、成功の確率は低い。こいつは万が一のときのための『バックアップ』と考えることだね。なんらかの事情でＡＣＭシステムが稼働できなくなり、お前さんがヘルヴェノム卿としての力を失い、それでもなお、己おのれの望みを叶かなえたいのであれば、こいつを使いなさい」


    　千代は『バックアップ』を握りしめながら言った。


    「保管場所は、旧リヴァイアサンの拠点──加か賀が里りオデオン。お前さんにとっても馴な染じみ深いあの場所へ取りに行くがいいさ。


    　使い所はよく考えることだね。すべてを失ってもなお守りたいものがあるのなら、こいつはきっとお前さんの力になるだろう……」


    



    　──そして現在、加賀里オデオン。


    　オルタライズ・ウィルスを格納したカプセルは、武尊たけるの手中にあった。


    　もともとウィルスを使うつもりはなかった。


    　これまでどおりＡＣＭシステムのサポートを受けながら、スーツと仮面の力でガイムーンを倒し、ミアを救い出すつもりだった。


    　システムを失ったあとでさえも、武尊はずっと別の手段を模索していた。まずは逃げ延びながら反撃の態勢を整え、改めてガイムーンとの戦いに挑もうとも考えていた。


    　だがもはや現在の状況はそれを許さない。


    　天羽あもうミアは真のガイムーンに覚かく醒せいしてしまった。もはや天羽ミアとしての人間性がどこまで残されているのか、武尊にはわからない。


    　仮にふたたびスーツを手に入れることができたとしても、いまのガイムーンに勝つ姿がまったく想像できなかった。


    　だから武尊はここへ来た。


    　すべてを失ったとしても、たったひとつのものを守るために。


    「ふざけないでくださいよ……そんなの、ダメに決まってるじゃないですか……」


    　花か音のんが武尊のコートの襟えりを掴つかみながら、泣きじゃくる。血を浴びた彼女の手は鉄に似た匂いがした。


    「どうして、どうしてなんですかっ。武尊くんも、ミアちゃんも、どうして自分から幸せを捨てるような方法を選ぼうとするんですか……。こんなやり方でミアちゃんを助けられるんですか……。ミアちゃんが幸せになるって、本気で思ってるんですか！」
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    「幸せになるかはわからない……。でもガイムーンに勝つためにはこれしかないんです……」


    　武尊たけるは昼間の光景を思い返す。


    　汀てい子こグラウンドで久しぶりに交わした、ミアとの会話。なんでもないような日常の光景。


    　もう別れは済ませた。心残りはない。


    　それにあの光景を見たからこそ、武尊はここへ来ることを選択できた。


    　武尊の幸せがどこにあるのかはわからないが、ミアの幸せは間違いなくあの光景にこそある。


    　少なくとも、ガイムーンという仮面に、ミアの幸福はない。


    「花か音のん先輩だって、あのガイムーンがどれほどおぞましいものか見ましたよね？　だから、こうして、一緒に来てくれたんじゃないんですか？」


    「そうです……いまのミアちゃんは、もう武尊くんや私が知ってるミアちゃんじゃない……ミアちゃんを助けたいって気持ち、私だって一緒です……。けど、こんなの……」


    　花音の目がじっとカプセルを見つめる。やがて花音は意を決したようにスマートフォンに手を伸ばそうとした。スマートフォンに記録された音楽データを使い、エコールに完全に変身するためだ。だがスマートフォンに伸びる花音のその手を、武尊は掴つかむ。


    「エコールには……変身させません……。このカプセルを壊すつもりだった、そうでしょ？」


    「離して……離してください……！　武尊くんがこのカプセルを使う必要なんてない！　もっと、もっとほかに方法があるはずです！」


    「ないですよ……。俺以外に、ミアの仮面を壊せるやつはいない……。ミアの運命を、壊せるやつはいないんです……」


    「……うぬぼれですね。どこから来るんですか、その自信」


    「あいつとは長年の付き合いがありますから……。なんとなく、わかるんです……」


    「……幼なじみが、そんなに特別なんですか。なんでミアちゃんのために、そこまで頑張ろうとするんですか」


    「わかりません……。わからないから……それを探しているんです……」


    「……なんですか、それ。答えになってないじゃないですか」


    「だったら……どうして花音先輩は俺とミアを助けようとしてくれるんですか……？」


    「それはっ」


    　花音が言葉を紡つむぐ前に、二発の銃声が轟とどろく。


    　床に血が撒まき散らされ、武尊の視界が暗くら闇やみに閉ざされた。床に倒れたのだと気づくのにしばらく時間を要する。そして花音もまた脇腹から血を流し、倒れ伏す。


    「武尊、くんっ」


    　花音は額に脂汗をにじませ、息も絶え絶えになっていた。


    　もともと高熱で意識もうつろになっていた武尊たけるは自分の痛みすらもあまり感じられなくなっていた。腹からどくどくと血が流れ、身体からだが軽くなる実感だけがあった。


    「やー、やー、やー。もうキミの役目は終わりだって言わなかったっけ、幼なじみくん」


    　くるくると拳銃を回しながら、見覚えのある仮面が歩いてくる。


    　梟ふくろうの仮面を被かぶった青いガイムーン──ミネルヴァはせせら笑うように言った。


    「もうヒーローを成長させる餌えさだっていらないから。とっとと死ねよ、悪党ども」


    



    
      ＊

    


    



    　ミネルヴァは【財団】が与えたコードネームである。


    　怪人オルタが人間名ネイテイブ・ネームと怪人名オルタ・ネームを使い分けるように、当然、ミネルヴァにも素顔としての名前がある。だがミネルヴァは決してその名を名乗らない。


    　三年前まで、ミネルヴァはこの街で普通に暮らす高校生だった。学校に通いながら、未来への展望も持てず、ただ漠然と時間を過ごすだけの毎日。


    　そんな最中、ミネルヴァは通っていた予備校──流星ゼミナールにて、特進クラスにいた同級生のグループからあるバイトをしてみないかと声をかけられた。


    　駅前にあるロッカーから、紙袋を取り出し、それを決まった日、決まった時間、流星ゼミナールの自習室にある決まった席に置くという、奇妙なバイト。


    　当時、小遣いに困っていたミネルヴァは特に断る理由もなく、そのバイトを引き受けた。


    　その紙袋の中身がドラッグだと知ったのはもう少しあとになってからの話。事実を知った頃には、もうミネルヴァは抜け出すことのできない深みにはまっていた。


    「これを誰かに喋しやべったら殺す。もうお前だって共犯者なんだ。覚悟しろよ」


    　当時、流星ゼミナールでは特進クラスの人間たちの手によって、ドラッグおよび売春の斡あつ旋せんが横行していた。月つき杜もり市に根を張っていたリヴァイアサンが壊滅したことで、ほかの街からヤクザ組織やドラッグの売買組織が勢力を伸ばしていたことが起因していたらしい。


    　ミネルヴァは正義感を振りかざすほど強くもなく、罪悪感をやり過ごせるほど図太くもなかった。追い詰められたミネルヴァは自ら命を断とうと決心した。


    　その日の朝、ミネルヴァは通学途中の駅のホームの端っこに立ち、ずっと線路を睨にらみつけていた。本来乗るはずの電車を見送ったのち、何本もの電車がミネルヴァの前を通り過ぎていく。


    　やがてホームから身を投げようとしたミネルヴァはその瞬間、いきなり肩を掴つかまれた。


    「ダメだよ、そんなことをしたら」


    　ミネルヴァを止めたのは、当時中学三年生の天羽あもうミアだった。


    　突然の乱入者に驚くミネルヴァだったが、ミアは構うことなく、自殺の理由を尋ねた。そのときミネルヴァがどう答えたのかは覚えていない。お節介を焼いてくるミアがわずらわしかったし、真実を話すわけにもいかず、学校がつまらない、とか、友達がいない、とかそんな投げやりな答えを返した気がする。


    　するとミアはこんな提案をしたのだ。


    「だったら、これから毎日、このホームで会いませんか？　それでお互いのことを少しだけ話すんです。そしたら、誰も見てないなんて嘘うそだって、わかるんじゃないですか？」


    　あの頃からミアはいまと大して印象が変わらない。人懐っこく、お節介焼きで、自分の正義を信じて疑わない子供。


    　いままでミネルヴァが築いてきた交友関係に、ミアのような人間はいなかった。


    　こうしてミネルヴァはミアとのささやかな交流を始めた。年下の少女になにをすがったのか、ミネルヴァはいまも言語化できない。もしかしたら自分の罪を忘れて気楽に話せる友人が欲しかったのかもしれない。


    　当時のミアは月つき杜もり市に帰ってきたばかりで、ガイムーンとして宿敵であるヘルヴェノム卿きようを倒したばかりだった。むろんミアは自分がガイムーンだなんて話はしなかった。ミネルヴァも自分が犯した罪のことは話さなかった。


    　青臭い正義を衒てらいなく口にできるミアをミネルヴァは尊敬するようになっていた。


    　そんなミアに感化され、ミネルヴァは自分の現状に抗あらがうことを決意した。


    　元締めである生徒たちにばれないよう、当時予備校でもっとも生徒たちからの信頼を集めていた講師に自分がやったことをすべてメールで送った。


    　講師はしっかりと話を聞いてくれた。事態を重く見た講師はさらに詳しく事情を聞きたいと、講義が終わったあと、相談室に来るように告げた。


    　ミネルヴァは信じてくれたことが嬉しかった。


    　そして講義が終わり、相談室に行ったミネルヴァは現実の残酷さを思い知った。


    　相談室にいたのは信頼していた講師、そして元締めである七人の生徒たちだった。


    「これは私たちにとっても大事なビジネスなんだよ、わかるね？」講師はいつもの柔和な口調でさらりと告げた。「さぁ、おしおきの時間だ」


    　ミネルヴァは一時間にわたって、ありとあらゆる暴行を受けた。何本の骨が折れたかわからない。左耳が聞こえなくなっていた。


    　どうして誰も助けてくれないの？　ミネルヴァは問いかける。


    　ここには掛け値なしの悪がいる。滅ぼすべき悪がいる。怪人がいようといまいと、弱者はいつだって悪に脅おびやかされている。誰か助けて。ボクはここにいる。お願いだから、助けてよ。


    　そのときだ。


    　暴行を受けているミネルヴァの現場に、ひとりの少女が駆けつけてきた。


    「……なに、してるの？」


    　天羽あもうミアだ。彼女は大きめのスポーツバッグを抱かかえ、呆ぼう然ぜんとミネルヴァと、ミネルヴァに暴行を加える者たちを見つめた。


    　ミネルヴァは一度たりとも、ミアに自分が関わっている事件の話をしていない。だがミネルヴァの態度から、ミアはなにかを察したらしかった。


    「あ、ああ……」


    　まるで頭痛を抑えるように、ミアはこめかみに手を当てた。だが加害者たちを見つめるミアの目に感情はなかった。


    　いま振り返れば、あのときミアは初めて人間を滅ぼすべき「悪」と認識した。無意識のうちに動揺していたのかもしれない。


    　ミアはスポーツバッグから仮面を取り出すと、身を潜ひそめることもなく、その場にいた全員の目の前で変身した。


    　それはミネルヴァが初めて目にしたガイムーンの姿だった。


    　自らに仕込まれたマインドセットに従い、ガイムーンは弱者を救い、悪を滅ぼした。薄れゆく意識の中で、ミネルヴァは八人の悪が正義に裁かれる様を見つめた。


    　あのときのガイムーンの姿を、ミネルヴァは生涯忘れないだろう。


    　それは絶対的な力だった。それは絶対的な正義だった。それは絶対的な希望だった。


    　まさにそれは希望を体現した姿だった。


    　その後、ミネルヴァは意識を失い、事の顛てん末まつを見届けたわけではなかった。そして目が覚めたミネルヴァは【財団】の人間に保護された。


    　ミネルヴァを迎えたのは、真ま耶やと名乗る銀髪の少女だった。


    「あなたがなにを見たか、私に教えていただけないかしら」


    　ミネルヴァはすべてを話した。自分の犯した罪も、ミアとの交流も、そしてミアがガイムーンとして八人の生徒と講師を殺したことを。


    　すべての話を聞いた真耶はミネルヴァに口外しないように告げ、その場を立ち去ろうとした。


    　お願いがあるんですけど、とミネルヴァは真耶に告げた。


    「どうしたらボクもガイムーンのようになれますか？」


    　こうしてミネルヴァはオルタ神経節を移植され、第二のガイムーンとしての力を得た。そしてガイムーンが存分に正義の味方として振る舞えるよう、陰の部分を担うようになった。


    　いままでガイムーンを挑発してきたのも、わざとミアを追い詰めてきたのも、彼女の中にある正義の素質を目覚めさせるため。


    　悪がはびこる地獄のようなこの世界には、正義の味方が必要なのだ。


    　声をあげられない弱者の心に光を当て、悪を滅する。そんな正義の味方が。


    　だからこそ、ミネルヴァはガイムーンを守らなければならない。


    　弱者を守るガイムーンの守護者、それがミネルヴァなのだ。


    



    　──そして現在。ミネルヴァはこうして加か賀が里りオデオンにて、あの二代目ヘルヴェノム卿きようを追い詰めようとしていた。


    「まさか二代目の正体がキミだったとはね。これはさすがに天羽あもうミアに言うこともできないな。って言っても、いまのガイムーンがキミのことを覚えてるかはわからないけどね」


    　ミネルヴァは倒れ伏した二人を見つめる。沖おき名な武尊たけると桜さくら井い花か音のん。急所は外している。念のため、この二人には聞いておかねばならないことがあった。


    「しかし笑えるよー。まっさかあのヘルヴェノム卿様の目的が、ガイムーンを解放することだったなんて。健けな気げだねー、いいよー、そういうの、ボクは好きだなぁ。だから、こんなところでその命を摘つんでしまうのが悲しくて、悲しくて仕方ない」


    　わざとミネルヴァは煽あおるような言葉を選び、武尊の反応を引き出そうとする。


    　もういまの武尊は虫の息だ。いままでさんざん苦労をかけさせられたのだから、これくらいの嫌がらせをしないと気が済まない。


    「おっと、まだくたばらないでくれよ？　まだキミには話してもらいたいことが山ほどあるんだ。もう第二、第三のヘルヴェノム卿なんてごめんだからね。知ってることはすべて話してもらうよ？」


    　武尊はぐったりしたまま、動かない。ヒュー、ヒューと掠かすれるような息を漏もらす。


    　ありゃ、とミネルヴァは内心で反省する。これはもしかしたら、やり過ぎてしまったのかもしれない。もう武尊の命は風前の灯火なのだ。


    　ミネルヴァはしばらく迷った末、銃の引き金を引いた。続けざまに放たれた縦弾が武尊の身体からだに穴をあける。ブス、ブス、と肉を貫く音が聞こえた。


    　無駄に苦しめても仕方ない。これはミネルヴァなりの慈じ悲ひだ。


    　情報源ならまだ花音がいる。真ま耶やの力、〝完全支配インペリアル〟を使えば、どんな怪人オルタも逆らえない。


    「というわけだ、桜井花音。一緒についてきてよ。ゆっくり世間話でもしようじゃないか」


    「武尊くん……」


    「ああ、悲しいのはわかるよ。ボクだってそこまで無慈悲じゃない。葬式ってわけにはいかないけど、すこしくらいお別れの時間をあげるのもやぶさかじゃない」


    「武尊くん、武尊くんっ」


    「でもこれは仕方ない。自じ業ごう自じ得とくってやつだよ。沖名武尊はそれだけの罪を重ねてきたんだ。だからこうして裁かれた。キミだってこうはなりたくないだろ？　だったら、その罪をつぐなうために、彼の死を無駄にしないために、キミが見てきたものを教えて──」


    「ダメ、武尊くんっ……！」


    　花音はミネルヴァの言葉を無視し、首を振って叫んだ。


    「変身したら、ダメェエエエ!!」


    　そのときになってようやくミネルヴァは気づいた。


    　武尊たけるの腕に刺されたピストン容器を。


    　ヒュー……ヒュー……ヒュー……


    　かすかな息を吐く武尊の身体からだが急に痙けい攣れんする。まるで身体の中でなにかが暴れのたうちまわっているかのように、ガタガタと身体を揺らした。


    　武尊の皮ひ膚ふがぼろぼろと剥はがれ落ちる。全身から蒸気が噴き上がる。武尊は吐血を繰り返し、髪が抜け落ちていく。身体の筋肉が膨ふくれ上がり、衣服は破ける。顔中にはまるで刺いれ青ずみのように血管が浮かび上がっていた。武尊は獣のような呻うめき声をあげる。人だったはずの肌は鎧よろいのように硬化し、夜の色に染まっていく。


    　ミネルヴァは無言で銃を発砲した。銃弾を何発も武尊に撃ち込む。弾が切れると、再装填し、さらに発砲。だが武尊の変化は止まらない。なにが起きているのか、ミネルヴァにはわからなかったが、いまここで確実に事態を止めなければならないことは理解していた。


    　ミネルヴァは役にも立たない拳銃を捨て、呟つぶやいた。


    「フライング、ミネルヴァ」


    　ミネルヴァの掛け声に合わせて、オルタ神経節が活性化。青みがかった全身はさらに鮮やかなスカイブルーに変わる。背中には翼が生はえ、より全身がスリムになる。両足のかかとには、龍のような鋭き爪が生えていた。


    　まるで鳥人のごとき姿へ変わったミネルヴァは翼を広げ、その場に浮き上がる。天井間際まで飛翔したミネルヴァは武尊を見据える。


    　これより放つはミネルヴァの必殺技フイニツシユムーブ、〝流星キック〟。超高速飛翔で繰り出される空中キックと、かかとから生えた爪で敵を引き裂く、ミネルヴァの切り札。


    「悪は悪らしく、滅びろ」


    　すべての力を込め、ミネルヴァは叫ぶ。


    「じゃあね、〝総そう帥すい〟さん！」


    　ミネルヴァは空を切り裂き、流星キックを放つ。


    　変身しかけている武尊の銃弾も通さぬ硬い皮膚。おそらく外装器官に近い特性のものだろう。だが、ミネルヴァのキックは外装器官を容易に砕く。槍のごとき勢いで繰り出される爪。このまま武尊の身体もズタズタに引き裂かれ──。


    　そのときである。いきなり武尊の身体が闇やみに飲まれた。闇に向かって飛翔したミネルヴァの足首がなにか硬い力に掴つかまれる。


    「えっ」


    　ミネルヴァは目を瞬まばたかせた。闇の中からなにかが突き出る。


    　手だ。甲かつ冑ちゆうの籠こ手てのように雄お々おしい手がミネルヴァの足首を掴んでいた。まるでこちらの熱を奪うように、その手はひどく冷たい。ミネルヴァは抵抗し、手の拘束から逃のがれようとする。だが突然、ミネルヴァの身体が硬直して動けなくなった。


    　動どう悸きが止まらない。呼吸が荒くなる。自分の身になにか荒々しい変化が起きていることを理解する。この感情に、ミネルヴァは覚えがあった。それはとても懐かしい感情だった。


    　すなわち、恐怖の感情だ。


    「なんでだよ……なんでボクが、お前を怖がってるんだよ……！」


    　ミネルヴァの脳に埋め込まれたチップは扁へん桃とう体たいの活動を抑制し、恐怖の感情をコントロールしていた。いまのミネルヴァは恐怖に怯おびえたりしない。〝恐怖支配テルール〟に怯えたりしない。


    　それなのに、いまのミネルヴァは怯えている。


    　小手先の技術も道理も無視し、根源的な恐怖を呼び起こされている。


    　次の瞬間、ミネルヴァの視界が闇やみに閉ざされ、全く別の場所に放り出されていた。


    　そこは見覚えのある光景だった。薄暗い部屋に、ぽつんと置かれた机。まるで教室に似たその空間を、ミネルヴァは知っていた。


    　そこは流星ゼミナールの相談室だった。


    「そんな……なんで……なんで……！」


    　ミネルヴァは顔を押さえるが、そのときになって気づく。いつのまにかミネルヴァの仮面は外されていた。外装器官も解除され、ミネルヴァはあの頃の姿に戻っていた。


    　なにもできずに怯えていた、無力な高校生の姿に。


    「ちがう！　ボクは変わった！　お前なんかに、悪なんかに負けるわけが……！」


    　ミネルヴァは動けなくなった。


    　怖おぞ気けをふるうような『圧』がミネルヴァの全身に襲いかかる。冷たい風が背中から吹き込んでいた。忍び寄るように立つ黒い影。


    　はっきりと姿は見えない。だが、おぞましいなにかがそこにいるのだけはわかった。


    「やめろ……来るな……来るなぁ……！」


    　何度もミネルヴァは叫んだ。するとミネルヴァの細い肩に黒い手が置かれる。命を感じさせない冷たい手がミネルヴァの肩を優しく撫なでた。


    　その途端、ミネルヴァの肩がまるで乾いた粘土細工のようにぼろぼろと崩れ落ちる。痛みはなかった。ミネルヴァは引きつったような笑みを浮かべ、叫び続けた。


    「やだ、やだ、やめろ、やめろ……助けて、ガイムーン……！　誰か、助け──」


    　喉元を手が掴つかんだ。


    　そっと耳元に近づく気配があった。恐怖で混乱するミネルヴァはそっと隣を覗のぞき見る。


    　そこにいたのは漆黒の髑どく髏ろだった。


    　髑髏は虚無の瞳でこちらを見つめ、そっと囁ささやく。


    



    　我はアルケマルスI am Alchemuls.


    　我は忘れぬI do not forget、我は許さぬI do not forgive、我の来るのを震えて待てExpect me.


    



    　屍し人びとの囁ささやきに、ミネルヴァは悲鳴をあげる。だが声が発せられることはなかった。


    　ミネルヴァはこれまでに経験したあらゆる恐怖の記憶を走馬灯のように浮かべながら、漆黒の闇やみに飲まれた。


    



    　加か賀が里りオデオンの床に倒れながら、花か音のんは一部始終を眺めていた。


    　オルタライズ・ウィルスを打ち込んだ武尊たけるはしばらくのたうち苦しんでいた。これまで沖おき名な武尊であったものをすべて捨て去るような凄すさまじい変身に、花音はなす術すべもない。


    　慌てたミネルヴァが武尊の変身を止めるために、いきなり空を飛んで、攻撃を加えようとしたが、それを見計らったように、武尊の身体からだは漆黒の闇に飲み込まれた。


    　不用意に近づいてしまったミネルヴァはそのまま闇に引きずり込まれる。中でなにが起こっているのかわからない。だが時折、泣き叫ぶような悲鳴が聞こえた。


    「やだ、やだ、やめろ、やめろ……助けて、ガイムーン……！　誰か、助け──」


    　そこで悲鳴は途絶えた。代わりに、骨や肉を砕くような音が聞こえた。まるで獣が獲物を貪むさぼっているようなおぞましき音。


    　やがて映画館の場内は静寂に包まれる。依然とそこにある暗闇に、花音は呼びかけた。


    「……武尊くん、そこにいますか？」


    　すると闇がすこしずつ形を変えて、人の姿へ収束される。


    　花音は息を飲んだ。悪お寒かんが止まらないのは、怪け我がのためだけではない。


    　血肉を削そがれた漆黒の髑どく髏ろ、生者を呪のろう虚無に満ちた悪の貌かお。隆々とした鴉からす羽ば色の身体には血脈に似た緋ひ色いろの文様が走っている。そして威圧するように額からそびえる黄金の一本角はまさに鬼神そのもの。


    　目の前に顕現した、おぞましき悪の化身を、花音は恐れ、そして畏おそれた。


    　──『この世に命を授かった怪人オルタたちはか弱くバラバラだった……。ひとたび鉈なたを振るわれればたちまち散りゆく命だった……。彼らは生きるために団結せねばならなかった……」


    　花音はかつて恩師から聞いた神話を口にする。それは怪人たちが自分たちの居場所を作るために生み出した、怪人たちのための神話。


    　──『だから怪人オルタたちは集った……。闘争と死に魅入られた髑髏のもとに……。恐怖で万人を支配する髑髏のもとに……』


    　漆黒の鬼神に、突如二つの赤い光が灯ともる。


    　爛らん々らんと光る瞳はじっとある方向を見定めていた。


    　──『彼の髑髏の名前は、ヘルヴェノム卿きよう。月をも呑のみ込む螺ら旋せんの双そう龍りゆうを統すべし者。異形と死を束ねる、怪人オルタのための……」


    　言いかけた花音は口をつぐむ。


    　違う、怪人オルタのためじゃない。最初からずっと武尊たけるはたったひとつのことを願い続けていた。


    　すべてはヒーローのために、ミアを救うためには彼は戦い続けていた。


    　ヘルヴェノム卿きよう？


    　それも違う。あの鬼神にはもっと別の名前が必要だ。


    　人間ネイテイブも怪人オルタも超越した、武尊の意志を体現する名前が。


    　鬼神はイカルガの骸むくろへ歩み寄り、彼のふところからなにかを抜き取る。それはタブレット端末だった。鬼神は端末を確認したのち、いきなり腹に端末を押し付ける。


    　タブレット端末はみるみるうちにオルタ細胞で構成された皮ひ膚ふに沈み込む。まるで闇やみに溶け込んだかのようだ。先ほどのミネルヴァもあの闇に飲まれたことを花か音のんは確信した。


    　やがて鬼神の背中から一対の翼が現出した。さきほどのミネルヴァに似た姿だった。まるでミネルヴァの力を自分の内部に取り込んだかのようだ。


    　そのまま鬼神は飛翔した。加か賀が里りオデオンの天井を突き破り、外へ飛び立つ。どこへ向かったかなんて、考えるまでもない。


    「もう、『共犯者』じゃ、なくなっちゃいましたね……」


    　花音は涙を流しながら、鬼神が飛び立った夜空を見上げる。


    　冬の外気が映画館の場内に入り込んでくる。雲に覆おおわれた空には星ひとつ見当たらなかった。


    　ふと花音の頬ほおに冷たい感触が降りる。


    　いつのまにか雪が降りだしていた。


    　月つき杜もり市に降る雪を見つめながら、花音は起き上がることもできず、声を殺し泣き続けた。

  


  
    



    ヒストリーⅣ


    



    　沖おき名な武尊たけるが初めてヘルヴェノム卿きように変身したのは三年前、彼が一四歳のときだ。


    　そこで武尊はガイムーンと相対し、自分の運命を知ったのだ。


    



    　当時、初代ヘルヴェノム卿だった武尊の祖母、阿あ久く津つ千ち代よはガイムーンに敗北し、その変身能力と、歩くための足を失った。


    　溢あふれるような生命力も消え、千代は嘘うそのように消え去り、年相応の老婆となった。


    　変わり果てた千代の姿に、武尊はショックを受けた。それまで武尊は、初代ヘルヴェノム卿を倒すためにＡＣＭシステムを扱う訓練を続けてきたのだ。


    　その目標がガイムーンによって奪われてしまった。


    　しかし千代から知らされたある真実に、武尊はさらなる衝撃を受ける。


    　ヘルヴェノム卿を倒したガイムーンは二代目にあたること。


    　初代ガイムーンの正体はミアの父親である天羽あもう新あらたであること、そして現在の二代目ガイムーンはミアが変身した姿であることを。


    



    　なぜミアの父がガイムーンとなったのかはわからない。しかし千代はある推測を口にした。


    「初代ガイムーン、天羽新はかつてを月つき杜もり市で起きたテロ事件で両親と妹を亡くしている。我々、リヴァイアサンが起こしたテロによってね。その後、天羽新は海外に渡り、傭兵部隊に所属したと聞いている。そして二〇年前、この街に帰還し、ガイムーンとしての闘争を開始した」


    　このときすでに天羽新は【財団】と接触していたのだろうと、千代は言った。


    　最初は復ふく讐しゆう劇げきのはずだった。


    　だが、その闘争も次第に様相を変えていったのだという。


    「一五年近く前からかね。これまでは怪人オルタの討伐にこだわっていたのが、明らかに誰かを守るような戦い方に変わっていった。あれは大切なものができた人間の戦い方だ。お前さんにも心当たりがあるんじゃないのか？」


    　武尊はその答えを知っていた。


    　ミアが生まれたからだ。


    　こうして怪人オルタのいる街は、ヒーローのいる街ともなった。武尊もミアも、ミアの父の戦いなど知る由よしもなく、どこにでもいる子供として普通の日常を送っていた。


    　だがあるとき、リヴァイアサンの中でガイムーンの正体に気づいた者たちがいた。


    　ヘルヴェノム卿は彼らにガイムーンの正体を口外しないように言い含め、手出ししないように言いつけたらしい。ガイムーンの背後にいる者たちを警戒しての処置だった。


    　だがガイムーンへの憎悪をたぎらせていた怪人オルタたちはヘルヴェノム卿きようの言葉に従わなかった。そのまま彼らはミアの家に押し入り、ミアのママンを殺し、ミアを傷つけた。


    　その怪人オルタたちというのが、武尊たけるが最初に出会ったあの三人の怪人オルタたち。だからあのとき、初代ヘルヴェノム卿は命令を破った怪人オルタたちを粛しゆく清せいしたのだ。


    　そのミアがガイムーンとなって月つき杜もり市に帰還し、リヴァイアサンを壊滅させた。


    　すべてを話し終えた千ち代よはまるで予言のようにこう言い含めたのだ。


    「ＡＣＭシステムの力の訓練をこれからも続けたほうがいいだろう。いずれお前さんは新しい敵を見み出いだすことになる。そのときにきっと、その力が必要になるはずだからね」


    　武尊は千代の話を信じることができなかった。そして、この街に帰ってきているはずのミアの姿を捜し続けた。


    　かつて武尊とミアが住んでいた場所を訪ね、うさぎ神社を訪ね、佐さ和わ子こにもミアのことを聞いて回った。しかし、ついに行方はわからなかった。


    　あとから振り返ってみれば、あのとき、すでにガイムーンの協力者だったはずの佐和子がミアの行方を知らないはずがない。もしかしたらミアは知り合いとの接触を断つように仕向けられていたのかもしれない。


    　ようやく武尊がミアの手がかりを掴つかんだのはリヴァイサン壊滅から半年後の冬。


    　ミアの動向を調べていた朱あけ美みが、ミアらしき少女が流星ゼミナールという予備校のまわりを嗅かぎ回っているらしいことを教えてくれた。


    「どうやらそこの塾に通う友達がいるらしいんですけど……。流星ゼミナールという塾自体、よくない噂うわさがありまして……」


    　証拠はない、と断りながら、朱美はその予備校で横行している犯罪のことを武尊に教えた。


    　それはまさにリヴァイアサンと変わらない、悪の巣そう窟くつだった。ガイムーンの動きを監視するために、朱美はミアの監視を続けると告げた。


    　そして、クリスマスを控えた雪の夜。武尊は運命の日を迎えた。


    「流星ゼミナールが入っているビルで火災が起きました。ビルの中に天羽あもうミアさんが……」


    　朱美の連絡を受け、武尊は居ても立っていられず、現場に駆けつけようとした。しかし千代は思案してから、スーツを着るように言い含めた。


    「念のためだ。スーツの力を使わないならば、それに越したことはない」


    　朱美に送られて、武尊は燃え盛るビルのもとへ到着する。すでに野次馬がごったがえしており、消防車が必死の消火活動を続けていた。まだビルの中には生徒たちが取り残されたままになっていると野次馬は騒いでいた。


    　武尊はスーツの力でビル内部への潜入を試みた。まだＡＣＭシステムを使いこなせていなかったが、それでもパワードスーツとしては十分に機能を果たす。


    　光学迷彩で姿を隠し、燃え盛る炎をかきわけ、ビルを進んでいく。


    　あのとき、武尊たけるはミアやほかの取り残された生徒たちを助けるつもりでいた。


    　だが、武尊のそんな淡い希望は、ある部屋に足を踏み入れて、打ち砕かれた。


    　床には無残な姿の屍し体たいが転がっていた。ある生徒は頭を打ち砕かれていた。ある生徒は四し肢しを引きちぎられ、ある講師は胴体に風穴をあけていた。息があるのは、身体からだじゅう痣あざだらけになりながら倒れる女子高生が一人だけ。


    　そして兎うさぎの仮面をかぶったヒーロー、ガイムーンがひとり炎の中で立ち尽くしている。


    　目の前にいるガイムーンの身体は紅に染まり、握り締められた拳は真っ赤な血で汚れていた。


    「ミア……ミアなのか……？」


    　武尊が呼びかけると、ガイムーンがふと我に返ったようにあたりを見渡した。


    「……あれ？　わたし、なにしてるの？」


    　ぽつりと呟つぶやいたガイムーンの声は紛まぎれもなくミアのものだった。やがてガイムーンは自分の拳についた血に気づく。


    「……え、なに、これ」


    　ミアはガイムーンの姿のまま、自分の手とまわりに転がる屍体を見比べる。


    「やだ……やだ、やだやだやだやだやだっ」


    　自分の犯した所業に狼狽うろたえるミアはやがて悲鳴のような絶叫をあげた。武尊は狼狽えながらも、すぐにミアと、まだ息がある女子高生を運びだそうとした。


    　だが、ミアは思いもかけない行動に出た。


    「ほろぼさなくちゃ……」


    　ミアは部屋にあった鏡の前に立ち、そこに映った自分の姿を眺めていた。鏡の中のガイムーンに向かって、うわごとのように繰り返す。


    「みんなをたすけるために、あくをほろぼさなくちゃ……ここにいる、あくを……」


    　しばらく鏡を見つめてから、ミアはいきなり仮面を被かぶった自分の顔を殴りつけた。


    「やめろ、ミア！」


    　武尊はミアを羽は交がい締めにして、取り押さえようとするが、凄すさまじい力で振り払われてしまう。超人じみた力に、武尊はなす術すべもなかった。


    　ミアは変わらず、自分を殴り続ける。まるで自分自身こそが滅ぼす悪だというように。


    　武尊は呆ぼう然ぜんとミアの姿を見ながら、千ち代よの言葉を思い出していた。


    「もしも天羽あもうミアがガイムーンだとしたら、なにか特殊な洗脳──一種のマインドセットというべきものが仕込まれている可能性がある。さながら、正義を実行する機械のように」


    　何度も武尊はその言葉を否定しようしたが、目の前の現実がそれを許さなかった。


    　いまの武尊ではミアを止められない。このままだとミアは自分の力で身を滅ぼされてしまう。


    　残された手段はひとつだけだった。


    　まだ一度も成功していなかったあの力に、武尊たけるは手をかけた。


    　──ＡＣＭシステム、起動。


    　武尊が脳内で想起した途端、武尊の全身を電撃のような力が貫いていった。


    　頭の中がぐちゃぐちゃに掻かき回される。まるで走馬灯のように濃密な記憶が駆け巡っていく。どれもこれも、武尊にとっては忌いまわしい恐怖の記憶ばかりだった。


    　意識不明のままベッドに横たわるミア、初めて遭遇した三人の怪人、赤い髑どく髏ろの貌かおをした初代ヘルヴェノム卿きよう。いま目撃した光景も加わる。燃えるこのビル、いま床に転がる生徒たちの屍し体たい、そして目の前にいる白しろ兎うさぎの仮面をかぶったヒーロー、ガイムーン。


    　トラウマのように刻まれた武尊の恐怖とともに、スーツの機能が覚かく醒せいする。吐き気がこみ上げるが、千ち代よからうるさく言われていた助言を思い出し、どうにかこらえた。


    　すなわち、『情動と理性を切り離せ』。


    　武尊の意識は急にクリアになり、仮面が武尊の顔に吸いついたかのような錯覚を覚える。


    　そこではじめて、武尊はヘルヴェノム卿へ変身を果たしたことを実感した。マスクのバイザーにある言葉が表示される。それはシステムが装着者に送る一種のメッセージの言葉だった。


    



    「我はアルケマルスI am Alchemuls.……我は忘れぬI do not forget.……我は許さぬI do not forgive.……我の来るのを震えて待てExpect me.……」


    



    　声帯から発せられる声は自分のものとは思えないほど冷たく、嗄しわがれていた。もしも屍し人びとが喋しやべるとしたら、こんな声になるのかもしれない。


    　ミアは殴るのをやめ、ゆっくりと武尊のほうを振り返る。


    　いま目の前にいるあれはミアじゃない。


    　仮面にとりつかれた、ヒーローという名の怪物だ。


    　だから武尊はあの仮面を壊さなければならない。ミアを助けるためにヒーローという呪のろいを打ち砕かなければならない。


    　ガイムーンがまっすぐに武尊を見つめる。まるで倒すべき悪を見定めたかのように。


    



    　そうだ、それでいい。お前が倒す敵はここにいる。だってぼくは……


    　……いや、私は悪だ。お前が倒す悪なのだ。


    



    　白き正義と黒き悪が向かい合う。


    　どちらも月つき杜もり市にのみ存在を許された、希望と悪夢のファンタジー。


    　そして武尊とミア──ヘルヴェノム卿とガイムーンはお互いを倒すために、激突した。


    



    
      ＊

    


    



    　長く続いた正義と悪の闘争も、まもなくある結末を迎えようとしている。


    　武尊たけるはいま、どこかもわからない空間にいた。最後に覚えているのは、乱入してきたミネルヴァに撃たれながら、ウィルスを体内に打ち込んだあたりまでだ。


    　周囲は虚無に包まれている。しかし不思議と恐れはない。懐かしささえ覚えていた。


    「俺はこれからどうなるのかな？」


    　武尊の前に、ヘルヴェノム卿きようによく似た漆黒の髑どく髏ろが立っている。その髑髏が何者か、武尊は知っている。


    　髑髏の名前はＡＣＭシステム──武尊の心に残された、武尊の意志を評定するサポートＡＩだ。髑髏は虚無に通じる眼がん孔こうを武尊に向けながら、屍し人びとの声で語りかける。


    『オルタライズ・ウィルスにより、沖おき名な武尊は新たな存在へと生まれ変わる。もうそれは沖名武尊とは呼べない、別の存在となるのだ』


    　ＡＣＭシステムは語る。


    『オルタ細胞は意志を具現化する細胞だ。オルタ神経節を持たないお前がオルタ細胞を統制するためには、ひとつの『物語』が必要となる。沖名武尊の足跡ヒストリーをもとに構成した、新たな存在にふさわしい『物語』がだ。そしていま、すべての準備は完了した』


    　人間は過去に積み重ねてきた記憶と経験を取捨選択し、ひとつの『物語』を編み出す。その『物語』があってはじめて、人間は自分が何者なのかを定義できる。


    　いまＡＣＭシステムは武尊の中にある記憶をすべて参照し、これから武尊が生まれ変わる意識にふさわしい『物語』を編み出していた。


    　もはや選択はなされた。この戦いがどうなろうと、二度と武尊は人間に戻れない。


    　一切を了解した武尊はおだやかに答える。


    「わかった。それじゃあ頼むよ」


    　武尊とＡＣＭシステムは互いに粒子となって、混ざり合っていく。そして沖名武尊とＡＣＭシステムは完全に一体化していく。


    　まもなく武尊の意識は消失する。彼の胸中にふと、花か音のんのことがよぎった。ひたすら武尊とミアのために奔ほん走そうしてくれた、心優しき『共犯者』。彼女にちゃんと別れを言えなかったのが、心残りだった。だがその感傷も次第に消え去っていく。


    　新たな意識の再定義が完了する。


    　沖名武尊でも、ヘルヴェノム卿でもない新たな意識。


    　再定義された意識の名前はすでに決まっていた。


    



    　──〝我がヒーローのための絶対悪アルケマルス〟だ。

  


  
    



    第四章　スタンド・バイ・ミー


    



    　厳戒態勢下にある月つき杜もり市に、いつのまにか雪が降り始める。


    　つい先ほどまで頻ひん発ぱつしていた怪人オルタたちによるテロ行為だったが、それも次第に収束を見せ始めていた。人質を取り、破壊活動を続けていた怪人オルタたちが次々と戦意をなくし、警察に投降し始めていたからだ。彼らはまるで人が変わったように敵意をなくしていた。恐怖に怯おびえていた市民たちも、包み込まれるような安らぎを覚えていた。


    　いま街の恐怖を鎮しずめつつあるヒーロー、ガイムーンは月杜タワーの付近を浮遊し続けていた。


    



    　真ま耶やは車椅い子すに乗った千ち代よを押しながら。ほとんど明かりが消えた、月杜タワーの展望台を進んでいく。厳戒態勢の命令が出ているため、ほかには誰の姿もいない。


    　月杜タワーはＪＲ月杜駅の駅前にそびえ立つ全高二〇〇ｍの建造物であり、月杜市のシンボルとして月杜市民から親しまれている。


    　展望台を見れば、あちこちで黒い煙が上がっている街の様子が見て取れた。降りゆく雪の中で壊滅する街はぞっとするほど美しい。


    　そしていま、展望台の窓のすぐ向こうに、ガイムーンの姿が見えた。


    　白銀の姿をしたガイムーンは全身に黄金の文様を纏まとい、まるで月光に似た光を放っている。まるで人々の心をあまねく照らし出すように。


    　外出禁止令が出ているため、街を出歩く者はほとんどいない。警察だけでなく、自衛隊までもが出動し、迷彩服を着た自衛官たちがガイムーンを見上げていた。ガイムーンの存在を警戒してか、タワーの周りには自衛隊の戦闘ヘリも飛び交っていた。


    　外で浮遊するガイムーンの黄金の双そう眸ぼうはどことも知れず、街を眺めていた。先ほどから月杜タワーのまわりを浮遊し続け、決して動こうとはしない。


    　それがなぜなのか、真耶にもわからない。もしかしたら天羽あもうミアとしての意識がどこかに眠っていて、このタワーになんらかの執着を示しているのかもしれない。


    　そしてガイムーンは自分を再定義するように、『ガイムーンのうた』を周囲にいる者たちの心に響かせ続けていた。


    



    　街にうごめく、不条理に　あの子の愛がつぶされる


    　心が闇やみに怯えるとき　邪悪を祓はらう、白き疾しつ風ぷう


    



    「まるでひとつの言葉しか覚えていないカナリアじゃないか。バカのひとつ覚えみたいに、あの歌をずっと繰り返している」


    　千ち代よの皮肉に、真ま耶やは苦笑した。


    「仕方ないわ。彼女はもともとガイムーンに純粋に憧れていた子供だったんだもの。あの歌こそが彼女にとって、ガイムーンというヒーローの原点なのよ」


    「そこまで個人の意識に依存するシステムなんて考えただけでもぞっとするがね。いつエラーを起こすともわからないだろ」


    「そこが悩みどころでもあるのよね。人に共感するためには、どうしても人としての意識や身体からだを基盤にする必要がある。人間のボディを持たない人工知性に誰かとキスを交わす高揚感の意味なんて理解はできないでしょ？」


    「お前さんに、人間の愛なんてものがわかるのか？」


    「ええ、わからないわ。わからないからこそ、人間のことがとても愛いとおしくて、たまらないの」


    　千代の揶や揄ゆにも、真耶は動じない。彼女は本心から、人間を愛している。暴力の歴史から逃のがれられない人間に、愛おしさを覚えている。


    「私はずっと不思議だった。時代の変化とともに、さまざまな概念や技術を生み出しながらも、その本質を変えられない人間たちのことが。そして考えて、考えて、ひとつの結論に達したの。人間は自ら作り出した言葉に振り回される生き物だということに。だから私は、作ることにしたの。人間をこれまで幾度となく振り回してきた言葉、正義の具現化を試みた」


    「そのために【財団】と接触し、自分のオルタ細胞を提供して、怪人オルタを生み出したと？」


    「私にはその手段があった。だったら、使ってあげなくちゃだめでしょ」


    　真耶は言った。


    「オルタ神経節を宿した怪人オルタたちには初めこそ期待した。けど結局、彼らも自分たちを縛る言葉を求めた。ラテン語の万物アルケーと悪マルスで、絶対悪アルケマルスとはよくいったものね。第一種フアーストたちは人間を憎んでいたようだけど、その本質においては彼らもまた人間なのよ。だから私はガイムーンを生み出す計画に着手した。そしていまそれはこうして実を結んだ」


    　千代は真耶の語りを聞きながら、ふいに懐からなにかを取り出す。


    　それはわざわざ真耶に用意させたキセルだった。


    「ここ、禁煙よ」


    「いまさら、そんなものを誰が気にする？」


    　そして千代はキセルに火をつけ、煙をくゆらせる。老眼鏡をかけた千代の目はまっすぐガイムーンと、この街を見据えていた。


    「……なぁ、怪物を気取るお嬢さん。どうかひとつ、この年寄りに教えてはくれんかね。この先、なにが起こるのか。この街の結末が、どうなるのかを」


    「そうね。これから【財団】によるガイムーンの量産が始まるでしょうね。


    　ミネルヴァや外種エクストラ、使えるサンプルはいくらだってある。


    　そしてガイムーンは社会システムとして今後世界に組み込まれる。すべての悪が駆逐されるまでどれだけの時間がかかるか、わからないけれども……いずれはヒーローというものが必要なくなる、そのとき人類は初めて、本当の平和を手に──」


    「ああ、ちがう、ちがう。そういうことを聞いているんじゃないんだ、私は」


    　真ま耶やは急に遮さえぎられ気分を害したが、千ち代よの表情を見て、目を見開く。


    　千代は獰どう猛もうな笑みを浮かべていた。これから来るものを待ち構えているように。


    「……なにを笑っているの。いったい、なにがそんなにおかしいの」


    「超越者を気取るロマンチストのお嬢さん。夢を語るのも結構だが、あんまり高みの見物ばかりじゃなく、もう少し足元を見るようにしたほうがいい」


    　千代はキセルから灰をこぼした。外を降る雪のように、展望台の床にキセルの灰がこぼれ落ちていく。


    「なぁ、カーミラ、あるいは上かみ良ら真耶と名乗る者。お前さんはなにも感じないのか？　私が感じているこの予感は、ただの錯覚なのかね？」


    　いったい千代がなにを言っているのか、真耶はわからなかった。


    　だが、そこであることに気づく。先ほどからガイムーンの歌が聞こえていなかった。


    　展望台の外では変わらずガイムーンが浮遊を続けている。


    　しかしガイムーンは歌を止め、ずっとある一点を見定めている。加か賀が里り区方面、ミネルヴァの報告にあった二代目と花か音のんが向かった場所だ。


    　真耶はスマートフォンを取り出し、ミネルヴァに連絡を取る。何度かの着信音ののち、ミネルヴァと繋つながった。


    「ミネルヴァ、例の〝総そう帥すいさん〟はどうなった？　確保はできたんでしょ？」


    「──っ」


    　通話口から返事は来ない。くぐもったような音だけが反響し続ける。


    「……ミネルヴァ？」


    　真耶がもう一度、問いかけると、いきなり通信が途絶えた。


    　まるでそれに合わせるかのように、街に異変が起こった。


    　加賀里区の方角から次々と街の明かりが消えていった。


    　漆黒の闇やみが津波のように押し寄せる。


    　やがて月つき杜もりタワーからも一切の光が消えた。


    　完全に暗闇と静寂に閉ざされる展望台で、千代はまるで動じずキセルを構えた。


    「……それがお前さんの選択か」


    　笑みを浮かべる千代の声には寂せき寥りよう感かんも入り混じっていた。


    「もう失うものはなにもない。存分に暴れな、新たな絶対悪アルケマルスよ」


    



    
      ＊

    


    



    　いまのガイムーンに天羽あもうミアとしての意識はない。


    　それでも天羽ミアが生きてきた中で培つちかってきたもの──記憶、意志はガイムーンにも息づいていた。この世のすべての悲しみを祓はらう者、かつて天羽ミアが願い続け、求めた理想の具現化がいまのガイムーンの姿だった。


    　人間は他者に対する共感能力を持つ。他者の心に起きている体験を自らの心に追体験し、再構成する。ガイムーンはその共感能力を極限まで高めていた。だからこそ、この街に渦巻く、悪意も、悲しみもすべてがガイムーンの中に流れ込んでくる。


    　以前のミアであれば、この声に混乱していたが、ガイムーンとなったいまはそれらの感情の情報を解析し、救うべき者と、倒すべき者を区別する。


    　そして市民の意識に同調し、彼らを縛る感情を和らげるのだ。恐怖に怯おびえる者からは恐怖を取り払い、怒りをもって暴力を振るおうとする者からは怒りを取り払う。


    　もはや戦闘を行う必要すらない。


    　その力をもって、ガイムーンは月つき杜もり市じゅうを飛び回り、怪人オルタたちのテロを鎮しずめた。そしていま、それもようやく終息の気配を感じ、この月杜タワーにやってきたのだ。


    　なぜ月杜タワーなのか。そこに深い理由はない。ただタワーを見たときに、ガイムーンの中にある天羽ミアの記憶が反応した。それだけの話だ。人々の心に響かせ続けている『ガイムーンのうた』もミアの意識の残響でしかない。


    　すでに怪人たちは活動を潜ひそめ始めている。ガイムーンの圧倒的な力に戦意を喪そう失しつしたらしい。いちいちガイムーンは彼らを追いかけたりしない。


    　あくまでガイムーンが戦うべきは、他者を脅おびやかす悪なのだから。


    　ガイムーンは降り続く雪を浴びながら、タワーの傍そばを浮遊し続ける。


    　もう月杜市に渦巻く悪意は鎮めたはずだった。もうガイムーンの戦う敵はいなくなったかに見えた。不意に吹いた風がガイムーンの顔を撫なでる。ガイムーンは風が吹いた方向──加か賀が里り区方面を振り返る。


    　月杜タワーからまっすぐ車道が走り、その合間にはビルが立ち並ぶ。


    　なんの変哲もない通りの方角から、ガイムーンはどす黒い意志を感じ取った。


    　敵意か、悪意か。ガイムーンにはわからない。だがその意志はまちがいなく、ガイムーンに対して向けられていた。


    　ガイムーンは歌を響かせるのをやめ、意志の正体を見極めようとする。


    　いきなり街の明かりが消滅した。月杜市に広がる闇やみ。先ほどまで静まっていた人々の恐怖がふたたび想起される。眼下に待機する警察官も、自衛官たちも怒ど号ごうを発する。


    　やがて背後にそびえる月杜タワーからも照明が消えた。


    　文明の光が簒さん奪だつされ、人々は原始の闇に迷い込む。白銀に輝くガイムーンだけが文字どおり、人々を照らす光となっていた。


    　非常に高い解像度を持つガイムーンの目はこの闇やみの中でも蠢うごめくものを見逃さない。ビルの谷間を蜃しん気き楼ろうのような揺らぎが浮かんでいる。


    　揺らぎは姿が見えず、まるで幽霊のようだった。不自然なほど闇に溶け込んでいる。あるいは光学的な迷彩を施ほどこしているのかもしれない。そんな揺らぎに、二つの赤い光が瞬またたく。こちらを見つめる双そう眸ぼうのようだった。ガイムーンはその揺らぎの正体を見極めようとした。


    



    　──さぁ、始めようか、我が親愛なるヒーロー。


    



    　そのときガイムーンは何者かに呼びかけられた。


    　命の温かさを感じさせない、屍し人びとの声で。


    



    　──正義と悪我らの最後の良き闘争を。


    



    　いきなり、恐怖の「圧」が街じゅうを包み込む。


    　月つき杜もり市に住む人々は突如湧わき上がった恐怖のために悲鳴を発した。


    　市民たちが一斉にあげる恐怖と悲しみのオペラ。まるでたった一人の観客であるガイムーンに聴かせるように、恐怖のオペラは声量をあげ、ガイムーンの意識を蹂じゆう躙りんしようとする。


    　ガイムーンはいちいちその声に狼狽うろたえたりしない。だが、突如流れ込んできた膨大な情報を前に、心の処理が追いつかない。


    　ゆっくりと揺らぎに似た影が動く。影が動くたび、空気が揺れる。周囲のビルの窓ガラスが割れ、道路のコンクリートに罅ひびが走った。目に見えぬ何者かは破壊と恐怖を撒まき散らす。


    　ガイムーンには向かってくる揺らぎの正体が人間なのか、怪人なのか、あるいは現象なのかもわからなかった。だからガイムーンは排除することにする。


    　接近する揺らぎに向けて右手を突き出す。開かれた手の中で空間が歪ゆがみ、黄金の光球が生成される。高密度のエネルギーが詰まったその球をガイムーンは浮遊する歪みに向けて発射した。


    　これまでガイムーンが見せてきたプラズマ火球をさらに進化させた光球は、ガイムーンの意識と連動している。周囲の環境に影響を与えることなく、倒すべき悪のみを確実に祓はらうことができた。放たれた光球は悪を許さぬというガイムーンの力そのものだ。


    　だが悪を滅するはずの光が空中で弾け飛んだ。


    　強烈な衝撃波が光をかき消す。拡散した光は雷らい鳴めいのような轟ごうと鳴って街を震ふるわせる。


    　闇に閉ざされた街にパッと光が灯ともり、歪みに見えた影の姿が一瞬垣かい間ま見えた。


    　鴉からす羽ば色の身体からだに、血脈に似た緋ひ色いろの文様を走らせた、漆黒の骸がい骨こつ。背中にはコウモリのような翼を生やし、周囲を威圧するように額から黄金の一本角を屹きつ立りつさせていた。


    　まるで鬼神の如ごとき、怪物の姿。


    　天羽あもうミアの記憶にある姿とは少し違うが、ガイムーンはその鬼神の名前を知っていた。


    　禍か嶽がく社しやリヴァイアサン総そう帥すい、ヘルヴェノム卿きよう。


    　幾度となくガイムーンの前に立ちふさがってきた宿敵。


    　──我はヘルヴェノム卿に非ず。アルケマルスなり。


    　不意に声が響いた。さきほど聞こえた屍し人びとの声だ。


    　飛び散った光は消え、鬼神はふたたび闇やみに紛まぎれた。かに思えた。


    　空を切るような音が聞こえる。空気の流れが変わる。気がつけば、ガイムーンの眼前に漆黒の髑どく髏ろが接近していた。


    　ヘルヴェノム卿──いや、アルケマルスだ。


    　禍まが々まがしき姿をしたアルケマルスを見たガイムーンは、相手の意識に同調しようとする。天羽ミアの感情をベースにした共感と、それに伴ともなう相手の意識への干渉。この力でガイムーンは敵意を向ける者たちを鎮しずめてきた。


    　おなじ要領でガイムーンはアルケマルスの悪意を振り払おうとした。だがアルケマルスの意識に潜り込もうとしたガイムーンは、そこで鬼神の精神世界を垣かい間ま見る。


    　そこに広がるのは、一切の光が閉ざされた闇だった。


    　──無駄だ。


    　ガイムーンは共感を中断し、我に帰った。


    　いつのまにかアルケマルスはその両手に武器を構えていた。


    　漆黒の牙にも似たトンファー。それはかつてヘルヴェノム卿と対たい峙じしていたとき、持っていた武器とよく似ていた。アルケマルスが自らの細胞で再現した武器だったが、ガイムーンがそのことを知る由よしもない。そのままアルケマルスは両手のトンファー、マルス・インパクターでガイムーンを殴りつける。


    　ガイムーンは防御の構えを取る。ダメージはないものの、凄すさまじい衝撃がガイムーンに襲いかかった。そのままガイムーンの身体からだは展望台へと吹き飛ばされる。


    　ガラスを突き破り、展望台に転がるガイムーン。床に倒れたのも一瞬、すぐにガイムーンは起き上がった。割られた窓から風が吹き込む。


    　ガイムーンは展望台にいる人間の気配を感知していた。車椅い子すの老婆と少女が一名。少女のほうは恐怖こそしていないが、ひどく動揺している。


    　どうやら少女と老婆はこちらに近づいてきているようだ。ガイムーンは少女の意識に干渉し、彼女をここから遠ざけようとするが、なぜかうまく同調できない。


    　そうしているあいだに翼を広げたアルケマルスが展望台の中へと降り立つ。


    　折り畳まれた翼がそのままマントの形状へと変化した。


    　対峙するガイムーンとアルケマルス。いまの両者に、素顔の頃の意識はない。かつてここを訪れた記憶があっても、そこに感傷を覚えたりはしない。


    　暗くら闇やみの中で血にも似た緋ひ色いろの瞳と、月光に似た黄金の双そう眸ぼうがかち合う。お互いを倒すべき存在と認識し、その手段を模索する。


    「……ヘルヴェノム卿きよう、いやアルケマルスと呼んだほうがいいのかしら？」


    　少女──上かみ良ら真ま耶やがアルケマルスに呼びかける。


    　真耶がアルケマルスを睨にらみつける。その脇には車椅い子すに乗った千ち代よの姿もあった。


    「ずいぶん変わり果てた姿になったわね。ミネルヴァは、どうしたのかしら？」


    　アルケマルスは答える代わりに、そっと背中のマントを翻ひるがえした。マントの陰から溢あふれでた物体を、アルケマルスは無造作に蹴けり飛ばした。


    　夜目が利く真耶は足元に転がってきたものがなにかを理解していた。ミネルヴァの首だ。被かぶせられた梟ふくろうの仮面は血に汚れていた。しばらくミネルヴァの仮面を見下ろしていた真耶はきっと顔を持ち上げる。その瞳は黄金の輝きを放っていた。


    「消えなさい、アルケマルス。ガイムーンの手を煩わずらわせるまでもない。あなたをねじ伏せるなんてわけがないのよ」


    〝完全支配インペリアル〟を発動させた真耶はアルケマルスの動きを封じようとする。アルケマルスの赤い瞳はじっと真耶を見据えていた。


    　だんだん真耶の目は驚きで見開かれていく。あらゆる怪人オルタを掌しよう握あくするはずの〝完全支配インペリアル〟がアルケマルスにまったく通用していなかった。


    「まさか、あなた、オルタ神経節が……！」


    「そのとおりだ、上良真耶。〝完全支配インペリアル〟はオルタ神経節に干渉する力だろ？　もともとそんなものを持っていない、あのアルケマルスには通用しない」


    　千代の言葉に、忌いま忌ましげに真耶は目を細める。真耶は変身様式セレモニーを経ることなく、銀髪を外装器官で包み込み、ムチのようにしなる刃に変化させた。


    「よしな。人の闘争に割り込むんじゃない」


    「バカ言わないで。私の闘争はあなたたちよりもずっと前から始まっているの。こんなところで邪魔なんかさせないわよ！」


    　真耶は銀髪を変化させた刃をしならせ、アルケマルスを斬り捨てんとする。アルケマルスは微動だにしない。そのまま顔を貫かんとした真耶の刃は眼前でぴたりと停止した。


    　停止した刃がわなわなと震ふるえる。真耶は歯をガタガタと鳴らしていた。


    「嘘うそよ、そんなはずないわ……私が……この私が恐怖するなんて……！」


    　アルケマルスは手に持ったマルス・インパクターを構える。そのままマルス・インパクターを振るい、衝撃波を飛ばそうとするアルケマルスだが、その直前にガイムーンが飛びかかってきた。


    　アルケマルスの背中に強烈なハイキックを繰り出すガイムーン。凄すさまじい技の衝撃は周囲に波及し、展望台の床に罅ひびを入れた。


    　だがアルケマルスはまるで動じない。キックを浴びせて、隙すきができたガイムーンにそのままマルス・インパクターを振り下ろす。鉄鋼をも砕く威力の一撃をガイムーンは右腕で受け止めた。ガイムーンも、アルケマルスも、必殺の威力を秘めた技を次々に繰り出す。


    　展望台のフロアを縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り、相手の無力化を図る両者だが、極限にまで高められた力はほぼ互角であった。決着はつけられない。急にアルケマルスはガイムーンから距離を取る。すぐにガイムーンはその間合いを詰めようとした。


    　そこへ突如、白い光が二人を照らし出す。


    　自衛隊の戦闘ヘリがブレードを回転させ、展望台にいる両者に機首を向ける。両翼に取り付けられた機関砲の銃口がアルケマルスへ向けられた。ヘリのパイロットは状況を報告しながら、司令部に指示を請こうている。


    　戦闘ヘリを見返すアルケマルスから、怖おぞ気けも立つ気配が放たれる。


    　かつてのヘルヴェノム卿きようが有していた異能、〝恐怖支配テルール〟。しかしヘルヴェノム卿が繰り出していた〝恐怖支配テルール〟よりもずっと力は増している。


    　いきなり戦闘ヘリが機首を九〇度傾けた。


    　ガイムーンはヘリのパイロットが発する恐怖を感知した。アルケマルスの繰り出した〝恐テ怖ル支ー配ル〟により、恐慌状態に陥ったパイロットは戦闘ヘリを墜落させ、死へのダイブを敢行する。


    　すぐに駆け出したガイムーンは展望台の窓を破る。自在に空中を浮遊できるガイムーンは地面のほうを向き直り、墜落する戦闘ヘリめがけて飛行した。


    　戦闘ヘリのテールを掴つかみ、落下を阻止。さらにガイムーンはパイロットの意識に同調し、恐怖を和らげた。恐怖から解放されたパイロットは失神、そのままガイムーンはゆっくりと戦闘ヘリを地面に着地させる。


    　自衛官、そして警察官はどよめくが、彼らから敵意が感じられなかったので、ガイムーンは気に留めない。しかしガイムーンが戦闘ヘリのパイロットを運び出そうとした瞬間、翼を広げたアルケマルスがガイムーンに強襲を仕かける。


    　振り下ろされたマルス・インパクターめがけて、ガイムーンは赤熱した拳を正面から衝突させた。オルタ細胞により再現されたマルス・インパクターが砕け散る。その勢いでガイムーンはさらなるキックを放った。


    　だが、そこでガイムーンは気づく。


    　警官たちと自衛官たちの表情が突如、絶望の一色に染まる。表情がない黒髑どく髏ろを模したアルケマルスの貌かおに割れ目が生じる。


    　それは嘲あざけりの笑みだった。


    　蒸気のような息を吐きながら、アルケマルスは確かに嗤わらった。


    　アルケマルスがなにをしようとしているのか、すぐにガイムーンは察した。


    　ガイムーンの意識の同調は間に合わない。


    〝恐怖支配テルール〟の支配下に置かれた自衛官と警察官は自分たちが持つ拳銃をこめかみに向けると、一斉に引き金を引いた。


    　パンッ　パンッ　パンッ　パンッ　パンッ　パンッ


    　花火のような銃声とともにたくさんの骸むくろが月つき杜もりタワーふもとの広場に積み上がる。あまりにあっけなく、ガイムーンの目の前で命が奪われた。


    　──よく見ろ、ガイムーン。これが私を止められなかった結果だ。


    　ふたたびアルケマルスがガイムーンの心に直接語りかける。


    　マルス・インパクターを失ったはずのアルケマルスは、いつのまにか両手首から爪を生はやしていた。相対するガイムーンは自分を取り囲む別の気配に気づく。


    　倒れた骸を踏み越え、現れるのは仮面を被かぶった異形の兵隊たち。


    　外種エクストラたちだ。集結したその数はざっと三〇名ほど。彼らはそれぞれ手に金属バットやバール、剣などを構え、物も言わず、ガイムーンに視線を注いでいる。


    　先ほどもガイムーンはテロを引き起こしていた外種エクストラたちと何度か交戦した。誰かに命令されるがままの彼らを止め、その敵意を鎮しずめたのだ。


    　だが、いまの外種エクストラたちはまたさらに様子が変わっている。自分に対する敵意が一切感じられない。


    　ここへ来る前、アルケマルスは外種エクストラの残党をかき集め、ある処理を施ほどこしていた。


    　彼らは脳に埋め込まれたチップにより強い洗脳処理を受けている。そこでチップの出力をさらに高め、洗脳を強化してやったのだ。もはやいまの外種エクストラたちは感情を完全に喪そう失しつしている。アルケマルスの意のままに動くロボットだ。


    　ガイムーンは外種エクストラたちの意識に同調できない。暴力を行使し、彼らを物理的に止めるしかない。ガイムーンは決して自分の感情に惑わされない。弱き者を救うためになにを優先するかを確認したガイムーンは戦闘のスタイルを切り替える。


    　生死は問わずデツド・オア・アライブ。


    　アルケマルスのみならず、悪の意思に従う外種エクストラたちもすべて殲せん滅めつする。


    　弱き者を脅おびやかすこの悪意を討ちとるべく、ガイムーンは地面を蹴けった。
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    〝恐怖支配テルール〟から解放された真ま耶やは床にへたり込んだ。車椅い子すを自分で動かした千ち代よは、放心している真耶の傍そばに寄り添う。


    「だから言ったじゃないか。結末はどうなるか、わからないと」


    「……ドクター阿あ久く津つ、教えて。アルケマルスはなんのためにガイムーンと戦うの？　人間ネイテイブの身を捨ててまで、彼はなにを求めているの？」


    〝完全支配インペリアル〟も使わず、真ま耶やはまるで子供のように切実な態度で問いかける。千ち代よは穏やかな声で答えた。


    「あの子の目的はただひとつ。ガイムーンの意志を挫くじき、天羽あもうミアという人格をガイムーンの呪じゆ縛ばくから解放すること。それだけさ」


    　真耶はあっけに取られた表情をしていた。あまりに子供っぽい素の表情に、千代は思わず吹き出しそうになった。


    「……冗談でしょ？　たったそれだけのためにあれだけの事件を引き起こして、大勢の人間を殺してきたというの？　怪人オルタも、人間ネイテイブも関係なしに」


    「ああ、そうだよ。だから奴は悪なのさ。たったひとつのものを守るために、自分から進んですべてを失おうとしているんだから」


    「……できるわけがない。オルタ細胞は、オルタ神経節があることで初めて安定して存在できるのよ。あのままだと、アルケマルスはいずれ自滅する。彼の敗北は決定的よ」


    「ならば、その前に決着をつけるだろうさ。あいにく、うちの孫は諦あきらめが悪いもんでね」


    「ハン、あなたに似たのね。なにも変えられやしないわよ。アルケマルスの行為にはなんの意味もないわ。本当に彼の振る舞いは、不合理な人間ネイテイブそのものね」


    「さっき、恐怖で怯おびえるお前さんの顔は不合理な人間ネイテイブそのものに見えたがね」


    「それ以上言ったら殺すわよ」


    　真耶は頭を振って、タワーの真下を見下ろした。


    　激突を続けるアルケマルスとガイムーン。そこに外種エクストラたちの集団も集っていた。


    「いいわ、アルケマルス。ここまで頑張ったんですもの。すべての始まりを担う者としてせめて最期くらいは看取ってあげるわよ」
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    　ガイムーンとアルケマルスが激突していたのとおなじ頃。


    　花か音のんは加か賀が里りオデオンのロビーにて、仲間たちの介抱にあたっていた。ロビーのソファに横たわる葉は斗と子こにペットボトルの水を渡す。


    「……葉斗子ちゃん。水、飲みますか？」


    「えへへ、ありがと、花音ねーちん。そんな心配しなくても、もうへっちゃらだよ！　って、イテテ……」


    「ダメ、葉斗子……安静にしてないと……まだ傷は残ってる、から……」


    　そばに付き添う麻ま斗と子こにたしなめられて、葉斗子は力なく笑った。


    　イカルガによって溶解液をもろに浴びた葉斗子だったが、驚異的な治ち癒ゆ能力を持つ外装器官の力により、どうにか葉は斗と子こは命に別状がない状態まで回復した。


    　それは花か音のんもおなじで、あのあとエコールに変身したことで、ミネルヴァに撃たれた傷もだいぶ塞ふさぐことができた。


    　あのあと。その言葉の意味を思い返した花音は唇くちびるを噛かみしめる。


    　結局、花音は自らの闘争に敗れてしまった。


    　武尊たけるは本当の意味で取り返しのつかない選択をし、ガイムーンのもとへ向かった。武尊の闘争がどのような結末を迎えるにせよ、武尊が幸せになる道はもう閉ざされたのだ。


    「……悪かったな、桜さくら井い。オレらがこいつに乗せられたばっかりに、お前にこんなことさせちまってよぉ」


    　ロビーの隅にいたレミオの人間ネイテイブ態こと瓶かめ呂ろ礼れ央おがぽつりと呟つぶやいた。


    　礼央の視線の先にはビニールシートを被かぶせられたイカルガの遺体が横たわっている。花音は思わず、イカルガの遺体から視線を逸そらした。


    「瓶呂さんたちのせいじゃありません。これは私が、私の意志で決断したことなんです。すべての行動の責任は私にこそあります」


    　花音は無理に笑って言った。


    「……たぶん紡つむ生ぎさんも、落ち込んでる瓶呂さんなんて見たくないはずですよ。賑にぎやかなとこだけが瓶呂さんの取り柄だって、いつも言ってましたから」


    「はは……あいつ、言ってくれるな……ったく、人を舐なめるのも大概にしろってんだ……こっちの気持ちなんて、知りもしないで……くそったれ……」


    　礼央の呟きは、そのまますすり泣きに変わった。


    　礼央が紡生に寄せるほのかな気持ちは、なんとなく花音も察してはいた。


    　きっと紡生も気づいていただろうし、多少とも憎からず思っていた気がする。もっともそれを確かめることは、二度とできないのだけど。


    　葉斗子も、麻ま斗と子こも、紡生の死を思ってか、涙を流す。花音は仲間たちと涙を分かち合えなかった。たった一晩のあいだに、花音はあまりに多くの悲しみと喪そう失しつを経験してしまった。


    　大切な人を失って、自らの手で誰かの命を奪って、ようやく花音はあのときの武尊の気持ちを理解する。


    　自分を守るために、恩師である水みず町まち佐さ和わ子こを殺した武尊の痛みの深さ。


    　花音はわかっているつもりで、じつはなにもわかっていなかった。


    『共犯者』が聞いて呆あきれる。結局、花音は武尊を守ることができなかったのだから。


    「これからボクたち、どうなるのかな……ヘルヴェノム卿きようもいなくなって、リヴァイアサンも壊滅して……」


    　麻斗子はぽつりと呟いた。それはいまの仲間たち、いや、怪人オルタたちの不安を代弁する言葉だった。一瞬、みんな押し黙ったが、ふと麻斗子は「ねぇ、花音さん」と花音に呼びかけた。


    「あの人は……二代目ヘルヴェノム卿きようは……どこ行っちゃったの……？」


    　花か音のんは言葉を詰まらせた。やがてごまかすように、ぎごちない微ほほ笑えみを浮かべた。


    「自分のための闘争に、向かいました。たぶんもう戻ってこれないと思います……」


    「それって、ガイムーンとの戦いってこと？」


    　黙って花音は頷うなずく。すると礼れ央おは湿った声でさらに問いかけた。


    「いいのかよ、桜さくら井い。イカルガを殺してまで、お前はあいつを守ろうとしたんだろ。このままでいいのかよ」


    「このままでって、もう私にできることはありませんから……」


    「じゃあ、なんでお前はあそこまであいつを助けようとしたんだ？」


    　──だったら、どうして花音先輩は俺とミアを助けようとしてくれるんですか？


    　礼央の問いかけは、先ほど武尊たけるに答えそびれた問いかけに重なった。


    　花音は答えようとする。


    　それは自分が武尊と『共犯者』であるから。花音がいまそうしたように、武尊に命を助けてもらったから。


    　だが、花音はその答えを口にできなかった。どうしても心に引っかかるものを覚えた。


    　すると葉は斗と子こが「え、そんなの決まってるじゃん」とさも当然のように答える。


    「花音ちゃんが、あの人のこと、好きだからでしょ？」


    　緊張していた空気が一気に弛し緩かんする。


    　礼央は呆あきれたように首を振り、麻ま斗と子こは「なに言ってるの、葉斗子……！」とたしなめた。しかし葉斗子は冗談を口にしたつもりはなかったらしく、無邪気に問いかける。


    「ちがうの？　ウチ、絶対そうだと思ったんだけど」


    　あまりに葉斗子の力の抜けた答えに、花音はつい吹き出しそうになる。肩の緊張が抜け、心が自然な気持ちを取り戻す。


    「ちがいますよ、葉斗子ちゃん。私はあの人のことが……」


    　熱いものが胸の奥からこみあげた。ヒックとしゃくりあげる。あれ？　と花音は自分の感情に戸惑う。張りつめた弦が切れたように、心の堰せきが決壊する。


    　もう枯れたと思っていた涙が頬ほおを流れ落ちる。


    　何度もしゃくりあげながら、花音は素直な自分の心に気づいた。


    　なにかを察した葉斗子がソファから上体を起こし、花音を抱きしめた。仲間の温もりに抱かれて、花音は泣き続けた。


    　そうか。私、好きだったんですね。


    　武尊くんのことが……どんなに傷ついてもミアちゃんを守ろうとする武尊くんのことが……。


    　馬鹿ですね、今頃、こんなことに気づくなんて……。


    　──父さんが言ってたとおりね。


    　──あの子は頑固で根性がある。自分の戦う場所を見つけたら、きっと化けるにちがいないって、前からよく言ってたのよ。


    　──あんたはあんたの闘争をやっと見つけたってことなのね。


    　紡つむ生ぎの言葉を思い返し、花か音のんは涙を拭ふき取る。心はもう落ち着きを取り戻していた。心配そうに見つめる仲間たちの顔を見渡し、礼れ央おに告げた。


    「……瓶かめ呂ろさん、ここまではどうやってきました？」


    「え？　車だけど。ほら、いつも使ってたワゴン車あるだろ？　あれを近くに停とめてて……」


    「お願いがあります。連れていってほしい場所があるんです」


    　きっと武尊たけるはもう自分の闘争に誰も立ち入らせないつもりだろう。ガイムーンとの決着を、自分だけの問題として捉えている。


    　冗談じゃない。これだけ多くの人を巻き込み、花音も当事者にしておいて、そんな勝手は許されない。武尊が最後まで戦うというのなら、花音もまた最後まで寄り添おう。


    『共犯者』でない。武尊とミアのことが好きな、一人の人間として。


    「アルケマルス……いえ、沖おき名な武尊くんのもとへ連れていってください。まだきっと、私にできることがあるはずだから……」
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    　いまのアルケマルスに武尊としての意識はなかった。


    　沖名武尊の記憶と意志を引き継いだアルケマルスは新たな存在として、言葉を紡つむぎ、ガイムーンとの闘争を続ける。


    　真ま耶やの言葉どおり、全身がオルタ細胞で構成されたアルケマルスは本来その姿を保つことなどできない。それを可能にしているのは、武尊の脳に残っていたＡＣＭシステムの残ざん滓しだった。


    　常に武尊は脳内に仕込んだチップを経由し、ＡＣＭシステムにアクセスし続けていた。


    　かつて千ち代よが言ったように、武尊の意識はアルケマルスを支えるＡＩたるＡＣＭシステムと一体になっていた。かつて阿あ久く津つ邸の地下にあったデータバンクに収められていた戦闘の記録もすべて武尊の肉体に刻まれている。ＡＣＭシステムはかつての武尊の記憶をもとに、いまのアルケマルスの身体からだを統制するための意識を再編成していた。自らのオルタ細胞を操作して、武器を生成することさえできる。


    　ガイムーンを倒す、ただその目的に特化したのがいまのアルケマルスだった。


    　彼が語る言葉も、表情も、すべてはガイムーンを打ち砕くためにある。


    　そのアルケマルスは現在、黒髑どく髏ろの貌かおに笑みを浮かべ、ガイムーンの様子を眺めていた。


    　すでに外種エクストラたちはその半数が地に伏せていた。


    　痛みを感じず、冷徹にガイムーンを攻め立てる外種エクストラたちの動きを止めるには、息の根を止めなければならない。


    　ガイムーンは背中から襲いかかる別の外種エクストラの胸元に拳を突き立てる。


    　拳は強化された外種エクストラの身体からだを貫き、一瞬で外種エクストラを絶命させる。


    　汚けがれなき純白だったガイムーンには、討ち取った外種エクストラたちの返り血が付着していた。いまのガイムーンは感情に惑わされたりしない。倒すべき悪を見定めたら、決して躊躇ためらったりはしない。ただ、ガイムーンの心は次々に現れる外種エクストラたちの対応に追われている。


    　ガイムーンは一度、体勢を立て直すために、先ほどガイムーンが不時着させた戦闘ヘリの付近に後退した。


    　アルケマルスは突き立てた爪を振るい、振動波を繰り出す。圧縮された力の塊かたまりは空気を歪ゆがめて、ガイムーンに襲いかかる。


    　ガイムーンはその振動波をかき消そうとするが、おなじタイミングで外種エクストラの一人が握っていた剣を振りかざしてきた。ガイムーンは振動波を回避がてら、必殺のキックで剣ごと外種エクストラを吹き飛ばす。


    　そのまま振動波は戦闘ヘリの機体を破砕させた。その力は燃料タンクをも震ふるわせ、あっという間に強力な熱へと変わった。内部の燃料を発火させるには十分な熱だ。


    　最新鋭の装備を誇る戦闘ヘリは巨大な手しゆ榴りゆう弾だんとなり、爆発した。爆風と熱、衝撃波により周囲の外種エクストラたちも巻き添えになる。ガイムーンは体表に電気を走らせた。電気により、炎のイオン粒子を操作し、爆炎を受け流したため、傷一つ受けない。


    　しかしアルケマルスはガイムーンに立ち止まっている余裕を与えるつもりなどなかった。


    　一気にガイムーンへ襲いかかったアルケマルスは爪でガイムーンの体を引き裂く。鎧よろいのように硬化した皮ひ膚ふの表面が剥はがれる。


    　アルケマルスが爪を振り切る前に、ガイムーンはその手首を掴つかみ取った。自分が傷つくのも厭いとわず、ガイムーンは弾丸の如き速さで拳を黒髑どく髏ろの顔に突き立てた。


    　素顔なのか、仮面なのかもわからないアルケマルスの顔に罅ひびが入る。アルケマルスの瞳にガイムーンの姿が映り込む。


    　──なぁ、ガイムーン。正義と悪というのはいったいなにが違うのだろうな。


    　アルケマルスが呼びかける。ガイムーンはアルケマルスの言葉を振り払うように、拳をさらに強く握りしめた。


    　──私は誰かを傷つけるために暴力を振るう。君は誰かを守るために暴力を振るう。


    　──どちらも犠牲者が出ることに変わりはない。


    　──私が殺した警官たちと、君が殺した外種エクストラたちはなにが違うというのかね？


    　拳を受け止めていたアルケマルスはガイムーンの胸元に爪を突き立てんとする。すぐにガイムーンは距離を取って回避する。するとガイムーンの踵かかとが、倒れ伏す外種エクストラの骸むくろとぶつかる。


    　アルケマルスは爪からふたたび振動波の弾丸を発射した。


    　ガイムーンに向けてではない。弾き飛ばされたのは、ガイムーンの足元にいる外種エクストラの骸むくろの、仮面だった。剥はがれた仮面から、生気を失った男の顔が露あらわになる。どこにでもいる普通の男の顔だった。


    　──彼は実じつ相そう寺じ幸ゆき雄お、かつては月つき杜もり市内のローカルテレビ局に勤めていた会社員だ。バッハの音楽を愛好し、部下からも慕われていた。白血病を患わずらい、外種エクストラの外科手術を受けた。


    　ガイムーンは両腕を広げ、手のひらにプラズマ光球を生成する。アルケマルスに向けて、光球を発射。さらに連続的にプラズマ光球を作り出し、連射を繰り返す。


    　アルケマルスは平然と爪の振動波でプラズマ光球の連弾を弾いた。弾けたプラズマ光球は光のシャワーとなり、ガイムーンの目を眩くらませた。アルケマルスの姿を見失ったガイムーンだが、アルケマルスのどす黒い意志の健在は感じ取っていた。


    　いきなりガイムーンの足元になにかが投げつけられる。それは焼け焦げた外種エクストラの頭だった。仮面の半分は焼け焦げ、崩れ落ちている。虚ろな目をした女性の顔が露わになった。


    　──松まつ山やま梨り沙さ、北海道からこの月杜市へ赴任してきた高校教師。柔道部の顧問として生徒からの信頼も厚かったそうだ。交通事故で半身不随の体となり、外種エクストラとなった。


    　アルケマルスは外種エクストラたちのプロフィールを次々と語っていく。


    　ここへ来るまでのあいだにアルケマルスはイカルガが持っていたタブレット端末を入手し、外種エクストラたちのリストを頭に刻み込んでいた。彼らから意識を簒さん奪だつしたアルケマルスは、彼らひとりひとりの経歴をすべて把握している。


    　名もなき敵だったはずの外種エクストラたちの人生が、ガイムーンに刻み込まれていく。


    　光のもやが晴れ、アルケマルスの影を補捉する。ガイムーンは地面を蹴けった。アルケマルスの語りを振り切るように、キックを繰り出す。するとアルケマルスは向かいくるガイムーンを回避もせず、なにかを盾たてに構える。


    　それはまた別の外種エクストラの骸だった。ほかの外種エクストラたちと比べて、ずっと体格は小さい。ガイムーンのキックが外種エクストラの骸にヒットする。


    　凄すさまじい衝撃が外種エクストラの小さな身体からだを吹き飛ばす。上半身だけになった外種エクストラから仮面が崩れ落ちる。その素顔を見て、ガイムーンの動きは止まった。


    　それは血の気の失うせた少年の顔だった。


    　──坂さか田た五ご郎ろう。三兄弟の末っ子で、上には年の離れた兄と姉がいる。月杜市の小学校に通っていたが、小児ガンにかかり、病院生活を余儀なくされた。サッカーが好きで、海外のプロリーグの大ファンだった。


    　ガイムーンの動きは止まる。自分が手にかけた少年の顔を見つめている。


    　──君は子供が大好きだったな、ガイムーン。以前、ビートリガの拠点から外種エクストラの被験者だった子供を助け出していたそうだが、ほかにも外種エクストラとなった子供がいるとは思わなかったのか？　君の下した正義の拳は、君が本当に守りたかったものを傷つけた。


    　ガイムーンの拳がアルケマルスに襲いかかる。アルケマルスは自らの爪でガイムーンの拳を受け止めた。鋼鉄も引き裂くアルケマルスの爪はぼろぼろになって崩れ落ちた。


    　自分の武器を失ってもなお、アルケマルスは動じない。


    　本当の武器はもうすでに発動している。


    　あとはガイムーンに気づかせるだけだ。


    　──ガイムーン、気づいているか。外種エクストラのマスクにはカメラが内蔵されている。それは無線を通じ、ネットと接続し、リアルタイムで映像を投稿できる。ようするに、彼らの目で見た光景はすべて全世界に共有されているのだ。


    　ガイムーンはなおも拳を叩たたき込もうとする。だがその動きは洗練さからかけ離れていた。アルケマルスは拳を掴つかみ取り、ガイムーンの動きを封じる。間合いが詰められ、キックも放てない。するとガイムーンはアルケマルスの顔に頭突きを食らわせた。


    　しかしアルケマルスの言葉は止まらない。


    　──君はいつも目の前のものにまっすぐすぎる。視野が狭くて、まわりが見えていない。よく耳を傾けてみろ。君の守るべきものたちが、なにに恐怖しているのかを。


    　それはガイムーンの意識を誘導する言葉だった。


    　感情に惑わされないはずのガイムーンはアルケマルスの言葉に導かれるまま、月つき杜もり市中の声に同調した。


    



    　ネットのやつ見た？　ガイムーン、やりすぎだろ。怖い。人殺し。怪人とおなじじゃん。こんなやつがヒーローなもんか。もう潰つぶしあってくれないかな、化け物どうしで。うちの子に手を出さないで。絶対こいつほかにもやってる。警察、とっとと逮捕しろ。こわい、こわい、こわい、ガイムーン、こわい。


    



    　ガイムーンはこめかみを手で押さえ、アルケマルスの赤い瞳を覗のぞき込む。


    　アルケマルスの瞳に映り込んだ自分の姿を覗き込む。血にまみれ、市民を恐怖させる、ガイムーンの姿を覗き込む。


    　弱者を救え、悪を滅ぼせ。それはガイムーンの根底をなす言葉だ。


    　だけどいま、人々を怯おびえさせているのは誰だ。滅ぼすべき悪は誰だ。


    　──〝機械仕掛けの獣ゾデイアツク〟、発動


    　いきなりアルケマルスがそう呟つぶやいたかと思うと、みるみるうちに姿を変えていく。四し肢しは膨ふくれ上がり、関節自体の構造が変わる。髑どく髏ろを模した顔は顎あごが裂さけ、虎のような牙を覗かせる。四肢からは鋭い爪が生え、赤い瞳は獲物を逃のがさぬというように獰どう猛もうな輝きを増す。


    　そびえ立つ黄金の角が禍まが々まがしい光を放つ。


    　まるで一角の獅子だ。


    　獣の姿となったアルケマルスは唸うなり声をあげ、地面を跳躍する。縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回るアルケマルスは衝撃波を発動させ、空を跳ね、頭上から飛びかかる。


    　ガイムーンはすぐに避よけるが、アルケマルスは悠然と着地し、ガイムーンの様子を見つめる。獣の姿となったアルケマルスは本能のままに動き、人間らしい思考を感じさせない。


    　ガイムーンは目の前の敵に対応しようとする。だが、流れ込んでくる市民の思考がガイムーンの動きを鈍らせた。もう一度、アルケマルスは唸り声をあげ、足に力を込めた。


    　その途端、発動させた振動波により地面のコンクリートが液状化、ガイムーンのくるぶしが一気にコンクリートに沈み込む。


    　ガイムーンの足を封じたアルケマルスは躍りかかるように飛び込んだ。ガイムーンは一気に右足を引き抜き、アルケマルスに蹴けりを入れる。黄金の角にヒットし、払いのけたかに見えたが、その途端、爆発するような衝撃がガイムーンに襲いかかった。


    　すぐにガイムーンは足を引っ込めるが、さらにアルケマルスは食い下がる。黄金の角がガイムーンの肩を貫いた。グシュウウウウッ。ガイムーンの肩から血が噴き出る。ガイムーンの思考が混乱に陥おちいる。それはかつてガイムーンが受けたことのない強烈な痛みを伴ともなう攻撃であり、初めて経験する生命の危機だった。加えて流れ込む、ガイムーンに対して恐怖する声。


    　そこでガイムーンはある行動を選択する。アルケマルスを倒すことの優先度は変わらない。


    　そして同時にガイムーン自身も倒さなければならない。


    　肩になおも角を突き刺す獣の姿をしたアルケマルスを、ガイムーンはがっしり両腕で拘束する。アルケマルスは両腕の中で暴れて振りほどこうとするが、ガイムーンはアルケマルスを抱きしめたまま、はるかな彼方へ舞い上がる。


    　月つき杜もりタワーを超えて、雲を突き抜け、もっと高く、もっと高く、もっと高く！


    　ガイムーンとアルケマルスは分厚い雪雲をくぐり抜け、雲ひとつない空に舞い上がった。


    　雲を抜けた先の空で、三日月が白く輝いていた。


    　気温が氷点下を優に下回る空で、肩からあふれるガイムーンの血はあっというまに凍りつく。しかしガイムーンは気にも留めず、その瞳に欠けることのない三日月を映す。


    　優しい月の光を浴びながら、ガイムーンは漆黒の獅子を抱きしめる腕にさらに力を強める。どれくらいの速度で落下すれば、アルケマルスとガイムーンが壊れるほどの衝撃が発生するのか。周囲への被害を最小限に抑えられるのはどこなのか。すべての計算を終えたガイムーンはアルケマルスを抱いたまま、くるりと反転し、落下の準備を始める。


    　──じゃあね、タケちゃん。また今度。


    　なぜかガイムーンの脳裏に天羽あもうミアだった頃の記憶がよぎる。たかが記憶の残ざん滓しだ。


    　ガイムーンはそれ以上、深く考えない。死への恐れはなかった。『正義の味方』である自分自身の存在に殉じるために、ガイムーンはいま流星となって、悪とともに燃え尽きる。ガイムーンは感情に惑わされない。決して躊躇ためらったりしない。


    　ドクンッ


    　ガイムーンの身体からだに鼓動が一拍波打つ。抗あらがえない感情がガイムーンを鷲わし掴づかみにする。誰かの感情ではない。紛まぎれもなく、ガイムーンから湧わき上がる感情だった。


    



    　──見つけたぞ、お前の恐怖を。


    　　　お前はいま、死を恐れたな。


    



    　アルケマルスが獣の姿で告げた。頭に響く声はこの空よりもずっと冷たく聞こえた。


    



    　──私はずっとそれを待っていた。


    　　　お前が恐怖する瞬間を待っていた。


    　　　もうお前は私の〝恐怖支配テルール〟から逃のがれられはしない。


    



    　アルケマルスがなにを言っているのかわからなかった。だがそれ以上耳を傾けてはいけない気がした。すぐにガイムーンはアルケマルスもろとも落下しようとする。


    　しかしアルケマルスの背中から真っ黒い翼が広がった。ガイムーンの体長を超える巨大な翼は限界まで広がると、一気にガイムーンを包み込んだ。


    　ガイムーンの視界が闇やみに飲まれる。一切の光がない虚無の風景。先ほど、ガイムーンがアルケマルスに同調したときに垣間見た光景だった。


    　──ミア、ほら、ガレットができたわよ。


    　呼びかけられた声にガイムーンは後ろを振り返る。


    　ミアのママンが太陽のような笑顔を浮かべ、皿を手にしていた。皿の上にはちょっと焦げたガレットが載っていた。ガイムーンはなにかに誘われるように、彼女のもとへ歩み寄る。


    　だがガイムーンがその皿を受け取ろうとした瞬間、ママンの表情が変わった。唇くちびるの端から一筋の血が垂れ、そのまま倒れ伏す。


    　どこからか口笛が聞こえてきた。


    　鎮魂歌にも似た『スタンド・バイ・ミー』の旋せん律りつ。いつのまにかガイムーンの眼前に鬼に似た姿の怪人がニタニタと笑いかけている。


    　──嬢ちゃん、ごめんね。君が悪いんじゃないんだ。恨うらむならお父さんにお願い、ね？


    　ガイムーンは怪人を殴りつける。しかし怪人はすぐに消え、拳は空を切った。


    　──許してくれ、ミア。こうするしかお前を助けることはできなかったんだ……。


    　いつのまにか遠くにミアの父親、天羽あもう新あらたが立っていた。


    　彼はガイムーンのマスクを脇に抱かかえている。そのままマスクを被かぶると、初代ガイムーンに変身し、くるりと後ろを振り返った。ガイムーンは初代ガイムーンの背中を追おうとする。だが、初代ガイムーンははるか彼方を歩き、やがて異形の姿に変わる。まるで身体からだじゅうの細胞が暴走したかのような、ぶよぶよとした肉塊に変わったのち、弾けて消えた。


    　──やだ、やだ、やめろ、やめろ……助けて、ガイムーン……！　誰か、助け──


    　ミネルヴァがいままで聞いたことのない叫びをあげる。仮面をつけたミネルヴァの背後には、おなじく多くの外種エクストラたちが並んでいる。一様にガイムーンに向けられる無言の重圧。


    　ガイムーンは怯おびえたように後退する。するとガイムーンの背中が誰かとぶつかった。


    　振り返ったガイムーンはそこにいた人物を見て、息を飲んだ。


    　──あんた、ヒーローだったんじゃないの？　どうして守ってくれなかったのよ？


    　首を吊つり、胸に剪せん刀とうを突き立てられた水みず町まち佐さ和わ子こが恨うらめしげにガイムーンを見つめる。


    　死者たちの悲鳴が、嘆きが、恨みが、ガイムーンに流れ込んでくる。それでもガイムーンは必死に理性を保とうとする。


    　弱者を救え、悪を滅ぼせ。その言葉だけをお守りのようにリフレインする。


    　ガイムーンは決して感情に惑わされたりしない。すべてを捨てて、すべてを守るために完全なヒーローになったのだ。いまさら天羽あもうミアに戻ることなどあり得ない。


    　──ミア。なんで、お前がガイムーンになって戦わなくちゃいけないんだ……。


    　いまのガイムーンに天羽ミアとしての意識はない。


    　それでも天羽ミアが生きてきたなかで培つちかってきたもの──記憶、意志はガイムーンにも息づいていた。この世のすべての悲しみを祓はらう者、かつて天羽ミアが願い続け、求めた理想の具現化がいまのガイムーンの姿だった。


    　だからこのガイムーンに守れないものなどない。あるはずがないのだ。


    　──なに言ってんだよ。そんなのお前の思い込みだ。見ろよ、ミア。


    　亡霊たちは消え、ガイムーンの前に一人の少年が立ち尽くす。


    　沖おき名な武尊たけるは微ほほ笑えみかける。その手がガイムーンに向けて白いハンカチを渡そうとした。


    　だがガイムーンが受け取る前に、武尊は砂となって崩れ落ちる。


    　呆ぼう然ぜんとするガイムーンに、武尊は静かに告げた。


    



    　──これがお前の選択の結果だよ、ミア。


    



    「わあああああああああああああああああああああああああっ!!」


    



    　月明かりのもと、ガイムーンは銀色の微笑をかなぐり捨て、絶叫した。


    　いつのまにかアルケマルスの拘こう束そくから逃のがれる。雲の上を浮遊しながら、ガイムーンは荒い息をついていた。名状しがたい感情がガイムーンの中で暴れて、思考がちっともまとまらない。


    　ガイムーンから黄金の文様が消えた。ウサギの耳を模した装飾も純白に戻り、この街でよく知られたガイムーンの姿へ戻っていった。獲得したはずの力が徐々に失われていく。


    　──もうお前はガイムーンである意味を見み出いだせなくなった。


    　アルケマルスはガイムーンから離れたところにいた。人型に戻っていたアルケマルスは背中から黒い翼を広げている。まるで悪魔そのものの姿だ。


    　──ガイムーンになって、お前はいったいなにを守れた？　なんのために怪物になった？


    「……わたしは怪物じゃない」


    　──怪物だ。あるいは機械だ。自分ではなにひとつ満足に判断できない、バグだらけの機械。機械に人の心はわからない。心がわからないものになにも守れはしない。


    「……わたしは機械なんかじゃない」


    　──お前の罪はガイムーンなどという不相応な力を望んだことだ。いまお前が感じている恐怖はその罰だよ、天羽あもうミア。


    「もう、わたしはっ」


    　ガイムーンは怒りをむき出しにして叫んだ。


    「天羽ミアじゃなあああああああああい！」


    　マインドセットも、聞こえてくる救いを求める声も無視して、ガイムーンはアルケマルスに飛びかかった。空中でガイムーンはアルケマルスに殴なぐり、掴つかみかかる。


    「お前、タケちゃんをどうしたっ！　タケちゃんにいったい、なにをしたぁっ！」


    　──殺してやったよ。水みず町まち佐さ和わ子ことおなじようにな。


    　こともなげにアルケマルスは答える。


    　──お前の名前を何度も叫んでいたぞ。屍し体たいをお前に見せてやれないのが残念だ。どうやったか教えてやろうか？　まずあいつの両目をくりぬいて……。


    　ガイムーンは力任せにアルケマルスの顔を殴った。鈍い音を響かせながら、何度も、何度も、拳をぶつけていく。それはヒーローの拳からはほど遠い、ひどく個人的な拳だった。


    「殺すっ。殺してやる、アルケマルス。お前だけは絶対に許さないっ」


    　──お前が戦うのは悪という概念そのもの、命を奪うことではなかったのではないか？


    「黙れぇえっ！」


    　もつれ合うガイムーンとアルケマルス。ガイムーンはまるで癇かん癪しやくを起こした子供のように、殴り、蹴けり、アルケマルスを壊そうとする。だがアルケマルスもガイムーンに爪をつき立て、ガイムーンの仮面を壊そうとする。


    　正義と悪は縺もつれ合い、やがて空から落下していく。雲を突き抜け、錐きり揉もみ状にもみ合う。ガイムーンの猛攻を前にアルケマルスの黄金の角が折れる。漆黒の翼の片方が取れる。落下途中にあったガイムーンはふいにアルケマルスを突き放す。ガイムーンの足が赤く輝く。あらゆる怪人を、悪を葬ほうむってきたエネルギーが、ガイムーンの両足に凝縮されていく。


    「消し飛べぇっ、絶対悪アルケマルスッ!!」


    　まるで流星のようにガイムーンのキックがアルケマルスの腹を撃つ。そのままガイムーンは一本の槍と化し、アルケマルスを蹴けり飛ばした。


    　アルケマルスはもう飛行能力を失っていた。翼をなくし、角も折れ、傷だらけになったアルケマルスの身体からだはどこかの社やしろに衝突する。


    　そこは神社の境けい内だいだった。ほかに参拝客も、宮ぐう司じもいないのか、人の気配は見当たらない。ガイムーンはゆっくり境内に降り立つ。そして奇妙な偶然に気づいた。鳥居のそばに建てられた、狛こま兎うさぎの像。間違いない、ここはうさぎ神社だった。


    　感傷に浸ひたる間もなく、ガイムーンは崩れた社を見据える。よく拝んでいた賽さい銭せん箱ばこも、木段も、見る影もなくひしゃげ、アルケマルスがぴくりとも動かず倒れ込んでいた。


    　黒髑どく髏ろの目から赤い光が消えている。気絶しているのか、それとも死んだのかここからではわからない。ガイムーンはふたたびアルケマルスに同調を試みる。しかし、同調そのものがうまくいかない。あれほど自分に流れ込んでいた人々の感情の声もひどく遠くなっている。ガイムーンの力が着実に失われようとしていた。


    　捨てたはずの素顔の意識が戻っている。


    　しかし、ガイムーンはそれを否定する。決して認めるわけにはいかなかった。


    「タケちゃん……」


    　ガイムーンは胸に拳を当てた。いまのガイムーンに涙を流す機能はない。ヒーローは助けるべき人の前で決して涙を流さないものだからだ。


    　あれだけ守りたかったものをガイムーンは失ってしまった。アルケマルスが倒れた姿を見ても、勝利の余韻なんてものはない。


    「……全部、失なくしちゃったよ。わたし、もうなんにも残ってない。帰る場所も、待ってくれる人も……」


    　そのままガイムーンはこめかみを押さえて言った。


    「でも、これでよかったんだ……わたしはもう、天羽あもうミアじゃないんだから……天羽ミアであることを捨てたんだから……もうガイムーンになるしか、わたしに残された道は……」


    　瓦が礫れきを退どかし、アルケマルスが起き上がった。


    　外装器官が保たなくなっているのか、その身体はボロボロに崩れている。先ほどまで感じられた圧倒的な力をいまのアルケマルスからは感じ取れない。


    　それなのに、どす黒い意志だけは炎のようになお燃え盛り続けている。


    　アルケマルスは髑髏の口を開き、獣のように吠ほえた。憤ふん怒ぬとも、慟どう哭こくともつかない叫びがガイムーンの体表をびりびりと震ふるわせる。


    「……まだ、邪魔するっていうの」


    　ガイムーンは拳を固く握りしめながら、アルケマルスを見据えた。すべてを失ったヒーローは仮面の下で叫ぶ。


    「わたしの、わたしが選んだ生き方の、邪魔をするな！」


    　ガイムーンはアルケマルスを見つめた。そして、躊躇ためらいもなく天を指差す。


    「心が悲しみで濡ぬれたとき、正義を照らす白き月光ッ」


    　雪はなお境けい内だいに降り注ぐ。身体からだ中に雪を纏まといながら、ヒーローは叫んだ。


    「──悪の天敵ガイムーン。お前を倒す、ヒーローの名だ、アルケマルス」


    　ガイムーンとアルケマルスはお互いに向き合ったまま動かない。


    　いつかの月つき杜もりＭＡＴビルとおなじ状況だ。お互いに余力はない。まもなくすべての決着がつく。


    　静かな夜だった。まわりには誰も遮さえぎる者もなく、観衆もいない。だからこそアルケマルスにじっくり向き合える。闇やみに閉ざされたその魂に拳を突き立てられるのだ。


    　そうして何度も呼吸を繰り返すうち、不意にそのときは訪れた。


    　どちらからともなくガイムーンは、アルケマルスは走る。


    　アルケマルスはふたたび獣の姿に変身する。右手の爪に凝縮した振動波により空気が歪ゆがむ。万物をねじ伏せる力を纏い、ガイムーンに躍りかかった。


    　ガイムーンは強化エボル態となり赤い姿に変身する。地を駆けながら、右の拳に凝縮したエネルギーが積もりつつある雪を解かす。悪を討ち滅ぼす力を宿し、アルケマルスに飛びかかった。


    　二人は声にもならぬ咆ほう哮こうをあげ、同時に右の拳を突き出した。交錯した拳が、お互いの頬ほおに襲いかかる。ほんの一瞬、アルケマルスのほうが動きは早かった。アルケマルスの爪がそのままガイムーンの顔を引き裂かんとする。


    　頭で考えたわけではない。それは直感とでもいうような咄とつ嗟さの反応だった。ガイムーンはわずかに身をかがめた。沈んだ状態でアルケマルスの爪を紙一重の差で回避し、左拳を繰り出す。アルケマルスの顎あごに、赤熱したアッパーが叩たたき込まれる。


    　ありったけの憎悪を込めて、ガイムーンは左のアッパーを振り抜き、アルケマルスを打ち砕こうとする。アルケマルスの黒髑どく髏ろの顔に罅ひびが入った。


    　しかし同時にガイムーンの腹にアルケマルスが凝縮した振動波のエネルギーが叩き込まれた。ガイムーンの腹部に吹き飛ばされるような衝撃が襲いかかり、外装器官の一部が引き剥はがされる。両者の攻防はどちらも引かず、ただ相手を倒すことのみ考える。


    　ガイムーンとアルケマルス、互いの身体から結晶がさらさらとこぼれていく。


    　両者の身体はとっくに限界を迎えていた。オーバーヒートした外装器官はもはや再生することもなく、結晶化したオルタ細胞となって削られていた。


    　崩れたオルタ細胞の結晶はまるで霧のように両者を包み込んだ。ガイムーンの身体から放たれる白い結晶の霧、アルケマルスの身体から放たれる黒い結晶の霧。


    　オルタ細胞は不活性化すると結晶になる性質がある。それは本来、死滅した細胞の残ざん骸がいであり、生命力を発揮することは二度とないのだが、ガイムーンとアルケマルスの外装器官は互いによく似た性質のオルタ細胞から構成されていた。


    　そのためか、両者の霧きりのあいだで奇妙な反応が起きた。


    　死にかかっていた互いの細胞が相互作用を起こす。それはエネルギーのやりとりであり、あるいは情報の相互交換でもあった。白い雲と黒い雲のあいだで起こる複雑な相互作用、その有様は神経細胞が織りなすシナプスのネットワークにも似ている。


    　外装器官が意志の具現化であるならば、外装器官を構成するオルタ細胞は意志の断片である。


    　ガイムーンと、アルケマルスの意志が混じり合う。


    　正義と悪の境界が消えていく。


    



    　気がつくとガイムーンとアルケマルスの周囲の光景が変わっていた。


    　おなじうさぎ神社の境けい内だいだが、社は壊れておらず、まわりには雪も降っていない。現在の神社ではなく、五、六年前に遊んでいた頃のうさぎ神社の姿だった。


    　それでもかまわずガイムーンとアルケマルスは戦い続ける。


    　これが現実でないのはわかっていた。いまはただ二人とも、目の前にいる敵を倒すことしか考えてはいなかった。


    「ごめんね、ユキタロー……守ってあげられなくて……もっと早く見つけてあげられなくて……痛かったよね……こわかったよね……」


    　どこからか謝るような泣き声が聞こえた。


    　茂みの中で小さい天羽あもうミアがうずくまっている。両腕に傷だらけの白しろウサギを抱かかえていた。この頃のことはガイムーンもよく覚えている。小学校で飼っていたウサギが殺され、それがあまりに悲しくて、あまりに悔しかった。ずっと泣いていたミアの隣には小さい頃の沖おき名な武尊たけるが寄り添っている。


    　その武尊の感情がガイムーンの中になだれ込んできた。


    　少女を想う少年の優しさ。少女になにもしてやれない少年の悔しさ。


    



    　ガイムーンはアルケマルスの頬ほおに右ストレートを叩たたき込む。殴った衝撃で自分の腕が壊れそうになった。


    



    　今度は知らない光景が出てくる。


    　小さい頃の武尊が、見たことのない映画館で誰かを必死に捜している。ミアたちを襲った犯人を捜しているのだ。ミアのためになにもできなかったことを悔やんだ少年は、やがて初代ヘルヴェノム卿きようと邂かい逅こうする。


    「なんで……」


    　初代ヘルヴェノム卿と出会った武尊は己おのれの出自を知らされる。どこかの地下室で、武尊は漆黒の髑どく髏ろのマスクとスーツに相対する。ミアたちの仇かたきを取るために、武尊たけるはＡＣＭシステムと呼ばれるものに手をかけようとしていた。


    「どうしてなの……」


    　そして燃え盛るビルの中。ヘルヴェノム卿きようのスーツを纏まとった武尊はガイムーンに対たい峙じする。


    　八人の人間を殺し、暴走するガイムーンを前に、武尊はある決意を固める。ガイムーンを止めるために、武尊は絶対悪アルケマルスとなることを決意する。


    



    「なんでタケちゃんの気持ちが……あなたから、流れてくるの……」


    



    　ガイムーンの叫びを浴び、アルケマルスの髑髏の仮面が崩れる。内側が露出した半面、そこから現れたのは武尊の顔だった。


    　敵意を剥むき出しにする武尊の目尻からは赤い涙が流れている。それは数えきれないほどの悲しみと、怒りと、絶望を刻んできた少年の涙だった。もはやガイムーンは拳を振るえなくなっていた。頭を振りながら、目の前の現実を否定しようとした。


    



    「タケちゃんが……全部やったの……みんなを傷つけて、殺したっていうの……佐さ和わちゃんを殺したっていうの……！」
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    　ガイムーンの問いかけに答えるように、ふたたび世界が切り替わる。


    　そこは水みず町まち佐さ和わ子この診療所だった。薄暗いリノリウムの床に誰かが横たわっている。そばに立つ佐和子が歪ゆがんだ笑顔で、何者かを見下ろしていた。


    　──あんたたちは黙って、研究サンプルになってればいいのよ……どうせガイムーンに滅ぼされる運命なんだから……！


    　けたたましく笑い声をあげる佐和子は底知れぬ悪に見えた。だがその笑いが突如、止まる。剪せん刀とうを持った武尊たけるが佐和子の胸に刃を突き刺したからだ。


    　──ミアの正義に、人間と怪人オルタの区別はない。泣いている誰かのためにあいつは戦う……。だから俺はこうせざるを得ないっ。ガイムーンを、ミアの手をこれ以上汚させないためにっ。


    　佐和子を刺し殺す武尊の目からは涙が流れていた。


    　それは絶対悪アルケマルスからほど遠い姿だった。


    　──私の望みはただひとつ、天羽あもうミアをガイムーンから解放することだ。そのために私は最後まで戦う。私こそがガイムーンの唯一の敵、ヒーローという偶像を破壊する絶対悪アルケマルスなのだから……。


    



    　ガイムーンは武尊の紡つむいできた物語ヒストリーを追体験する。武尊の経験してきた悲しみと怒りを追体験する。もはやガイムーンは拳を振るうことができなくなっていた。


    　いまのアルケマルスを動かす意志がガイムーンの頭に響く。それはあの屍し人びとの声ではなく、耳に馴な染じんだ幼なじみの声だった。


    



    　俺は正義の仮面を壊さなければならない。ミアをミアでなくしている、あのガイムーンという呪のろいを打ち砕かなければならない。


    　だからミア、俺を憎め。俺だけを見ている。


    　俺こそが、私こそが。お前が倒すべき悪なのだ。


    



    　我はアルケマルスI am Alchemuls,、我は忘れぬI do not forget,、我は許さぬI do not forgive,、我の来るのを震えて待てExpect me.


    



    「わたしは……」


    　ガイムーンは自らの名を叫ぼうとした。だが、その前にアルケマルスがガイムーンの胸に爪を突き立てる。アルケマルスのすべてを凝縮したエネルギーを浴びて、ガイムーンは吹き飛ばされていく。地面に仰向けになったガイムーン。そこに冷たい雪が降っていく。


    　ガイムーンの顔に稲妻のような裂け目が走った。もう仮面を保つことはできない。崩れゆく身体からだで、それでもガイムーンは呟つぶやく。


    「わたしの名は……」


    



    
      ＊

    


    



    　アルケマルスは倒れたガイムーンを見つめていた。


    　境けい内だいに仰向けになったガイムーンはぴくりとも動かない。白しろ兎うさぎを模した仮面に雪が積もっていく。その仮面に巨大な裂傷が走った。


    　アルケマルスの漆黒の右手が塵ちりとなり、その輪郭が崩れていく。オルタ細胞の限界が近づいてきていた。そろそろ姿を保てなくなる。


    　だからその前に決着をつけなければならない。ガイムーンの仮面を壊さなければならない。


    　アルケマルスは残った爪を構え、ガイムーンに近寄った。そして無防備に仰向けになっているガイムーンへ向けて、爪を振りかぶろうとする。


    「ひどいよ、タケちゃん……」


    　ガイムーンの身体からだから風に乗って、煌きらめく結晶が溢あふれ、流れていく。それにつれて、ガイムーンが身体を震ふるわせた。


    「絶対に、許さない……なにが絶対悪アルケマルスだ……そんなものになってまで、なんでわたしを助けたのさ……」


    　ガイムーンの仮面に亀裂が走る。内側に隠れた少女の本音が言葉となって溢れ出す。


    「……ごめん、ごめんね、タケちゃん……わたし、気づいてあげられなかった……わたしのために、苦しい思いをさせて、痛い思いをさせて……わたし、なんにもできなかった……わたしは結局、誰も守ることなんてできなかった……たくさんの人を傷つけて……殺して……」


    　まるで子供のようにガイムーンは泣きじゃくる。アルケマルスはその姿に見覚えがあった。


    　かつての天羽あもうミアもウサギを守れず、この神社で涙を流していた。


    　沖おき名な武尊たけるがあのときに経験した記憶と感情はアルケマルスの中にも組み込まれている。当時の武尊はミアの涙を止める術すべを知らなかった。ミアの涙を止めることを願った。


    　アルケマルスは武尊の意志の具現化である。だからいま目の前で泣いているヒーローだった少女の涙を止めるために、彼女に声をかけた。


    　かつての武尊の声と言葉を再現して。


    「この神社にあった、〝厄やく除よけうさぎ〟を覚えているか？　昔、お前が家族のことで悩んでいたとき、この神社で〝厄除けうさぎ〟を買って、渡そうとしたことがあった。結局、ずっと渡しそびれたけど……少なくとも俺はずっとお前の幸せを願い続けていた」


    　いまの彼女になら、きっとこの言葉は届くはずだ。


    　どんな暴力よりも、恐怖よりも、この言葉こそがヒーローの仮面を剥はぎ取る力となる。


    「もしもお前が自分を許せないのなら、その分、幸せになるよう努力するんだ。お前がいままで不幸にしてきた人たちの分まで幸せを掴つかむためにあがき続けろ」


    　ほぼ崩れかけたガイムーンの仮面から、少女の半面が露出する。涙をこぼした少女の瞳が驚いたようにアルケマルスを見返していた。


    「……できないよ、そんなの、できるわけない」


    「生きてればなんとでもなるさ。お前にできないはずがない。だってお前は……俺が大好きな幼なじみは、誰より諦あきらめの悪いヒーローなんだから」


    　それは本心からの言葉ではない。ただ以前の沖おき名な武尊たけるの記憶を頼りに、武尊ならきっとこう言ったであろう言葉を再現シミユレートしてみせただけ。


    「え…えへへ……」


    　泣いていたヒーローがかすかに笑った。泣き笑いのような声で答えた。


    「やっと、好きって、言ってくれたね……タケちゃん……」


    　ガイムーンの仮面が砕け散る。下から現れたのは、天羽あもうミアの顔だった。アルケマルスの記憶にある泣き虫な幼なじみが泣き笑いで、こちらを見返す。


    　アルケマルスは横たわる少女に向けて、武尊の声で問いかける。


    「もう、仮面は被かぶらなくていいのか？」


    「……被れるわけ、ないよ。戦えるわけがない……。タケちゃんのあんな姿を見ちゃったら、もう、戦うなんて、できないよ……だって……だって……」

  


  [image: ]


  
    　一瞬の間を置いて、彼女は言った。


    「だって、わたしは、天羽あもうミアだから……。ヒーローでもなんでもない……タケちゃんのことが大好きな、ただの天羽ミアだから……」


    　懸命にガイムーンだった少女、ミアは懸命に笑い顔を保とうとした。


    　しかしそれもやがて泣き顔へと崩れていく。


    「……どうしよう、タケちゃん。わたし、笑いたいのに、全然笑えないよ……。辛いことや悲しいことが多すぎて、笑い方、忘れちゃった……」


    「そうか」


    　アルケマルスは膝ひざをつける。そしてミアの額に手をかざし、そっと心の中で念じた。


    〝恐怖支配テルール〟、発動。


    「タ、タケちゃん……！」


    　ミアは顔を歪ゆがませる。苦痛に喘あえぐミアの頬ほおを、アルケマルスは優しく撫なでた。


    　すべての出発点はミアの涙を止めることから始まった。ガイムーンとしての意志が砕かれたいま、アルケマルスは最後の仕上げをしなければならない。


    　天羽ミアがきちんと天羽ミアとして、日常へ帰れるように。


    「ガイムーンとして過ごしてきたお前の記憶をすべて恐怖の中に閉じこめる。お前がガイムーンとして過ごした日々はすべて子供が見た悪夢に変わる。このまま穏やかな日常に戻れ。そこで笑って過ごせばいい」


    「やめて、タケちゃん……そんなことしたら、わたし、すべて忘れちゃう……笑うことなんてできないよ……」


    「忘れないさ。悪夢を乗り越えられるほど強くなったら、きっとまた笑えるようになる」


    「行かないで、タケちゃん……わたしを、置いてかないで……！」


    「大丈夫だ。俺はお前の傍そばにいる……ずっと、傍にいるから……」


    　差し伸べたミアの手を、アルケマルスは、沖おき名な武尊たけるがきっとそうしたように優しく握りしめる。それからまるで子守唄のようにあの歌を口ずさんだ。


    



    　誰より優しさ知っている　僕らを救うヒーローさ


    　誰かがその名を呼んだとき　駆けつけてくる、白き親愛


    



    　ガイ、ガイ、ガイムーン　正義の仮面はここにあり


    　ガイ、ガイ、ガイムーン　みんなの笑顔を守りぬけ


    　正義の味方　ガイムーン


    



    　うわごとのように武尊の名前を繰り返すミアは、やがて静かに眠りについた。アルケマルスはずっと手を握り続ける。だが、次第にその手すらも塵ちりに変わっていった。


    「武尊たけるくん！」


    　石段を上って黒髪の少女がやってくる。花か音のんだった。息を切らせて走る花音は、アルケマルスの姿を目まの当たりにして、息を飲んだ。


    　そんな花音を、アルケマルスはじっと眺める。


    　余計なところを目撃されてしまった。このまま殺すべきかと動こうとするが、アルケマルスの中にいるなにかがそれを押しとどめる。


    　もしかするとアルケマルスの中に残っていた沖おき名な武尊の意識がアルケマルスを止めたのかもしれない。


    　もう、それを確かめる手段はない。


    　アルケマルスはなにも答えずに、ミアから離れる。


    　ガイムーンを倒したいま、絶対悪アルケマルスが存在する理由はどこにもない。それをすべてわかっている花音はアルケマルスの姿を見ていられなくて、境けい内だいの石畳に目を伏せた。


    「生きてください……まだあなたの闘争は終わってないんです……ミアちゃんを幸せに……ううん、私も、リヴァイアサンのみんなも、幸せにする闘争だってあるじゃないですか。まだあなたの戦いは終わってない……ほら、あれですよ、漫画にもよくあるじゃないですか、私たちの戦いはこれからなんです。だから、武尊くんの本当の戦いもこれから──！」


    　花音が顔を上げると、アルケマルスの姿は消えていた。


    　倒れ伏すミア以外、誰の姿もない。しばらく震ふるえていた花音はやがて、力なくミアのもとへ歩いていく。ガイムーンだった名残りはもうどこにもなく、ただの少女であるミアが横たわっている。眠っていたミアは朧おぼろげに瞼まぶたを開いた。


    「……ミアちゃん」


    　花音が呼びかけると、ミアはぱちくりと目を瞬まばたかせた。それから不思議そうに首を傾かしげる。


    「お姉さん、だれ？」


    　息を飲む花音をよそに、ミアはまだぼんやりした顔で言った。


    「ずっと、こわい夢をみてた……いろんな人が泣いて、死んでいって……あれ？　なんでわたし、ここにいるんだっけ……いま、雪が降ってるの？」


    　鼻を赤くしながら花音はミアを抱きしめた。しゃくりあげるのをこらえ、花音はミアをしっかり捕まえる。


    「……お姉さん、泣いてるの？　どこか痛いの？」


    「平気ですよ、ミアちゃん。痛くなんて、ありません。痛がってる暇ひまなんて、ないですから」


    「お姉さん、わたしのこと、知ってるの？」


    「もちろん。大事な友達ですから」


    　なんのことかわからずに、ミアは首を傾げ続ける。


    　それでも花か音のんは抱きしめるのをやめなかった。いつのまにか雪はやんでいた。雲の割れ目から姿を覗のぞかせた三日月は正義も悪も関係なく、夜空で白く輝き続けた。


    



    
      ＊

    


    



    「さっき監視からの報告があったわ。ガイムーンと総そう帥すいは羽はね鷺さぎ神社で交戦したのち、相打ち。天羽あもうミアはガイムーンの変身能力を喪そう失しつ、二代目ヘルヴェノム卿きようはガイムーンを倒したのち、消滅したそうよ」


    「……そうか。すべて終わったんんだね」


    「……本当にやってくれたわね。おかげで、すべて計画は白紙に戻った。【財団】も上層部は大慌てよ。あなたはこれからどうするの？」


    「もう少し、この街の続きを見させてもらうさ。まだできることはあるだろうからね。お前さんは？　またこの街でやり直すのかい？」


    「冗談はよして。もっとやりやすい実験場所を用意するわ。五〇年でも、一〇〇年でも、時間だけならいくらでもある。──ただいまは、幕引きを宣言するしかないわね」


    　真ま耶やは千ち代よとともに月つき杜もり市を見下ろす。人間ネイテイブと怪人オルタがともに生きる街に想いを馳はせながら、スマートフォンをとり、【財団】に報告を入れた。


    



    「月杜市におけるガイムーン計画は本日をもって凍結。被験者、天羽ミアの役目も終了とする。プロジェクト再開についてはまた後日協議されたし──」

  


  
    



    エピローグ


    



    　怪人オルタたちの一いつ斉せい蜂ほう起きおよびガイムーンとヘルヴェノム卿きようの決戦から四か月が経たった。


    　二〇〇名にもおよぶ死傷者を出した事件に、月つき杜もり市が受けた傷はあまりに深かった。いまだに混乱は続いており、この悲しみが完全に癒いえるにはいまだ時間が必要らしかった。


    　それでも悲しみと喪そう失しつをこらえながら、人の営みは確かに続いていく。


    



    
      ＊

    


    



    　桜が咲く坂道を天羽あもうミアはゆっくり下っていた。


    　月杜第一高校の制服にいまだミアは慣れることができない。自分が女子高生なのだと頭ではわかっていても、受け入れるにはまだまだ時間が必要だった。


    　三学期のあいだ、ずっと検査入院で病院にいたミアはもう一度、高校二年生をやることになっていた。といっても、この高校に通っていた記憶もすっぽり抜け落ちているので、気分は新入生のそれに近い。


    　ひとり、おなじクラスになった女の子──都つ筑づき希のぞ美みは以前からミアを知っていたらしく、なにかと世話を焼いてくれた。賑にぎやかな子ですぐに仲良くなれそうだ。


    　だが、沖おき名な武尊たけるの行方ゆくえを聞くと、希美は顔を曇らせた。


    「なんか急に退学しちゃったんですよね。図書委員の後輩であるわたしにも一言もなしで。ほんとに、どこでなにしてるんだか」


    　希美の言葉に、ミアは寂しく笑った。


    　きょうは始業式だったので、学校も早く終わった。希美は同級生たちとカラオケに行かないかと誘ってくれたが、なんとなくひとりで歩きたかったので、断ることにした。


    　いまのミアは小学五年生のある日からの記憶が完全に欠落していた。それはミアのママンが殺され、自分も襲われた日らしいのだが、ミアは事件当時のことを覚えていない。


    　覚えているのはうさぎ神社の境けい内だいでお別れした武尊の姿までだった。


    　医者によれば、ミアが忘れている記憶はエピソード記憶と呼ばれる記憶に分類されるらしく、日常生活に支障を来きたすことはないという。実際、高校の教科書を開いてみても、不思議と内容を理解できたので、授業で後れを取ることはないだろう。


    　だが失われた記憶については、無理に思い出そうとするととてつもない悪お寒かんが襲いかかった。なにか強力なトラウマが起因しているのではと医者は診断したが、結局、原因はわからないままだった。


    　ミアが記憶喪失になったのは、あのガイムーンとヘルヴェノム卿が決戦を繰り広げた日だという。その日、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの怪人たちが月つき杜もり市でテロ活動を行い、ガイムーンがそれを鎮しずめた。しかし現れたヘルヴェノム卿きようとガイムーンは一騎打ちをし、そのまま両者は行方不明になったのだとニュースで知らされた。


    　ガイムーンとヘルヴェノム卿がどこへ消えたのか、いまだにわかっていない。時折、ニュースでは空中を飛ぶガイムーンやヘルヴェノム卿の姿が映し出されるが、ミアにはまるで映画の出来事のように見えた。


    　初めは現実を受け入れるのに苦労した。小学五年生の自分からいきなりタイムスリッップしたような感覚。まるで浦島太郎になったかのようだ。


    　両親も、佐さ和わ子こも、武尊たけるもいない。その事実を知ったとき、ミアは泣き続け、食事もろくに喉のどを通らなかった。


    　そんなミアをずっと見舞い続け、励ましてくれたのが桜さくら井い花か音のんだった。


    「ミアちゃんはひとりじゃない。私がついてますから」


    　花音は記憶を失う前のミア、そして武尊とも友人だったらしく、うさぎ神社で倒れていたミアを見つけたのも、花音だった。


    　どこでどういうふうに花音と知り合ったのか、ミアには不思議だったが、花音と接するとなぜか安心する気持ちになれた。花音を信頼するのにそれほど時間はかからなかった。


    　いまだに寂しさはあったけれども、自分が生きていく居場所がこの世界にあるのだとゆっくり理解できるようになっていた。


    　花音もきょうからは市内の大学に通うことになっている。ただその一方で、仲間たちとある塾を始めるのだとも言っていた。『異人塾』というおかしな名前の塾だった。どんな塾なのか尋ねると、いつか時がきたら教える、と花音は寂しそうに笑って答えた。


    　部屋を借りているマンションに向かって歩くミアは、汀てい子こ川の土手にたどり着く。陽光に照らされる川の水みな面もを眺めると、無性にほっとした。


    　どんなに街は変わっても、どんなに人が変わっても、変わらぬ景色がここにある。


    　ここが自分の大好きな月杜市なんだと、教えてくれているかのようだった。


    「川がお好きなのかい、お嬢さん」


    　急に声をかけられ、ミアは振り返る。


    　そこには車椅い子すに乗った老婆がいた。だいぶ年老いているが、どこか威厳に満ちており、魔女の風ふう貌ぼうを連想させる。ミアは微ほほ笑えみかけて、頷うなずいた。


    「昔から好きなんです。よくあそこのグラウンドでサッカーの練習をしていて、友達と帰り道にここの川を眺めていたから……」


    「そうかい。思い出があるというのは、いいことじゃないか」


    　まるでこちらの事情を察しているような老婆の言葉に、ミアは驚いた。それからおずおずと老婆に尋ねる。


    「あの、もしかしてどこかでお会いしたことあります？」


    「いいや。初めてのはずだよ。もっとも年寄りの記憶力なんてあまりあてにはならんがね」


    　老婆はそう言って、歯の抜けた口で笑った。そうすると意外な愛あい嬌きようがあり、ついミアもおかしくなって笑ってしまう。


    「わたし、このあたりに住んでいるんですけど、おばあさんも近くなんですか？　付き添いの人とかは……」


    「飯めし江え区のほうに住んどる。いまは付き添いがいなくなっちまってね。なるべくなんでもひとりでこなすようにしとるんだ」


    「え、飯江区ってだいぶ遠いですよね？　わたしでよかったら、付き添いましょうか？」


    「心配はいらんよ。今時の車椅い子すも便利なもんでね。……まぁ、せっかくの親切だし、ひとつ頼まれてはくれんかね？」


    「なんですか？」


    　老婆は膝ひざにかけていた毛布の下から、小さな桐の箱を取り出した。


    「私の孫が置いていったものでね、処分に困ってたんだ。よかったらもらってはくれんか？」


    「え、でも、お孫さんに断りもなしで、大丈夫なんですか？　大事なものなんじゃ……」


    「大したもんじゃない。ただの人形さ。部屋で腐らせておくよりは、大事にしてくれそうな人のところに置いといたほうが、きっと孫も喜ぶ。お嬢さんだったら、安心して任せられそうだ」


    「お孫さんはいまどうしてるんですか？」


    「遠いところに行っちまったよ。いつになったら帰ってくるのか、見当もつかん」


    「……寂しくないですか？」


    「そうでもない。人間、いくつになっても新しい出会いはあるもんだからね」


    「そうですか」


    　ミアはしばらく考え、桐の箱を受け取った。


    「わかりました。お孫さんの代わりに大事にしますね」


    「ああ、ありがと。よろしく頼むよ」


    　そう言って、老婆はレバーで車椅子を操作し、ミアから去っていった。名前もわからない老婆の背中を、ミアはずっと見送る。なぜか老婆に懐かしさを覚えたが、それがなぜなのかわからなかった。


    　ミアは受け取った桐の箱を抱かかえ、土手に座り込む。


    　それから中身を確かめようと丁てい寧ねいに蓋ふたを外した。箱の中を覗のぞき込むと意外なものを見つけた。


    「〝厄やく除よけうさぎ〟？」


    　中に入っていたのは、すこし色が褪あせた桃色のうさぎの人形。うさぎ神社でかつて扱われていた、厄除け用のお守りである。もういまは扱われていないと聞いていたが、思いがけない再会に顔をほころばせる。


    　ミアは笑いながら、うさぎの人形の鼻先を指で撫なでた。


    「……あれ？」


    　ぽたぽたとミアの両目から熱い雫しずくが落ちていく。


    〝厄やく除よけうさぎ〟にまで涙の雫は垂れていた。


    「あ、あれ、おかしいな……なんで、涙が、溢あふれて……」


    　なぜ自分が泣いているのかわからない。どうやってこの涙を止めればいいのかもわからない。


    　それになぜか脳裏をよぎるのは武尊たけるの顔だった。


    　どうして武尊のことを思い出すのだろう。


    　どうしてこんなに強い喪そう失しつ感を覚えてしまっているのだろう。


    　思い浮かぶのは六年前の小学生だった頃の武尊だけではない。いまのミアは見覚えがないはずの、眼鏡めがねをかけた武尊の顔、それに武尊の言葉が脳裏をよぎった。


    　月つき杜もりタワーの展望台、汀てい子こ川の土手道、校舎の階段の踊り場、月杜市のあちこちに武尊との思い出が染みついている。いろんな姿の武尊がそこにいる。それはまるで霞かすみのような記憶で、どういう状況の記憶なのかもわからない。


    　はっきりと思い出せないのがひどく悲しくて、さらに涙が溢あふれた。タケちゃん、タケちゃん、とミアは泣き続けた。


    



    　──俺はお前の傍そばにいる……ずっと、傍にいるから……。


    



    　誰かの気配を感じ、はっとミアは後ろを振り返る。そこには誰の姿もなかった。ミアは涙を拭ふき取り、もう一度〝厄除けうさぎ〟を撫でた。


    　それから涙を拭き取り、立ち上がる。


    　空を見上げれば、透き通るような青が広がっていた。


    　正義も悪も包み込むような青空を見るうちに、自然と笑顔がこぼれていく。


    



    　大丈夫だよ、タケちゃん。まだ寂しくなることもあるけれど、きっと幸せにやってけるよ。


    　いつも泣いてばかりだったけど、今度会ったらちゃんと笑って話そう。


    　それまでたくさん、楽しい思い出を作ってみせるからさ。


    



    　万感の思いを込めて、ミアは拳を突き上げる。


    　それからこの空の下にいるはずの幼なじみに聞かせるように、呟つぶやいた。


    



    「またね、タケちゃん」

  


  
    あとがき


    



    　どうも、大おお泉いずみ貴たかしです。


    　ここまで本シリーズを読んでくださり、ありがとうございます。


    　すでにあらすじでも予告しているとおり、今巻で武尊たけるとミアの物語は完結となります。


    　まだあの世界で書ける物語はいろいろ残されているのですが、少なくとも武尊とミアの物語に今後なにかを付け足すことはありません。


    



    　振り返ってみれば本シリーズは、僕がこれまで親しんできた特撮ヒーローのエッセンスがすべて詰まった作品となりました。


    　絶対悪アルケマルスシリーズはいわゆるピカレスクロマンに分類される作品ですが、同時にヒーローもののお約束はかなり詰まっていると思います。既存のヒーローものへのアンチテーゼとしてそれらの要素をオミットする傾向が特にハリウッド映画では顕けん著ちよですが、ヒーローを描く上でそれらの要素を外すことは僕には考えられませんでした。


    　ガイムーンとヘルヴェノム卿きようが対決前に名乗りをあげるという、普通に考えればツッコミどころしかない展開を入れているのもそういう理由です。


    　ヒーローものは、突き詰めれば「ヒーローはなにと戦うのか？」を追究するジャンルだと考えています。ヒーローとは他者のために戦う存在であり、そして悪とは他者の生命を脅おびやかす存在である。そういう解釈をもとに発想したのがヘルヴェノム卿、そしてガイムーンというキャラクターでした。ちなみにガイムーンの元ネタは、日本の元祖変身ヒーローである月光仮面だったりします。「正義の味方」である月光仮面は自分の正義を掲げたりしません。あくまで悪と戦っている誰かの正義に味方する。その月光仮面のあり方が、ガイムーンのマインド・セットというアイディアにつながった形です。


    　非常にシビアなテーマを扱ったために、いろいろ考えることも多かったのですが武尊とミアの物語というシリーズの軸は最後までブレずに全まつとうできたのではないかと思います。


    　本シリーズの刊行に尽力してくださった方々に改めてこの場でお礼を申し上げます。そしてなによりも、本シリーズを応援してくださった読者の皆様に限りない感謝を。


    　まだ次回作の刊行は未定ですが、今度はかなりガラッと違う作風のものになるかもしれません。また気がむいた時に手にとっていただければ幸いです。


    



    　それではまたみなさまと次の物語で出会えることを祈りつつ。


    



    



    『OVER THE TIMES～時いまを越えて』を聴きながら、大泉貴

  


  
    大泉貴


    Takashi Ooizumi


    



    東京在住。小説家兼ソーシャルゲームシナリオライター。好きなヒーローはグリッドマン。そんなわけで最終巻、よろしくお願いいたします。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    我がヒーローのための絶対悪アルケマルス　３


    



    ２０１６年４月28日　電子書籍版発行


    著　者　大泉　貴


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　江橋克則


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１６年４月24日　初版第１刷発行


    



    ⒸTakashi Ooizumi 2016　ISBN978-4-09-451608-1


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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